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■対象製品

P-2642-1184  JP1/NETM/DM Manager 08-52  （適用 OS：Windows Server 2003，Windows XP 
Professional，Windows 2000）
P-2642-1384  JP1/NETM/DM Client 08-52  （適用 OS：Windows Server 2003，Windows XP，Windows 
2000，Windows NT 4.0，Windows Me，Windows 98）
P-2642-2384  JP1/NETM/DM Client - Base 08-52  （適用 OS：Windows Server 2003，Windows XP，
Windows 2000，Windows NT 4.0，Windows Me，Windows 98）
P-F2642-23841  JP1/NETM/DM Client - Operation Log Feature 08-52  （適用 OS：Windows Server 2003，
Windows XP，Windows 2000，Windows NT 4.0，Windows Me，Windows 98）
P-F2642-23842  JP1/NETM/DM Client - Delivery Feature 08-50  （適用 OS：Windows Server 2003，
Windows XP，Windows 2000，Windows NT 4.0，Windows Me，Windows 98）
P-F2642-23843  JP1/NETM/DM Client - Remote Control Feature 08-51  （適用 OS：Windows Server 
2003，Windows XP，Windows 2000，Windows NT 4.0，Windows Me，Windows 98）
P-2642-3384  JP1/NETM/DM Client 08-50  （適用 OS：Windows Server 2003，Windows XP）
P-2A42-1184  JP1/NETM/DM Manager 08-52  （適用 OS：Windows Server 2008，Windows Vista）
P-2C42-1384  JP1/NETM/DM Client 08-52  （適用 OS：Windows Server 2008，Windows Vista）
P-2C42-2384  JP1/NETM/DM Client - Base 08-52  （適用 OS：Windows Server 2008，Windows Vista）
P-F2C42-23841  JP1/NETM/DM Client - Operation Log Feature 08-52  （適用 OS：Windows Server 2008，
Windows Vista）
P-F2C42-23842  JP1/NETM/DM Client - Delivery Feature 08-50  （適用 OS：Windows Server 2008，
Windows Vista）
P-F2C42-23843  JP1/NETM/DM Client - Remote Control Feature 08-51  （適用 OS：Windows Server 
2008，Windows Vista）
P-2C42-3384  JP1/NETM/DM Client 08-50  （適用 OS：Windows Server 2008，Windows Vista）
P-1B42-2J71  JP1/NETM/DM NNM連携機能 07-00  （適用 OS：HP-UX）
P-2642-1C74  JP1/NETM/DM Internet Gateway 07-00  （適用 OS：Windows Server 2003，Windows XP 
Professional，Windows 2000，Windows NT Server 4.0）
P-2642-1D74  JP1/NETM/DM HTTP Gateway 07-00  （適用 OS：Windows Server 2003，Windows XP，
Windows 2000，Windows NT 4.0，Windows Me，Windows 98）
P-2842-1384  JP1/NETM/DM Client 08-00  （適用 OS：Windows Server 2003 (IPF)）
P-9T42-1371  JP1/NETM/DM Client 07-00  （適用 OS：Windows CE .NET 4.1）

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご
確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標類

Acrobatは，Adobe Systems Incorporated(アドビシステムズ社 )の商標です。
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す。
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変更内容

変更内容（3020-3-L36-A0，3020-3-L37-A0，3020-3-L38-A0，3020-3-L39-A0）　JP1/NETM/DM 
08-52

追加・変更内容 変更個所

次に示すインベントリ情報を取得できるようにした。
• ハードディスクの電源を切る（AC）
• ハードディスクの電源を切る（DC）
• システムスタンバイ /スリープ（AC）
• システムスタンバイ /スリープ（DC）
• システム休止状態（AC）
• システム休止状態（DC）

また，省電力設定にしていないクライアントを対策する運
用例と，クライアントをシャットダウンさせる運用例を追
加した。

導入：1.2，1.2.2，2.2.1(1)，4.1，4.9，
4.10，付録 C.22
運用 1：4.2.3(6)
運用 2：4.25.14(2)，付録 C.4(3)

オフラインマシンに対して，媒体を利用して稼働監視機能
を使えるようにした。

導入：1.2.2(3)，1.2.4，2.1.7，2.2.6，
2.5.9，付録 D.1(2)，付録 F
構築：8.1.5，付録 G
運用 1：2，3，6.10，7，7.7，付録 A.1～
付録 A.7，付録 F
運用 2：1.2.3，付録 B.3(2)，付録 I

ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追
加した。

導入：2.2.2(1)

中継システムで管理するジョブ数が増えた場合でも，ジョ
ブ処理のスループットの低下を回避できるように，中継シ
ステムのセットアップで管理ファイルのキャッシュ上限サ
イズを指定できるようにした。

導入：5.3.2(2)
構築：5.2.4

64ビットバージョン JP1/NETM/DM Clientの名称を 64
ビット版 JP1/NETM/DM Clientに変更した。

導入：付録 E(6)，付録 E(9)，付録 F
構築：付録 F(6)，付録 F(9)，付録 G
運用 1：付録 E(6)，付録 E(9)，付録 F
運用 2：付録 B，付録 H(6)，付録 H(9)，
付録 I
AIT：1.3

JP1/NETM/DM Clientのインストールに失敗した場合，
自動的に再インストールするようにした。また，再インス
トールに失敗した場合に実行する InstallShield環境削除
ツールの格納場所を掲載した。

導入：付録 F
構築：3.1.17，3.3，付録 G
運用 1：付録 F
運用 2：付録 I

クラスタシステム環境の JP1/NETM/DM Managerを上書
きインストールおよび再インストールする場合の手順を追
加した。

構築：1.2.2，付録 C.5

中継システムで IDジョブがデフォルトで再実行できるよ
うに，中継システムのセットアップの「IDジョブのクラ
イアントの実行結果を記録する」チェックボックスの状態
に関係なく，ジョブの実行結果を記録するようにした。

構築：5.2.4
運用 1：8.5.2(1)

JP1/NETM/DM Managerのデータベースに Embedded 
RDBを使用する場合，作業表領域のサイズを自動で増や
せるようにした。

構築：7.4.1，7.4.3，付録 C.2
運用 2：5.3.2(8)



（凡例）
導入：マニュアル「JP1/NETM/DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )」
構築：マニュアル「JP1/NETM/DM 構築ガイド (Windows(R)用 )」
運用 1：マニュアル「JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用 )」
運用 2：マニュアル「JP1/NETM/DM 運用ガイド 2(Windows(R)用 )」
AIT：マニュアル「JP1/NETM/DM Automatic Installation Toolガイド (Windows(R)用 )」

変更内容　JP1/NETM/DM 08-51

Embedded RDBを使用して「Asset Information 
Manager Limited」のデータベースを作成する際，データ
ベースのサイズを自動拡張できるようにした。

構築：10.3.1(1)，10.3.7(3)

jamdbexport.batを実行することで，「Asset Information 
Manager Limited」のデータベースのバックアップを
CSV形式で取得できるようにした。

構築：10.3.3，10.3.3(2)

Embedded RDB環境で「Asset Information Manager 
Limited」のデータベースのバックアップファイルを取得
する，jamemb_backup.batの説明を追加した。

構築：10.3.5，10.3.5(2)

Embedded RDB環境で「Asset Information Manager 
Limited」のデータベースの再編成を実行する，
jamemb_reorganization.batの説明を追加した。

構築：10.3.7，10.3.7(2)

リモートインストールマネージャでソフトウェア情報の表
示名が短縮されるホットフィックスに，次の種類を追加し
た。
• Windows XP Application Compatibility Update
• Internet Explorer 7 ホットフィックス 
• Internet Explorer 7 セキュリティ更新 
• Step by Step Interactive Training 

運用 1：3.2.6(1)

検索パターンを使用して操作ログを全件出力する
jamTakeOperationLog.batについて，オプションで，「部
署」，「ユーザ名」および「設置場所」の情報を CSV形式
ファイルに出力できるようにした。

運用 1：6.6.2(6)

次に示すイベント IDのイベントログメッセージを追加し
た。
• 8060
• 8061
• 8064
• 8065
• 8066
• 8067
• 8068
• 8069

運用 2：5.10.2(3)

追加・変更内容 変更個所

JP1/NETM/DM Managerの一部のコンポーネントを，
Windows Vistaで利用できるようにした。

導入：1.3.6
構築：1.1.1，1.1.2(1)

追加・変更内容 変更個所



（凡例）
導入：マニュアル「JP1/NETM/DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )」
構築：マニュアル「JP1/NETM/DM 構築ガイド (Windows(R)用 )」
運用 1：マニュアル「JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用 )」
運用 2：マニュアル「JP1/NETM/DM 運用ガイド 2(Windows(R)用 )」

単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。

次に示すインベントリ情報を取得できるようにした。
• モニタの電源を切る（AC）
• モニタの電源を切る（DC）
• プロセッサ調整（AC）
• プロセッサ調整（DC）

導入：2.2.1(1)，付録 C.22
運用 1：4.2.3(6)
運用 2：4.25.14(2)，付録 C.4(3)

ディレクトリ情報から取得する情報の詳細および取得する
際の引き当て方法を明記した。

構築：10.7.6

「Asset Information Manager Limited」のカレンダーで，
前月および翌月の月をボタンから表示できるようにした。

運用 1：10.1.2

コマンドのパラメタファイルで使用する
JOB_DESTINATION_IDタグで，ジョブの実行対象とな
る ID管理中継を指定できるようにした。

運用 2：4.25.10(2)，4.25.10(3)

追加・変更内容 変更個所





はじめに

このマニュアルは，プログラムプロダクト JP1/NETM/DMのシステム運用方法について説明し
たものです。
このマニュアルでは，他の製品と JP1/NETM/DMとの連携，およびトラブルが発生したときの
対処方法について説明しています。また，Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/
NETM/DM Client，64ビット版 JP1/NETM/DM Client，およびWindows CE版 JP1/NETM/
DM Clientの機能についても説明しています。
　
なお，このマニュアルを含め，Windows版 JP1/NETM/DMのマニュアルには次の 7冊があり
ます。各マニュアルの目的を次に示しますので，必要に応じてお読みください。

JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )
最初にお読みいただくマニュアルです。
JP1/NETM/DMの概要や機能，代表的な構築例および使用例を紹介しています。また，
JP1/NETM/DMを導入するための手順や，あらかじめ検討しておく必要があることについ
ても説明しています。

JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 構築ガイド (Windows(R)用 )
JP1/NETM/DMのインストール・セットアップの手順，データベースの構築，およびシス
テム構成の管理方法について説明しています。

JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用 )
ソフトウェアの配布，インベントリ情報の取得および管理，ファイルの収集など，配布管
理システムの各機能の詳細と操作方法を説明しています。また，クライアントの操作方法
についても説明しています。

JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 運用ガイド 2(Windows(R)用 )
他の製品と JP1/NETM/DMとの連携，およびトラブルが発生したときの対処方法について
説明しています。また，Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Client，
64ビット版 JP1/NETM/DM Client，およびWindows CE版 JP1/NETM/DM Clientの機能
についても説明しています。

JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Automatic Installation Toolガイド (Windows(R)用 )
他社ソフトウェアをパッケージングするときに使用する AITファイルやレコーダファイル
の作成方法を説明しています。

JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Administrator Kit
JP1/NETM/DM Clientを自動的にインストールするために使用する JP1/NETM/DM 
Administrator Kitについて説明しています。

JP1 Version 8 JP1/NETM/Remote Control
JP1/NETM/Remote Controlおよび JP1/NETM/DMのリモートコントロール機能について
説明しています。
I



はじめに
■対象読者
このマニュアルは，次の方にお読みいただくことを前提に説明しています。
• JP1/NETM/DMを利用してソフトウェアの配布や資産情報を収集・管理する管理者の方
• Microsoft Windowsの操作に関する基本的な知識をお持ちの方
• ネットワークに関する基本的な知識をお持ちの方

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第 1章　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
JP1/Baseに JP1/NETM/DMのユーザを作成する方法や，設定できる権限について説明していま
す。

第 2章　JP1/IMから JP1/NETM/DMを管理する
JP1/IMから JP1/NETM/DMを起動する方法や，JP1/IMへジョブの実行結果を通知する方法に
ついて説明しています。

第 3章　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
JP1/Cm2またはHP OpenViewの監視画面から JP1/NETM/DMのインベントリ情報やジョブを
管理する，JP1/Cm2または HP OpenView連携機能の使用方法について説明しています。

第 4章　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
JP1/AJS2を使用して，ジョブの実行やパッケージングなどの機能を自動化する方法，および
JP1/NETM/DMのコマンドの文法について説明しています。

第 5章　トラブルシューティング
トラブル発生時の対処方法について説明しています。

付録 A　Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientの機能
Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientの機能について説明していま
す。

付録 B　64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの機能
64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの機能について説明しています。

付録 C　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientの機能
Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientの機能について説明しています。

付録 D　セキュリティ PCへのリモートインストール
JP1/NETM/DMからセキュリティ PCに，セキュリティ PC用のアップデートデータをリモート
インストールする方法について説明しています。

付録 E　秘文連携機能を使用した JP1/秘文および秘文の管理
JP1/NETM/DMの秘文連携機能を使用した JP1/秘文および秘文の管理方法について説明してい
ます。
II



はじめに
付録 F　EURを使ったインベントリ管理帳票の作成
JP1/NETM/DMで作成した CSV形式ファイルのデータを，EURを使って帳票に出力する方法に
ついて説明しています。

付録 G　監査ログの出力
監査ログの出力情報について説明しています。

付録 H　各バージョンの変更内容
JP1/NETM/DMマニュアルの変更内容について説明しています。

付録 I　用語解説
JP1/NETM/DMで使用する用語の意味について説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )（3020-3-L36）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 構築ガイド (Windows(R)用 )（3020-3-L37）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用 )（3020-3-L38）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Automatic Installation Toolガイド (Windows(R)用 )
（3020-3-L40）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Administrator Kit（3020-3-L41）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/Remote Control（3020-3-L45）
• JP1 Version 6 JP1/NETM/DM Manager（3000-3-841）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM SubManager(UNIX(R)用 )（3020-3-L42）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Client(UNIX(R)用 )（3020-3-L43）
• JP1 Version 5 統合ネットワーク管理システム /ソフトウェア配布管理支援 /ワークステーショ
ン JP1/NETM/DM/W（3000-3-817）

• JP1 Version 8 JP1/NETM/Asset Information Manager 導入ガイド（3020-3-L33）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/Asset Information Manager 設計・構築ガイド（3020-3-L34）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/Asset Information Manager 運用ガイド（3020-3-L35）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/Client Security Control（3020-3-L31）
• JP1 Version 8 JP1/NETM/Audit（3020-3-L50）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 解説（3020-3-K21）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 設計・運用ガイド（3020-3-K22）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 操作ガイド（3020-3-K24）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 コマンドリファレンス
（3020-3-K25）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 連携ガイド（3020-3-K27）
• JP1 Version 8 JP1/Automatic Job Management System 2 メッセージ（3020-3-K28）
• JP1 Version 8 JP1/Integrated Management - Manager システム構築・運用ガイド
（3020-3-K01）
• JP1 Version 8 JP1/Base 運用ガイド（3020-3-K06）
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• JP1 Version 8 JP1/Base メッセージ（3020-3-K07）
• JP1 Version 8 JP1/Base 機能拡張（3020-3-K08）
• JP1 Version 8 JP1/Cm2/Network Node Manager ネットワーク管理ガイド（3020-3-L01）
• JP1 Version 8 JP1/秘文 セットアップガイド（管理者用）（3020-3-L62）
• HiRDB Version 8 メッセージ（3020-6-358）
• 帳票作成機能 EUR EUR 帳票設計（3020-7-481）
• 帳票作成機能 EUR EUR 帳票出力（3020-7-483）
• 帳票作成機能 EUR EUR Print Service 帳票出力（3020-7-484）

■ JP1 Version 8での製品体系の変更について
• JP1/NETM/DM Manager Embedded RDB Editionを廃止し，組み込み型のリレーショナル
データベースを JP1/NETM/DM Managerに統合しました。

• JP1/NETM/DM SubManagerを廃止し，中継機能を JP1/NETM/DM Clientに統合しました。
また，リモートコントロールする側の機能は，JP1/NETM/Remote Control Managerで提供
します。

• 中継システムまたはクライアントとして使用できる JP1/NETM/DM Client - Baseと，三つの
オプション製品を追加しました。JP1/NETM/DM Client - Baseは，三つのオプション製品を
インストールすることで，JP1/NETM/DM Clientと同等の機能を使用できます。オプション
製品は，使用したい機能によって選択できます。

• JP1/NETM/DM Client Light Editionを廃止しました。JP1/NETM/DM Client Light Edition
の機能は，JP1/NETM/DM Client - Baseおよび JP1/NETM/DM Client - Delivery Featureで
提供します。

JP1 Version 8での製品体系の変更について，次の図に示します。
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■ JP1 Version 8でのマニュアル体系の変更について
JP1 Version 8では，JP1/NETM/DMシリーズのマニュアル体系を変更しました。体系変更後の
各マニュアルの記載内容を次の表に示しますので，目的に応じてご利用ください。

マニュアル名 記載内容の概略

JP1 Version 7i JP1 Version 8

JP1/NETM/DM システム構築
(Windows(R)用 )

JP1/NETM/DM 導入・設計ガ
イド (Windows(R)用 )

• 製品概要
• 機能概要
• 代表的な構築例と運用例
• 導入から運用開始までの作業の
流れ

• システム構成の設計
• リレーショナルデータベースの
構造

• 機能差異

JP1/NETM/DM 構築ガイド
(Windows(R)用 )

• インストールの手順
• セットアップの内容
• リレーショナルデータベースの
設定

• システム構成の管理

JP1/NETM/DM システム運用
1(Windows(R)用 )

JP1/NETM/DM 運用ガイド
1(Windows(R)用 )

• 配布管理システムの操作
• クライアントの操作
• メニュー一覧
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■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，JP1/NETM/DM関連製品の製品名称を次のように表記します。

そのほかの製品名称，および名称について次のように表記します。

JP1/NETM/DM システム運用
2(Windows(R)用 )

JP1/NETM/DM 運用ガイド
2(Windows(R)用 )

• 他プログラムとの連携
• コマンドの文法
• トラブルシューティング

JP1/NETM/DM Automatic 
Installation Toolガイド
(Windows(R)用 )

JP1/NETM/DM Automatic 
Installation Toolガイド
(Windows(R)用 )

Automatic Installation Toolの使
用方法

JP1/NETM/DM Administrator 
Kit

JP1/NETM/DM 
Administrator Kit

JP1/NETM/DM Administrator 
Kitの使用方法

JP1/NETM/Remote Control JP1/NETM/Remote Control リモートコントロール機能の使用
方法

表記 製品名称

64ビット版 JP1/NETM/DM Client Windows Server 2003 (IPF)対応 JP1/NETM/DM 
Client

Windows Server 2003 (IPF)対応 JP1/NETM/DM 
Client Light Edition

64ビット版 JP1/NETM/Remote Control Agent Windows Server 2003 (IPF)対応 JP1/NETM/
Remote Control Agent

HTTP Gateway JP1/NETM/DM HTTP Gateway

Internet Gateway JP1/NETM/DM Internet Gateway

JP1/NETM/Client Security Controlまたは JP1/
NETM/CSC

JP1/NETM/Client Security Control - Agent

JP1/NETM/Client Security Control - Manager

JP1/NETM/DM JP1/NETM/DM Client JP1/NETM/DM Client

JP1/NETM/DM Client 
- Base

JP1/NETM/DM Client - Delivery Feature

JP1/NETM/DM Client - Operation Log Feature

JP1/NETM/DM Client - Remote Control Feature

JP1/NETM/DM Manager

JP1/NETM/Remote Control JP1/NETM/Remote Control Agent

JP1/NETM/Remote Control Manager

JP1/Remote Control JP1/Remote Control Agent

JP1/Remote Control Manager

マニュアル名 記載内容の概略

JP1 Version 7i JP1 Version 8
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表記 製品名称および名称

AMT Intel(R) Active Management Technology

EUR EUR Print Service 

EUR Professional Edition

EUR Viewer

hp OpenView nnmまたは HP OpenView nnm hp OpenView network node manager

hp OpenView network node manager Starter 
Edition

InstallShield InstallShield(R)

Itanium 2 Intel(R) Itanium(R) 2プロセッサ

JP1/AJS2 JP1/Automatic Job Management System 2

JP1/Cm2/SSO JP1/Cm2/SSO JP1/Cm2/SNMP System Observer

JP1/PFM/SSO JP1/Performance Management/SNMP System 
Observer

JP1/SSO JP1/Server System Observer

JP1/Cm2または JP1/
Cm2/NNM

JP1/Cm2/NNM JP1/Cm2/Network Node Manager

JP1/Cm2/NNM 250 JP1/Cm2/Network Node Manager 250

JP1/Cm2/Network Node Manager Starter 
Edition 250

JP1/Cm2/NNM 
Enterprise

JP1/Cm2/Network Node Manager Enterprise

JP1/Cm2/Network Node Manager Starter 
Edition Enterprise

JP1/IM JP1/IM - Manager JP1/Integrated Management - Manager

JP1/IM - View JP1/Integrated Management - View

JP1/秘文 JP1/秘文 CG Pro JP1/秘文 Advanced Edition CopyGuard 
Professional

JP1/秘文 IC JP1/秘文 Advanced Edition Information 
Cypher

JP1/秘文 IF JP1/秘文 Advanced Edition Information 
Fortress

JP1/秘文 IF Mail 
Option

JP1/秘文 Advanced Edition Information 
Fortress Mail Option

JP1/秘文 IS JP1/秘文 Advanced Edition Information Share

Linux Linux(R)

MBSA Microsoft(R) Baseline Security Analyzer

Microsoft Internet Explorer Microsoft(R) Internet Explorer(R)

Windows(R) Internet Explorer(R)
VII
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Microsoft Internet Information Services Microsoft(R) Internet Information Services 6.0

Microsoft(R) Internet Information Services 7.0

Microsoft SQL Server Microsoft(R) SQL Server 2000

Microsoft(R) SQL Server 2005

Microsoft(R) SQL Server 7.0

Oracle Oracle8i

Oracle9i

Pentium Intel(R) Pentium(R)

Sun ONE Web Proxy Server Sun(TM) ONE Web Proxy Server

Visual Test Visual Test 4.0

Visual Test 6.0

Windows Windows 
98

Microsoft(R) Windows(R) 98 Operating System

Windows 
Me

Microsoft(R) Windows(R) Millennium Edition 
Operating System

Windows 
NT

Windows 
2000

Windows 
2000 
Advanced 
Server

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Advanced 
Server Operating System

Windows 
2000 
Datacente
r Server

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Datacenter 
Server Operating System

Windows 
2000 
Professio
nal

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Professional 
Operating System

Windows 
2000 
Server

Microsoft(R) Windows(R) 2000 Server 
Operating System

Windows 
NT 4.0

Windows 
NT Server 
4.0

Microsoft(R) Windows NT(R) Server Network 
Operating System Version4.0

Windows 
NT 
Workstati
on 4.0

Microsoft(R) Windows NT(R) Workstation 
Operating System Version4.0

Windows 
Server 
2003

Windows 
Server 
2003

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, R2 
Datacenter Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise Edition

表記 製品名称および名称
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Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Datacenter Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Standard Edition

Windows 
Server 
2003 
(IPF)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Datacenter Edition for Itanium-based Systems

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise Edition for Itanium-based Systems

Windows 
Server 
2003 (x64)

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003 R2, 
Standard x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Datacenter x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Enterprise x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, 
Standard x64 Edition

Windows Server 2008 Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 
Standard

Windows Vista Microsoft(R) Windows Vista(R) Business

Microsoft(R) Windows Vista(R) Enterprise

Microsoft(R) Windows Vista(R) Ultimate

Windows 
XP

Windows 
XP Home 
Edition

Microsoft(R) Windows(R) XP Home Edition 
Operating System

Windows 
XP 
Professio
nal

Microsoft(R) Windows(R) XP Professional 
Operating System

Windows 95 Microsoft(R) Windows(R) 95 Operating System

Windows CE Microsoft(R) Windows(R) CE Operating 
System

表記 製品名称および名称
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■このマニュアルで使用する英略語
このマニュアルで使用する主な英略語を次に示します。

WSUS WSUS 2.0 Microsoft(R) Windows Server(R) Update 
Services 2.0

WSUS 3.0 Microsoft(R) Windows Server(R) Update 
Services 3.0

WUA Windows Update Agent 2.0

Windows Update Agent 3.0

秘文 秘文 IC 秘文 Advanced Edition Information Cypher

秘文 IF 秘文 Advanced Edition Information Fortress

秘文 IF Mail Option 秘文 Advanced Edition Information Fortress 
Mail Option

秘文 IS 秘文 Advanced Edition Information Share

英略語 正式名称

AIF Application Information File

API Application Programming Interface

ASCII American Standard Code for Information Interchange

BIOS Basic Input/Output System

CD-ROM Compact Disc Read Only Memory

CF CompactFlash

CGI Common Gateway Interface

CPU Central Processing Unit

CSV Comma Separated Values

DB Database

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol

DLL Dynamic Linking Library

DNS Domain Name System

DVD Digital Versatile Disk

FD Floppy Disk

GDI Graphic Device Interface

GUI Graphical User Interface

HD Hard Disk

HTML Hypertext Markup Language

HTTP Hypertext Transfer Protocol

I/O Input/Output

表記 製品名称および名称
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ID Identifier

IDE Integrated Drive Electronics

IE Internet Explorer

IEEE 1394 Institute of Electrical and Electronic Engineers 1394

IP Internet Protocol

IPF Itanium Processor Family

JIS Japanese Industrial Standards

LAN Local Area Network

MIME Multipurpose Internet Mail Extension

MS-DOS Microsoft Disk Operating System

NIC Network Interface Card

ODBC Open Database Connectivity

OS Operating System

PC Personal Computer

PDA Personal Digital Assistant

PKI Public Key Infrastructure

PP Program Product

RDB Relational Database

RDBMS Relational Database Management System

RISC Reduced Instruction Set Computer

SD Secure Digital 

SMBIOS System Management Basic Input/Output System

SOL Serial Over LAN

SSID Service Set ID

TCP Transmission Control Protocol

TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol

UDP User Datagram Protocol

UNC Universal Naming Convention

URL Uniform Resource Locator

USB Universal Serial Bus

UTC Coordinated Universal Time

UUID Universally Unique Identifier

VRAM Video Random Access Memory

WAN Wide Area Network

WINS Windows Internet Name Service

英略語 正式名称
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■マニュアル間の参照指示について
マニュアル「JP1/NETM/DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )」，「JP1/NETM/DM 構築ガイ
ド (Windows(R)用 )」，「JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用 )」，「JP1/NETM/DM 運
用ガイド 2(Windows(R)用 )」または「JP1/NETM/DM Automatic Installation Toolガイド
(Windows(R)用 )」間で，相互にマニュアルを参照していただく場合，次の形式で参照指示して
います。
『AAについては，マニュアル「BBB」の「n.n.n　XXXXX」を参照してください。』

AA
参照していただく項目です。

BBB
参照先マニュアルの略称です。マニュアル名称の共通部分（「JP1/NETM/DM」および
「(Windows(R)用 )」の部分）を省略しています。省略されている部分を補ってお読みくだ
さい。

n.n.n
参照先の章・節・項番号です。(1)や (a)などの括弧付き項番が付く場合もあります。

XXXXX
参照先の標題（見出し）です。

■マニュアルで使用する記号
このマニュアルで使用する記号を次のように定義します。

WMI Windows Management Instrumentation

WS Workstation

WWW World Wide Web

記号 意味

［　］ ウィンドウ，ダイアログボックス，タブ，パネル，メニュー，ボタン，アイコン，
グループ，フォルダ，およびキーの名称を示す。

「　」 画面上の文字列，記号，およびジョブの名称を示す。

［A］－［B］ メニューを連続して選択することを示す。
（例）　［ファイル］－［新規作成］
上記の例では，［ファイル］メニューを選択して，プルダウンメニューから［新規
作成］を選択することを示す。

［X］+［Y］ キーを同時に押すことを示す。
（例）　［Ctrl］＋［C］キー
上記の例では，［Ctrl］キーと［C］キーを同時に押すことを示す。

斜体文字 可変の値を示す。
（例）　日付は YYYYMMDDの形式で指定する。

英略語 正式名称
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■文法で使用する記号
文法で使用する記号を次のように定義します。

■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

記号 意味

　|
(ストローク )

複数の項目に対し，項目間の区切りを示し，「または」の意味を示す。
（例）　A|B|C は，「A，Bまたは C」を示す。

{　}
(波括弧 )

この記号で囲まれている複数の項目の中から，必ず 1組の項目を選択する。項目の
区切りは |で示す。
（例）　{A|B|C}は「A，Bまたは Cのどれかを指定する」ことを示す。

［　］
(角括弧 )

この記号で囲まれている項目は任意に指定できる (省略してもよい )。複数の項目
が記述されている場合には，すべてを省略するか，どれか一つを選択する。
（例）　［A］は「何も指定しない」か「Aを指定する」ことを示す。［B|C］は「何
も指定しない」か「Bまたは Cを指定する」ことを示す。 

　…
(点線 )

この記号の直前に示された項目を繰り返して複数個，指定できる。
（例）　A…　は「Aのあとに Aを必要個数指定できる」ことを示す。項目と項目の
間は，一つ以上のスペースで区切る。

　_
(下線 )

括弧内のすべてを省略したときに，システムがとる標準値を示す。標準値がない場
合は，指定した項目だけが有効である。
（例）　［A|B］はこの項目を指定しなかった場合に，Aを選択したと見なすことを
示す。
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■マニュアルの使用方法
• このマニュアルでは，特に記載がない場合，接続先の JP1/NETM/DM製品のバージョンを，

Windows版は 08-52，UNIX版 JP1/NETM/DM Managerは 06-75，UNIX版 JP1/NETM/
DM SubManagerは 08-50と仮定しています。接続先システムが上記より前のバージョンの
JP1/NETM/DM製品を使用している場合，そのバージョンがサポートする機能だけを実現で
きます。

• UNIX版 JP1/NETM/DMとの用語差異および機能差異については，マニュアル「導入・設計
ガイド」の「付録 D.3　UNIX版 JP1/NETM/DMとの差異」を参照してください。

• Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientとの機能差異については，
「付録 A　Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientの機能」を参照
してください。

• 64ビット版 JP1/NETM/DM Clientとの機能差異については，「付録 B　64ビット版 JP1/
NETM/DM Clientの機能」を参照してください。

• Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientとの機能差異については，「付録 C　Windows CE版
JP1/NETM/DM Clientの機能」を参照してください。
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■ HTMLヘルプについて
JP1/NETM/DMでは，次に示す HTMLヘルプを提供しています。

JP1/NETM/DMのヘルプ（JP1/NETM/DM Manager，JP1/NETM/DM Client（中継システム），
および JP1/NETM/DM Client - Base（中継システム）用）

JP1/NETM/DMのヘルプの内容は，次のマニュアルを統合したものです。
・JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 導入・設計ガイド (Windows(R)用 )
・JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 構築ガイド (Windows(R)用 )
・JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 運用ガイド 1(Windows(R)用 )
・JP1 Version 8 JP1/NETM/DM 運用ガイド 2(Windows(R)用 )
・JP1 Version 8 JP1/NETM/DM Automatic Installation Toolガイド (Windows(R)用 )

JP1/NETM/DM Clientのヘルプ（JP1/NETM/DM Client（クライアント）および JP1/NETM/
DM Client - Base（クライアント）用）

JP1/NETM/DM Clientのヘルプの内容は，上記のマニュアルからクライアントの説明を抜
粋したものです。

これらの HTMLヘルプでは，検索したい項目を HTMLヘルプの全文から検索できます。
JP1/NETM/DMの各ウィンドウの［ヘルプ］メニューや各ダイアログボックスの［ヘルプ］ボ
タンから，HTMLヘルプを起動できます。HTMLヘルプは，Microsoft Internet Explorer 5.01
以降がインストールされている PCで参照してください。

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
宛先（あてさき）
個所（かしょ）
脆弱（ぜいじゃく）
同梱（どうこん）
貼り付け（はりつけ）
必須（ひっす）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。
XV





目次目次目次目次
1 JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する 1

1.1　JP1/Baseと連携する場合のシステム構成 2

1.1.1　必要なプログラム 2

1.1.2　システム構成 2

1.2　JP1ユーザに設定できる権限と機能差異 4

1.2.1　設定できる権限 4

1.2.2　ユーザ認証が必要になる機能 4

1.2.3　使用できる操作の差異 5

1.2.4　リモートインストールマネージャの差異 6

1.2.5　CSV出力ユティリティの差異 7

1.2.6　実行できるジョブの差異 8

1.2.7　実行できるコマンドの差異 9

1.3　JP1ユーザの設定方法 12

1.3.1　JP1/NETM/DMの運用を開始するまでの流れ 12

1.3.2　認証サーバでのユーザ設定 12

1.3.3　コマンドを実行するための設定 13

1.3.4　JP1/IMとの権限の共有 14

2 JP1/IMから JP1/NETM/DMを管理する 15

2.1　JP1/IMから JP1/NETM/DMを起動する 16

2.1.1　リモートインストールマネージャの起動 16

2.1.2　リモートコントロールマネージャの起動 19

2.2　JP1/IMへ JP1イベントを通知する 20

2.2.1　JP1イベントの種類 20

2.2.2　JP1イベントの属性 21

3 JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する 25

3.1　JP1/Cm2/NNMまたは hp OpenView nnmと連携する場合のシステム構成 26

3.1.1　システム構成 27

3.1.2　ソフトウェア構成 27

3.1.3　JP1/Cm2連携機能を使用する場合の注意事項 31

3.2　JP1/NETM/DMのシンボルを確認する 33
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目次
3.2.1　シンボルの確認方法 33

3.2.2　JP1/NETM/DMのシンボル 36

3.3　JP1/Cm2/NNMまたは hp OpenView nnmからインベントリ情報を確認する 39

3.3.1　インベントリ情報の確認 39

3.3.2　インベントリ情報の表示例 41

3.4　JP1/Cm2/NNMまたは hp OpenView nnmからジョブの実行状態を確認する 44

3.4.1　ノードサブマップからの確認 44

3.4.2　ステータス・イベントブラウザからの確認 46

4 JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する 47

4.1　自動運用の概要 49

4.2　コマンドの種類と入出力情報 52

4.2.1　コマンドの種類 52

4.2.2　コマンド実行時の入出力情報 54

4.2.3　コマンドのエラー情報の確認方法 55

4.2.4　コマンドの入力形式 56

4.3　コマンドの説明形式 57

4.4　dcmcoll.exe（ファイルの収集） 59

4.5　dcmcsvu.exe（CSV出力） 68

4.6　dcmdice.exe（ソフトウェアインベントリ辞書のエクスポート） 73

4.7　dcmdici.exe（ソフトウェアインベントリ辞書のインポート） 75

4.8　dcmgpmnt.exe（あて先グループへのポリシーの一括反映） 80
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1　 JP1/Baseと連携して JP1/
NETM/DMのユーザを管理す
る
JP1/Baseと連携することで，JP1/Baseのユーザ管理機能を利
用して JP1/NETM/DMを使用する JP1ユーザを管理できま
す。
この章では，JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMを使用す
る JP1ユーザを管理する方法や，JP1ユーザに設定できる操
作権限について説明します。

1.1　JP1/Baseと連携する場合のシステム構成

1.2　JP1ユーザに設定できる権限と機能差異

1.3　JP1ユーザの設定方法
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1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
1.1　JP1/Baseと連携する場合のシステム構成

JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理するために必要なプログラムおよ
びシステム構成について説明します。

1.1.1　必要なプログラム
JP1/Baseと連携する場合，次に示すバージョンの JP1/NETM/DMと JP/Baseを使用し
てください。

● JP1/NETM/DM Manager 08-10以降

● JP1/Base 08-10以降※

注※　Windows Server 2008版の JP1/NETM/DM Managerを使用する場合，JP1/Base 
08-50以降を使用してください。

1.1.2　システム構成
ここでは，JP1/Baseと連携する場合に必要なシステム構成について説明します。

（1） システム構成に必要な条件

JP1/Baseと連携する場合，システム内にユーザ認証用の JP1/Baseのサーバ（認証サー
バ）が構築されている必要があります。また，JP1/NETM/DM Managerの「サーバ本体
機能」がインストールされているコンピュータにも，JP1/Baseがインストールされてい
る必要があります。

JP1/Baseと連携する場合のシステム構成を次の図に示します。
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1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
図 1-1　JP1/Baseと連携する場合のシステム構成

！！！！ 注意事項
 

ユーザ管理機能を使用する場合，JP1/NETM/DM Managerの「サーバ本体機能」がインス
トールされているコンピュータに JP1/Baseがインストールされていないときは，ユーザ認
証が実行できないため，JP1/NETM/DMを起動できなくなるおそれがあります。

JP1/Baseのインストール方法および認証サーバの構築方法については，マニュアル
「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

（2） システム内で JP1/NETM/DMのバージョンが混在している場合の注
意事項

JP1/Baseと連携している JP1/NETM/DM Managerを対象に，バージョン 08-02以前の
JP1/NETM/DMから次の操作はできません。

●パッケージャまたは dcmpackコマンドによるパッケージング

●リモートインストールマネージャの「中継システムのパッケージ削除」機能からの
パッケージ削除
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1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
1.2　JP1ユーザに設定できる権限と機能差異

ここでは，JP1/NETM/DMの JP1ユーザに設定できる権限と，権限ごとに使用できる機
能の差異について説明します。

1.2.1　設定できる権限
JP1ユーザに設定できる権限は 6種類あります。設定できる権限の種別と JP1/Baseで
設定する権限名（JP1権限レベル），および各権限の概要を次の表に示します。

表 1-1　JP1ユーザに設定できる権限

JP1ユーザの種別は JP1/Baseでユーザを設定するときに指定します。JP1/Baseでの設
定については，「1.3.2　認証サーバでのユーザ設定」を参照してください。

1.2.2　ユーザ認証が必要になる機能
JP1/Baseのユーザ管理機能を利用する場合，次の機能を使用するときに JP1ユーザによ
るユーザ認証が必要になります。

●リモートインストールマネージャ

●パッケージャ

●インベントリビューア

●アンアーカイバ

● CSV出力ユティリティ

●コマンド

項番 種別 JP1権限レベル 概要

1 システム管理者 JP1_DM_Admin JP1/NETM/DMのすべての機能を使用できる権限です。
JP1/NETM/DMシステム全体を管理する管理者に設定
します。

2 配布管理ユーザ JP1_DM_Deplo
y

ソフトウェアの配布やパッケージングなどができる権限
です。配布管理業務を行う管理者に設定します。

3 資産管理ユーザ JP1_DM_Invent
ory

インベントリ情報の収集，集計，印刷などができる権限
です。資産管理業務を行う管理者に設定します。

4 収集管理ユーザ JP1_DM_Collec
t

クライアントのファイルをリモートコレクトできる権限
です。収集管理業務を行う管理者に設定します。

5 システム監視
ユーザ

JP1_DM_Obser
ve

クライアントの稼働状況を監視できる権限です。クライ
アントでの不正操作を監視する管理者に設定します。

6 参照ユーザ JP1_DM_Guest データの参照だけが許可された権限です。ジョブの実行
やインベントリ情報の集計はできません。
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1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
権限ごとに使用できる機能の差異を次の表に示します。

表 1-2　権限ごとに使用できる機能の差異

（凡例）○：使用できる　×：使用できない

1.2.3　使用できる操作の差異
権限ごとに使用できる操作の差異を次の表に示します。

表 1-3　権限ごとに使用できる操作の差異

機能 権限

システム
管理者

配布管理
ユーザ

資産管理
ユーザ

収集管理
ユーザ

システム
監視ユー
ザ

参照ユー
ザ

リモートインストールマネー
ジャ

○ ○ ○ ○ ○ ○

パッケージャ ○ ○ × × × ×

インベントリビューア ○ ○ ○ × × ×

アンアーカイバ ○ × × ○ × ×

CSV出力ユティリティ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コマンド ○ × × × × ×

操作 権限

システム
管理者

配布管理
ユーザ

資産管理
ユーザ

収集管理
ユーザ

システム
監視ユー
ザ

参照ユー
ザ

システム構成情報の作成・削
除

○ × × × × ×

システム構成情報の参照 ○ ○ ○ ○ ○ ○

あて先の作成・削除 ○ ○ ○ ○ ○ ×

あて先の参照 ○ ○ ○ ○ ○ ○

IDの作成・削除 ○ ○ ○ ○ ○ ×

IDの参照 ○ ○ ○ ○ ○ ○

あて先グループおよび IDの
自動メンテナンス

○ ○ ○ ○ ○ ×

JP1/NETM/DM未導入ホス
トの検索

○ × × × × ×

ソフトウェアの配布 ○ ○ × × × ×

キャビネットの作成 ○ ○ × × × ×

システム情報の取得 ○ ○ ○ × × ×
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1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
（凡例）○：使用できる　×：使用できない
注※　Windowsのタスクスケジューラでのタスクの実行は，ユーザ管理機能の対象外です。

1.2.4　リモートインストールマネージャの差異
リモートインストールマネージャはすべての権限で使用できます。ただし，設定された
権限によって，使用できる機能が異なります。リモートインストールマネージャで使用
できる機能の差異について説明します。

（1） ウィンドウ

権限ごとに表示できるウィンドウが異なります。表示できるウィンドウの差異を次の表
に示します。

ソフトウェア情報の取得 ○ ○ ○ × × ×

ユーザインベントリ情報の取
得

○ ○ ○ × × ×

ユーザインベントリ項目の作
成

○ × ○ × × ×

レジストリ取得項目の作成 ○ ○ ○ × × ×

ソフトウェアインベントリ辞
書の編集

○ ○ ○ × × ×

ソフトウェア検索リストの編
集

○ ○ ○ × × ×

ファイルの収集 ○ × × ○ × ×

ソフトウェアの稼働監視，稼
働情報の取得

○ × × × ○ ×

メッセージの送信 ○ × × × ○ ×

プロセスの監視 ○ × × × ○ ×

稼働情報の参照 ○ × × × ○ ×

オフラインマシンからのイン
ベントリ情報と稼働情報の取
得

○ ○ ○ × × ×

WSUS連携機能の利用 ○ ○ × × × ×

バンドル版の JP1/NETM/
DM Clientの管理

○ ○ ○ ○ ○ ○

リモートコントロール機能の
利用

○ ○ ○ ○ ○ ○

更新プログラムの管理※ ○ ○ × × × ×

操作 権限

システム
管理者

配布管理
ユーザ

資産管理
ユーザ

収集管理
ユーザ

システム
監視ユー
ザ

参照ユー
ザ
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1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
表 1-4　表示できるウィンドウの差異

（凡例）○：表示できる　×：表示できない

（2） メニュー

権限ごとに使用できるメニューが異なります。使用できる機能・操作に従って，使用で
きないメニューは非活性になります。右クリックから表示されるメニューも，使用でき
る機能・操作に従って非活性になります。

1.2.5　CSV出力ユティリティの差異
CSVユティリティはすべての権限で使用できます。ただし，権限によって集計に使用で
きるテンプレートが異なります。使用できるテンプレートの差異を次の表に示します。

表 1-5　使用できるテンプレートの差異

ウィンドウ 権限

システム
管理者

配布管理
ユーザ

資産管理
ユーザ

収集管理
ユーザ

システム
監視ユー
ザ

参照ユー
ザ

［システム構成］ウィンドウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

［あて先］ウィンドウ ○ ○ ○ ○ ○ ○

［パッケージ］ウィンドウ ○ ○ × × × ×

［ジョブ定義］ウィンドウ ○ ○ ○ ○ ○ ×

［ジョブ実行状況］ウィンド
ウ

○ ○ ○ ○ ○ ○

［管理情報リスト］ウィンド
ウ

○ ○ ○ × × ×

［ディレクトリ情報］ウィン
ドウ

○ ○ ○ ○ ○ ○

テンプレート名 権限

システム
管理者

配布管理
ユーザ

資産管理
ユーザ

収集管理
ユーザ

システム
監視ユー
ザ

参照ユー
ザ

あて先属性 ○ ○ ○ ○ ○ ○

パッケージ属性 ○ ○ × × × ×

パッケージ内容 ○ ○ × × × ×

システム情報 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ユーザ資産情報 ○ ○ ○ × × ×

インストール済みパッケージ
情報

○ ○ ○ × × ×
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1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
（凡例）○：使用できる　×：使用できない

使用できない項目は，CSV出力ユティリティでのテンプレート選択時には表示されませ
ん。

1.2.6　実行できるジョブの差異
権限によって実行できるジョブが異なります。権限が「参照ユーザ」の場合，ジョブを
実行できません。実行できるジョブの差異を次の表に示します。

表 1-6　実行できるジョブの差異

ジョブ実行状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○

レジストリ取得項目 ○ ○ ○ × × ×

ユーザ管理情報 ○ ○ ○ × × ×

ソフトウェアインベントリ ○ ○ ○ × × ×

ライセンス情報 ○ ○ ○ × × ×

Microsoft Office製品 ○ ○ ○ × × ×

ウィルス対策製品 ○ ○ ○ × × ×

起動抑止履歴 ○ × × × ○ ×

ジョブ種別 権限

システム
管理者

配布管理
ユーザ

資産管理
ユーザ

収集管理
ユーザ

システム
監視ユー
ザ

参照ユー
ザ

パッケージのインストール ○ ○ × × × ×

中継システムまでのパッケー
ジ転送

○ ○ × × × ×

中継システムのパッケージ一
括削除

○ ○ × × × ×

リモートコレクト ○ × × ○ × ×

中継までのリモートコレクト ○ × × ○ × ×

中継サーバからのコレクト
ファイル収集

○ × × ○ × ×

中継サーバのコレクトファイ
ル削除

○ × × ○ × ×

クライアントユーザによるイ
ンストール

○ ○ × × × ×

テンプレート名 権限

システム
管理者

配布管理
ユーザ

資産管理
ユーザ

収集管理
ユーザ

システム
監視ユー
ザ

参照ユー
ザ
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1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
（凡例）○：実行できる　×：実行できない

実行できないジョブは，［ジョブ定義の新規作成］ダイアログボックスには表示されませ
ん。

1.2.7　実行できるコマンドの差異
コマンドは，システム管理者権限だけで実行できます。

なお，コマンドを使用するためには，コマンドを実行するコンピュータにユーザ認証用
の環境変数を設定しておく必要があります。環境変数の設定については，「1.3.3　コマン
ドを実行するための設定」を参照してください。

実行できるコマンドの差異を次の表に示します。

システム情報の取得 ○ ○ ○ × × ×

ソフトウェア情報の取得 ○ ○ ○ × × ×

ユーザインベントリ情報の取
得

○ ○ ○ × × ×

レジストリ取得項目の転送 ○ ○ ○ × × ×

ユーザインベントリ情報の転
送

○ ○ ○ × × ×

システム構成情報の取得 ○ × × × × ×

中継サーバからの結果通知保
留

○ × × × × ×

中継サーバの結果通知の保留
解除

○ × × × × ×

ファイル転送の中断 ○ ○ × × × ×

ファイル転送の再開 ○ ○ × × × ×

メッセージの通知 ○ × × × ○ ×

ソフトウェア稼働監視の制御 ○ × × × ○ ×

ソフトウェア稼働情報の取得 ○ × × × ○ ×

ジョブ種別 権限

システム
管理者

配布管理
ユーザ

資産管理
ユーザ

収集管理
ユーザ

システム
監視ユー
ザ

参照ユー
ザ
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1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
表 1-7　実行できるコマンドの差異

コマンド名 機能 権限

システム
管理者

配布管理
ユーザ

資産管理
ユーザ

収集管理
ユーザ

システム
監視ユー
ザ

参照
ユー
ザ

dcminst.exe ジョブの作成，
実行

○ × × × × ×

dcmcoll.exe ファイルの収集 ○ × × × × ×

dcmsusp.exe ファイル転送の
中断と再開

○ × × × × ×

dcmjexe.exe ジョブの実行 ○ × × × × ×

dcmrtry.exe ジョブの再実行 ○ × × × × ×

dcmjbrm.exe ジョブの削除 ○ × × × × ×

dcmrmgen.ex
e

ジョブ定義の削
除

○ × × × × ×

dcmstat.exe ジョブの実行状
況の取得

○ × × × × ×

dcmstsw.exe ジョブの実行状
況の監視

○ × × × × ×

dcmcsvu.exe CSV出力 ○ × × × × ×

dcmuidi.exe ユーザインベン
トリの一括入力

○ × × × × ×

dcmdice.exe ソフトウェアイ
ンベントリ辞書
のエクスポート

○ × × × × ×

dcmdici.exe ソフトウェアイ
ンベントリ辞書
のインポート

○ × × × × ×

dcmpack.exe パッケージング
の実行

○ × × × × ×

dcmpkrm.exe パッケージの削
除

○ × × × × ×

dcmpkget.exe パッケージの
バックアップの
取得

○ × × × × ×

dcmpkput.ex
e

パッケージの
バックアップか
らの復元

○ × × × × ×

dcmgpmnt.ex
e

あて先グループ
へのポリシーの
一括反映

○ × × × × ×

dcmhstwo.ex
e

JP1/NETM/
DM未導入ホス
トの検出

○ × × × × ×
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1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
（凡例）○：実行できる　×：実行できない

dcmmonrst.e
xe

稼働情報のデー
タベースへの格
納

○ × × × × ×

dcmwsus.exe WSUSの同期
実行

○ × × × × ×

dcmadsync.e
xe

ディレクトリ情
報取得

○ × × × × ×

コマンド名 機能 権限

システム
管理者

配布管理
ユーザ

資産管理
ユーザ

収集管理
ユーザ

システム
監視ユー
ザ

参照
ユー
ザ
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1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
1.3　JP1ユーザの設定方法

JP1/NETM/DMを使用する JP1ユーザを設定して運用を開始するまでの流れや，JP1
ユーザの設定方法などについて説明します。

1.3.1　JP1/NETM/DMの運用を開始するまでの流れ
ユーザ管理機能を使用する場合の，JP1/NETM/DMの運用を開始するまでの流れを次に
示します。

1. JP1/NETM/DM Managerをインストールする（配布管理システムを構築する）。
JP1/NETM/DM Managerと同じコンピュータに JP1/Baseをインストールします。

2. JP1/Baseをインストールする（認証サーバを構築する）。
JP1/Baseのインストール方法および認証サーバの構築方法については，マニュアル
「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。
なお，配布管理システムと認証サーバのインストール順序は，どちらが先でもかまい
ません。

3. JP1/Baseをセットアップする。
JP1/NETM/DM Managerと同じコンピュータにインストールした JP1/Baseをセッ
トアップします。接続先の認証サーバを指定します。

4. 認証サーバで JP1/NETM/DMのユーザを設定する。
認証サーバに JP1/NETM/DMを使用する JP1ユーザを設定します。JP1ユーザを設
定する方法については，「1.3.2　認証サーバでのユーザ設定」を参照してください。

5. JP1/NETM/DMをセットアップする。
JP1/NETM/DMをセットアップします。

6. JP1/NETM/DMの運用を開始する。
認証した JP1ユーザの権限に従って，JP1/NETM/DMを操作します。

1.3.2　認証サーバでのユーザ設定
認証サーバで JP1/NETM/DMを使用する JP1ユーザを設定します。JP1ユーザの設定
方法の詳細については，マニュアル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

認証サーバに JP1ユーザの登録が完了したら，JP1ユーザに JP1/NETM/DMを使用す
る権限を設定します。
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1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
図 1-2　［JP1資源グループ詳細］ダイアログボックス

JP1資源グループには，「JP1_NETM_DM」を指定します。

次に，JP1資源グループに対する JP1権限レベルを設定します。JP1権限レベルは，次
の表に示す値を指定します。JP1権限レベルと権限の種別の対応を次の表に示します。

表 1-8　JP1権限レベルと権限の種別の対応

なお，一つの JP1ユーザに複数の JP1権限レベルを設定することもできます。例えば，
配布管理ユーザとシステム監視ユーザの JP1権限レベルを設定した場合，その JP1ユー
ザは両方の権限で JP1/NETM/DMを使用できるようになります。

1.3.3　コマンドを実行するための設定
ユーザ管理機能を利用している場合に JP1/NETM/DMのコマンドを実行するときは，コ
マンドを実行するコンピュータに，システムの環境変数を登録しておく必要があります。

環境変数に設定する内容を次に示します。

項番 JP1権限レベル 権限の種別

1 JP1_DM_Admin システム管理者

2 JP1_DM_Deploy 配布管理ユーザ

3 JP1_DM_Inventory 資産管理ユーザ

4 JP1_DM_Collect 収集管理ユーザ

5 JP1_DM_Observe システム監視ユーザ

6 JP1_DM_Guest 参照ユーザ

設定項目 内容

変数名 NETM_USERID

変数値 JP1/NETM/DMのコマンドを実行する権限を持った JP1ユーザ名
13



1.　JP1/Baseと連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する
なお，パスワードは設定不要です。

また，ユーザ管理機能を利用している場合に，JP1/AJS2やユーザプログラムなどから
JP1/NETM/DMのコマンドを実行するときも，コマンドの実行を要求するコンピュータ
に環境変数の設定が必要です。

1.3.4　JP1/IMとの権限の共有
JP1/NETM/DMと連携して JP1/IMを利用している場合，JP1/IMと JP1/NETM/DMの
両方の操作権限を設定した JP1ユーザを設定できます。

JP1/IMを利用する JP1ユーザの権限に JP1/NETM/DMの JP1権限レベルを追加する
ことで，ユーザ管理機能を利用している場合でも，JP1/IMから JP1/NETM/DMを起動
できます。これによって，JP1/IMと JP1/NETM/DMのユーザを合わせて管理できま
す。

JP1/IMと連携した JP1/NETM/DMの管理については，「2.　JP1/IMから JP1/NETM/
DMを管理する」を参照してください。
14



2　 JP1/IMから JP1/NETM/DM
を管理する
JP1/IMから JP1/NETM/DMのリモートインストールマネー
ジャを表示できます。また，JP1/NETM/DMで実行したジョ
ブの結果などを JP1/IMに通知し，JP1/IMから JP1/NETM/
DMの管理ができます。
この章では，JP1/IMから JP1/NETM/DMを管理する方法に
ついて説明します。

2.1　JP1/IMから JP1/NETM/DMを起動する

2.2　JP1/IMへ JP1イベントを通知する
15



2.　JP1/IMから JP1/NETM/DMを管理する
2.1　JP1/IMから JP1/NETM/DMを起動する

JP1/IMの JP1/IM - Viewには，JP1/IMから起動できるプログラムを選択する画面（［統
合機能メニュー］画面）があります。この［統合機能メニュー］画面から JP1/NETM/
DMの機能を起動できます。［統合機能メニュー］画面の表示例を次に示します。

図 2-1　［統合機能メニュー］画面

［統合機能メニュー］画面からは，リモートインストールマネージャおよびリモートコン
トロールマネージャを起動できます。

JP1/IMの機能および操作方法の詳細については，マニュアル「JP1/Integrated 
Management - Manager システム構築・運用ガイド」を参照してください。

2.1.1　リモートインストールマネージャの起動

（1） リモートインストールマネージャを起動するための環境設定

［統合機能メニュー］画面からリモートインストールマネージャを起動するには，次の二
つの定義ファイルを使って環境を設定する必要があります。

HITACHI_JP1_NETM_APP.conf
実行するアプリケーションの所在を定義するファイルです。この定義ファイルは次
のディレクトリ下に格納されています。
JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ ¥conf¥appexecute¥jp

HITACHI_JP1_NETM_FTREE.conf
16



2.　JP1/IMから JP1/NETM/DMを管理する
［統合機能メニュー］画面の機能ツリーに表示するメニューを定義するファイルで
す。この定義ファイルは次のディレクトリ下に格納されています。
JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ ¥conf¥function¥jp

これら二つの定義ファイルを次のディレクトリにコピーしてください。

HITACHI_JP1_NETM_APP.confのコピー先
JP1/IM - Viewのインストールディレクトリ ¥conf¥appexecute¥ja

HITACHI_JP1_NETM_FTREE.confのコピー先
JP1/IM - Viewのインストールディレクトリ ¥conf¥function¥ja

これらの定義ファイルをコピーすることで，JP1/IM - Viewからリモートインストールマ
ネージャが起動できるようになります。

（2） 起動方法

(1)で説明した環境設定を完了したあとで，［統合機能メニュー］画面から［資産／配布
管理］を選択すると，リモートインストールマネージャを起動できます。

リモートインストールマネージャを起動すると，［JP1/NETM/DMログオン］ダイアロ
グボックスが表示されます。

図 2-2　［JP1/NETM/DMログオン］ダイアログボックス

「JP1/NETM/DMサーバ名」には，配布管理システムのホスト名を入力します。また，
「管理者ユーザ ID」および「パスワード」には，JP1/NETM/DMのデータベースにアク
セス権のあるユーザ IDおよびパスワードを入力します。

なお，リモートインストールマネージャを，Administrator権限を持たないユーザが利
用する場合は，JP1/NETM/DM Managerをインストールしたディレクトリ下の，
RMTINSおよび SERVERディレクトリ以下のすべてのサブディレクトリについて，書
17



2.　JP1/IMから JP1/NETM/DMを管理する
き込み権限を持っているかどうかを確認してください。

（a）［JP1/NETM/DMログオン］ダイアログボックスの非表示

JP1/IMは，起動時にサーバへログオンしています。JP1/IMからリモートインストール
マネージャを起動する場合にも，再度サーバへログオンを要求されます。この手間を省
略するために，［JP1/NETM/DMログオン］ダイアログボックスを表示させないように
設定できます。

［JP1/NETM/DMログオン］ダイアログボックスの「次回このダイアログを表示しない」
のチェックボックスをオンにしてください。こうすることで，次に JP1/IMからリモー
トインストールマネージャを起動したときにはダイアログボックスは表示されないで，
自動的にサーバへログオンされます。このときの接続先は，前回リモートインストール
マネージャが接続したサーバとなります。

（b）接続先サーバの変更

リモートインストールマネージャの接続先は，起動時に［JP1/NETM/DMログオン］ダ
イアログボックスで設定できます。しかし，［JP1/NETM/DMログオン］ダイアログ
ボックスの非表示が設定されている場合，自動的に前回と同じサーバに接続され，任意
のサーバを設定できません。このような場合に任意のサーバに接続するには，リモート
インストールマネージャの［オプション］メニューから［接続先の設定］を選択してく
ださい。［JP1/NETM/DM接続先の設定］ダイアログボックスが表示されるので，配布
管理システムのホスト名，JP1/NETM/DMのデータベースにアクセス権のあるユーザ
IDおよびパスワードを入力してください。

次回 JP1/IMからリモートインストールマネージャを起動したときから，ここで設定し
たサーバに接続されます。

（3） JP1/NETM/DMがユーザ管理機能を使用している場合の注意事項

JP1/NETM/DMがユーザ管理機能を使用している環境で，JP1/IMと連携する場合の注
意事項を次に示します。

● JP1/IMの［統合機能メニュー］画面からリモートインストールマネージャを起動す
る場合，認証サーバでユーザ認証を行うようにしてください。JP1/IMと JP1/NETM/
DM Managerが異なった認証サーバでユーザ認証を行っていると，無効なユーザ認証
情報と判定され接続エラーとなります。

● JP1/IMの［統合機能メニュー］画面からリモートインストールマネージャを起動し
た場合，リモートインストールマネージャを終了するよりも先に JP1/IMからログア
ウトすると，リモートインストールマネージャからインベントリビューアおよび CSV
出力ユティリティを起動できなくなります。そのため，必ずリモートインストールマ
ネージャを先に終了してください。JP1/IMから先にログアウトしてしまった場合は，
リモートインストールマネージャを再起動してください。
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2.　JP1/IMから JP1/NETM/DMを管理する
2.1.2　リモートコントロールマネージャの起動
JP1/IM - Viewの［統合機能メニュー］画面の［リモートコントロール］から［リモート
コントロール］を選択すると，リモートコントロールマネージャを起動できます。リ
モートコントロール機能の詳細については，マニュアル「JP1/NETM/Remote Control」
を参照してください。
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2.　JP1/IMから JP1/NETM/DMを管理する
2.2　JP1/IMへ JP1イベントを通知する

JP1/Baseのイベントサービス機能を使用して，JP1/NETM/DMで実行したジョブの実
行結果などを JP1/IMに通知できます。JP1/IMでは JP1/IM - Viewの［イベントコン
ソール］画面で，JP1/NETM/DMから通知された JP1イベントを確認できます。

なお，JP1イベントを JP1/IMに通知する場合，配布管理システムでは，リレーショナ
ルデータベースを使用する必要があります。JP1イベントの詳細については，マニュア
ル「JP1/Base 運用ガイド」を参照してください。

2.2.1　JP1イベントの種類
JP1/NETM/DMが JP1/IMに通知する JP1イベントについて次に説明します。どの JP1
イベントを JP1/IMに通知するかは，JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）のセットアップの，［イベントサービス］パネルで設定してくだ
さい。

（1） ジョブ完了イベント

ジョブが完了したときに，実行結果を通知する JP1イベントです。JP1イベントとして
ジョブの実行結果を通知できるのは，次のジョブです。

• パッケージのインストール
• 中継システムまでのパッケージ転送
• リモートコレクト
• 中継までのリモートコレクト
• 中継サーバからのコレクトファイル収集
• クライアントユーザによるインストール

（2） 指令完了イベント

指令の実行結果をクライアントから通知されたときに，指令の実行結果を通知する JP1
イベントです。指令とは，ジョブの最小単位で，あて先またはパッケージごとに配布管
理システムで作成されます。例えば，二つのあて先に対して二つのパッケージを配布す
るジョブを実行した場合，四つの指令が作成されます。

実行結果を通知できる指令のジョブは，「(1)　ジョブ完了イベント」で示すジョブと同じ
です。

（3） サーバダウンイベント

配布管理システムに異常が発生したことを通知する JP1イベントです。

（4） 中継ダウンイベント

中継システムに異常が発生したことを通知する JP1イベントです。
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2.　JP1/IMから JP1/NETM/DMを管理する
（5） クライアントアラートイベント

クライアントからアラート情報を受信したことを通知する JP1イベントです。

2.2.2　JP1イベントの属性
JP1イベントの属性には，基本属性と拡張属性があります。また，指令完了イベントと
クライアントアラートイベントでは，拡張属性の詳細情報を JP1/IMに通知します。拡
張属性の詳細情報は，JP1/IM - Viewの［イベントコンソール］画面で確認できます。

JP1イベントの基本属性を表 2-1，JP1イベントの拡張属性を表 2-2，指令完了イベント
の拡張属性の詳細情報を表 2-3，クライアントアラートイベントの拡張属性の詳細情報を
表 2-4に示します。

表 2-1　JP1イベントの基本属性

注※　JP1/NETM/DM Managerの場合は 000104XX，JP1/NETM/DM Client（中継システム）の
場合は 000101XXのイベント IDとなります。XXは変数です。

表 2-2　JP1イベントの拡張属性

JP1イベント名称 イベント ID メッセージ

指令完了イベ
ント

正常終了 00010402 xxx（指令番号）の指令が正常終了しました。

エラー終了 00010403 xxx（指令番号）の指令が異常終了しました。

ジョブ完了イ
ベント

正常終了 00010406 xxx（ジョブ名）が正常終了しました。

エラー終了 00010407 xxx（ジョブ名）が異常終了しました。

サーバダウンイベント 00010401 /HITACHI/JP1/NETM/DM Managerが異常終了し
ました。

中継ダウンイベント 00010101 /HITACHI/JP1/NETM/DM SubManagerが異常終
了しました。

クライアントアラートイベン
ト

00010410また
は 00010110※

クライアント（xxx）は，危険な状態（xxx）です。

00010411また
は 00010111※

クライアント（xxx）は，警告（xxx）を通知しま
した。

00010412また
は 00010112※

クライアント（xxx）は，正常（xxx）になりまし
た。

属性名 意味 属性値

SERVERITY 重大度 システムに対する重大度
（Emergence，Alert，Critical，Error，Warning，Notice，
Information，Debug）

USER_NAME ユーザ名 実行ユーザ
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2.　JP1/IMから JP1/NETM/DMを管理する
表 2-3　指令完了イベントの拡張属性の詳細情報

PRODUCT_NAME PP名 /HITACHI/JP1/NETMDM

OBJECT_TYPE オブジェク
トタイプ

JP1イベントの発生した階層
（JOB，JOBNET，ACTION，ACTIONFLOW，DMJOB， 
COMMAND，PACKAGE，CLIENTALERT）

OBJECT_NAME オブジェク
ト名

JP1イベントの発生個所の名称
（ジョブ番号，指令番号，パッケージ名，アラートコード）

ROOT_OBJECT_TYPE 登録名タイ
プ

登録名の種別
（OBJECT_TYPEと同じ）

ROOT_OBJECT_NAME 登録名 登録実行単位となる名称
（ジョブ番号，指令番号，パッケージ名）

OBJECT_ID オブジェク
ト ID

統合システム内で一意に識別できる文字列（ジョブ番号，
指令番号）

OCCURRENCE 事象種別 発生した事象の種別
（START，END，CREATE，DESTROY，MODIFY，
SUBMIT，UNSUBMIT，PAUSE，RELEASE，
RESTART，EXCEPTION，ALERT，ALERT_CLEARな
ど）

START_TIME 開始時刻 実行開始時刻（1970/01/01 00:00:00からの秒数）

END_TIME 終了時刻 実行終了時刻（1970/01/01 00:00:00からの秒数）

RESULT_CODE 終了コード 終了コード

属性名 内容

S1 ジョブ名

S2 ジョブ番号

S3 ジョブ種別
「D」：パッケージのインストール
「M」：中継システムまでのパッケージ転送
「G」：リモートコレクト
「S」：中継までのリモートコレクト
「A」：中継サーバからのコレクトファイル収集
「J」：クライアントユーザによるインストール

S4 指令番号

S5 保守コード

S6 経路情報

P1 パッケージ名

P2 パッケージ識別 ID

P3 パッケージのバージョン

P4 パッケージの世代番号

P5 キャビネット識別 ID

属性名 意味 属性値
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2.　JP1/IMから JP1/NETM/DMを管理する
表 2-4　クライアントアラートイベントの拡張属性の詳細情報

P6 パッケージコード
「D」：PCからパッケージングしたパッケージ
「C」：WSからパッケージングしたパッケージ

属性名 内容

A1 アラートコード

A2 ホスト名

A3 IPアドレス

属性名 内容
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3　 JP1/Cm2または hp 
OpenViewから JP1/NETM/
DMを管理する
JP1/Cm2または HP OpenViewの監視画面で，JP1/NETM/
DMのインベントリ情報やジョブの実行状況を管理できます。
この機能を JP1/Cm2連携機能といいます。この章では，JP1/
Cm2連携機能の使用方法について説明します。

3.1　JP1/Cm2/NNMまたは hp OpenView nnmと連携する場合のシステム構
成

3.2　JP1/NETM/DMのシンボルを確認する

3.3　JP1/Cm2/NNMまたは hp OpenView nnmからインベントリ情報を確認
する

3.4　JP1/Cm2/NNMまたは hp OpenView nnmからジョブの実行状態を確認
する
25



3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
3.1　JP1/Cm2/NNMまたは hp OpenView nnm
と連携する場合のシステム構成

JP1/Cm2/NNMまたはHP OpenView nnmと連携する場合のシステム構成，およびソフ
トウェア構成を次の図に示します。

図 3-1　JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmと連携する場合のシステム構成
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
3.1.1　システム構成
配布管理システムと JP1/Cm2ネットワークノードマネージャは，同一のネットワーク内
に配置してください。配布管理システムと JP1/Cm2ネットワークノードマネージャを同
一の PCに設定することもできます。

（1） Webインタフェース機能を使用する場合

JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmのWebインタフェース機能を使用して，
WWWブラウザから JP1/NETM/DMの情報を管理できます。WWWブラウザから JP1/
NETM/DMの管理情報を表示する場合，JP1/Cm2連携機能のセットアップ時に指定し
たポート番号を使用して配布管理システムの情報を取得します。

（2） JP1/Cm2/NNMまたは hp OpenView nnmリモートコンソールを使
用する場合

JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmのリモートコンソール機能を使用すると，
JP1/Cm2ネットワークノードマネージャとは別の PCで JP1/Cm2/NNMまたは HP 
OpenView nnmの情報を参照できます。リモートコンソール機能を使用する場合の注意
事項を次に示します。

• JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmのリモートコンソールは，配布管理システ
ムと同一のネットワーク内に配置してください。

• リモートコンソールの PCに「JP1/Cm2連携機能」をインストールする必要がありま
す。JP1/Cm2ネットワークノードマネージャにインストールした「JP1/Cm2連携機
能」と同じドライブ，およびディレクトリに「JP1/Cm2連携機能」をインストールし
てください。

3.1.2　ソフトウェア構成
JP1/Cm2/NNMと連携する場合に必要なソフトウェアを次に示します。

JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnm
TCP/IPネットワークの構成や障害などを管理するプログラムです。JP1/NETM/
DMの構成や障害も管理されます。連携できる JP1/Cm2/NNMを次に示します。
• Windows版 JP1/Cm2/NNM
• HP-UX版 JP1/Cm2/NNM
• HP OpenView nnm

以降，特に断らないかぎり，HP OpenView nnmと JP1/Cm2/NNMを合わせて
JP1/Cm2/NNMと呼びます。

JP1/Cm2/NNMリモートコンソール
JP1/Cm2/NNMの情報を JP1/Cm2ネットワークノードマネージャとは別の PCで
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
参照する場合に使用する，JP1/Cm2/NNMのコンポーネントです。JP1/NETM/DM
では，Windows版 JP1/Cm2/NNMのリモートコンソール機能と連携できますが，
HP-UX版 JP1/Cm2/NNM（または HP OpenView nnm）のリモートコンソール機
能とは連携できません。

JP1/Cm2/SSO
シンボルの追加要求を監視するプログラムです。

JP1/Cm2連携機能
JP1/Cm2/NNM（Windows版）から JP1/NETM/DM Managerの管理情報にアクセ
スする，JP1/NETM/DM Managerのコンポーネントです。

JP1/NETM/DM NNM連携機能
JP1/Cm2/NNM（HP-UX）から JP1/NETM/DM Managerの管理情報にアクセスす
るプログラムです。JP1/NETM/DM NNM連携機能のインストール，およびセット
アップの方法については，マニュアル「構築ガイド」の「付録 D　HP-UX JP1/
NETM/DM NNM連携機能のインストールとセットアップ」を参照してください。

JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバ
JP1/Cm2/NNMから JP1/NETM/DM Managerの管理情報にアクセスするときの
ゲートウェイ機能を提供する，JP1/NETM/DM Managerのコンポーネントです。

JP1/Cm2/Extensible SNMP Agent
JP1/NETM/DM Managerからのシンボルの追加を，JP1/Cm2/SSOへ連絡するプロ
グラムです。JP1/Cm2/NNMと配布管理システムを同一 PCに設定する場合は必要
ありません。
配布管理システムとリモートインストールマネージャを別の PCで使用している場
合は，リモートインストールマネージャの PCに JP1/Cm2/Extensible SNMP Agent
が必要です。

JP1/Cm2/NNM Webインタフェース
JP1/Cm2/NNMの情報をWWWブラウザ上で参照する場合に使用する，JP1/Cm2/
NNMのコンポーネントです。

Windows版 JP1/Cm2/NNMとの連携に必要なソフトウェアを表 3-1に，また HP-UX版 
JP1/Cm2/NNMまたはHP OpenView nnmとの連携に必要なソフトウェアを表 3-2に示
します。

表 3-1　Windows版 JP1/Cm2/NNMとの連携に必要なソフトウェア

JP1/Cm2連携機能に必要なシステム 必要なソフトウェア

配布管理システム JP1/NETM/DM Managerのコンポーネント
「サーバ」および「JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバ」

JP1/Cm2/Extensible SNMP Agent 08-00以降※
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
JP1/Cm2/Extensible Agent 02-04以降※

JP1/Cm2/
NNMネット
ワーク管理マ
ネージャ

JP1/Cm2/NNM 08-00
と連携する場合

JP1/Cm2/NNM 08-00

JP1/Cm2/SSO 08-00

JP1/NETM/DM Managerのコンポーネント「JP1/Cm2連携
機能」

JP1/Cm2/NNM 07-10
と連携する場合

JP1/Cm2/NNM 07-10

JP1/PFM/SSO 07-10または JP1/PFM/SSO 07-50

JP1/NETM/DM Managerのコンポーネント「JP1/Cm2連携
機能」

JP1/Cm2/NNM 07-00
と連携する場合

JP1/Cm2/NNM 07-00

JP1/PFM/SSO 07-00

JP1/NETM/DM Managerのコンポーネント「JP1/Cm2連携
機能」

JP1/Cm2/NNM 06-71
と連携する場合

JP1/Cm2/NNM 250 06-71または JP1/Cm2/NNM Enterprise 
06-71

JP1/SSO 06-71

JP1/NETM/DM Managerのコンポーネント「JP1/Cm2連携
機能」

JP1/Cm2/NNM 06-51
と連携する場合

JP1/Cm2/NNM 250 06-51または JP1/Cm2/NNM Enterprise 
06-51

JP1/SSO 06-51

JP1/NETM/DM Managerのコンポーネント「JP1/Cm2連携
機能」

JP1/Cm2/NNM 06-50
と連携する場合

JP1/Cm2/NNM 250 06-50または JP1/Cm2/NNM Enterprise 
06-50

JP1/SSO 06-50

JP1/NETM/DM Managerのコンポーネント「JP1/Cm2連携
機能」

JP1/Cm2/NNM 06-00
と連携する場合

JP1/Cm2/NNM 250 06-00または JP1/Cm2/NNM Enterprise 
06-00

JP1/SSO 06-00

JP1/NETM/DM Managerのコンポーネント「JP1/Cm2連携
機能」

HP OpenView nnm 
6.1と連携する場合

HP OpenView nnm 6.1

JP1/Cm2連携機能に必要なシステム 必要なソフトウェア
29



3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
注※
配布管理システムと JP1/Cm2/NNMを同じ PCに設定する場合は不要です。

表 3-2　HP-UX版 JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmとの連携に必要なソフト
ウェア

JP1/SSO 06-00

JP1/NETM/DM Managerのコンポーネント「JP1/Cm2連携
機能」

WWWブラウザ Microsoft Internet Explorer 6.0，5.5，または 5.01

JP1/Cm2連携機能に必要なシステム 必要なソフトウェア

配布管理システム JP1/NETM/DM Managerのコンポーネント
「サーバ」および「JP1/Cm2連携ゲートウェイサーバ」

JP1/Cm2/Extensible SNMP Agent 07-00以降※

JP1/Cm2/Extensible Agent 05-00以降※

JP1/Cm2/NNM
ネットワーク管理
マネージャ
（HP-UX10.20,1
1.0,11i）

JP1/Cm2/NNM 
07-00と連携する場
合

JP1/Cm2/NNM 07-00

JP1/PFM/SSO 07-00

JP1/NETM/DM NNM連携機能 07-00

JP1/Cm2/NNM 
06-51と連携する場
合

JP1/Cm2/NNM 250 06-51または JP1/Cm2/NNM 
Enterprise 06-51

JP1/SSO 06-51

JP1/NETM/DM NNM連携機能 06-52

HP OpenView nnm 
6.2と連携する場合

HP OpenView nnm 6.2

JP1/SSO 06-51

JP1/NETM/DM NNM連携機能 06-52

JP1/Cm2/NNM 
06-50と連携する場
合

JP1/Cm2/NNM 250 06-50または JP1/Cm2/NNM 
Enterprise 06-50

JP1/SSO 06-51

JP1/NETM/DM NNM連携機能 06-51以降

JP1/Cm2連携機能に必要なシステム 必要なソフトウェア
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
注※
配布管理システムと JP1/Cm2/NNMを同じ PCに設定する場合は不要です。

3.1.3　JP1/Cm2連携機能を使用する場合の注意事項
JP1/Cm2連携機能を使用する場合の注意事項を次に示します。

● JP1/NETM/DMが，JP1/Baseと連携してユーザ管理機能を使用している場合，JP1/
Cm2連携機能は利用できません。

● SNMPトラップのエージェントアドレスを有効にするために，JP1/Cm2/NNMの
ovtrapdプロセスの起動オプションに「-W」を指定して，WinSNMPを使用しない環
境にする必要があります。次の手順で起動オプションに「-W」を指定してください。

1. JP1/Cm2/NNMのウィンドウをすべて閉じる。
2. JP1/Cm2/NNMのサービスを停止する。
3. MS-DOSプロンプトから次のコマンドを実行する（JP1/Cm2/NNMを Cドライブ
にインストールしている場合の例）。
cd C:¥OpenView¥lrf

ovdelobj ovtrapd.lrf

notepad ovtrapd.lrf（メモ帳を起動）

4. メモ帳で開いた ovtrapd.lrfファイルの最終行に「-W」オプションを追加し，保存
する。
「-W」は，次に示すように「pmd」と「OVs_WELL_BEHAVED」の間に追加してくだ

さい。
OVs_YES_START:pmd:-W:OVs_WELL_BEHAVED::

5. MS-DOSプロンプトから，引き続き次のコマンドを実行する。
ovaddobj ovtrapd.lrf

6. JP1/Cm2/NNMのサービスを開始する。

JP1/Cm2/NNM
ネットワーク管理
マネージャ
（HP-UX10.20,1
1.0）

JP1/Cm2/NNM 
06-00と連携する場
合

JP1/Cm2/NNM 250 06-00または JP1/Cm2/NNM 
Enterprise 06-00

JP1/SSO 06-00

JP1/NETM/DM NNM連携機能 06-00以降

HP OpenView nnm 
6.1と連携する場合

HP OpenView nnm 6.1

JP1/SSO 06-00

JP1/NETM/DM NNM連携機能 06-00以降

WWWブラウザ Microsoft Internet Explorer 6.0，5.5，または 5.01

JP1/Cm2連携機能に必要なシステム 必要なソフトウェア
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
● JP1/Cm2/NNMのサービスを開始する前に，［コントロールパネル］の［管理ツール］
－［サービス］から「SNMP Trap Service」を停止してください。

● JP1/Cm2/NNM 07-00と連携する場合は，JP1/Cm2/NNMのサービスを開始する前
に，次のコマンドを実行してください。
nnmDependency.exe -unset

●マップを正常に表示するために，JP1/Cm2/NNMの IP Mapの設定で，「固定サブ
マップ・レベル（オンデマンド・サブマップ）？」を「All Levels」に設定しておいて
ください。IP Mapは，JP1/Cm2/NNMの［マップ］メニューの［プロパティ］で設
定します。
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
3.2　JP1/NETM/DMのシンボルを確認する

JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmのノードマップ画面で表示されるシンボルか
ら，JP1/NETM/DMの構成を確認できます。

3.2.1　シンボルの確認方法
JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmで JP1/NETM/DMのシンボルを確認する方
法について説明します。この節では，JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmを
「NNM」と呼びます。

（1） NNMのマップ画面を使用する場合

ノードマップ画面に表示されているノードシンボルをダブルクリックすると，選択した
ノードのサブマップが表示されます。次に，ネットワーク・プレゼンタ画面およびノー
ドサブマップ画面の例を示します。

図 3-2　ネットワーク・プレゼンタ画面（NNMのマップ画面を使用する場合）
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
図 3-3　ノードサブマップ画面（NNMのマップ画面を使用する場合）

「NETM/DM:Client」または「NETM/DM:SubManager」のシンボルを選択し，メ
ニューの［管理］－［JP1/NETM/DMの管理］から表示されるメニューを選択すると，
インベントリ情報やジョブの実行状態を確認できます。

（2） WWWブラウザを使用する場合

WWWブラウザでは，ネットワーク・プレゼンタ画面の一覧表示エリア，または内容表
示エリアに表示されているノードシンボルをダブルクリックすると，選択したノードの
サブマップが表示されます。次に，ネットワーク・プレゼンタ画面およびノードサブ
マップ画面の例を示します。
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
図 3-4　ネットワーク・プレゼンタ画面（WWWブラウザを使用する場合）

図 3-5　ノードサブマップ画面（WWWブラウザを使用する場合）

「NETM/DM:Client」または「NETM/DM:SubManager」のシンボルを選択し，メ
ニューの［管理］－［JP1/NETM/DMの管理］から表示されるメニューを選択すると，
35



3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
インベントリ情報やジョブの実行状態を確認できます。

3.2.2　JP1/NETM/DMのシンボル

（1） シンボルの種類

JP1/NETM/DMの各システムは，次のシンボルで NNMに表示されます。

図 3-6　マネージャまたは中継マネージャのシンボル

図 3-7　中継システムのシンボル
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
図 3-8　クライアントのシンボル

（2） シンボルの追加，削除のタイミング

（a）追加のタイミング

マネージャのシンボルは，JP1/NETM/DM Managerのサービスが起動したときに表示さ
れます。中継システムおよびクライアントのシンボルは，システム構成に追加された時
点で表示されます。

マネージャが階層化されたシステム構成の場合，マネージャの配下の中継マネージャが
システム構成に追加された時点からNNMに表示されます。

（b）削除のタイミング

中継システムおよびクライアントのシンボルは，システム構成から削除された時点で，
削除されます。

マネージャが階層化されたシステム構成の場合，マネージャ配下の中継マネージャがシ
ステム構成から削除された時点でNNMの表示からも削除されます。

NNMの［管理］メニューから［JP1/NETM/DMの管理］－［シンボルの全削除］を選
択すると，JP1/NETM/DMのすべてのシンボルを一括して削除できます。ただし，
NNMの画面上で追加した JP1/NETM/DMのシンボルは削除されません。

WWWブラウザを使用する場合，シンボルの一括削除は実行できません。

（3） エラー発生時のシンボルへの反映

エラーが発生したホストのシンボルは，表示される色が変わります。エラーが発生して
いない状態では，緑色で表示されていますが，エラーが発生した場合は黄色で表示され
ます。シンボルの表示を正常の状態（緑色）に戻すには，NNMの［管理］メニューから
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
［JP1/NETM/DMの管理］－［シンボルの初期化］を選択します。

WWWブラウザを使用する場合，シンボルの初期化は実行できません。

（a）エラー発生の確認方法

JP1/NETM/DMのホストでエラーが発生し，シンボルの表示状態が変更されると，
NNMのステータス・イベントブラウザ，またはアプリケーション警報イベントブラウザ
で確認できます。JP1/NETM/DMでエラーが発生した場合の，ステータス・イベントブ
ラウザでの表示例を次に示します。

図 3-9　JP1/NETM/DMでエラーが発生した場合のステータス・イベントブラウザでの表
示例

「ソース」には，JP1/NETM/DM Managerのホスト名が表示されます。「メッセージ」に
は，次の形式でエラーになったジョブが表示されます。

　
NETM/DMのジョブ：ジョブ名＜ジョブID＞がエラーとなりました。

（b）JP1/NETM/DMが NNMに通知する情報

JP1/NETM/DMはジョブがエラーになると，次の表に示す情報を NNMに通知（トラッ
プ）します。

表 3-3　JP1/NETM/DMが NNMに通知する情報

企業 ID（.1.3.6.1.4.1.116.7.20）は JP1/NETM/DM固有になっているため，JP1/NETM/
DMのジョブ発生に対し，NNMの自動アクションを設定することもできます。

通知する情報の項目 内容

トラップ名 Netmdm_Sts_job

イベント・カテゴリ ステータス・イベント

企業 ID（netmdm） .1.3.6.1.4.1.116.7.20

固有トラップ番号 1

重要度 警戒域

変数 $3 エラーとなったジョブの名称

変数 $4 エラーとなったジョブの ID
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
3.3　JP1/Cm2/NNMまたは hp OpenView nnm
からインベントリ情報を確認する

JP1/Cm2/NNMまたは HP OpenView nnmから JP1/NETM/DM Managerが管理してい
るインベントリ情報を確認する方法について説明します。この節では，JP1/Cm2/NNM
または HP OpenView nnmを「NNM」と呼びます。

なお，オフラインマシンのインベントリ情報は，NNMで確認できません。

3.3.1　インベントリ情報の確認

（1） インベントリ情報の確認方法

インベントリ情報の確認方法を次に示します。

1. NNMでインベントリ情報を確認したいシンボルを選択する。

2.［管理］メニューから［JP1/NETM/DMの管理］－［資産情報の表示］を選択し，確
認するインベントリ情報を選択する。
JP1/NETM/DM Inventory Viewerが表示されて，選択したインベントリ情報が確認
できます。

（2） JP1/NETM/DM Inventory Viewerの構成

JP1/NETM/DM Inventory Viewerの構成について次に示します。
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
図 3-10　JP1/NETM/DM Inventory Viewerの構成

メニューバー

ファイル
JP1/NETM/DM Inventory Viewerを閉じます。

表示
確認するインベントリ情報の種類を選択したり，インベントリ情報を最新の状
態に変更したりできます。

ヘルプ
JP1/NETM/DMのバージョン情報を表示します。

ツールバー

：ソフトウェア情報を表示します。

：システム情報を表示します。

：ユーザインベントリ情報を表示します。

：レジストリ情報を表示します。

：インベントリ情報を最新の状態に更新します。

情報表示部
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
選択されたインベントリ情報を表示します。

ステータスバー
表示ノードには，情報を表示している中継システムまたはクライアントの名称（ホ
スト名または IPアドレス）を表示します。
メッセージには，ツールバーの意味や入力項目に対する説明メッセージを表示しま
す。

3.3.2　インベントリ情報の表示例
（1） ソフトウェア情報

ソフトウェア情報の表示例を次に示します。

図 3-11　ソフトウェア情報の表示例

配布管理システムで取得したインストール済みのソフトウェアの情報を参照できます。
ただし，「ファイルを検索」，「Microsoft Office製品を検索」，または「ウィルス対策製品
を検索」で取得したソフトウェア情報は参照できません。参照できるソフトウェア情報
の詳細については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「2.2.2　ソフトウェア情報の取
得」を参照してください。

（2） システム情報

システム情報の表示例を次に示します。
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
図 3-12　システム情報の表示例

システム情報には，「CPU種別」，「OSバージョン」などがあります。参照できるシステ
ム情報の項目については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「2.2.1　システム情報の
取得」を参照してください。

（3） ユーザインベントリ情報

配布管理システムで管理しているユーザインベントリ情報を参照できます。ユーザイン
ベントリ情報の表示例を次に示します。

図 3-13　ユーザインベントリ情報の表示例
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
（4） レジストリ情報

配布管理システムで管理しているレジストリ情報を参照できます。レジストリ情報の表
示例を次に示します。

図 3-14　レジストリ情報の表示例
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
3.4　JP1/Cm2/NNMまたは hp OpenView nnm
からジョブの実行状態を確認する

JP1/Cm2/NNMまたはHP OpenView nnmから，JP1/NETM/DMのジョブの実行状態
を確認する方法について説明します。ジョブの実行状態は，JP1/Cm2/NNMまたはHP 
OpenView nnmのノードサブマップ，またはステータス・イベントブラウザから確認で
きます。この節では，JP1/Cm2/NNMまたはHP OpenView nnmを「NNM」と呼びま
す。

NNMでは次のジョブを確認できません。

•「ファイル転送の中断」，「ファイル転送の再開」，「ソフトウェア稼働監視の制御」およ
び「ソフトウェア稼働情報の取得」ジョブ

• 実行状態が削除中のジョブ

また，ジョブの実行状態の表示には次の制限があります。

•「中断中」および「再開中」にはなりません。
• 起動失敗要因は細分化されません。

3.4.1　ノードサブマップからの確認
（1） 確認方法

ノードサブマップからジョブの実行状態を確認する方法を次に示します。

1. NNMのノードサブマップで，ジョブの実行状態を確認したいシンボルを選択する。

2.［管理］メニューから［JP1/NETM/DMの管理］－［ジョブ情報の表示］を選択する。
JP1/NETM/DM Job Viewerが表示されます。

3. メニューの［表示］－［表示ステータス］で，表示させるジョブの実行状態を選択す
る。
選択した実行状態のジョブが表示されます。ジョブの実行状態は，ツールバーのボタ
ンから選択することもできます。
表示されているジョブ情報をダブルクリックすると，ジョブの詳細情報を確認できま
す。

（2） JP1/NETM/DM Job Viewerの構成

JP1/NETM/DM Job Viewerの構成を次に示します。
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
図 3-15　JP1/NETM/DM Job Viewerの構成

メニューバー

［ファイル］メニュー
JP1/NETM/DM Job Viewerを閉じたり，ジョブの詳細情報を確認したりできま
す。

［表示］メニュー
確認するジョブの実行状態の種類を選択したり，ジョブ情報を最新の状態に変
更したりできます。

［ヘルプ］メニュー
JP1/NETM/DMのバージョン情報を表示します。

ツールバー

緑色：正常終了のジョブを表示します。
白色：未実行のジョブを表示します。
黄色：インストール待ちのジョブを表示します。
赤色：エラーのジョブを表示します。

ジョブの実行状態の情報を最新の状態に更新します。

ジョブの詳細情報を表示します。
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3.　JP1/Cm2または hp OpenViewから JP1/NETM/DMを管理する
情報表示部
選択された実行状態のジョブを表示します。

ステータスバー
表示ノードには，情報を表示している中継システムまたはクライアントのホスト名
（または IPアドレス）を表示します。
メッセージには，ツールバーの意味や入力項目に対する説明メッセージを表示しま
す。

3.4.2　ステータス・イベントブラウザからの確認
JP1/NETM/DM Job Viewerは，NNMのステータス・イベントブラウザから表示させる
こともできます。ステータス・イベントブラウザからジョブの実行状態を確認する方法
を次に示します。なお，WWWブラウザを使用する場合，ステータス・イベントブラウ
ザから JP1/NETM/DM Job Viewerを表示させることはできません。

1. ステータス・イベントブラウザに表示されている JP1/NETM/DMのジョブのエラー発
生を示すイベントを選択し，メニューの［アクション］－［アクションの実行］を選
択する。
［ステータス・イベントでのアクションの実行］ダイアログボックスが表示されます。

図 3-16　［ステータス・イベントでのアクションの実行］ダイアログボックス

2.「アクション」の「NETM/DMジョブ情報表示」を選択し［実行］ボタンをクリック
する。
JP1/NETM/DM Job Viewerが表示されます。JP1/NETM/DM Job Viewerには，ス
テータス・イベントブラウザで選択したジョブの詳細情報だけが表示されます。
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4　 JP1/AJS2と連携してジョブ
を自動実行する
この章では，関連プログラムである JP1/AJS2を使用して，
ジョブの実行やパッケージングなどの機能を自動化する方法に
ついて説明します。また，自動運用のための，JP1/NETM/DM
のコマンドの文法を説明します。

4.1　自動運用の概要

4.2　コマンドの種類と入出力情報

4.3　コマンドの説明形式

4.4　dcmcoll.exe（ファイルの収集）

4.5　dcmcsvu.exe（CSV出力）

4.6　dcmdice.exe（ソフトウェアインベントリ辞書のエクスポート）

4.7　dcmdici.exe（ソフトウェアインベントリ辞書のインポート）

4.8　dcmgpmnt.exe（あて先グループへのポリシーの一括反映）

4.9　dcmhstwo.exe（JP1/NETM/DM未導入ホストの検出）

4.10　dcminst.exe（ジョブの作成，実行）

4.11　dcmjbrm.exe（ジョブの削除）

4.12　dcmjexe.exe（ジョブの実行）

4.13　dcmmonrst.exe（稼働情報のデータベースへの格納）

4.14　dcmpack.exe（パッケージングの実行）
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4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
4.15　dcmpkget.exe（パッケージのバックアップの取得）

4.16　dcmpkput.exe（パッケージのバックアップからの復元）

4.17　dcmpkrm.exe（パッケージの削除）

4.18　dcmrmgen.exe（ジョブ定義の削除）

4.19　dcmrtry.exe（ジョブの再実行）

4.20　dcmstat.exe（ジョブの実行状況の取得）

4.21　dcmstsw.exe（ジョブの実行状況の監視）

4.22　dcmsusp.exe（ファイル転送の中断と再開）

4.23　dcmuidi.exe（ユーザインベントリの一括入力）

4.24　dcmwsus.exe（WSUSの同期実行）

4.25　パラメタファイルの作成

4.26　予約語の指定方法
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4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
4.1　自動運用の概要
JP1/NETM/DMでは，パッケージングやリモートインストールなど，幾つかの機能をコ
マンドで提供しています。このコマンドを JP1/AJS2と組み合わせることで，さまざま
な機能を自動運用させることができます。

この節では，JP1/AJS2を使用した，JP1/NETM/DMの自動運用の事例を紹介します。
紹介する事例は次の三つです。

●ファイルの更新を検知して自動的にリモートインストールする。

●リモートインストールのエラーを検知しリトライする。

●各拠点のファイルを収集し，加工して再配布する。

（1） ファイルの更新を検知して自動的にリモートインストールする

データの更新を監視するためのモデルとなる PCを用意しておき，特定のフォルダまた
はファイルの更新を契機に，自動でデータのパッケージングおよびリモートインストー
ルを実行できます。処理の概要を次の図に示します。

図 4-1　ファイルの更新を検知して自動的にリモートインストールする運用

この例では，管理者は配布対象のファイルを特定の PCの，特定のフォルダに格納する
だけで，管理対象となるすべてのクライアントのデータを更新できます。また，すべて
の操作を自動化することで，配布するファイルの間違いや誤操作を防止できます。
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4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
（2） リモートインストールのエラーを検知しリトライする

JP1/NETM/DMでのリモートインストールの結果を監視し，リモートインストールが失
敗した PCだけにデータを再度転送したり，リモートインストールが失敗したことを
メールで管理者に連絡したりする一連の業務を自動化できます。処理の概要を次の図に
示します。

図 4-2　リモートインストールのエラーを検知しリトライする運用

この例ではエラーを契機に次の処理を実行させていますが，エラーではなく，リモート
インストールが正常に完了したのを契機に別の処理を実行させることもできます。

（3） 各拠点のファイルを収集し，加工して再配布する

JP1/NETM/DMのファイル収集機能を利用して各拠点のファイルを収集し，サーバ側で
データを加工したりデータベースを更新したりできます。また，加工したデータを再び
各クライアントに転送し，最新のデータに置き換えることもできます。処理の概要を次
の図に示します。
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4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
図 4-3　各拠点のファイルを収集し，加工して再配布する運用
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4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
4.2　コマンドの種類と入出力情報
この節では，JP1/NETM/DMのコマンドの種類，およびコマンド実行時の入出力情報に
ついて説明します。

4.2.1　コマンドの種類
JP1/NETM/DMのコマンドの種類と，それぞれのコマンドが JP1/NETM/DM Manager
または JP1/NETM/DM Client（中継システム）で実行できるかどうかを，コマンドの目
的別に表 4-1～表 4-6に示します。

表 4-1　ジョブの作成や実行に関連するコマンド

機能 コマンド名 JP1/NETM/DM 
Manager

JP1/NETM/DM 
Client（中継シ
ステム）

参照
先

リモートインスール関連のジョブを作成，
実行します。作成，実行できるジョブは次
の 4種類です。
• パッケージのインストール
• 中継システムまでのパッケージ転送
• 中継システムのパッケージ一括削除
• クライアントユーザによるインストール

dcminst.ex
e

○ ○ 4.10

リモートコレクト関連のジョブを作成，実
行します。作成，実行できるジョブは次の
4種類です。
• リモートコレクト
• 中継までのリモートコレクト
• 中継サーバからのコレクトファイル収集
• 中継サーバのコレクトファイル削除

また，収集したアーカイブファイルを復元
します。

dcmcoll.exe ○ ○ 4.4

ファイル転送を中断，または再開します。 dcmsusp.ex
e

○ × 4.22

配布管理システムで定義されているジョブ
を実行します。

dcmjexe.ex
e

○ ○ 4.12

ジョブを再実行します。 dcmrtry.ex
e

○ ○ 4.19

実行したジョブを削除します。 dcmjbrm.ex
e

○ ○ 4.11

ジョブの定義を削除します。 dcmrmgen.
exe

○ ○ 4.18

ジョブの実行状況を取得します。 dcmstat.ex
e

○ ○ 4.20

ジョブの実行状況を監視し，状況に応じて
外部プログラムを起動します。

dcmstsw.ex
e

○ ○ 4.21
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4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
（凡例）　○：実行できる　×：実行できない
インストールディレクトリの更新権限を持ったユーザが実行できます。

表 4-2　インベントリ情報の管理に関するコマンド

（凡例）　○：実行できる　×：実行できない
ODBCシステムデータソースの更新権限を持ったユーザが実行できます。

表 4-3　パッケージに関するコマンド

（凡例）
○：実行できる
△：パッケージャのコンポーネントをインストールした，JP1/NETM/DM Manager（中継マ
ネージャ），JP1/NETM/DM Client（中継システム），および JP1/NETM/DM Client（クライア
ント）で実行できる

インストールディレクトリの更新権限を持ったユーザが実行できます。

機能 コマンド名 JP1/NETM/DM 
Manager

JP1/NETM/DM 
Client（中継シ
ステム）

参照
先

クライアントのインベントリ情報を CSV
形式ファイルまたはパラメタファイル形式
で出力します。

dcmcsvu.ex
e

○ × 4.5

複数のユーザインベントリを CSV形式
ファイルから一括して入力します。

dcmuidi.ex
e

○ × 4.23

ソフトウェアインベントリ辞書または削除
ソフトウェア管理テーブルの情報を，CSV
形式ファイルにエクスポートします。

dcmdice.ex
e

○ × 4.6

CSV形式ファイルに記述されたソフト
ウェアの情報を，ソフトウェアインベント
リ辞書にインポートします。

dcmdici.exe ○ × 4.7

機能 コマンド名 JP1/NETM/DM 
Manager

JP1/NETM/DM 
Client（中継シ
ステム）

参照
先

ユーザデータ，ユーザプログラムをパッ
ケージングします。

dcmpack.ex
e

△ △ 4.14

キャビネットからパッケージを削除しま
す。

dcmpkrm.e
xe

○ ○ 4.17

パッケージのバックアップを取得します。 dcmpkget.e
xe

○ ○ 4.15

パッケージをバックアップから復元しま
す。

dcmpkput.
exe

○ ○ 4.16
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表 4-4　システム構成に関連するコマンド

（凡例）　○：実行できる　×：実行できない
ODBCシステムデータソースの更新権限を持ったユーザが実行できます。

表 4-5　ソフトウェアの稼働監視に関連するコマンド

（凡例）　○：実行できる　×：実行できない

表 4-6　クライアントの管理に関連するコマンド

（凡例）　○：実行できる　×：実行できない

4.2.2　コマンド実行時の入出力情報
コマンドの実行時の入出力情報を次の図に示します。

機能 コマンド名 JP1/NETM/DM 
Manager

JP1/NETM/DM 
Client（中継シ
ステム）

参照
先

作成したポリシーを一括反映し，登録され
ているホストをあて先グループに振り分け
ます。

dcmgpmnt.
exe

○ × 4.8

JP1/NETM/DMがインストールされてい
ないホストを検出します。

dcmhstwo.
exe

○ × 4.9

機能 コマンド名 JP1/NETM/DM 
Manager

JP1/NETM/DM 
Client（中継シ
ステム）

参照
先

JP1/NETM/DMで取得した抑止履歴およ
び操作履歴を，［操作ログ一覧］ウィンド
ウで管理するためのデータベーステーブル
に格納します。

dcmmonrst
.exe

○ × 4.13

機能 コマンド名 JP1/NETM/DM 
Manager

JP1/NETM/DM 
Client（中継シ
ステム）

参照
先

階層化したWSUSサーバと連携する場合
に，最上位のWSUSサーバと下位の
WSUSサーバを同期させます。

dcmwsus.e
xe

○ × 4.24
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図 4-4　コマンド実行時の入出力情報

（1） 入力情報

コマンド実行時は，実行条件や，実行させるジョブの詳細な内容を，コマンドの引数お
よびパラメタファイルで指定します。コマンドの引数とパラメタファイルのどちらでも
指定できる項目と，どちらかを指定できる項目があります。

コマンド
実行させるコマンドおよび引数を入力します。引数では，パラメタファイルや結果
出力ファイルの名称を指定するほか，ジョブのさまざまな実行条件を定義できます。

パラメタファイル
リモートインストールのあて先やインストール条件など，ジョブ実行時に必要な情
報を記述するファイルです。パラメタファイルの作成方法については，「4.25　パラ
メタファイルの作成」を参照してください。コマンド実行後に出力された結果出力
ファイルを，別のコマンドでパラメタファイルとして入力することもできます。

（2） 出力情報

コマンドの実行結果は，次の情報で確認できます。

リターンコード
コマンドの実行結果が，リターンコードとして返却されます。

結果出力ファイル
コマンド実行時に指定した結果出力ファイルに，コマンドの実行結果が出力されま
す。ジョブを作成，実行したコマンドの結果出力ファイルは，ジョブの実行状況を
取得したり，ジョブを再実行したりするコマンドを実行するときのパラメタファイ
ルとして使用できます。

4.2.3　コマンドのエラー情報の確認方法
コマンドがエラーになった場合，Windows NTのイベントビューアでイベントログを確
認できます。

イベントビューアのソース欄に「Netmdm Utility」と表示されるイベントを確認してく
ださい（イベント IDは，1～ 2018）。イベントの詳細情報では，コマンド名，エラー原
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因の詳細が確認できます。次に，詳細情報の表示例を示します。

この詳細情報は，パラメタファイル（C:¥dmbat¥in.txt）の 23行目に誤りがあることを
示しています。指定したパスワードは，「********」と表示されます。

4.2.4　コマンドの入力形式
JP1/NETM/DMのコマンドは次の形式で指定してください。

　
コマンド名 /引数1 [値1] [/引数2 [値2] … ]
　

• 引数は，「/」と英字で指定します。
•「/」で始まる文字列はすべて引数として解釈されるため，値には「/」で始まる文字列
は指定できません。

• コマンド名と引数，引数と値の間には，それぞれ一つ以上のスペースが必要です。
• 値がスペースまたはMS-DOSの制御文字を含む場合は，値を「"」で囲んで指定して
ください。「"」で囲まれた文字列はMS-DOSの仕様に従って解析されます。「"」で囲
まれた中に「"」を文字として指定する場合は，「¥"」と指定します。

（例）
dcmpack.exe /b "dcmpack /i ¥"C:¥dev 1¥parameter file1.txt¥"" /i 
"C:¥dev 2¥parameter file2.txt"

 dcmpack.exe /i C:¥dmbat¥in.txt /k********

 パラメタファイルに不正な値が含まれています :L.23
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4.3　コマンドの説明形式
この章では，パラメタファイルを使用できるコマンドについては，パラメタファイルの
使用を前提に説明します。パラメタファイルとコマンドの引数のどちらでも指定できる
項目は，パラメタファイル中で指定する項目として説明します。なお，同じ内容をコマ
ンドの引数を使って指定する場合については，各コマンドの「パラメタファイルを使用
しない場合のコマンド形式」を参照してください。

パラメタファイルには，コマンド実行時に必要なパラメタを内容別のタグで分けて記述
します。パラメタファイルを作成するには，まず設定するパラメタに対応するタグをパ
ラメタファイルの指定内容の表で確認したあと，そのタグの指定方法を「4.25.3　タグの
指定方法」で調べてください。タグの種類やパラメタファイルの形式については，「4.25
　パラメタファイルの作成」を参照してください。

パラメタファイルとコマンドの引数の両方を指定した場合は，コマンドの引数で指定し
た内容が有効となり，パラメタファイルでの指定は無視されます。ただし，dcmpkgetコ
マンドの場合は，一部パラメタファイルの定義が有効になる場合があります。dcmpkget
コマンドの詳細は，「4.15　dcmpkget.exe（パッケージのバックアップの取得）」を参照
してください。

各コマンドで説明する内容を，次に示します。

機能
コマンドの機能を示します。

形式
コマンドを指定するときの文法を示します。［　］で囲まれている引数は省略できま
す。パラメタファイルを使用できるコマンドについては，パラメタファイルの使用
を前提に示しています。

形式の例
dcmXXXX.exe [/A] [/B]
             /i パラメタファイル1 [パラメタファイル2]

上記の形式では，「/i パラメタファイル 1」以外の引数は省略できます。また，パ

ラメタファイルは二つまで指定できます。

引数
「形式」で示した各引数について説明します。ここで説明する引数は，パラメタファ
イルでは指定できない引数です。

パラメタファイルの指定内容とコマンド引数との対応
コマンドで使用するパラメタファイルの指定内容を表で示します。また，パラメタ
ファイルの内容をコマンドの引数を使っても指定できる場合は，各パラメタとコマ
ンド引数の対応も示します。
パラメタファイルに指定する内容の詳細，および省略時のデフォルト値については，
「4.25　パラメタファイルの作成」を参照してください。パラメタファイルとコマン
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ドの引数の両方を指定した場合は，コマンドの引数で指定した内容が有効となり，
パラメタファイルでの指定は無視されます。
なお，パラメタファイルの内容が引数で指定できないコマンドでは，見出しは「パ
ラメタファイルの指定内容」です。

パラメタファイルを使用しない場合のコマンド形式
パラメタファイルを使用しないで，コマンド引数だけを使用して指定する場合のコ
マンド形式を示します。|（ストローク）で区切られた項目は，そのうちのどれか一
つを指定することを示します。

形式の例
dcmXXXX.exe [/A|/B]
             /j ジョブ名称 [/l ジョブ格納フォルダパス]

上記の形式では，「/j ジョブ名称」以外の引数は省略できます。また，「/A」また

は「/B」を指定できます。

なお，パラメタファイルの内容を引数で指定できないコマンド，およびパラメタ
ファイルを使用できないコマンドについては，この項目はありません。

リターンコード
コマンド実行時のリターンコードを示します。

注意事項
コマンドの注意事項がある場合に説明します。

実行例
コマンドの実行方法を，実際の例を挙げて説明します。
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4.4　dcmcoll.exe（ファイルの収集）

ファイルを収集する dcmcollコマンドについて説明します。このコマンドは，JP1/
NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）の配布管理システ
ムで実行できます。

このコマンドで実行したジョブは，配布管理システムの［ジョブ実行状況］ウィンドウ
で実行結果を確認できます。

（1） 機能

次に示す，リモートコレクトに関連するジョブを作成，実行します。

• リモートコレクト
• 中継までのリモートコレクト（JP1/NETM/DM Managerだけ）
• 中継サーバからのコレクトファイル収集（JP1/NETM/DM Managerだけ）
• 中継サーバのコレクトファイル削除（JP1/NETM/DM Managerだけ）

また，収集したアーカイブファイルを復元します。

JP1/NETM/DM Client（中継システム）では，「リモートコレクト」ジョブの作成，実行
とアーカイブファイルの復元だけができます。

なお，JP1/NETM/DM Client（中継システム）では，一つ下の階層までしかジョブを実
行できません。

（2） 形式
dcmcoll.exe [処理キー] [/G] [/Z] [/s]
            /i パラメタファイル1 [パラメタファイル2]
            /o 結果出力ファイル名

（3） 引数

●処理キー
実行するジョブの種類を指定するキーです。コマンド名の直後に，次に示す五つの処
理キーのうち一つを指定してください。省略した場合は，「NETM_COLLECT」が仮
定されます。
• NETM_COLLECT
「リモートコレクト」ジョブを実行します。パラメタファイル（またはコマンドの引
数）で，あて先，収集するファイル，および収集したファイルの格納先ディレクト
リを指定してください。
JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）で指定で
きます。

• NETM_COLTOS
「中継までのリモートコレクト」ジョブを実行します。パラメタファイル（またはコ
マンドの引数）で，あて先，収集するファイル，および収集したファイルの格納先
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ディレクトリを指定してください。
JP1/NETM/DM Managerでだけ指定できます。JP1/NETM/DM Client（中継シス
テム）で指定するとエラーになります。

• NETM_COLTOM
「中継サーバからのコレクトファイル収集」ジョブを実行します。パラメタファイル
（またはコマンドの引数）で，あて先（中継システム）を指定してください。
JP1/NETM/DM Managerでだけ指定できます。JP1/NETM/DM Client（中継シス
テム）で指定するとエラーになります。

• NETM_COLRESET
「中継サーバのコレクトファイル削除」ジョブを実行します。パラメタファイル（ま
たはコマンドの引数）で，あて先（中継システム）を指定してください。
JP1/NETM/DM Managerでだけ指定できます。JP1/NETM/DM Client（中継シス
テム）で指定するとエラーになります。

• NETM_UNARC
収集したアーカイブファイル（拡張子が dmzのファイル）を復元します。パラメタ
ファイル（またはコマンドの引数）で，復元するファイルの名称と格納されている
ディレクトリ，復元先のディレクトリを指定してください。
JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）で指定で
きます。

● /G
処理キーが「NETM_UNARC」の場合に，復元先として指定したディレクトリ下に，
復元したファイルを直接格納します。「NETM_UNARC」以外の場合は，指定しても
無視されます。
/Gを指定しない場合は，復元後の格納先として指定したディレクトリ下に，あて先の
ホスト名と同じ名称のディレクトリが自動で作成されます。
あて先を区別する必要がある場合は，指定しないでください。

● /Z
処理キーが「NETM_UNARC」の場合に，ファイルの復元と同時にアーカイブファイ
ルを削除します。アーカイブファイルが格納されていたディレクトリは削除されませ
ん。
「NETM_UNARC」以外の場合は，指定しても無視されます。

● /s
ジョブを作成後，実行しないで保存します。処理キーが「NETM_UNARC」の場合
は，指定しても無視されます。
この引数を指定してコマンドを実行したときの結果出力ファイルには，ジョブ番号が
出力されません。

● /i
使用するパラメタファイルのフルパスを，一つまたは二つ指定します。二つ指定する
場合は間をスペースで区切ってください。三つ以上指定するとコマンドは失敗します。
パラメタファイルを二つ指定すると，JP1/NETM/DMは，それぞれのパラメタファイ
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ルの内容を連結して解釈します。あて先に関する情報と，収集・復元に関する情報を
別のパラメタファイルに定義しておくと，どちらかを変更してコマンドを再実行する
場合に便利です。
不要なパラメタは無視されるので，ファイルを収集する場合と復元する場合とで，パ
ラメタファイルを共用できます。両方のファイルに同じパラメタを指定した場合は，
エラーとなります。

● /o
結果出力ファイルのフルパスを指定します。
処理キーが「NETM_UNARC」の場合は，指定しても無視されます。それ以外の場合
は必ず指定してください。
コマンドが正常終了すると，指定した結果出力ファイルに次の項目が出力されます。
結果出力ファイルがすでに存在する場合は上書きされます。
• ジョブ名称
• ジョブ番号
• ジョブ格納フォルダパス

ジョブ番号（jobnoの値）は，開始されたジョブを識別する番号です。このジョブを
削除したり実行状況を確認したりする場合は，jobnoの値をパラメタファイルに記述
してください。なお，引数に /sを指定した場合，ジョブ番号は出力されません。
/sを指定した場合の結果出力ファイルは，そのまま dcmjexeコマンドのパラメタファ
イルとして使用できます。また，/sを指定しなかった場合の結果出力ファイルは，
dcmjbrmコマンド，dcmrtryコマンド，dcmstatコマンド，および dcmstswコマン
ドのパラメタファイルとして使用できます。

（4） パラメタファイルの指定内容とコマンド引数との対応

このコマンドで使用するパラメタファイルの内容は，コマンドの引数で指定することも
できます。パラメタファイルの指定内容と，コマンドの引数との対応を次の表に示しま
す。

表 4-7　パラメタファイルとコマンドの引数の対応（dcmcollコマンド）

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の
有無

コマンドの
引数

タグ パラメタ

JOB_DESTINATION directory_com ディレクトリ情報（コン
ピュータの階層）

◎※ 1
※ 2

/dc 値

directory_ou ディレクトリ情報（組織
単位（OU）の階層）

◎※ 1
※ 2

/do 値

group あて先グループ名 ◎※ 1
※ 2

/g 値

host_name ホスト名 ◎※ 1

※ 2
/h 値
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lower_clients すべてのあて先指定の有
無

× －

JOB_DESTINATION_ID destination_id ID名 ◎※ 1 /X 値

FILE_COLLECTION source_path 収集ファイル名 ◎※ 3 /y 値

dmz_path 収集後の格納先フォルダ
（収集時），または復元対
象ファイル /フォルダ
（復元時）

◎※ 4 /z 値

unarc_path 復元後の格納先フォルダ ◎※ 5 /r 値

JOB_ATTRIBUTE job_generator ジョブ名称 ○ /j 値

jobno ジョブ番号 × －

job_folder ジョブ格納フォルダパス ○ /l 値

unsuspended 中断中の配布の有無 × －

JOB_SCHEDULE job_entry_date ジョブの登録日時 ○※ 6 /jst 値

job_execution_da
te

ジョブの実行日時 ○※ 6 /jsx 値

job_expiration_d
ate

ジョブの実行期限 ○※ 6 /jsp 値

SCHEDULE expiration_date 中継システムでのパッ
ケージ保管期限

× －

expiration_days 中継システムでのパッ
ケージ保管日数

× －

installation_date
_and_time

インストール日時 × －

installation_timi
ng

インストール（収集）タ
イミング

○ /tSまたは /
tN

OPTION compress 圧縮の有無 ○ /uYまたは /
uN

compress_type 圧縮方法 × －

restore バージョンアップ時のリ
ストア対象の有無

× －

encipher 暗号化の有無 × －

reboot インストール後のコン
ピュータ再起動

× －

processing_dialo
g

インストール時の処理中
ダイアログの表示

× －

USER_PROGRAM_INST
ALLATION_CONDITION
S

external_progra
m_executed_befo
re_installation

インストール（収集）前
起動外部プログラム

○ /b 値

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の
有無

コマンドの
引数

タグ パラメタ
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（凡例）
◎：必ず指定する　○：省略できる　×：不要（指定しても無視される）
－：コマンドの引数では指定できない

注※ 1
JOB_DESTINATIONと JOB_DESTINATION_IDは同時に指定できません。また，/g，/h，/
dc，および /doは /Xと同時に指定できません。必ずどちらかを指定してください。
なお，処理キーが「NETM_COLTOM」または「NETM_COLRESET」の場合は ,あて先とし
て指定できる IDは，ID管理中継として登録された IDだけです。
処理キーが「NETM_UNARC」の場合は，指定しても無視されます。

注※ 2
groupおよび host_name（/gおよび /h）と directory_comおよび directory_ou（/dcおよび /
do）は同時に指定できません。ただし，groupと host_name（/gと /h）は片方だけでも，両方
同時に指定してもかまいません。また，directory_comと directory_ou（/dcと /do）は片方だ
けでも，両方同時に指定してもかまいません。

注※ 3
処理キーが「NETM_COLLECT」および「NETM_COLTOS」の場合に必ず指定してくださ
い。

注※ 4
処理キーが「NETM_COLLECT」，「NETM_COLTOS」，および「NETM_UNARC」の場合に
必ず指定してください。

注※ 5
処理キーが「NETM_UNARC」の場合に必ず指定してください。

注※ 6
処理キーが「NETM_UNARC」の場合は，指定しても無視されます。

external_progra
m_executed_afte
r_installation

インストール（収集）後
起動外部プログラム

○ /a 値

external_progra
m_error_handler

インストール（収集）エ
ラー時起動外部プログラ
ム

○※ 7 /e 値

external_progra
m_handler

起動外部プログラム × －

exit 外部プログラム処理結果
の通知方式

× －

action 処理結果エラー時の取り
扱い

× －

wait 監視方式 × －

timeout 監視時間 × －

wait_code 監視コード × －

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の
有無

コマンドの
引数

タグ パラメタ
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注※ 7
UNIXクライアントからファイルを収集する場合は指定できません。

（5） パラメタファイルを使用しない場合のコマンド形式

パラメタファイルを使用しないで引数だけで指定する場合の，コマンドの形式を次に示
します。

クライアントからファイルを収集する場合
dcmcoll.exe {[NETM_COLLECT]|NETM_COLTOS} [/s]
            {[/g あて先グループ名] [/h ホスト名]|
              [/dc コンピュータの階層] [/do 組織単位（OU）の階層]|
              /X ID名}
            /y 収集ファイル名 /z 収集ファイル格納フォルダパス
            [/j ジョブ名称] [/l ジョブ格納フォルダパス]
            [/jst ジョブの登録日時] [/jsx ジョブの実行日時]
            [/jsp ジョブの実行期限]
            [{/tS|/tN}] [ {/uY|/uN}]
            [/b ファイル収集前起動外部プログラム]
            [/a ファイル収集後起動外部プログラム]
            [/e ファイル収集エラー時起動外部プログラム]
            [/o 結果出力ファイル名]

中継サーバからコレクトファイルを収集する，または中継システム上のコレクトファイ
ルを削除する場合

dcmcoll.exe {NETM_COLTOM|NETM_COLRESET} [/s]
            {[/g あて先グループ名] [/h ホスト名]|/X ID名}
            [/j ジョブ名称] [/l ジョブ格納フォルダパス]
            [/jst ジョブの登録日時] [/jsx ジョブの実行日時]
            [/jsp ジョブの実行期限]
            [/o 結果出力ファイル名]

ファイルを復元する場合
dcmcoll.exe NETM_UNARC [/G] [/Z]
            /z 復元対象ファイルまたはフォルダ
            /r 復元後の格納先

（6） リターンコード

dcmcollコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

コード 意味 対処

0 配布管理システムがジョブを開始した。 なし。

1 パラメタファイルをオープンできない，また
はファイル形式に誤りがある。

パラメタファイルの指定または記述形式を
確認してください。

2 コマンドの引数またはパラメタファイルに不
正な値が指定されている。

コマンドの引数またはパラメタファイルの
設定値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生し
た。

配布管理システムのバージョンを確認して
ください。

4 結果出力ファイルをオープンできない。 結果出力ファイルの指定を確認してくださ
い。
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（7） 注意事項

●あて先および収集ファイルの指定数について
• パラメタファイルで指定する場合は，dcmcollコマンド 1回の実行につき，あて先
（ホスト・あて先グループ・ID）またはディレクトリ情報（組織単位（OU）の階
層・コンピュータの階層）は，それぞれ 200個まで指定できます。また，あて先
200個に対し，収集するファイルまたはディレクトリは 100個まで指定できます。

• あて先および収集ファイルをコマンドの引数で指定する場合は，それぞれ 1個しか
指定できません。

• パラメタファイルであて先および収集ファイルを複数指定している場合でも，同じ
項目をコマンドの引数で指定すると，すべて無効となります。

●あて先の経路について
あて先の経路を指定できます。同一のあて先を別の経路で複数指定すると，1番目の
定義だけが有効になります。

●中継システムあてのジョブについて
「中継サーバからのコレクトファイル収集」ジョブおよび「中継サーバのコレクトファ
イル削除」ジョブは，あて先として中継システムを指定するジョブです。このジョブ
のあて先にクライアントを指定すると，エラーまたは実行中のままとなります。

●収集先および復元先のディレクトリについて
• ファイルを収集するときは，収集先として指定したディレクトリ下に，あて先のホ
スト名と同じ名称のディレクトリが自動的に作成されます。ファイルは収集時に
アーカイブされ，拡張子が「.dmz」のアーカイブファイルとして，各ホスト名の
ディレクトリ下に格納されます。

• アーカイブファイルを復元するときは，収集時と同様に，復元先として指定した
ディレクトリ下に，ホスト名と同じ名称のディレクトリが自動的に作成されます。
ただし，一度に複数のアーカイブファイルを復元する場合，別々のアーカイブファ
イルに同じ名称のファイルが存在すると，ファイルが上書きされてしまいます。同
じ名称のファイルが含まれる複数のアーカイブファイルを復元する場合は，別の復
元先ディレクトリを指定した dcmcollコマンドを実行してください。

• 復元時，コマンドの引数に /Gを指定すると，復元先として指定したディレクトリ下
に，直接ファイルが展開されます。複数のあて先から収集したファイルを一度に復
元すると，すべて上書きされ，あて先ごとに区別できません。アーカイブファイル
を一つだけ復元する場合は，/Gを使用してください。

• 復元時，コマンドの引数に /Gを指定しない場合，復元後の格納先として指定した

5 クライアント，配布管理システム間の通信に
失敗した。

配布管理システムのセットアップで，通信
環境の設定を確認してください。

7 一つ以上のアーカイブファイルの復元に失敗
した。

アーカイブファイルのパスを確認してくだ
さい。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。

コード 意味 対処
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ディレクトリ下に，あて先のホスト名と同じ名称のディレクトリが自動的に作成さ
れます。ただし，/zまたは「FILE_COLLECTION」タグの dmz_pathパラメタに，
復元対象ファイルを格納しているディレクトリを指定したときは，ディレクトリは
作成されないで，直接ファイルが展開されます。
復元したファイルをあて先ごとに区別する必要がある場合は，/zまたは
「FILE_COLLECTION」タグの dmz_pathパラメタに，ファイル収集時に指定した
ディレクトリをそのまま指定してください。

●ジョブ格納フォルダパスの指定について
ジョブ格納フォルダパスに［ジョブ定義］ウィンドウで定義されていないフォルダを
指定してコマンドを実行した場合，指定されたフォルダが作成されます。作成された
ジョブ格納フォルダは，実行後も削除されないで残ります。使用しない場合は，ジョ
ブが完了したら削除してください。

（8） 実行例

JP1/NETM/DM Client（クライアント）が稼働するホスト dmp491および dmp492か
ら，C:¥temp下のディレクトリ「SD障害 .dir」，「SD障害 2.dir」，および「SD障害
3.dir」のファイルを収集する例を次に示します。クライアントの起動を契機に収集を開
始し，収集前，収集後，および収集エラー時に外部プログラムを起動するよう指定して
います。

（a）パラメタファイルの作成

ホストと収集ファイルの属性をパラメタファイルに次のように記述し，パラメタファイ
ルを任意の名称で保存します。

** dcmcoll Parameter File Sample
 
JOB_DESTINATION{
host_name=dmp492.soft.hitachi.co.jp
host_name=dmp491
group = ¥grp¥gname1
group = ¥grp¥gname2;¥grp¥gname3
}
SCHEDULE{
installation_timing = S
}
OPTION{
compress=Y
}
USER_PROGRAM_INSTALLATION_CONDITIONS{
external_program_executed_before_installation = "C:¥test B.exe"
external_program_executed_after_installation = C:¥testA.exe -x "a 
aa"
external_program_error_handler = "C:¥test E.exe"
}
FILE_COLLECTION{
source_path= C:¥temp¥SD障害.dir
source_path= C:¥temp¥SD障害2.dir;C:¥temp¥SD障害3.dir
dmz_path= C:¥temp¥収集
}
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（b）コマンドの実行

作成したパラメタファイルを C:¥Dmbat¥dcmcoll.txtに保存し，結果出力ファイルを
C:¥Dmbat¥out.txtに取得する場合は，次のように指定します。

dcmcoll.exe /i C:¥Dmbat¥dcmcoll.txt /o C:¥Dmbat¥out.txt /j temp収集

（c）結果出力ファイルの確認

コマンドが正常終了すると，ジョブのジョブ名称，ジョブ番号，ジョブ格納フォルダパ
スが，C:¥Dmbat¥out.txtに次のように出力されます。

JOB_ATTRIBUTE{
job_generator= NETM_COLLECT_03_12_11_13_34_36
jobno= JB03121113315383
job_folder= ¥
}
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4.5　dcmcsvu.exe（CSV出力）

インベントリ情報を CSV形式ファイルまたはパラメタファイル形式で出力する dcmcsvu
コマンドについて説明します。

（1） 機能

ローカルホスト上の配布管理システムに接続し，その時点のインベントリ情報を CSV形
式ファイルまたはパラメタファイルの形式で出力します。また，JP1/NETM/DM未導入
ホストの検出結果，およびネットワーク上のホストの探索結果を CSV形式ファイルで出
力することもできます。

出力する情報は，JP1/NETM/DMが提供するテンプレートを使って指定します。インベ
ントリ情報を出力するテンプレートは，CSV出力ユティリティで使用するテンプレート
と同じです。指定したテンプレートに含まれる項目（テンプレート中の列）について，
情報が出力されます。また，パラメタファイルを使用した場合は，出力項目の詳細設定
や出力内容の絞り込みもできます。

なお，JP1/NETM/DM未導入ホストの情報を出力する場合，検出対象外に指定されてい
るホストの情報は出力できません。

（2） 形式
dcmcsvu.exe /i パラメタファイル名 /o 結果出力ファイル名 

（3） 引数

● /i
コマンドに指定するパラメタファイルのフルパスを指定してください。

● /o
結果出力ファイルのフルパスを指定してください。フルパスで指定しない場合は，カ
レントディレクトリに結果出力ファイルが作成されます。

（4） パラメタファイルの指定内容とコマンド引数の対応

このコマンドで使用するパラメタファイルの内容のうち，出力に使用するテンプレート
と出力ファイルの形式は，コマンドの引数でも指定できます。パラメタファイルの指定
内容と，コマンドの引数との対応を次の表に示します。
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表 4-8　パラメタファイルの指定内容とコマンドの引数の対応（dcmcsvuコマンド）

（凡例）
◎：必ず指定する　○：省略できる
－：コマンドの引数では指定できない

注※ 1
指定を省略した場合は，CSV形式ファイルで出力されます。

注※ 2
JP1/NETM/DM未導入ホストの検出結果を出力する場合に指定しても無視されます。

注※ 3
「row」パラメタは，CSV形式ファイルで出力する場合だけ有効です。パラメタファイル形式で
出力する場合は，「row」パラメタを指定しても無視されます。

（5） パラメタファイルを使用しない場合のコマンド形式

パラメタファイルを指定しないで引数だけで指定する場合の，コマンドの形式を次に示
します。

dcmcsvu.exe テンプレートキー [/par|/csv] /o 結果出力ファイル名

指定できるテンプレートキーについては，「4.25.14　OUTPUT_CONSTRAINTS（出力
する情報の設定）」の「表 4-23　出力ファイル形式と指定できるテンプレート」を参照し
てください。各テンプレートで出力できる項目は，CSV出力ユティリティを使って CSV
形式ファイルを出力する場合と同じです。出力される項目の詳細については，マニュア
ル「運用ガイド 1」の「9.1.1　CSV形式ファイルに出力できる項目」を参照してくださ
い。

出力ファイルの形式は，パラメタファイルでは，format=par（または csv）と指定し

ますが，コマンド引数の場合は dcmcsvu.exe /par（または /csv）と最初に「/」（ス
ラッシュ）を付けて指定するので，注意してください。

なお，コマンド引数を使った場合は，出力項目の詳細設定や出力内容の絞り込みはでき
ません。

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の有無 コマンド
の引数

タグ パラメタ

OUTPUT_CONSTRA
INTS

template 出力に使用するテンプ
レート

◎ テンプ
レート
キー

format 出力ファイルの形式 ○※ 1 /parまた
は /csv

group_membership 所属グループ ○※ 2 －

row 出力したい項目（列） ○※ 3 －

condition 比較条件 ○ －
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（6） リターンコード

dcmcsvuコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

（7） 実行例 1

転送されたジョブの「実行状態」が「インストール／収集待ち」で，「ジョブあて先名」
が「dmp4*」であるホストのジョブ実行状況の情報を，パラメタファイル形式で
JOB_DESTINATIONタグに出力する例を次に示します。

（a）パラメタファイルの作成

パラメタファイルを次のように作成し，任意の名称で保存します。

OUTPUT_CONSTRAINTS{
template = J_STAT
condition = result=インストール/収集待ち AND dstname = dmp4* ;
}

「インストール／収集待ち」の実行状態は，「ステータス」項目を使っても同様に絞り込
めます。「ステータス」で絞り込む場合は，保守コードの左から 6けたを
「status=2000B0」のように指定してください。

コード 意味 対処

0 出力が成功した。 なし。

1 パラメタファイルをオープンできない，ま
たはファイル形式に誤りがある。

ファイルのパスまたはファイルの形式を
確認してください。

2 コマンドの引数またはパラメタファイルに
不正な値が指定されている。

コマンドの引数またはパラメタファイル
の設定値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続またはアクセス
時にエラーが発生した。

配布管理システム，データベースサーバ
が動作しているか，またはその設定に誤
りがないか確認してください。

4 結果出力ファイルをオープンできない。 結果出力ファイルの状態を確認してくだ
さい。結果出力ファイルがすでにほかの
アプリケーションによって開かれている
か，容量不足のおそれがあります。

5 動作環境が不正である。 配布管理システムまたはデータベース
サーバの動作環境に誤りがないか確認し
てください。

10 /parを指定している場合で，該当するデー
タが多過ぎてパラメタファイルに記述でき
る行数を超えたため，出力に失敗した。

該当データの内容を確認し，出力する情
報の絞り込みをしてください。

11 該当するデータがない。出力ファイルを作
成しない。

なし。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。
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（b）コマンドの実行

作成したパラメタファイルを C:¥temp¥in.txtに保存し，結果出力ファイルを
C:¥temp¥parmjob.txtに取得する場合は，次のように指定します。

dcmcsvu.exe /i C:¥temp¥in.txt /o C:¥temp¥parmjob.txt /par

（c）結果出力ファイルの確認

コマンドが正常終了すると，パラメタファイル形式の JOB_DESTINATIONタグの情報
が C:¥temp¥parmjob.txtに次のように出力されます。

JOB_DESTINATION {
host_name = dmp410; dmp4200; dmp4system
}

（8） 実行例 2

転送されたジョブの実行状態が「インストール／収集待ち」で，「ジョブあて先名」が
「dmp4*」であるホストについて，「ジョブ名称」，「サーバ側実行日時」，および「ジョブ
あて先名」の情報だけを CSV形式ファイルに出力する例を次に示します。この例では，
ジョブの実行状態を絞り込むのに，「実行状態」項目ではなく「ステータス」項目を使っ
ています。

（a）パラメタファイルの作成

パラメタファイルを次のように作成し，任意の名称で保存します。

OUTPUT_CONSTRAINTS{
template = J_STAT
row = jname; execdate; dstname
condition = status=2000B0 AND dstname = dmp4*;
}

（b）コマンドの実行

作成したパラメタファイルを C:¥temp¥in.txtに保存し，結果出力ファイルを
C:¥temp¥jobout.csvに取得する場合は，次のように指定します。

dcmcsvu.exe /i C:¥temp¥in.txt /csv /o C:¥temp¥jobout.csv

（9） 実行例 3

「実メモリ容量」が 256メガバイト以上で，あて先グループ Aまたはあて先グループ B
に属するホストのシステム情報を，CSV形式ファイルに出力する例を次に示します。

（a）パラメタファイルの作成

パラメタファイルを次のように作成し，任意の名称で保存します。

OUTPUT_CONSTRAINTS{
template = SYS_INFO
condition = ram>=256;
group_membership = ¥A;¥B;
}
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（b）コマンドの実行

作成したパラメタファイルを C:¥temp¥in.txtに保存し，結果出力ファイルを
C:¥temp¥system.csvに取得する場合は，次のように指定します。

dcmcsvu.exe /i C:¥temp¥in.txt /csv /o C:¥temp¥system.csv

（10） 実行例 4

「パッケージ名称」が「*OFFICE」で，「新バージョン」の一けた目の値が 6以下のパッ
ケージがインストールされているホストについて，インストール済みパッケージ情報を
CSV形式ファイルに出力する例を次に示します。

（a）パラメタファイルの作成

パラメタファイルを次のように作成し，任意の名称で保存します。

OUTPUT_CONSTRAINTS{
template = INSTLD_PKG
condition = pname = *OFFICE;
condition = newver < 6;
}

（b）コマンドの実行

作成したパラメタファイルを C:¥temp¥in.txtに保存し，結果出力ファイルを
C:¥temp¥inspack.csvに取得する場合は，次のように指定します。

dcmcsvu.exe /i C:¥temp¥in.txt /csv /o C:¥temp¥inspack.csv
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4.6　dcmdice.exe（ソフトウェアインベントリ
辞書のエクスポート）

ソフトウェアインベントリ辞書をエクスポートする dcmdiceコマンドについて説明しま
す。このコマンドは，JP1/NETM/DM Managerの配布管理システムで実行できます。な
お，このコマンドでは，パラメタファイルを使用しません。

（1） 機能

ローカルホスト上の配布管理システムに接続し，ソフトウェアインベントリ辞書または
削除ソフトウェア管理テーブルの情報を，CSV形式ファイルに出力します。dcmdiceコ
マンドで出力した CSV形式ファイルは，表計算ソフトなどで編集し，dcmdiciコマンド
で，ソフトウェアインベントリ辞書にインポートできます。

CSV形式ファイルには，ソフトウェアごとに，次の情報が出力されます。

管理フラグ，ソフトウェア名称，ソフトウェアバージョン，会社名，言語，パス名，
ファイル名，ファイルバージョン，ファイルサイズ，更新日時，検索日時，説明，所有

ライセンス数，警告ライセンス数，更新日時（UTC）※

注※　更新日時（UTC）は，コマンドを実行した配布管理システムのローカル時間に変
換されて出力されます。

（2） 形式
dcmdice.exe /of 結果出力ファイル名 [/ol 最大行数] [/mf管理フラグ]

（3） 引数

● /of
ソフトウェアインベントリ辞書の情報を出力するファイルをフルパスで指定してくだ
さい。csv以外の拡張子も指定できます。

● /ol
1ファイルに出力する最大行数を指定します。指定できる値は 100～ 65,535です。指
定した行数を超えると，別のファイルに出力されます。複数のファイルが出力される
場合，ファイル名には連番が付けられます。例えば，結果出力ファイル名を
dictionary.csvと指定した場合，dictionary2.csv，dictionary3.csv，・・・というファ
イル名が付けられます。この引数を省略した場合，ファイルは分割されず，1ファイ
ルに出力されます。

● /mf
特定の種類のソフトウェアだけを CSV形式ファイルに出力したい場合に，ソフトウェ
アの種類に対応した管理フラグを指定します。次に示す管理フラグを一つだけ指定し
てください。なお，「/mf」と管理フラグの間にスペースは不要です。
• I
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新規ソフトウェア
• E
管理対象ソフトウェア

• U
管理対象外ソフトウェア

• H
保留ソフトウェア

• D
ソフトウェアインベントリ辞書から削除され，削除ソフトウェア管理テーブルに登
録されているソフトウェア

この引数を省略した場合，ソフトウェアインベントリ辞書上のすべてのソフトウェア
情報が出力されます。削除ソフトウェア管理テーブルに登録されているソフトウェア
情報は出力されません。

（4） リターンコード

dcmdiceコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

（5） 実行例

●ソフトウェアインベントリ辞書の情報を C:¥temp¥dice.csvに出力し，10,000行を超
えたら別ファイル（C:¥temp¥dice2.csv）に出力する場合は，次のように指定します。
dcmdice.exe /of C:¥temp¥dice.csv /ol 10000

●削除ソフトウェア管理テーブルの情報だけを C:¥temp¥dice.csvに出力する場合は，
次のように指定します。
dcmdice.exe /of C:¥temp¥dice.csv /mfD

コード 意味 対処

0 ファイルの出力が成功した。 なし。

2 コマンドの引数に不正な値が指定されてい
る。

コマンドの引数の設定値を確認してくだ
さい。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生
した。

配布管理システムのバージョンを確認し
てください。

4 出力ファイルをオープンできない。 出力ファイルの指定を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。シス
テムエラー，処理が拒否された，ソフト
ウェアインベントリ辞書または削除ソフ
トウェア管理テーブルにデータがなかっ
たなどが考えられます。
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4.7　dcmdici.exe（ソフトウェアインベントリ
辞書のインポート）

ソフトウェアインベントリ辞書をインポートする dcmdiciコマンドについて説明します。
このコマンドは，JP1/NETM/DM Managerの配布管理システムで実行できます。なお，
このコマンドでは，パラメタファイルを使用しません。

（1） 機能

ローカルホスト上の配布管理システムに接続し，CSV形式ファイルに記述されたソフト
ウェア情報をソフトウェアインベントリ辞書にインポートします。dcmdiceコマンドで
出力した CSV形式ファイルを表計算ソフトなどで編集し，dcmdiciコマンドで，ソフト
ウェアインベントリ辞書にインポートします。

インポートする CSV形式ファイルには，ソフトウェアごとに，次の表に示す情報を順に
入力しておく必要があります。インポート時のキー項目は，「ファイル名」，「ファイルサ
イズ」，および「更新日時」です。キー項目の情報を変更してインポートを実行すると，
別のソフトウェアとして扱われます。

表 4-9　CSV形式ファイルで指定できる値

項目 指定できる値 必須

管理フラグ I，E，U，H，D，または F。
各管理フラグの意味は次のとおり。
• I
新規ソフトウェア

• E
管理対象ソフトウェア

• U
管理対象外ソフトウェア

• H
保留ソフトウェア

• D
削除ソフトウェア管理テーブルに登録されているソフトウェ
ア

• F
削除ソフトウェア管理テーブルから削除するソフトウェア

－

ソフトウェア名称 50文字以内の文字列。 －

ソフトウェアバージョン 50文字以内の文字列。 －

会社名 50文字以内の文字列。 －

言語 Windowsのロケール識別子（LCID）の下 4けた。
ただし，［ソフトウェアインベントリ辞書編集］ダイアログボッ
クスに，指定した LCIDに対応する言語がない場合，「ニュート
ラル」と表示される。また，「0400」を指定すると，［ソフト
ウェアインベントリ辞書編集］ダイアログボックスでは「規定
の言語」と表示される。

－

75



4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
（凡例）　○：必ず指定する　－：値を省略できる

各ソフトウェア情報のインポート時の処理は，インポートする前のソフトウェアインベ
ントリ辞書への登録状態と，インポートするソフトウェア情報の管理フラグによって異
なります。インポート時の処理を次の表に示します。

表 4-10　インポート時の処理

パス名 255文字以内の文字列。
ソフトウェアインベントリ辞書にすでに登録されているソフト
ウェアの場合，CSV形式ファイルでパス名を変更してインポー
トしても，ソフトウェアインベントリ辞書のパス名は変更され
ない。

○

ファイル名 255文字以内の文字列。 ○

ファイルバージョン 50文字以内の文字列。 －

ファイルサイズ 0以上の整数。単位はバイト。 ○

更新日時 YYYY/MM/DD hh:mm:ss形式の年月日時分秒。指定できる日時
の範囲は，1970/01/01 00:00:00～ 2037/12/31 23:59:59。

○

検索日時 YYYY/MM/DD hh:mm:ss形式の年月日時分秒。指定できる日時
の範囲は，1970/01/01 00:00:00～ 2037/12/31 23:59:59。
ソフトウェアインベントリ辞書にすでに登録されているソフト
ウェアの場合，CSV形式ファイルで検索日時を変更してイン
ポートしても，ソフトウェアインベントリ辞書の検索日時は変
更されない。

－

説明 50文字以内の文字列。 －

所有ライセンス数 0～ 99,999,999の整数。 －

警告ライセンス数 0～ 99,999,999の整数。
所有ライセンス数より値が大きい場合は，エラーになる。

－

更新日時（UTC） YYYY/MM/DD hh:mm:ss形式の年月日時分秒。指定できる日時
の範囲は，1970/01/01 00:00:00～ 2037/12/31 23:59:59。
ローカル時間を指定する。ここで指定した日時は，UTC時間に
変換されてインポートされる。

－

インポート前の登録状態 インポートするソフト
ウェア情報の管理フラグ

インポート時の処理

削除ソフトウェア管理テー
ブルに登録されている。

I，E，U，H，D 無視される。

F 削除ソフトウェア管理テーブルから削除さ
れる。

項目 指定できる値 必須
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（2） 形式
dcmdici.exe /if 入力ファイル名 [/f]
           [/df 出力ファイル名1] [/nf 出力ファイル名2]

（3） 引数

● /if
ソフトウェアインベントリ辞書にインポートする CSV形式ファイルをフルパスで指定
してください。csv以外の拡張子も指定できます。

● /f
ソフトウェアインベントリ辞書に登録されているソフトウェアを，管理フラグ Dを指
定してインポートした場合，ソフトウェアインベントリ辞書から削除し，削除ソフト
ウェア管理テーブルに登録します。また，ソフトウェアインベントリ辞書に登録され
ていないソフトウェアを，管理フラグ Dを指定してインポートした場合，削除ソフト
ウェア管理テーブルに登録します。
この引数を省略した場合，管理フラグ Dを指定してインポートしたとき，削除対象に
なるのは，ソフトウェアインベントリ辞書に管理フラグUで登録されているソフト
ウェアだけです。

● /df
削除ソフトウェア管理テーブルに登録されているため，ソフトウェアインベントリ辞
書に追加されなかったソフトウェアの情報を出力します。ただし，削除ソフトウェア
管理テーブルに登録されているソフトウェアを，管理フラグ Dを指定してインポート
した場合，ソフトウェア情報は出力されません。

ソフトウェアインベントリ
辞書に登録されている。

I，E，U，H ソフトウェアインベントリ辞書にインポー
トされ，情報に変更があれば，更新される。

D インポート前に管理対象外ソフトウェアで
あった場合だけ，ソフトウェアインベント
リ辞書から削除され，削除ソフトウェア管
理テーブルに登録される。各ホストのソフ
トウェアインベントリ情報からも削除され
る。
引数に /fを指定した場合は，すべての管理
フラグのソフトウェアに対して，同様の処
理が行われる。

F 無視される。

削除ソフトウェア管理テー
ブルとソフトウェアインベ
ントリ辞書の両方に登録さ
れていない。

I，E，U，H ソフトウェアインベントリ辞書に追加され
る。

D 無視される。
引数に /fを指定した場合は，削除ソフト
ウェア管理テーブルに登録される。

F 無視される。

インポート前の登録状態 インポートするソフト
ウェア情報の管理フラグ

インポート時の処理
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対象行を出力するファイルのフルパスを指定してください。csv以外の拡張子も指定
できます。なお，対象行がない場合，この引数を指定しても，ファイルは出力されま
せん。

● /nf
ソフトウェアインベントリ辞書に管理フラグ I，E，または Hで登録されているソフ
トウェアを，管理フラグ Dを指定してインポートした場合，削除されなかった行を出
力します。また，ソフトウェアインベントリ辞書と削除ソフトウェア管理テーブルの
両方に登録されていないソフトウェアを，管理フラグ Dを指定してインポートした場
合も，対象行を出力します。
対象行を出力するファイルのフルパスを指定してください。csv以外の拡張子も指定
できます。なお，対象行がない場合，この引数を指定しても，ファイルは出力されま
せん。

（4） リターンコード

dcmdiciコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

（5） 注意事項

ソフトウェアインベントリ辞書をインポートするときは，ソフトウェアインベントリ辞
書をエクスポートした配布管理システムと同じタイムゾーンで実行してください。エク
スポート時とインポート時のタイムゾーンが異なる場合，インポート時に更新日時が正
しく取得されないため，ソフトウェア情報が正しく管理できなくなります。

（6） 実行例

● CSV形式ファイル C:¥temp¥dici.csvをインポートし，管理フラグ Dを指定してイン
ポートしたソフトウェアのうち削除されないものを C:¥temp¥deldbn.csvファイルに

コード 意味 対処

0 インポートが成功した。または，ソフト
ウェアインベントリ辞書または削除ソフト
ウェア管理テーブルに変更がなかった。

なし。

2 コマンドの引数に不正な値が指定されてい
る。

コマンドの引数の設定値を確認してくだ
さい。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生
した。

配布管理システムのバージョンを確認し
てください。

4 入力ファイルまたは出力ファイルをオープ
ンできない。

入力ファイルまたは出力ファイルの指定
を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。シス
テムエラー，処理が拒否されたなどが考
えられます。

15 ほかのプロセスがデータベースを更新中。 しばらく待って再実行してください。ま
たは更新中のプロセスを確認してくださ
い。
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出力するには，次のように指定します。
dcmdici.exe /if C:¥temp¥dici.csv /nf C:¥temp¥deldbn.csv

● CSV形式ファイル C:¥temp¥dici.csvをインポートし，管理フラグ Dを指定してイン
ポートしたソフトウェアを，ソフトウェアインベントリ辞書での管理フラグに関係な
く削除するには，次のように指定します。
dcmdici.exe /if C:¥temp¥dici.csv /f

● CSV形式ファイル C:¥temp¥dici.csvをインポートし，削除ソフトウェア管理テーブ
ルに登録されているためにソフトウェアインベントリ辞書に追加されないソフトウェ
アの情報を C:¥temp¥deldb.csvファイルに出力するには，次のように指定します。
dcmdici.exe /if C:¥temp¥dici.csv /df C:¥temp¥deldb.csv
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4.8　dcmgpmnt.exe（あて先グループへのポリ
シーの一括反映）

あて先グループにポリシーを一括反映する dcmgpmntコマンドについて説明します。こ
のコマンドは，JP1/NETM/DM Managerの配布管理システムで実行できます。なお，こ
のコマンドでは，パラメタファイルを使用しません。

（1） 機能

ローカルホスト上の配布管理システム（JP1/NETM/DM Manager）に接続し，作成した
ポリシーに従って，登録されているホストを一括してあて先グループに振り分けます。

（2） 形式
dcmgpmnt.exe [処理キー]

（3） 引数

●処理キー
あて先グループに一括反映するポリシーの種別を指定するキーです。コマンド名の直
後に，次に示す処理キーのうち一つ以上を指定してください。省略した場合は，
「NETM_ALLGROUP」が仮定されます。
• NETM_ALLGROUP
すべてのポリシーをあて先グループに一括反映します。

• NETM_IPSCOPE
種別が「IPアドレス」のポリシーをあて先グループに一括反映します。

• NETM_OSTYPE
種別が「OS種別」のポリシーをあて先グループに一括反映します。

• NETM_USERINV
種別が「ユーザインベントリ項目」のポリシーをあて先グループに一括反映します。

「NETM_IPSCOPE」，「NETM_OSTYPE」および「NETM_USERINV」は，任意に
組み合わせて指定できます。組み合わせる場合は間をスペースで区切ってください。
なお，次のように指定した場合は，リターンコード「2」のエラーとなります。
•「NETM_ALLGROUP」とそれ以外の処理キーを組み合わせて指定した場合
• 同じ処理キーを重複して指定した場合

（4） リターンコード

dcmgpmntコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

コード 意味 対処

0 正常終了，または該当ホストなし。 なし。
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（5） 実行例

種別が「IPアドレス」および「ユーザインベントリ項目」のポリシーをあて先グループ
に一括反映する例を次に示します。

dcmgpmnt.exe NETM_IPSCOPE NETM_USERINV

2 コマンドの引数に不正な値が指定されてい
る。

コマンドの引数の設定値を確認してくだ
さい。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生
した。

配布管理システムのバージョンを確認し
てください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。

15 ほかのプロセスがデータベースを更新して
いる。

しばらく待ってからコマンドを再実行し
てください。または更新中のプロセスを
確認してください。

コード 意味 対処
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4.9　dcmhstwo.exe（JP1/NETM/DM未導入ホ
ストの検出）

JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する dcmhstwoコマンドについて説明します。この
コマンドは，JP1/NETM/DM Managerの配布管理システムで実行できます。なお，この
コマンドでは，パラメタファイルを使用しません。

（1） 機能

JP1/NETM/DM未導入ホストを検出します。

指定したネットワーク構成情報ファイルに記述されているホストのうち，ローカルホス
ト上の配布管理システムに登録されていないMACアドレスを持つホストを，JP1/
NETM/DM未導入ホストとして検出します。検出結果は，配布管理システムのデータ
ベースに格納されます。

ネットワーク構成情報ファイルの作成方法については，マニュアル「構築ガイド」の
「9.7.8　ネットワーク構成情報ファイルの作成」を参照してください。

（2） 形式
dcmhstwo.exe /if ネットワーク構成情報ファイル

（3） 引数

● /if
ネットワーク構成情報ファイルをフルパスで指定してください。

（4） リターンコード

dcmhstwoコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

コード 意味 対処

0 正常終了 なし。

2 コマンドの引数に不正な値が指定されてい
る。

コマンドの引数の設定値を確認してくださ
い。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生
した。

配布管理システムのバージョンを確認して
ください。

4 ネットワーク構成情報ファイルをオープン
できない。

ファイルのパスを確認してください。

5 クライアント，配布管理システム間の通信
に失敗した。

配布管理システムのセットアップで，通信
環境の設定を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。
82



4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
（5） 実行例

C:¥tempフォルダ下に保存されているネットワーク構成情報ファイル「netcomp.csv」
を読み込んで，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する例を次に示します。

dcmhstwo.exe /if C:¥temp¥netcomp.csv
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4.10　dcminst.exe（ジョブの作成，実行）

ジョブを作成，実行する dcminstコマンドについて説明します。このコマンドは，JP1/
NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）の配布管理システ
ムで実行できます。

このコマンドで実行したジョブは，配布管理システムの［ジョブ実行状況］ウィンドウ
で実行結果を確認できます。

（1） 機能

次に示す，リモートインストール関連のジョブを作成，実行します。

• パッケージのインストール
• 中継システムまでのパッケージ転送（JP1/NETM/DM Managerだけ）
• 中継システムのパッケージ一括削除（JP1/NETM/DM Managerだけ）
• クライアントユーザによるインストール

JP1/NETM/DM Client（中継システム）では，「パッケージのインストール」ジョブと
「クライアントユーザによるインストール」ジョブだけが作成，実行できます。

なお，JP1/NETM/DM Client（中継システム）では，一つ下の階層までしかジョブを実
行できません。

（2） 形式
dcminst.exe [処理キー] [/f] [/s]
            /i パラメタファイル1 [パラメタファイル2]
            /o 結果出力ファイル名

（3） 引数

●処理キー
実行するジョブの種類を指定するキーです。コマンド名の直後に，次に示す四つの処
理キーのうち一つを指定してください。省略した場合は，「NETM_INSTALL」が仮
定されます。
• NETM_INSTALL
「パッケージのインストール」ジョブを実行します。パラメタファイル（またはコマ
ンドの引数）で，インストールするパッケージおよびあて先を指定してください。
JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）で指定で
きます。

• NETM_STORE
「中継システムまでのパッケージ転送」ジョブを実行します。パラメタファイル（ま
たはコマンドの引数）で，パッケージおよびあて先（中継システムのクライアント
機能）を指定してください。
JP1/NETM/DM Managerでだけ指定できます。JP1/NETM/DM Client（中継シス
テム）で指定するとエラーになります。
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• NETM_DELETE
「中継システム上のパッケージ一括削除」ジョブを実行します。パラメタファイル
（またはコマンドの引数）で，あて先（中継システムのクライアント機能）を指定し
てください。
JP1/NETM/DM Managerでだけ指定できます。JP1/NETM/DM Client（中継シス
テム）で指定するとエラーになります。

• NETM_USERINST
「クライアントユーザによるインストール」ジョブを実行します。パラメタファイル
（またはコマンドの引数）で，インストールするパッケージおよびあて先を指定して
ください。
JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）で指定で
きます。

● /f
インストール対象として指定したパッケージがあて先のクライアントにインストール
済みの場合に，上書きしてインストールします。この引数を指定しない場合は，イン
ストール済みのパッケージは上書きしないで正常終了します。
処理キーが「NETM_DELETE」の場合は，指定しても無視されます。

● /s
ジョブを作成後，実行しないで保存します。
この引数を指定してコマンドを実行したときの結果出力ファイルには，ジョブ番号が
出力されません。

● /i
使用するパラメタファイルのフルパスを，一つまたは二つ指定します。二つ指定する
場合は間をスペースで区切ってください。三つ以上指定するとコマンドは失敗します。
パラメタファイルを二つ指定すると，JP1/NETM/DMは，それぞれのパラメタファイ
ルの内容を連結して解釈します。あて先とパッケージとを別のパラメタファイルに定
義しておくと，パッケージだけを変更して同じクライアントに再配布したり，同じ
パッケージを別のあて先に配布したりできて便利です。この場合，dcmpackコマンド
の結果出力ファイルを，パッケージの属性を指定したパラメタファイルとして使用で
きます。

● /o
結果出力ファイルのフルパスを指定してください。コマンドが正常終了すると，指定
した結果出力ファイルに次の項目が出力されます。結果出力ファイルがすでに存在す
る場合は上書きされます。
• ジョブ名称
• ジョブ番号
• ジョブ格納フォルダパス

ジョブ番号（jobnoの値）は，開始されたジョブを識別する番号です。このジョブを
削除したり，実行状況を確認したりする場合は，jobnoの値をパラメタファイルに記
述してください。なお，コマンドの引数に /sを指定した場合，ジョブ番号は出力され
85



4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
ません。
/sを指定した場合の結果出力ファイルは，そのまま dcmjexeコマンドおよび
dcmrmgenコマンドのパラメタファイルとして使用できます。また，/sを指定しな
かった場合の結果出力ファイルは，dcmjbrmコマンド，dcmrtryコマンド，dcmstat
コマンド，および dcmstswコマンドのパラメタファイルとして使用できます。

（4） パラメタファイルの指定内容とコマンド引数との対応

このコマンドで使用するパラメタファイルの内容は，コマンドの引数で指定することも
できます。パラメタファイルの指定内容と，コマンドの引数との対応を次の表に示しま
す。

表 4-11　パラメタファイルとコマンドの引数の対応（dcminstコマンド）

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の有
無

コマンド
の引数

タグ パラメタ

JOB_DESTINATION directory_com ディレクトリ情報
（コンピュータの階
層）

◎※ 1※ 2 /dc 値

directory_ou ディレクトリ情報
（組織単位（OU）の
階層）

○※ 1※ 2 /do 値

group あて先グループ名 ◎※ 1 /g 値

host_name ホスト名 ◎※ 1 /h 値

lower_clients すべてのあて先指定
の有無

○※ 1※ 3 －

JOB_DESTINATION_ID destination_id ID名 ◎※ 1 /X 値

PACKAGING_INFORMATIO
N※ 4

package_name パッケージ名 ◎ /p 値

package_id パッケージ識別 ID ◎ /I 値

version_revision バージョン /リビジョ
ン

◎ /v 値

generation 世代番号 ◎ /G 値

cabinet_name キャビネット名 ◎ /c 値

cabinet_id キャビネット識別 ID ◎ /C 値

package_code コード種別 ○ /KWまた
は /KP

JOB_ATTRIBUTE job_generator ジョブ名称 ○ /j 値

jobno ジョブ番号 × －

job_folder ジョブ格納フォルダ
パス

○ /l 値

unsuspended 中断中の配布の有無 ○ /uns 値
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（凡例）
◎：必ず指定する　○：省略できる　×：不要（指定しても無視される）
－：コマンドの引数では指定できない

注※ 1
JOB_DESTINATIONと JOB_DESTINATION_IDは同時に指定できません。また，/g，/h，/
dc，および /doは /Xと同時に指定できません。必ずどちらかだけを指定してください。
なお，処理キーが「NETM_STORE」または「NETM_DELETE」の場合，IDは指定できませ
ん。

注※ 2
groupおよび host_name（/gおよび /h）と directory_comおよび directory_ou（/dcおよび /
do）は同時に指定できません。ただし，groupと host_name（/gと /h）は片方だけでも，両方
同時に指定してもかまいません。また，directory_comと directory_ou（/dcと /do）は片方だ
けでも，両方同時に指定してもかまいません。
なお，directory_comおよび directory_ou（/dcおよび /do）と同時に lower_clientsを指定して
も，すべてのあて先指定は無視されます。

注※ 3
JP1/NETM/DM Client（中継システム）の場合は指定できません。

注※ 4
このコマンドでは，PACKAGING_INFORMATIONタグのパラメタに予約語を使用できませ
ん。

（5） パラメタファイルを使用しない場合のコマンド形式

パラメタファイルを使用しないで引数だけで指定する場合の，コマンドの形式を次に示
します。

dcminst.exe [処理キー] [/f] [/s]
            {[/g あて先グループ名] [/h ホスト名]|
              [/dc コンピュータの階層] [/do 組織単位（OU）の階層]|

JOB_SCHEDULE job_entry_date ジョブの登録日時 ○ /jst 値

job_execution_d
ate

ジョブの実行日時 ○ /jsx 値

job_expiration_
date

ジョブの実行期限 ○ /jsp 値

JOB_SPLIT_DELIVERY split_size 分割サイズ ○ /sds 値

wait_time 転送休止時間 ○ /sdt 値

JOB_CLIENT_CONTROL client_wake_up クライアントの起動
の有無

○ /WWU

client_shutdown クライアントの
シャットダウンの有
無

○ /WUS

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の有
無

コマンド
の引数

タグ パラメタ
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              /X ID名}
              /p パッケージ名 /I パッケージ識別ID
              /v バージョン・リビジョン /G 世代番号
              /c キャビネット名 /C キャビネット識別ID
            [{/KW|/KP}]
            [/j ジョブ名称] [/l ジョブ格納フォルダパス]
            [/uns 中断中の配布の有無]
            [/jst ジョブの登録日時] [/jsx ジョブの実行日時]
            [/jsp ジョブの実行期限]
            [/sds 分割サイズ] [/sdt 転送休止時間]
            [/WWU クライアントの起動の有無]
            [/WUS クライアントのシャットダウンの有無]
             /o 結果出力ファイル名

（6） リターンコード

dcminstコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

（7） 注意事項

●あて先およびパッケージの指定数について
• パラメタファイルで指定する場合，dcminstコマンド 1回の実行につき，あて先は

200個まで指定できます。また，パッケージは 100個まで指定できます。
• あて先およびパッケージをコマンドの引数で指定する場合は，それぞれ 1個しか指
定できません。ただし，あて先の場合，/gおよび /hは値を「;」で区切ることで，
200個まで指定できます。

• パラメタファイルでパッケージを複数指定している場合でも，同じ項目をコマンド
の引数で指定すると，すべて無効となります。

● /fの指定について
• 引数に /fを指定すると，すでに同じパッケージがあて先に配布されているかいない
かに関係なく，パッケージが送信されます。不要なネットワークトラフィックの増
加を避けるには，配布済みのパッケージを上書きする必要がある場合だけ，/fを使

コード 意味 対処

0 配布管理システムがジョブを開始した。 なし。

1 パラメタファイルをオープンできない，また
はファイル形式に誤りがある。

パラメタファイルの指定または記述形式を
確認してください。

2 コマンドの引数またはパラメタファイルに不
正な値が指定されている。

コマンドの引数またはパラメタファイルの
設定値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生し
た。

配布管理システムのバージョンを確認して
ください。

4 結果出力ファイルをオープンできない。 結果出力ファイルの指定を確認してくださ
い。

5 クライアント，配布管理システム間の通信に
失敗した。

配布管理システムのセットアップで，通信
環境の設定を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。
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用してください。
• 引数に /fを指定すると，バージョンが同じでも内容が異なるソフトウェアを上書き
インストールできるため，JP1/NETM/DMのインストールパッケージ情報のバー
ジョン管理ができなくなります。

● JOB_ATTRIBUTEタグの job_generatorパラメタに指定したジョブ名が既存のジョブ
名として存在する場合について
既存のジョブ定義を基にジョブが作成されます。

●クライアントの起動の指定について
ホスト識別子を使用している環境で，クライアントの起動の有無を指定する場合は，
ジョブのあて先に，あて先グループ名または IDを指定してください。ホスト名を指
定すると，クライアントの起動の指定は無視されます。中継システムの場合，クライ
アントの起動の指定は無条件に無視されます。

●ジョブ格納フォルダパスの指定について
ジョブ格納フォルダパスに［ジョブ定義］ウィンドウで定義されていないフォルダを
指定してコマンドを実行した場合，指定されたフォルダが作成されます。作成された
ジョブ格納フォルダは，実行後も削除されないで残ります。使用しない場合は，ジョ
ブが完了したら削除してください。

（8） 実行例

JP1/NETM/DM Client（クライアント）が稼働するホスト dmp491および dmp492に，
Finance Data 2003 5という名称でパッケージングしたソフトウェアを配布する例を次に
示します。

（a）パラメタファイルの作成

ホストとパッケージの属性をパラメタファイルに次のように記述し，パラメタファイル
を任意の名称で保存します。

** dcminst Parameter File Sample
 
JOB_DESTINATION{
host_name=dmp491;dmp492
}
PACKAGING_INFORMATION
{
package_name=Finance Data 2003 5
package_id=FD200305
version_revision=000001
generation=0000
cabinet_name=FCAB01
cabinet_id=F1
package_code=P
}

（b）コマンドの実行

作成したパラメタファイルを C:¥Dmbat¥dcminst.txtに保存し，結果出力ファイルを
C:¥Dmbat¥out.txtに取得する場合は，次のように指定します。
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dcminst.exe /i C:¥Dmbat¥dcminst.txt /o C:¥Dmbat¥out.txt /j 上書きイ
ンストール /f

（c）結果出力ファイルの確認

コマンドが正常終了すると，ジョブのジョブ名称，ジョブ番号，ジョブ格納フォルダパ
スが，C:¥Dmbat¥out.txtに次のように出力されます。

JOB_ATTRIBUTE{
job_generator= NETM_INSTALL_2003_12_11_13_34_36
jobno= JB03121113315383
job_folder= ¥
}
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4.11　dcmjbrm.exe（ジョブの削除）

実行したジョブを削除する dcmjbrmコマンドについて説明します。このコマンドは，
JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）の配布管理シ
ステムで実行できます。

（1） 機能

実行したジョブをパラメタファイルで指定し，配布管理システムで削除します。

（2） 形式
dcmjbrm.exe /i パラメタファイル名

（3） 引数

● /i
パラメタファイルのフルパスを指定してください。
dcmcollコマンド（/s指定なし），dcminstコマンド（/s指定なし），dcmjexeコマン
ド，または dcmsuspコマンド（/s指定なし）の結果出力ファイルを，パラメタファイ
ルとして使用することもできます。

（4） パラメタファイルの指定内容

dcmjbrmコマンドでのパラメタファイルの指定内容を次の表に示します。このコマンド
で使用するパラメタファイルの内容は，コマンドの引数で指定することはできません。

表 4-12　パラメタファイルの指定内容（dcmjbrmコマンド）

（凡例）
◎：必ず指定する　×：不要（指定しても無視される）
－：コマンドの引数では指定できない

（5） リターンコード

dcmjbrmコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の有無 コマンド
の引数

タグ パラメタ

JOB_ATTRIBUTE job_generator ジョブ名称 × －

jobno ジョブ番号 ◎ －

job_folder ジョブ格納フォルダパス × －

unsuspended 中断中の配布の有無 × －
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（6） 注意事項

●パラメタファイルには，dcmcollコマンド（/s指定なし），dcminstコマンド（/s指定
なし），dcmjexeコマンド，または dcmsuspコマンド（/s指定なし）の結果出力ファ
イルに出力されたジョブ番号を指定してください。

●削除するジョブのジョブ番号が不明な場合は，dcmjbrmコマンドは実行できません。
配布管理システムの［ジョブ実行状況］ウィンドウで，該当するジョブ名のジョブを
削除してください。

（7） 実行例

dcmjexeコマンドで実行した，「伝票ファイル 0001収集」ジョブを削除する例を次に示
します。

（a）パラメタファイルの作成

dcmjexeコマンドの結果出力ファイルに出力されたジョブ番号を，次のようにパラメタ
ファイルに指定します。

なお，dcmjexeコマンドの結果出力ファイルが保存されていれば，このファイルをパラ
メタファイルとして指定できます。

** dcmjexe output->dcmjbrm input
 
JOB_ATTRIBUTE{
job_generator= 伝票ファイル0001収集
jobno= JB03121113315383
job_folder= ¥バッチ定義
}

（b）コマンドの実行

dcmjexeコマンドを実行したときの，結果出力ファイルが C:¥Dmbat¥out.txtに保存さ
れている場合，コマンドは次のように指定してください。

コード 意味 対処

0 ジョブが削除された，または指定されたジョ
ブがない。

なし。

1 パラメタファイルをオープンできない，また
はファイル形式が不正。

パラメタファイルの指定または記述形式を
確認してください。

2 パラメタファイルに不正な値が指定されてい
る。

パラメタファイルの値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生し
た。

配布管理システムのバージョンを確認して
ください。

5 クライアント，配布管理システム間の通信に
失敗した。

配布管理システムのセットアップで，通信
環境の設定を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。
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dcmjbrm.exe /i C:¥Dmbat¥out.txt
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4.12　dcmjexe.exe（ジョブの実行）

ジョブを実行する dcmjexeコマンドについて説明します。このコマンドは，JP1/NETM/
DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）の配布管理システムで実
行できます。

（1） 機能

パラメタファイルに定義されたジョブを実行します。実行するジョブは，
JOB_ATTRIBUTEタグで一つだけ指定できます。

（2） 形式
dcmjexe.exe /i パラメタファイル名 /o 結果出力ファイル名

（3） 引数

● /i
パラメタファイルのフルパスを指定してください。
dcmcollコマンド（/s指定あり），dcminstコマンド（/s指定あり），または dcmsusp
コマンド（/s指定あり）の結果出力ファイルを，パラメタファイルとして使用するこ
ともできます。

● /o
結果出力ファイルのフルパスを指定してください。コマンドが正常終了すると，指定
した結果出力ファイルに次の項目が出力されます。結果出力ファイルがすでに存在す
る場合は上書きされます。
• ジョブ名称
• ジョブ番号
• ジョブ格納フォルダパス

ジョブ番号（jobnoの値）は，ジョブを識別する番号です。このジョブを削除したり，
実行状況を確認したりする場合は，jobnoの値をパラメタファイルに指定してくださ
い。結果出力ファイルを，dcmjbrmコマンド，dcmrtryコマンド，dcmstatコマン
ド，および dcmstswコマンドのパラメタファイルとして使用することもできます。

（4） パラメタファイルの指定内容とコマンド引数との対応

このコマンドはパラメタファイルの使用は必須ですが，パラメタファイルの内容の一部
は，コマンドの引数でも指定できます。パラメタファイルの指定内容と，コマンドの引
数との対応を次の表に示します。
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表 4-13　パラメタファイルとコマンドの引数の対応（dcmjexeコマンド）

（凡例）
◎：必ず指定する　○：省略できる　×：不要（指定しても無視される）
－：コマンドの引数では指定できない

注※
省略した場合は，ルートフォルダ以下のすべてのフォルダまたはファイルを検索してジョブを
実行します。

（5） パラメタファイルの内容を引数で指定した場合のコマンド形式

ジョブの登録日時，ジョブの実行日時，およびジョブの実行期限をコマンド引数で指定
した場合のコマンドの形式を次に示します。

dcmjexe.exe /i パラメタファイル名 /o 結果出力ファイル名
           [/jst ジョブの登録日時] [/jsx ジョブの実行日時]
           [/jsp ジョブの実行期限]

（6） リターンコード

dcmjexeコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の有無 コマンド
の引数

タグ パラメタ

JOB_ATTRIBUTE job_generator ジョブ名称 ◎ －

jobno ジョブ番号 × －

job_folder ジョブ格納フォルダパス ○※ －

unsuspended 中断中の配布の有無 × －

JOB_SCHEDULE job_entry_date ジョブの登録日時 ○ /jst 値

job_execution_date ジョブの実行日時 ○ /jsx 値

job_expiration_date ジョブの実行期限 ○ /jsp 値

コード 意味 対処

0 配布管理システムがジョブを開始した。 なし。

1 パラメタファイルをオープンできない，また
はファイル形式が不正。

パラメタファイルの指定または記述形式を
確認してください。

2 パラメタファイルに不正な値が指定されてい
る。

パラメタファイルの値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生し
た。

配布管理システムのバージョンを確認して
ください。

4 結果出力ファイルをオープンできない。 • 結果出力ファイルの指定を確認してくだ
さい。

• ジョブが開始されている場合があります。
ジョブの実行状況を確認してください。
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（7） 実行例

配布管理システムのフォルダ「バッチ定義」に保存されている「伝票ファイル 0001収
集」ジョブを実行する例を次に示します。

（a）パラメタファイルの作成

実行するジョブが保存されているフォルダ，およびジョブ名をパラメタファイルに次の
ように記述し，パラメタファイルを任意の名称で保存します。

** dcmjexe Parameter File Sample
 
JOB_ATTRIBUTE{
job_generator= 伝票ファイル0001収集
job_folder= ¥バッチ定義
} 

（b）コマンドの実行

パラメタファイルを C:¥Dmbat¥dcmjexe.txtに保存し，結果出力ファイルを
C:¥Dmbat¥out.txtに取得する場合は，次のように指定します。

dcmjexe.exe /i C:¥Dmbat¥dcmjexe.txt /o C:¥Dmbat¥out.txt

（c）結果出力ファイルの内容

コマンドが正常終了すると，開始されたジョブのジョブ名称，ジョブ番号，およびジョ
ブ格納フォルダパス（実行したジョブのフォルダ）が C:¥Dmbat¥out.txtに次のように
出力されます。

JOB_ATTRIBUTE{
job_generator= 伝票ファイル0001収集
jobno= JB03121113315383
job_folder= ¥バッチ定義
}

5 クライアント，配布管理システム間の通信に
失敗した。

配布管理システムのセットアップで，通信
環境の設定を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。

コード 意味 対処
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4.13　dcmmonrst.exe（稼働情報のデータベー
スへの格納）

JP1/NETM/DMで取得した稼働情報（抑止履歴および操作履歴）を，データベーステー
ブルに格納する dcmmonrstコマンドについて説明します。データベーステーブルに格納
することで，稼働情報を［操作ログ一覧］ウィンドウから管理できます。

このコマンドは，JP1/NETM/DM Managerの配布管理システムで実行できます。

コマンド実行時は，接続先の配布管理システムのセットアップで，［AIM関連］パネルの
「ソフトウェア稼働監視履歴データベースにデータを格納する」チェックボックスがオン
になっている必要があります。

（1） 機能

JP1/NETM/DMで取得した抑止履歴および操作履歴を，［操作ログ一覧］ウィンドウで
管理できるようにするために，netmdm_monitoring_securityテーブルに格納します。

dcmmonrstコマンドでは，操作履歴退避ディレクトリに退避された操作履歴もあわせ
て，指定した期間の稼働情報をデータベースに格納できます。そのため，セットアップ
で指定した保存日数を経過してデータベースから削除された稼働情報など，過去の稼働
情報を［操作ログ一覧］ウィンドウで参照し直せます。

dcmmonrstコマンドを実行すると，格納されたデータベースの情報が保持され，以降，
格納の定期実行は実行されません。コマンドでの稼働情報の格納は実行できます。この
状態を解除するには，引数に /rを指定した dcmmonrstコマンドを実行してください。
保持された状態が解除され，格納の定期実行が実行されるようになります。なお，引数
に /rを指定した dcmmonrstコマンドの実行時に，セットアップで指定した保存日数を
経過した稼働情報は，データベースから削除されます。そのため，引数に /rを指定した
dcmmonrstコマンドは，稼働情報の格納の完了後，［操作ログ一覧］ウィンドウで操作
ログを確認してから実行してください。

また，引数に /cを指定してコマンドを実行すると，データベースに格納されている稼働
情報を削除できます。なお，データベースの情報が保持されている状態で稼働情報を削
除しても，保持された状態は解除されません。

定期実行またはコマンドによる稼働情報の格納・削除中に，引数に /rを指定した
dcmmonrstコマンドを実行すると，稼働情報の格納・削除を中止できます。中止した場
合，セットアップで指定した保存日数を超えた稼働情報は，データベースから削除され
ます。なお，定期実行による格納を中止した場合，次回の定期実行時に格納が再開され
ます。コマンドによる格納・削除を中止した場合，次回のコマンドによる格納・削除は
通常どおりに実行されます。
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（2） 形式

稼働情報をデータベースに格納する場合
dcmmonrst.exe [/h 接続先] [/u 管理者ユーザID]
              [/p パスワード] /s 開始日 
              [/e 終了日] [/d 操作履歴退避ディレクトリ]
              { [/H ホスト名] | [/I IPアドレス] }

データベースの保持状態を解除する場合，または格納を中止する場合
dcmmonrst.exe [/h 接続先] [/u 管理者ユーザID]
              [/p パスワード] /r

データベースに格納された稼働情報を削除する場合
dcmmonrst.exe [/h 接続先] [/u 管理者ユーザID]
              [/p パスワード] /c 削除日

（3） 引数

● /h
接続先の配布管理システムのホスト名または IPアドレスを半角 64文字以内で指定し
ます。省略した場合は，「Localhost」が設定されます。

● /u
接続するデータベースの管理者ユーザ IDを半角 30文字以内で指定します。省略した
場合は，セットアップの［データベース環境］パネルで指定されている管理者ユーザ
IDが設定されます。

● /p
接続するデータベースのパスワードを半角 30文字以内で指定します。パスワードが
設定されていない場合は省略できます。

● /s
データベースへの格納の開始点となる日付を指定します。ここで指定した日付以降の
稼働情報が，データベースに格納されます。
日付は，YYYYMMDDの形式で，YYYYは西暦，MMは月，DDが日を示すように指
定してください。指定できる日付の範囲は，1980年 1月 1日～ 2099年 12月 31日で
す。

● /e
データベースへの格納の終点となる日付を指定します。ここで指定した日付までの稼
働情報が，データベースに格納されます。省略した場合は，最新の日付までの稼働情
報が，データベースに格納されます。
日付は，YYYYMMDDの形式で，YYYYは西暦，MMは月，DDが日を示すように指
定してください。指定できる日付の範囲は，1980年 1月 1日～ 2099年 12月 31日で
す。
なお，引数 /sで指定した日付よりも前の日付を指定した場合はエラーとなります。ま
た，引数 /sで指定した日付と同じ日付を指定した場合は，その日付の稼働情報だけが
格納されます。
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● /d
操作履歴退避ディレクトリから，操作履歴をデータベースに格納する場合に指定しま
す。操作履歴退避ディレクトリのパスは，半角で 127文字（全角で 63文字）以内で
指定してください。省略した場合，セットアップで指定した操作履歴退避ディレクト
リが設定されます。

操作履歴退避ディレクトリにネットワークドライブを指定している場合
UNC形式でパスを指定してください。半角記号は「-」，「_」，「¥」，「.」，「:」，
「(」，および「)」を指定できます。ネットワークドライブの認証情報は，［ネット
ワーク接続情報の設定］ダイアログボックスまたは［ネットワーク接続］タブで
入力した情報が設定されます。

● /H※

ホスト名を指定して稼働情報をデータベースに格納したい場合に，ホスト名を指定し
ます。大文字と小文字は区別されません。

● /I※

IPアドレスを指定して稼働情報をデータベースに格納したい場合に，IPアドレスを
指定します。

● /r
データベースに格納された稼働情報の保持状態を解除します。また，データベースへ
の稼働情報の格納，およびデータベースからの稼働情報の削除を中止します。
引数 /rを指定してコマンドを実行した場合，データベースから，保存日数を経過した
稼働情報が削除されます。

● /c
データベースに格納された稼働情報から，指定した日付以前の稼働情報を削除します。
日付は，YYYYMMDDの形式で，1980年 1月 1日～ 2099年 12月 31日の範囲で指
定します。

注※　引数として /Hおよび /Iを省略した場合，すべてのホストの稼働情報がコマンドの
実行対象になります。

（4） リターンコード

dcmmonrstコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

コード 意味 対処

0 退避データのリストア，解除，また
は削除が完了した。

なし。

2 コマンドの引数に不正な値が指定さ
れている。

コマンドの引数の設定値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続でエラー
が発生した。

配布管理システムの稼働状態を確認してくださ
い。
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（5） 注意事項

●データベースに格納されている稼働情報のうち最も新しい日付よりも，二日以上先の
日付を開始点として格納を実行した場合，データベースに格納されている情報と，新
規に格納した情報との間に，稼働情報が存在しない日付ができてしまいます。この場
合，稼働情報が存在しない日付が保存日数を経過するまで，その日付の情報が追加で
きなくなるおそれがあります。
最新の稼働情報を格納する場合は，次の手順でコマンドを実行してください。
1. dcmmonrst.exe /s 現在の日付－保存日数＋ 1を実行する。

2. dcmmonrst.exe /rを実行する。

●次に示す場合は，引数に /rを指定した dcmmonrstコマンドを実行して，稼働情報の
保持状態をいったん解除してから稼働情報を格納し直してください。
• dcmmonrstコマンドを実行して稼働情報をデータベースに格納したあと，再度稼働
情報を格納するとき

• データベースへの稼働情報の格納に失敗したあとで，再度稼働情報を格納するとき

●クライアントからの稼働情報の受信と，データベースへの稼働情報の格納が同じタイ
ミングで実行された場合，それぞれの処理に時間が掛かるときがあります。そのため，
クライアントからの稼働情報の受信と，データベースへの稼働情報の格納が異なるタ
イミングで実行されるように，それぞれの実行時間を設定してください。

●稼働情報の量によっては，データベースへの格納に時間が掛かる場合があります。取
得した履歴の内容やシステムの環境にもよりますが，クライアント 1台当たりの，1
日分の稼働情報の格納に掛かる時間は，10秒を目安にしてください。

●コマンドの引数に予約語は指定できません。

5 配布管理システムとの通信に失敗し
た。

配布管理システムのセットアップで，通信環境
の設定を確認してください。

7 退避ディレクトリに指定したディレ
クトリが存在しない，またはアクセ
ス権がない。

指定したパスを確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。

13 ログイン名またはパスワードに誤り
がある。

ログイン名またはパスワードの指定を確認して
ください。

15 データベースにデータを格納中，ま
たはデータベースからデータを削除
中。

リストア解除後，再度コマンドを実行してくだ
さい。

20 引数に /rを指定した dcmmonrstコ
マンドを実行したため，データベー
スへの格納または削除が中止され
た。

なし。

コード 意味 対処
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（6） 実行例

dcmmonrstコマンドを使用して，稼働情報をデータベースに格納する場合，保持状態を
解除する場合，および削除する場合の例を次に示します。

●稼働情報をデータベースに格納する場合
dcmmonrst.exe /p p@ssw0rd /s 20070801

●データベースの保持状態を解除する場合
dcmmonrst.exe /p p@ssw0rd /r

●データベースに格納された稼働情報を削除する場合
dcmmonrst.exe /p p@ssw0rd /c 20071130
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4.14　dcmpack.exe（パッケージングの実行）

ユーザデータまたはユーザプログラムのパッケージングを実行する dcmpackコマンドに
ついて説明します。このコマンドは，JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ），
JP1/NETM/DM Client（中継システム），および JP1/NETM/DM Client（クライアント）
の，パッケージャをインストールした環境で実行できます。

（1） 機能

配布管理システム（JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM Client（中継シス
テム））に，ユーザデータまたはユーザプログラムをパッケージングします。

プログラムプロダクトはパッケージングできません。

（2） 形式
dcmpack.exe [/k パスワード]
             /i パラメタファイル名 [/o 結果出力ファイル名]

（3） 引数

● /k
配布管理システムへ，ソフトウェアをパッケージングするためのパスワードを指定し
ます。

Windowsの配布管理システムにパッケージングする場合
配布管理システムでリレーショナルデータベースを作成したときに指定したパス
ワードを指定してください。

UNIXの配布管理システムにパッケージングする場合
UNIXの配布管理システムの資源アップロードパスワードを指定してください。

● /i
パラメタファイルのフルパスを指定してください。

● /o
結果出力ファイルのフルパスを指定してください。コマンドが正常終了すると，指定
した結果出力ファイルに，作成したパッケージの属性情報が書き込まれます。この結
果出力ファイルは，dcminstコマンド，dcmpkgetコマンド，および dcmpkrmコマン
ドのパラメタファイルとして使用できます。
省略した場合，結果出力ファイルは作成されません。

（4） パラメタファイルの指定内容とコマンド引数との対応

このコマンドで使用するパラメタファイルの内容は，コマンドの引数で指定することも
できます。パラメタファイルの指定内容と，コマンドの引数との対応を次の表に示しま
す。
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表 4-14　パラメタファイルとコマンドの引数の対応（dcmpackコマンド）

パラメタファイルの指定内容 内容 指定
の有
無

コマンドの引数

タグ パラメタ

PACKAGING_SOUR
CE

file_path パッケージ対象ファイ
ル名

○ /P 値

base_fullpath パッケージ基準ディレ
クトリパス

◎ /B 値

PACKAGING_INFOR
MATION

package_name パッケージ名 ◎ /p 値

package_id パッケージ識別 ID ◎ /I 値

version_revision バージョン /リビジョ
ン

◎ /v 値

generation 世代番号 ◎ /G 値

cabinet_name キャビネット名 ◎ /c 値

cabinet_id キャビネット識別 ID ◎ /C 値

package_code コード種別 × －

SYSTEM_CONDITIO
NS

directory インストール先ディレ
クトリ

○ /D 値

condition システム条件 ○※ 1

※ 2
/O 値

SOFTWARE_CONDI
TIONS

condition ソフトウェア条件 ○※ 1
※ 2

/l 値

FILE_PROPERTIES permission ファイルアクセス権の
復元

○ /qYまたは /qN
※ 3

SCHEDULE expiration_date 中継システムでのパッ
ケージ保管期限

○ /x 値

expiration_days 中継システムでのパッ
ケージ保管日数

○ /ed 値

installation_date_an
d_time

インストール日時 ○ /d 値

installation_timing インストールタイミン
グ

○ /tSまたは /tN

INSTALLATION_ME
THOD

installation_mode インストールモード ○ /mBまたは /mG

OPTION compress 圧縮の有無 ○ /uYまたは /uN

compress_type 圧縮方法 ○ /ctNまたは /ctH
※ 4

restore バージョンアップ時の
リストア対象の有無

○ /RYまたは /RN

encipher 暗号化の有無 ○※ 5 /encYまたは /
encN
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（凡例）
◎：必ず指定する　○：省略できる　×：不要（指定しても無視される）
－：コマンドの引数では指定できない

注※ 1
UNIXのクライアントへ配布するパッケージの場合は指定できません。

注※ 2
システム条件とソフトウェア条件を複数指定すると，すべての条件を満たす場合にインストー
ルされます。コマンドの引数で指定する場合，/Oと /lは，合計 10個まで指定できます。

注※ 3
UNIXのクライアントへ配布するパッケージの場合，「/qN」を指定してください。

reboot インストール後のコン
ピュータ再起動

○ /reboot

processing_dialog インストール時の処理
中ダイアログの表示

○※ 1 /procS，/procY，
または /procN

USER_PROGRAM_I
NSTALLATION_CON
DITIONS

external_program_e
xecuted_before_insta
llation※ 6

インストール前起動外
部プログラム

○ /b 値

external_program_e
xecuted_after_install
ation

インストール後起動外
部プログラム

○ /a 値

external_program_er
ror_handler※ 7

インストールエラー時
起動外部プログラム

○ /e 値

external_program_h
andler

起動外部プログラム × －

exit※ 7 外部プログラム処理結
果の通知方式

○ /rbR，/rbM，/
raR，/raM，/
reR，または /
reM

action※ 7 処理結果エラー時の取
り扱い

○ /ybC，/ybS，/
yaC，または /
yaS

wait※ 7 監視方式 ○ /wbU，/wbT，/
wbG，/waU，/
waT，/waG，/
weU，または /
weY

timeout 監視時間 ○※ 8 /n 値

wait_code 監視コード × －

SCRIPTS installation_script インストールスクリプ
トのパス

○※ 1

※ 9
/Z 値

パラメタファイルの指定内容 内容 指定
の有
無

コマンドの引数

タグ パラメタ
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注※ 4
UNIXのクライアントへ配布するパッケージを圧縮する場合，「/ctN」を指定してください。

注※ 5
このパラメタを指定する場合は，JP1/NETM/DM Encryption Optionのインストールが必要で
す。

注※ 6
UNIXのクライアントへ配布するパッケージの場合，SCHEDULEタグの
installation_date_and_timeパラメタと同時に指定すると，このパラメタは無視されます。

注※ 7
UNIXのクライアントへ配布するパッケージの場合，パラメタを指定しても無視されます。

注※ 8
waitで Uを指定した場合（コマンドの引数で /wbU，/waU，/weUを指定した場合）は，指定
しても無視されます。

注※ 9
この項目を指定した場合，SYSTEM_CONDITIONSタグ，SOFTWARE_CONDITIONSタグ，
および USER_PROGRAM_INSTALLATION_CONDITIONSタグに該当する情報はすべて無
視されます。

（5） パラメタファイルを使用しない場合のコマンド形式

パラメタファイルを使用しないで引数だけで指定する場合の，コマンドの形式を次に示
します。

dcmpack.exe [/k パスワード]
            [/P パッケージ対象ファイル名]
             /B パッケージ基準ディレクトリパス
             /p パッケージ名 /I パッケージ識別ID
             /v バージョン・リビジョン /G 世代番号
             /c キャビネット名 /C キャビネット識別ID
            [/D インストール先ディレクトリ]
            [/O システム条件] [/l ソフトウェア条件]
            [{/qY|/qN}] [/x 中継システムでのパッケージ保管期限]
            [/ed 中継システムでのパッケージ保管日数]
            [/d インストール日時] [{/tS|/tN}] [{/mB|/mG}]
            [{/uY|/uN}] [{/RY|/RN}] [{/encY|/encN}]
            [/reboot] [{/procS|/procY|/procN}]
            [/b インストール前起動外部プログラム [{/rbR|/rbM}]
            [{/ybC|/ybS}] [{/wbU|/wbT|/wbG}] [/n 監視時間]]
            [/a インストール後起動外部プログラム [{/raR|/raM}]
            [{/yaC|/yaS}] [{/waU|/waT|/waG}] [/n 監視時間]]
            [/e インストールエラー時起動外部プログラム
            [{/reR|/reM}] [{/weU|/weY}] [/n 監視時間]]
            [/Z インストールスクリプトのパス]
            [/o 結果出力ファイル名]

（6） リターンコード

dcmpackコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。
105



4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
（7） 注意事項

●キャビネットの指定について
• パラメタファイルまたはコマンドの引数で存在しないキャビネット識別 IDを指定
した場合，新規にキャビネットが作成されます。

• キャビネット識別 IDとキャビネット名が異なる組み合わせで複数指定された場合
は，二つ目以降のパッケージはキャビネット識別 IDで指定されたキャビネットに
格納されます。エラーにはなりません。

●パッケージの指定数について
パラメタファイルで指定する場合，dcmpackコマンド 1回の実行につき，パッケージ
は 100個まで指定できます。コマンドの引数で指定する場合は，1個しか指定できま
せん。

コード 意味 対処

0 正常終了した。 なし。

1 パラメタファイルをオープンできない，また
はファイル形式が不正。

パラメタファイルの指定または記述形式を
確認してください。

2 コマンドの引数またはパラメタファイルに不
正な値が指定されている。

コマンドの引数またはパラメタファイルの
設定値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生し
た。

パッケージングを実行する PCの設定内容ま
たは通信環境を確認してください。

4 結果出力ファイルを作成できなかった，また
は予約語を使用したバージョン・リビジョン
および世代番号の自動カウントアップに失敗
した。ただしパッケージの登録には成功した。

パッケージングするファイルを指定したパ
スを確認してください。

5 配布管理システムとの接続に失敗した。 配布管理システムまたはリレーショナル
データベースが停止していないか確認して
ください。

6 配布管理システムとのデータ送受信に失敗し
た。

通信環境を確認してください。

7 パッケージング対象のファイルまたはディレ
クトリがない。

パッケージングするファイルまたはディレ
クトリを指定したパスを確認してください。

9 パッケージング対象のパッケージはすでに
パッケージングされている。

次の項目のうち，どれか一つを変更して再
度パッケージングしてください。
• キャビネット識別 ID
• パッケージ識別 ID
• バージョン番号
• 世代番号

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。

13 パスワードに誤りがある。 パスワードの指定を確認してください。

14 バージョン・リビジョンまたは世代番号を自
動カウントアップした結果，指定できる最大
けた数を超えたため，パッケージの登録に失
敗した。

バージョン・リビジョンおよび世代番号の
予約語の設定を確認してください。
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●バージョン・リビジョンおよび世代番号の自動カウントアップについて
予約語を使用することで，バージョン・リビジョンおよび世代番号を自動的にカウン
トアップさせる運用ができます。この場合，パラメタファイルからの指定とコマンド
の引数からの指定では，次のように動作が異なります。

パラメタファイルから指定した場合
dcmpackコマンド実行時にカウントアップの初期値が更新され，パラメタファイ
ル上に上書きされます。同じパラメタファイルを使用して再度実行すると，続き
の値からカウントアップが開始されます。

コマンドの引数から指定した場合
dcmpackコマンドを実行しても，カウントアップの初期値は更新されません。コ
マンドを実行するたびに，初期値からカウントアップされます。

●パラメタファイルを使用しない場合の注意事項
• 外部プログラムには，スペースが含まれるパスを指定しないでください。
• 配布先がWS（UNIXシステム）の場合は，インストール先ディレクトリのドライ
ブには任意のドライブを指定してください。ただし，配布時には，指定されたドラ
イブは無視され，ディレクトリの指定に従って配布されます。次の場合，c:は無視
されます。
指定例：c:/user/tmp

なお，ディレクトリの区切りに「¥」を使用するときは，ドライブの指定は不要で
す。
指定例：¥user¥tmp

●インストールスクリプトファイルを使用する場合の注意事項
• dcmpackコマンドでは，パラメタファイルの SCRIPTTSタグの指定で取り込まれ
たインストールスクリプトファイルの文法をチェックしません。

• インストールスクリプトファイルを使用すると，システム条件（インストール先
ディレクトリを除く），ソフトウェア条件，および外部プログラム起動の指定は無効
になります。

●インストールスクリプトファイルを使用しない場合の注意事項
インストールスクリプトファイルを使用しない場合，システム条件，ソフトウェア条
件，および外部プログラム起動の指定を同時に指定すると，外部プログラムの起動が，
インストールスクリプトファイルに記述されます。ただし，外部プログラムの結果通
知方式，処理結果エラー時の取り扱い，監視方式，および監視時間の指定は無効にな
ります。

●パッケージャを新規インストールした場合の注意事項
パッケージャを新規にインストールした場合，dcmpackコマンドを実行する前にパッ
ケージャを起動してサーバを指定してください。

（8） 実行例

C:¥Finance¥data0401ディレクトリ下にあるファイルを，次のようにパッケージングす
る例を次に示します。
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• パッケージ名
Finance Data 2003 4

• 保管先のキャビネット名
FCAB01

（a）パラメタファイルの作成

パラメタファイルを次のように作成します。

** dcmpack Parameter File Sample
 
PACKAGING_SOURCE{
base_fullpath= C:¥Finance¥data0401
}
PACKAGING_INFORMATION
{
package_name=Finance Data 2003 4
package_id=FD200304
version_revision=000001
generation=0000
cabinet_name=FCAB01
cabinet_id=F1
package_code=P
}
SYSTEM_CONDITIONS{
condition=H:c>300
condition=C = PowerPC
directory=C:¥Finance
}
USER_PROGRAM_INSTALLATION_CONDITIONS
{
external_program_executed_after_installation = 
C:¥Dmbat¥app¥normal_exit.exe
}

（b）コマンドの実行

パラメタファイルを C:¥Dmbat¥para.txtに保存した場合，コマンドは次のように実行し
てください。

dcmpack.exe /i C:¥Dmbat¥para.txt
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4.15　dcmpkget.exe（パッケージのバックアッ
プの取得）

パッケージのバックアップを取得する dcmpkgetコマンドについて説明します。このコマ
ンドは，JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）の配
布管理システムで実行できます。

（1） 機能

指定したパッケージのバックアップを作成します。

（2） 形式
dcmpkget.exe /i パラメタファイル /o 出力先ディレクトリ
             [/of 結果出力ファイル名]

（3） 引数

● /i
パラメタファイルのフルパスを指定します。
dcmpackコマンドの結果出力ファイルを，パラメタファイルとして使用することもで
きます。ただし，PACKAGING_INFORMATIONタグ内の package_nameは無視さ
れます。

● /o
出力先ディレクトリのフルパスを指定します。指定したディレクトリが存在しない場
合は，自動的に作成されます。出力先ディレクトリにネットワークドライブは指定で
きません。

● /of
出力先ディレクトリに作成するバックアップファイル名を指定してください。省略す
ると，「dcmpkget」になります。ここで指定したファイル名にパッケージ属性（「パッ
ケージ種別」，「キャビネット識別 ID」，「パッケージ識別 ID」，「バージョン」，および
「世代番号」）を付加したものが，バックアップファイル名となり，「.DPF」，「.SCI」，
および「.PKG」の拡張子を持つ三つのファイルが作成されます。なお，「バージョン」
に「/」が含まれている場合は，「$」に置き換えられて，ファイル名が作成されます。
バックアップファイル名は，半角で 256文字（全角で 128文字）まで指定できます。
パッケージ属性を付加したときに，この文字数を超えると，最大文字数に収まるよう
に，指定したファイル名は短縮されます。
/ofには，予約語「¥CY」，「¥CM」，「¥CD」，「¥CH」，「¥CN」，「¥CS」，
「¥VERSION」，および「¥PKGID」を使用できます。「¥VERSION」および
「¥PKGID」は一つ目のパッケージ定義を参照し，定義がなければ無視されます。予
約語については「4.26　予約語の指定方法」を参照してください。
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（4） パラメタファイルの指定内容とコマンド引数との対応

このコマンドで使用するパラメタファイルの内容は，コマンドの引数で指定することも
できます。パラメタファイルの指定内容と，コマンドの引数との対応を次の表に示しま
す。

パラメタファイルとコマンドの引数の両方を指定した場合は，コマンドの引数で指定し
た内容が有効となり，パラメタファイルでの指定は無視されます。ただし，コマンドの
引数で一部のパッケージ属性だけを指定した場合は，パラメタファイルの
PACKAGING_INFORMATIONタグ内の，一つ目のパッケージ情報だけが有効になりま
す。

表 4-15　パラメタファイルとコマンドの引数の対応（dcmpkgetコマンド）

（凡例）
◎：必ず指定する　○：省略できる　×：不要（指定しても無視される）
－：コマンドの引数では指定できない

注※ 1
このコマンドでは，PACKAGING_INFORMATIONタグのパラメタに予約語を使用できませ
ん。

注※ 2
キャビネット識別 IDだけを指定する場合は，省略できます。その場合，キャビネット内にある
すべてのパッケージが対象となります。

（5） パラメタファイルを使用しない場合のコマンド形式

パラメタファイルを使用しないで引数だけで指定する場合の，コマンドの形式を次に示
します。

dcmpkget.exe /I パッケージ識別ID /v バージョン・リビジョン /G 世代番号
             /C キャビネット識別ID [/KW|/KP] /o 出力先ディレクトリ
             [/of 結果出力ファイル名]

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の
有無

コマンドの
引数

タグ パラメタ

PACKAGING_INFORMA
TION※ 1

package_name パッケージ名 × －

package_id パッケージ識別 ID ◎※ 2 /I 値

version_revision バージョン /リビジョン ◎※ 2 /v 値

generation 世代番号 ◎※ 2 /G 値

cabinet_name キャビネット名 × －

cabinet_id キャビネット識別 ID ◎ /C 値

package_code コード種別 ○ /KWまたは
/KP
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（6） リターンコード

dcmpkgetコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

（7） 注意事項

●複数のパッケージを指定して，このコマンドを実行したとき，指定したパッケージが
存在しなければ，そのパッケージのバックアップ処理はスキップし，それ以降のパッ
ケージのバックアップを続行します。その際，dcmpkgetコマンドはリターンコード 4
を返します。

●複数のパッケージを指定して，このコマンドを実行したとき，途中でパッケージの
バックアップに失敗すると，dcmpkgetコマンドは，パッケージのバックアップを中
止します。その際，それまでに作成されたバックアップファイルはすべて削除され，
障害発生時のリターンコードを返します。

●スクリプトファイルを指定しないで作成したUNIX版のパッケージをバックアップし
た場合，SCIファイルは出力されません。

（8） 実行例

キャビネット識別 ID「01」のキャビネットにある，パッケージ識別 ID「0100」，バー
ジョン /リビジョン「0100」，世代番号「0000」のパッケージのバックアップを取得する
例を次に示します。

（a）パラメタファイルの作成

バックアップを取得するパッケージおよびキャビネットを，パラメタファイルに次のよ
うに記述し，パラメタファイルを任意の名称で保存します。

** dcmpkget Parameter File Sample
 

コード 意味 対処

0 ファイルの出力が成功した。 なし。

1 パラメタファイルをオープンできない，また
はファイル形式に誤りがある。

パラメタファイルのパスまたは記述形式を
確認してください。

2 コマンドの引数またはパラメタファイルに不
正な値が指定されている。

コマンドの引数またはパラメタファイルの
設定値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生し
た。

• 配布管理システムのバージョンを確認し
てください。

• ジョブの実行状況を確認してください。

4 指定したパッケージが存在しない。 • 配布管理システムにパッケージが存在す
ることを確認してください。

• ジョブの実行状況を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。

14 結果出力ファイルまたはディレクトリを作成
できない。

出力先ディレクトリおよび結果出力ファイ
ルのパスを確認してください。
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PACKAGING_INFORMATION{
package_id=0100
version_revision=0100
generation=0000
cabinet_id=01
package_code=P
}

（b）コマンドの実行

パラメタファイルを C:¥Dmbat¥dcmpkget.txtに保存し，バックアップを
C:¥Dmbat¥buckupに取得する場合は，次のように指定します。

dcmpkget.exe /i C:¥Dmbat¥dcmjexe.txt /o C:¥Dmbat¥backup /of 
BackupFile
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4.16　dcmpkput.exe（パッケージのバックアッ
プからの復元）

パッケージをバックアップから復元する dcmpkputコマンドについて説明します。このコ
マンドは，JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）の
配布管理システムで実行できます。なお，このコマンドでは，パラメタファイルを使用
しません。

（1） 機能

バックアップファイルからパッケージを復元し，指定したキャビネットに保管します。

（2） 形式
dcmpkput.exe [/C キャビネット識別ID] /i 入力先ディレクトリ
             [/of 入力ファイル名] [/f]

（3） 引数

● /C
バックアップから復元したパッケージを保管するキャビネットの識別 IDを指定しま
す。指定したキャビネットが存在しない場合は，自動的に作成されます。キャビネッ
ト識別 IDを指定しない場合は，元のキャビネットに保管されます。

● /i
dcmpkgetコマンドで指定した出力先ディレクトリのフルパスを指定します。入力先
ディレクトリにネットワークドライブは指定できません。

● /of
dcmpkgetコマンドで作成したバックアップファイル名を指定します。/ofにはワイル
ドカード（*）が使用できます。省略すると「dcmpkget」で始まるすべてのバック
アップファイルを対象にします。
/iで指定したディレクトリに，複数のバックアップファイルが存在している場合，以
下のような指定方法で，ディレクトリ下のすべてのバックアップファイルを指定する
こともできます。
dcmpkput.exe /i C:¥temp¥pkg /of *

● /f
指定したキャビネットに同じパッケージがあった場合に上書きします。この引数を指
定しない場合は，上書きしないで，リターンコード 5を返します。

（4） リターンコード

dcmpkputコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。
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（5） 注意事項

●複数のパッケージを指定してこのコマンドを実行したとき，途中でパッケージの復元
に失敗すると，dcmpkputコマンドはパッケージの復元処理を中止します。その際，
障害発生時のリターンコードを返します。

● UNIX版パッケージのバックアップを復元する場合，復元先には UNIX上の既存の
キャビネット（資源グループ）を指定してください。新規キャビネットおよび
Windows上のキャビネットには復元できません。

（6） 実行例

dcmpkgetコマンドで取得したバックアップファイルからパッケージを復元する例を次に
示します。

C:¥Dmbat¥backupに取得したすべてのバックアップファイルを，キャビネット識別 ID
「01」のキャビネットに復元する場合は，次のように指定します。

dcmpkput.exe /C 01 /i C:¥Dmbat¥backup /of *

コード 意味 対処

0 パッケージの復元が成功した。 なし。

1 dcmpkgetコマンドの結果出力ファイルを
オープンできない，またはファイル形式に誤
りがある。

結果出力ファイルのパス，またはファイル
形式を確認してください。

2 コマンドの引数に不正な値が指定されている。 コマンドの引数の設定値を確認してくださ
い。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生し
た。

配布管理システムのバージョンを確認して
ください。

4 指定したバックアップファイルが存在しない。 バックアップファイルのパスを確認してく
ださい。

5 すでにパッケージが存在する，またはキャビ
ネットにこれ以上のパッケージを登録できな
い。

キャビネット内のパッケージ名，および
パッケージ数を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。
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4.17　dcmpkrm.exe（パッケージの削除）

パッケージを削除する dcmpkrmコマンドについて説明します。このコマンドは，JP1/
NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）の配布管理システ
ムで実行できます。

（1） 機能

配布管理システムのキャビネットから，パッケージを削除します。

（2） 形式
dcmpkrm.exe /i パラメタファイル名

（3） 引数

● /i
使用するパラメタファイルのフルパスを指定してください。
dcmpackコマンドの結果出力ファイルを，パラメタファイルとして使用することもで
きます。

（4） パラメタファイルの指定内容

dcmpkrmコマンドでのパラメタファイルの指定内容を次の表に示します。このコマンド
で使用するパラメタファイルの内容は，コマンドの引数で指定することはできません。

表 4-16　パラメタファイルの指定内容（dcmpkrmコマンド）

（凡例）
◎：必ず指定する　×：不要（指定しても無視される）
－：コマンドの引数では指定できない

注
このコマンドでは，PACKAGING_INFORMATIONタグのパラメタに予約語を使用できませ
ん。

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の有無 コマンド
の引数

タグ パラメタ

PACKAGING_INFORMA
TION

package_name パッケージ名 × －

package_id パッケージ識別 ID ◎ －

version_revision バージョン /リビジョン ◎ －

generation 世代番号 ◎ －

cabinet_name キャビネット名 × －

cabinet_id キャビネット識別 ID ◎ －

package_code コード種別 ◎ －
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（5） リターンコード

dcmpkrmコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

コード 意味 対処

0 正常終了した。 なし。

1 パラメタファイルがない，またはファイル形
式が不正。

パラメタファイルの指定または記述形式を
確認してください。

2 パラメタファイルに不正な値が指定されてい
る。

パラメタファイルの値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生し
た。

パッケージの削除を実行する PCの設定内容
または通信環境を確認してください。

5 クライアント，配布管理システム間の通信に
失敗した。

配布管理システムのセットアップで，通信
環境の設定を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。
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4.18　dcmrmgen.exe（ジョブ定義の削除）

ジョブ定義を削除する dcmrmgenコマンドについて説明します。このコマンドは，JP1/
NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）の配布管理システ
ムで実行できます。

（1） 機能

パラメタファイルに指定されたジョブ定義を削除します。

（2） 形式
dcmrmgen.exe /i パラメタファイル名

（3） 引数

● /i
パラメタファイルのフルパスを指定してください。
dcminstコマンド（/s指定あり）の結果出力ファイルを，パラメタファイルとして使
用することもできます。

（4） パラメタファイルの指定内容とコマンド引数との対応

このコマンドで使用するパラメタファイルの内容は，コマンドの引数で指定することも
できます。パラメタファイルの指定内容と，コマンドの引数との対応を次の表に示しま
す。

表 4-17　パラメタファイルとコマンドの引数の対応（dcmrmgenコマンド）

（凡例）
◎：必ず指定する　×：不要（指定しても無視される）
－：コマンドの引数では指定できない

注※ 1
複数のジョブ名称を指定する場合は，ジョブ名称を「;」で区切ってください。

注※ 2
パラメタファイルの指定では，job_generatorおよび job_folderのどちらかまたは両方を指定し
ます。

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の有無 コマンド
の引数

タグ パラメタ

JOB_ATTRIBUTE job_generator※
1

ジョブ名称 ◎※ 2 /j

jobno ジョブ番号 × －

job_folder ジョブ格納フォルダパス ◎※ 2 /f

unsuspended 中断中の配布の有無 × －
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job_generatorおよび job_folderの両方が指定された場合は，指定したフォルダ下を検索し，最
初に検出したジョブ定義を削除します。
job_generatorだけを指定した場合は，ルートフォルダ下が検索対象となります。job_folderだ
けを指定した場合は，job_folderで指定したフォルダ下のすべてのジョブ定義を，フォルダごと
削除します。
コマンド引数で指定する場合は，/jと /fの両方を指定する必要があります。

（5） パラメタファイルを使用しない場合のコマンド形式

パラメタファイルを指定しないで引数だけで指定する場合の，コマンドの形式を次に示
します。

dcmrmgen.exe /j ジョブ名称 /f ジョブ格納フォルダパス
　

「/j ジョブ名称」に複数のジョブ名称を指定する場合は，ジョブ名称を「;」で区切ってく
ださい。

/j（ジョブ名称）と /f（ジョブ格納フォルダパス）は必ず両方指定してください。両方を
指定しないとエラーになります。

（6） リターンコード

dcmrmgenコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

（7） 注意事項

ルートフォルダだけを指定して，すべてのジョブ格納フォルダとジョブ定義を一括して
削除することはできません。

（8） 実行例

配布管理システムのフォルダ「バッチ定義」に保存されている「伝票ファイル 0001収
集」という名称のジョブを削除する例を次に示します。

（a）パラメタファイルの作成

削除するジョブ定義が保存されているフォルダ，およびジョブ名称をパラメタファイル

コード 意味 対処

0 ジョブが削除された，または指定されたジョ
ブがない。

なし。

1 パラメタファイルをオープンできない，また
はファイル形式が不正。

パラメタファイルの指定または記述形式を
確認してください。

2 パラメタファイルに不正な値が指定されてい
る。

パラメタファイルの値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生し
た。

配布管理システムのバージョンを確認して
ください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。
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に次のように定義し，任意の名称で保存します。

** dcmjexe Parameter File Sample
 
JOB_ATTRIBUTE{
job_generator= 伝票ファイル0001収集
job_folder= ¥バッチ定義
} 

（b）コマンドの実行

パラメタファイルを C:¥Dmbat¥dcmjexe.txtに保存した場合，コマンドは次のように実
行してください。

dcmrmgen.exe /i C:¥Dmbat¥dcmjexe.txt
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4.19　dcmrtry.exe（ジョブの再実行）

ジョブを再実行する dcmrtryコマンドについて説明します。このコマンドは，JP1/
NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）の配布管理システ
ムで実行できます。

（1） 機能

配布管理システムで，パラメタファイルに指定されたジョブを再実行します。

（2） 形式
dcmrtry.exe [再実行対象キー]
            /i パラメタファイル名 /o 結果出力ファイル名

（3） 引数

●再実行対象キー
再実行するジョブの実行状態を指定します。キーは，コマンド名の直後に指定してく
ださい。「ERROR」，「WAIT」，および「PENDING」は，任意に組み合わせて指定で
きます。組み合わせて指定する場合は，キーとキーの間をスペースで区切ってくださ
い。省略した場合は「ERROR」が仮定されます。
• ERROR
エラーになったジョブを再実行します。

• WAIT
実行待ちのジョブを再実行します。

• PENDING
一時的に通信エラーになったジョブを再実行します。

● /i
パラメタファイルのフルパスを指定してください。
dcmcollコマンド（/s指定なし），dcminstコマンド（/s指定なし），dcmjexeコマン
ド，または dcmsuspコマンド（/s指定なし）の結果出力ファイルを，パラメタファイ
ルとして使用することもできます。

● /o
結果出力ファイルのフルパスを指定してください。コマンドが正常終了すると，結果
出力ファイルには指定したパラメタファイルと同じ内容が出力されます。

（4） パラメタファイルの指定内容

dcmrtryコマンドでのパラメタファイルの指定内容を次の表に示します。このコマンド
で使用するパラメタファイルの内容は，コマンドの引数で指定することはできません。
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表 4-18　パラメタファイルの指定内容（dcmrtryコマンド）

（凡例）
◎：必ず指定する　×：不要（指定しても無視される）
－：コマンドの引数では指定できない

（5） リターンコード

dcmrtryコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

（6） 注意事項

●パラメタファイルには，dcmcollコマンド（/s指定なし），dcminstコマンド（/s指定
なし），dcmjexeコマンド，または dcmsuspコマンド（/s指定なし）の結果出力ファ
イルに出力されたジョブ番号を指定してください。

●再実行するジョブのジョブ番号が不明な場合，dcmrtryコマンドは実行できません。
配布管理システムの［ジョブ実行状況］ウィンドウで，該当するジョブ名のジョブを
再実行してください。

（7） 実行例

dcminstコマンドで実行したジョブのうち，実行待ちまたはエラーになったジョブを再

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の有無 コマンド
の引数

タグ パラメタ

JOB_ATTRIBUTE job_generator ジョブ名称 × －

jobno ジョブ番号 ◎ －

job_folder ジョブ格納フォルダパス × －

unsuspended 中断中の配布の有無 × －

コード 意味 対処

0 ジョブの再実行が開始された。 なし。

1 パラメタファイルをオープンできない，また
はファイル形式が不正。

パラメタファイルの指定または記述形式を
確認してください。

2 パラメタファイルに不正な値が指定されてい
る。

パラメタファイルの値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生し
た。

配布管理システムのバージョンを確認して
ください。

4 結果出力ファイルをオープンできない。 結果出力ファイルの指定を確認してくださ
い。

5 クライアント，配布管理システム間の通信に
失敗した。

配布管理システムのセットアップで，通信
環境の設定を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。
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実行する例を次に示します。

（a）パラメタファイルの作成

dcminstコマンドの結果出力ファイルに出力されたジョブ番号を，次のようにパラメタ
ファイルに指定します。

なお，dcminstコマンドの結果出力ファイルが保存されている場合は，このファイルを
パラメタファイルとして指定できます。

JOB_ATTRIBUTE{
job_generator= NETM_INSTALL_2003_12_11_13_34_36
jobno= JB03121113315383
job_folder= ¥
}

（b）コマンドの実行

dcminstコマンドを実行したときの，結果出力ファイルが C:¥Dmbat¥out.txtに保存さ
れている場合，コマンドは次のように指定してください。

dcmrtry.exe WAIT ERROR /i C:¥Dmbat¥out.txt /o C:¥temp¥retryout.txt
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4.20　dcmstat.exe（ジョブの実行状況の取得）

ジョブの実行結果を取得する dcmstatコマンドについて説明します。このコマンドは，
JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）の配布管理シ
ステムで実行できます。

（1） 機能

配布管理システムで，パラメタファイルに指定されたジョブの実行状態を取得します。
ジョブの実行状況は，リターンコードで判別します。

JP1/NETM/DM Managerの配布管理システムで，ジョブの実行状態を指定して，その実
行状態にあるホストの数を調べます。リターンコードの値から 10,000を引いた値が，指
定した実行状態にあるホストの数です。

（2） 形式
dcmstat.exe [ジョブ実行状態] /i パラメタファイル名

（3） 引数

●ジョブ実行状態
特定の実行状態にあるホストの数を調べる場合に，ジョブの実行状態を指定します。
下記の引数の中から一つ以上を，コマンド名の直後に指定してください。指定した
ジョブ実行状態にあるホストの総数に 10,000を足した数がリターンコードとして返り
ます。この引数はローカルホスト上の配布管理システムだけで指定できます。JP1/
NETM/DM Client（中継システム）の場合にジョブ実行状態を指定すると，エラーと
なり，リターンコード 3が返ります。
指定できるジョブ実行状態を次の表に示します。

ジョブの実行状態 リターンコード

ジョブがすべて正常終了した。 0

一部のジョブがエラーとなった。 30

ジョブは実行中。 31

ジョブは実行中で，一部のジョブがエラーとなっている。 32

ジョブは削除中で，一部のジョブが削除完了待ちとなっている。 33

ジョブ実行状態 説明

TRANS_WAIT 配布管理システムで転送待ち状態。

TRANSMITTED クライアントへ転送中または実行中。

REGISTERED IDジョブを ID管理中継へ転送中。

CLT_NOTREADY 起動に失敗した。
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注※
JP1/NETM/DM Managerのセットアップで，［サーバカスタマイズオプション］パネルの「起
動失敗要因を細分化する」チェックボックスがオンの場合に指定できます。ただし，
「CLT_NOTREADY」と同時に指定しても無視されます。
なお，チェックボックスがオフの場合は，これらの引数を指定しても，ホストの総数にカウン
トされません。

ジョブ実行状態を指定しなかった場合は，パラメタファイルで指定したジョブの実行
状態を調べ，実行状態に対応するリターンコード（0～ 33）を返します。

● /i
パラメタファイルのフルパスを指定してください。
dcmcollコマンド（/s指定なし），dcminstコマンド（/s指定なし），dcmjexeコマン
ド，または dcmsuspコマンド（/s指定なし）の結果出力ファイルを，パラメタファイ
ルとして使用することもできます。

（4） パラメタファイルの指定内容

dcmstatコマンドでのパラメタファイルの指定内容を次の表に示します。このコマンド
で使用するパラメタファイルの内容は，コマンドの引数で指定することはできません。

CLT_SERVICE_OFF※ JP1/NETM/DMが停止しているため，起動に失敗した。

CLT_POWER_OFF※ PCの電源がオフのため，起動が失敗した。

CLT_NETWORK_ERR※ ネットワーク障害などの理由のため，起動が失敗した。

SUSPENDED 中継で中断指示があった。

INST_WAIT インストールまたは収集待ち。

HOLD_EXEC ジョブが保留された。

REJECTED インストールが拒否された。

ID_NOPKG IDジョブで中継保管パッケージが削除された。

CANCEL クライアントでジョブがキャンセルされた。

CONNECT_ERROR 通信エラーが発生した。

ERROR ジョブ実行エラーが発生した。

DELETING 中継するシステムまたはクライアントでジョブを削除中。

ジョブ実行状態 説明
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表 4-19　パラメタファイルの指定内容（dcmstatコマンド）

（凡例）
◎：必ず指定する　○：省略できる　×：不要（指定しても無視される）
－：コマンドの引数では指定できない

注※
省略した場合は，ルートフォルダ以下のすべてのフォルダまたはファイルを検索して，ジョブ
の実行状況を表示します。

（5） リターンコード

dcmstatコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

また，ジョブの実行状態を指定した場合は，指定したジョブの実行状態にあるホストの
総数 +10,000がリターンコードとして返ります。

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の有無 コマンド
の引数

タグ パラメタ

JOB_ATTRIBUTE job_generator ジョブ名称 × －

jobno ジョブ番号 ◎ －

job_folder ジョブ格納フォルダパス ○※ －

unsuspended 中断中の配布の有無 × －

コード 意味 対処

0 ジョブがすべて正常終了した。 なし。

1 パラメタファイルをオープンできない，また
はファイル形式が不正。

パラメタファイルの指定または記述形式を
確認してください。

2 パラメタファイルに不正な値が指定されてい
る。

パラメタファイルの値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生し
た。または，JP1/NETM/DM Client（中継シ
ステム）で実行状態を指定した。

配布管理システムのバージョンを確認して
ください。実行状態を指定した場合は，配
布管理システムが JP1/NETM/DM Manager
かどうか確認してください。

5 クライアント，配布管理システム間の通信に
失敗した。

配布管理システムのセットアップで，通信
環境の設定を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。

30 少なくとも一部のジョブがエラーになった。 なし。

31 ジョブは実行中で，エラーのジョブは検知さ
れていない。

なし。

32 ジョブは実行中で，一部のジョブがエラーと
なっている。

なし。

33 ジョブは削除中で，一部のジョブが削除完了
待ちとなっている。

なし。
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（6） 注意事項

●パラメタファイルには，dcmcollコマンド（/s指定なし），dcminstコマンド（/s指定
なし），dcmjexeコマンド，または dcmsuspコマンド（/s指定なし）の結果出力ファ
イルに出力されたジョブ番号を指定してください。

●実行状況を取得するジョブのジョブ番号が不明な場合，dcmstatコマンドは実行でき
ません。配布管理システムの［ジョブ実行状況］ウィンドウで，該当するジョブ名の
実行状況を確認してください。

（7） 実行例

dcmjexeコマンドで実行した「伝票ファイル 0001収集」ジョブの実行状況を取得する例
を次に示します。

（a）パラメタファイルの作成

dcmjexeコマンドの結果出力ファイルに出力されたジョブ番号を，次のようにパラメタ
ファイルに指定します。

なお，dcmjexeコマンドの結果出力ファイルが保存されていれば，このファイルをパラ
メタファイルとして指定できます。

** dcmjexe output -> dcmstat input
 
JOB_ATTRIBUTE{
job_generator= 伝票ファイル0001収集
jobno= JB03121113315383
job_folder= ¥バッチ定義
}

（b）コマンドの実行

dcmjexeコマンドを実行したときの結果出力ファイルが，C:¥Dmbat¥out.txtに保存さ
れている場合，次のようにコマンドを指定してください。

dcmstat.exe /i C:¥Dmbat¥out.txt

dcmstatコマンドを実行すると，特定の状態のホスト数を調査できます。例えば，起動
失敗のホスト数，および中断指示があったホスト数を調べる場合は，次のように指定し
てください。

dcmstat.exe CLT_NOTREADY SUSPENDED /i C:¥Dmbat¥out.txt
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4.21　dcmstsw.exe（ジョブの実行状況の監視）

ジョブの実行状況を監視する dcmstswコマンドについて説明します。このコマンドは，
JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）の配布管理シ
ステムで実行できます。

（1） 機能

配布管理システムで，パラメタファイルまたはコマンドラインに指定されたジョブの実
行状況を監視し，指定された実行状況になった場合に，外部プログラムを起動します。

（2） 形式
dcmstsw.exe [監視時間間隔] [監視条件] /i パラメタファイル名

（3） 引数

●監視時間間隔
ジョブの実行状況を監視する間隔を，秒単位で指定してください。省略した場合は，
900秒（15分）が仮定されます。

●監視条件
外部プログラムを起動するタイミングを指定します。
•「ALL」を指定すると，すべてのあて先が指定の実行状況になった場合に，外部プロ
グラムを起動します。

• 指定を省略すると，一つ以上のあて先が指定の実行状況になった場合に，外部プロ
グラムを起動します。

● /i
パラメタファイルのフルパスを指定してください。
dcmcollコマンド（/s指定なし），dcminstコマンド（/s指定なし），および dcmjexe
コマンドの結果出力ファイルを，パラメタファイルとして使用することもできます。

（4） パラメタファイルの指定内容とコマンド引数との対応

このコマンドで使用できるパラメタファイルの内容は，コマンドの引数で指定すること
もできます。パラメタファイルの指定内容と，コマンドの引数との対応を次の表に示し
ます。
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表 4-20　パラメタファイルとコマンドの引数の対応（dcmstswコマンド）

（凡例）
◎：必ず指定する　○：省略できる　×：不要（指定しても無視される）
－：コマンドの引数では指定できない

注※ 1
省略した場合は，ルートフォルダ以下のすべてのフォルダまたはファイルを検索して，ジョブ
の実行状況を監視します。

注※ 2
監視時間間隔より大きな値を指定してください。省略した場合は，86,400秒（1日）が仮定さ
れます。

注※ 3
「ジョブ実行状態」または「保守コード」を指定します。ただし，ジョブ実行状態は，JP1/
NETM/DM Managerの配布管理システムの場合だけ指定できます。JP1/NETM/DM Client
（中継システム）の場合にジョブ実行状態を指定すると，エラーとなり，リターンコード 3を返
します。
指定する値の詳細は，「4.25.21　USER_PROGRAM_INSTALLATION_CONDITIONS（外部
プログラムの指定）」を参照してください。

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の有無 コマンド
の引数

タグ パラメタ

JOB_ATTRIBUTE job_generator ジョブ名称 × －

jobno ジョブ番号 ◎ /jn 値

job_folder ジョブ格納フォルダパス ○※ 1 /l 値

unsuspended 中断中の配布の有無 × －

USER_PROGRAM_IN
STALLATION_CONDI
TIONS

external_progra
m_executed_befo
re_installation

インストール（収集）前
起動外部プログラム

× －

external_progra
m_executed_afte
r_installation

インストール（収集）後
起動外部プログラム

× －

external_progra
m_error_handler

インストールエラー時起
動外部プログラム

× －

external_progra
m_handler

起動外部プログラム ◎ /ep 値

exit 外部プログラム処理結果
の通知方式

× －

action 処理結果エラー時の取り
扱い

× －

wait 監視方式 × －

timeout 最大実行期間 ○※ 2 /wt 値

wait_code 監視コード ○※ 3 /wc 値
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JP1/NETM/DM Managerの配布管理システムの場合は，このパラメタの指定を省略できます。
省略すると，ジョブ実行エラーの発生を契機に外部プログラムを実行します。
JP1/NETM/DM Client（中継システム）の配布管理システムの場合は省略できません。

（5） パラメタファイルを使用しない場合のコマンド形式

パラメタファイルを使用しないで引数だけで指定する場合の，コマンドの形式を次に示
します。

dcmstsw.exe [監視時間間隔] [監視条件]
            /jn ジョブ番号 [/l ジョブ格納フォルダパス]
            /ep 起動外部プログラム [/wt 最大実行期間] [/wc 監視コード]

（6） リターンコード

dcmstswコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

（7） 注意事項

●パラメタファイルまたはコマンドの引数には，dcmcollコマンド（/s指定なし），
dcminstコマンド（/s指定なし），または dcmjexeコマンドの結果出力ファイルに出
力されたジョブ番号を指定してください。

●このコマンドの終了条件は以下のとおりです。
• 外部プログラムを起動したとき
• 最大実行期間に指定した時間を超過したとき
• 監視コードに「NORMAL」以外を指定した場合で，監視しているジョブがすべて
正常終了したとき

• 監視しているジョブが削除されたとき

コード 意味 対処

0 正常終了した。 なし。

1 パラメタファイルをオープンできない，ま
たはファイル形式が不正。

パラメタファイルの指定または記述形式を確
認してください。

2 コマンドの引数に不正な値が指定されてい
る。

コマンドの引数の設定値を確認してくださ
い。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生
した。JP1/NETM/DM Client（中継システ
ム）で監視コードに実行状態を指定した。

配布管理システムのバージョンを確認してく
ださい。監視コードに実行状態を指定した場
合は，配布管理システムが JP1/NETM/DM 
Managerかどうか確認してください。

4 指定された外部プログラムが存在しない。 外部プログラムのパスを確認してください。

5 最大実行期間が経過した。ジョブは終了し
ていない。

ジョブの実行状況を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。
システムエラー，コマンドの引数の文法不
正，処理が拒否されたなどの原因が考えられ
ます。
129



4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
• 配布管理システムが停止したとき

●監視するジョブに IDジョブまたは全あて先ジョブを指定した場合は，監視条件に
「ALL」を指定しないでください。「ALL」を指定すると，リターンコード「2」のエ
ラーとなります。

（8） 実行例

ローカルの配布管理システムで実行したジョブすべてが正常終了した際に，外部プログ
ラム「C:¥aaa.exe」を実行する例を次に示します。なお，コマンドの監視時間間隔は 5
分，最大実行期間は 1時間とします。

（a）パラメタファイルの作成

dcmjexeコマンドの結果出力ファイルに出力されたジョブ番号を，次のようにパラメタ
ファイルに指定します。

なお，dcmjexeコマンドの結果出力ファイルが保存されていれば，このファイルをパラ
メタファイルとして指定できます。

** dcmstsw Parameter File Sample
 
JOB_ATTRIBUTE{
job_generator= 伝票ファイル0001収集
jobno= JB02100720481602
job_folder= ¥バッチ定義
}

（b）コマンドの実行

dcmjexeコマンドを実行した時の結果出力ファイルが，C:¥DMbat¥para¥.txtに保存さ
れている場合，次のようにコマンドを指定してください。

dcmstsw.exe 300 ALL /i C:¥DMbat¥para.txt /ep C:¥aaa.exe /wt 3600 /
wc NORMAL
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4.22　dcmsusp.exe（ファイル転送の中断と再
開）

ファイル転送を中断または再開する dcmsuspコマンドについて説明します。このコマン
ドは，JP1/NETM/DM Managerの配布管理システムで実行できます。

（1） 機能

ローカルホスト上の配布管理システムに接続し，指定した中継するシステムとその直下
のシステム間のファイル転送を中断，再開します。また，接続先の配布管理システムと
その直下のシステム間のファイル転送を中断，再開します。

（2） 形式
dcmsusp.exe [処理キー] [/s] /i パラメタファイル1 [パラメタファイル2]
            [/o 結果出力ファイル名]

（3） 引数

●処理キー
実行する処理の種類を指定するキーです。コマンド名の直後に，次に示す四つの処理
キーのうち一つを指定してください。省略した場合は，「NETM_SUSPEND」が仮定
されます。
• NETM_SUSPEND
「ファイル転送の中断」ジョブを実行します。指定した中継するシステムとその直下
のシステム間のファイル転送を中断します。パラメタファイル（またはコマンドの
引数）で，ジョブのあて先（中継システムのクライアント機能）を指定してくださ
い。

• NETM_RESUME
「ファイル転送の再開」ジョブを実行します。指定した中継するシステムとその直下
のシステム間のファイル転送を再開します。パラメタファイル（またはコマンドの
引数）で，ジョブのあて先（中継システムのクライアント機能）を指定してくださ
い。

• NETM_MANSUSP
接続先の配布管理システムとその直下のシステム間のファイル転送を中断します。
この処理キーを指定した場合，処理キー以外の引数はすべて無視します。

• NETM_MANRESU
接続先の配布管理システムとその直下のシステム間のファイル転送を再開します。
この処理キーを指定した場合，処理キー以外の引数はすべて無視します。

● /s
ジョブを作成後，実行しないで保存します。処理キーが「NETM_MANSUSP」また
は「NETM_MANRESU」の場合は，指定しても無視されます。
ジョブの登録日時，実行日時，および実行期限を指定した場合は，これらのスケ
ジュールも保存します。
131



4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
● /i
使用するパラメタファイルのフルパスを，一つまたは二つ指定します。二つ指定する
場合は間をスペースで区切ってください。三つ以上指定するとコマンドは失敗します。

● /o
結果出力ファイルのフルパスを指定します。処理キーが「NETM_SUSPEND」また
は「NETM_RESUME」の場合は，必ず指定してください。処理キーが
「NETM_MANSUSP」または「NETM_MANRESU」の場合は，指定しても無視され
ます。
「NETM_SUSPEND」または「NETM_RESUME」を指定した場合，コマンドが正常
終了すると，指定した結果出力ファイルに次の項目が出力されます。結果出力ファイ
ルがすでに存在する場合は上書きされます。
• ジョブ名称
• ジョブ番号
• ジョブ格納フォルダパス

/sを指定した場合の結果出力ファイルは，dcmjexeコマンドのパラメタファイルとし
て使用することもできます。また，/sを指定しなかった場合の結果出力ファイルは，
dcmjbrmコマンド，dcmrtryコマンド，および dcmstatコマンドのパラメタファイル
として使用することもできます。

（4） パラメタファイルの指定内容とコマンド引数との対応

このコマンドで使用できるパラメタファイルの内容は，コマンドの引数で指定すること
もできます。パラメタファイルの指定内容と，コマンドの引数との対応を次の表に示し
ます。

表 4-21　パラメタファイルとコマンドの引数の対応（dcmsuspコマンド）

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の有無 コマンド
の引数

タグ パラメタ

JOB_ATTRIBUTE job_generator ジョブ名称 ○ /j 値

jobno ジョブ番号 × －

job_folder ジョブ格納フォルダパス ○ /l 値

unsuspended 中断中の配布の有無 × －

JOB_DESTINATIO
N

group あて先グループ名 ◎※ /g 値

host_name ホスト名 ◎※ /h 値

lower_clients すべてのあて先指定の有
無

× －

JOB_DESTINATIO
N_ID

destination_id ID名 ◎※ /X 値
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（凡例）
◎：必ず指定する　○：省略できる　×：不要（指定しても無視される）
－：コマンドの引数では指定できない

注※
JOB_DESTINATIONと JOB_DESTINATION_ID，/gおよび /hと /Xは，同時に指定できま
せん。どちらかを必ず指定してください。groupと host_name（/gと /h）は片方だけでも，両
方同時に指定してもかまいません。

（5） リターンコード

dcmsuspコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

（6） 注意事項

JOB_DESTINATIONタグの host_nameまたはコマンド引数の /hの指定時には，次の
ことに注意してください。

●ホスト識別子を使用している環境で，host_nameまたは /hに，ホスト名または IPア
ドレスを指定した場合は，指定したホスト名または IPアドレスをホスト識別子に引き

JOB_SCHEDULE job_entry_date ジョブの登録日時 ○ /jst 値

job_execution_date ジョブの実行日時 ○ /jsx 値

job_expiration_date ジョブの実行期限 ○ /jsp 値

コード 意味 対処

0 配布管理システムがジョブを開始した。ま
たは，配布管理システム自身の中断状態を
変更した。

なし。

1 パラメタファイルをオープンできない，ま
たはファイル形式に誤りがある。

パラメタファイルの指定または記述形式を確
認してください。

2 コマンドの引数またはパラメタファイルに
不正な値が設定されている。

コマンドの引数またはパラメタファイルの設
定値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続でエラーが発生
した。

配布管理システムのバージョンを確認してく
ださい。

4 結果出力ファイルをオープンできない。 結果出力ファイルの指定を確認してください。

5 クライアント，配布管理システム間の通信
に失敗した。

配布管理システムのセットアップで，通信環
境の設定を確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。
システムエラー，コマンドの引数の文法不正，
または接続先配布管理システムに定義されて
いない値がパラメタファイルに指定され処理
が拒否された，などの原因が考えられます。

パラメタファイルの指定内容 内容 指定の有無 コマンド
の引数

タグ パラメタ
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当ててジョブが実行されます。

● host_nameまたは /hに指定した，ホスト名または IPアドレスのノードがシステム構
成に存在しない場合は，指定されたあて先名称でジョブが実行されます。この場合，
ジョブが正常終了してもシステム構成にあて先ノードが存在しないため，リモートイ
ンストールマネージャなどであて先ノードの中断状態を確認することはできません。

● host_nameまたは /hに指定したホスト名または IPアドレスのノードがシステム構成
に複数存在する（ホスト識別子の異なる同名ノードが存在する）場合は，該当するす
べての中継するシステムに対してジョブが実行されます。同名ノードの一部に対して
ジョブを実行したい場合は，実行したいあて先をあて先グループとして登録し，その
あて先グループに対してジョブを実行してください。

JOB_ATTRIBUTEタグの job_folderまたはコマンド引数の /lの指定時には，次のこと
に注意してください。

●ジョブ格納フォルダパスに［ジョブ定義］ウィンドウで定義されていないフォルダを
指定してコマンドを実行した場合，指定されたフォルダが作成されます。作成された
ジョブ格納フォルダは，実行後も削除されないで残ります。使用しない場合は，ジョ
ブが完了したら削除してください。
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4.23　dcmuidi.exe（ユーザインベントリの一括
入力）

CSV形式ファイルから配布管理システムに複数のユーザインベントリを一括して入力す
る dcmuidiコマンドについて説明します。このコマンドは，JP1/NETM/DM Managerの
配布管理システムで実行できます。なお，このコマンドでは，パラメタファイルを使用
しません。

（1） 機能

ローカルホスト上の配布管理システムに接続し，CSV形式ファイルで作成した複数の
ユーザインベントリを一括して入力します。

入力するユーザインベントリは，CSV出力ユティリティまたは dcmcsvuコマンドで，
「ユーザ資産情報」テンプレートを使って出力した CSV形式ファイルを編集して作成し
てください。ファイル形式は，「ユーザ資産情報」テンプレートと同じになります。

CSV形式ファイルの例を次に示します。

コマンドを実行すると，あて先を識別する運用キーとして使用しているホスト名，IPア
ドレス，またはホスト識別子のどれかをキーとして，既存のユーザインベントリと CSV
形式ファイルの内容が比較され，既存のユーザインベントリと一致したホストのユーザ
インベントリだけが入力されます。

したがって，配布管理システムのシステム構成に登録されていないホストのユーザイン
ベントリを新規に入力することはできません。

（2） 形式
dcmuidi.exe /if 入力用のCSV形式ファイル名

（3） 引数 

● /if
入力用の CSV形式ファイル名のフルパスを指定してください。

（4） リターンコード

dcmuidiコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。
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（5） 注意事項

dcmuidiコマンドを使って CSV形式ファイルからユーザインベントリを入力するときの
注意事項を次に示します。

● dcmuidiコマンドを使って CSV形式ファイルからユーザインベントリを一括入力する
前に，実行中の「システム情報の取得」ジョブがないことを確認してください。「シス
テム情報の取得」ジョブの実行中にユーザインベントリを一括入力すると，「システム
情報の取得」ジョブで取得した情報がデータベースに反映されることがあります。

●配布管理システムでユーザインベントリを一括入力した場合，クライアントの情報も
合わせて更新してください。クライアントの情報を更新しないと，「システム情報の取
得」ジョブが実行されたとき，クライアントから収集した情報がデータベースに反映
されてしまいます。

● CSV形式ファイルの入力時，次の事項はチェックされません。
•「選択入力」項目の場合，入力した値が選択項目に含まれていること。
• テキスト入力できる文字を限定している項目の場合，入力を許可されていない文字
が含まれていないこと。

• 必須入力項目の場合，値が入力されていること。
• 階層化された項目の場合，上位項目の選択項目と下位項目の選択項目が，正しく関
連づけられていること。

不適当な値を入力して，クライアント側に転送した場合，クライアントユーザがユー
ザ情報を入力するとき，その項目は空欄になっています。階層化された項目の場合，
上位項目に不適当な値が入力されていたとき，下位項目もすべて空欄になります。

● CSV形式ファイルから不要な情報を削除する場合は，行単位（クライアント単位）で
削除してください。また，ホスト名称，IPアドレス，ホスト識別子の列（項目）を削
除すると，エラーとなります。

コード 意味 対処

0 正常終了した。該当するホストが存在しな
かった。またはユーザインベントリに変更
がなかった。

なし。

2 コマンドの引数に不正な値が指定されてい
る。

コマンドの引数の設定値を確認してください。

3 配布管理システムへの接続またはアクセス
時にエラーが発生した。

配布管理システム，データベースサーバが動
作しているか，またはその設定に誤りがない
か確認してください。

4 入力用の CSV形式ファイルのオープンエ
ラーが発生した。

ファイルのパスを確認してください。

12 そのほかのエラーが発生した。 イベントログを参照してください。
システムエラー，入力用の CSV形式ファイル
に不正なデータが指定された，または処理が
拒否されたなどが考えられます。
136



4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
（6） 実行例

入力用の CSV形式ファイルを C:¥tempフォルダ下に保存した場合，次のように指定し
ます。

dcmuidi.exe /if C:¥temp¥dcmuidi.csv
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4.24　dcmwsus.exe（WSUSの同期実行）

階層化したWSUSと連携している環境で，最上位のWSUSと下位のWSUSを同期させ
る dcmwsusコマンドについて説明します。このコマンドは，JP1/NETM/DM Manager
の配布管理システムで実行できます。なお，このコマンドでは，パラメタファイルを使
用しません。

（1） 機能

このコマンドには，次の三つの機能があります。

●WSUSを同期させる
JP1/NETM/DMが接続する最上位のWSUSから，WSUSコンピュータグループの構
成と更新プログラムの承認状態を，指定した下位のWSUSにコピーします。ただし，
WSUSコンピュータグループにはクライアントは登録されません。
また，同期実行時には，最上位のWSUSでダウンロードされた更新プログラムも，下
位のWSUSに転送されます。

●WSUSコンピュータグループにクライアントを登録する
下位のWSUSで，指定したあて先グループと同名のWSUSコンピュータグループに
クライアントを登録します。指定したあて先グループに含まれるクライアントの内，
コマンドが実行されたWSUSサーバで管理しているクライアントだけが，WSUSコ
ンピュータグループに登録されます。
最上位のWSUSに対してこの機能のコマンドを実行した場合，指定したあて先グルー
プと同名のWSUSコンピュータグループが作成されます。指定したあて先グループ
に，最上位のWSUSサーバで管理するクライアントが含まれている場合は，作成され
たWSUSコンピュータグループに登録されます。

●WSUSコンピュータグループに登録されたクライアントの一覧を出力する
指定したWSUSコンピュータグループに登録されているクライアントの一覧を，指定
したファイルに出力します。

（2） 形式

WSUSを同期させる場合
dcmwsus.exe SYNCHRONIZE /w WSUSサーバのURL
                        /o 実行結果の出力ファイルのフルパス
                        [/u ユーザ名][/p パスワード]

WSUSコンピュータグループにクライアントを登録する場合
dcmwsus.exe GROUP_CREATE /w WSUSサーバのURL
                         /g あて先グループ名
                         /o 実行結果の出力ファイルのフルパス
                         [/u ユーザ名][/p パスワード]

WSUSコンピュータグループに登録されたクライアントの一覧を出力する場合
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dcmwsus.exe CLIENT_LIST   /w WSUSサーバのURL
                          /g WSUSコンピュータグループ名
                          /o 実行結果の出力ファイルのフルパス
                          [/u ユーザ名][/p パスワード]

（3） 引数

● /w
コマンドの実行対象となるWSUSサーバの URLを 127文字以内で指定します。指定
するURLの形式を次に示します。
http://WSUSサーバ名 [:ポート番号 ]/仮想ディレクトリ名

● /o
コマンドの実行結果を出力するファイルのフルパスを指定します。

● /u
WSUSサーバへの接続時に認証が必要な場合に，ユーザ名を指定します。

● /p
WSUSサーバへの接続時に認証が必要な場合に，パスワードを指定します。

● /g
WSUSコンピュータグループにクライアントを登録する場合は，対象となるWSUS
コンピュータグループと同名のあて先グループ名を指定します。
クライアントの一覧を出力する場合は，対象となるWSUSコンピュータグループ名を
指定してください。
なお，WSUSコンピュータグループにクライアントを登録する場合は，「すべてのコ
ンピュータ」および「割り当てられていないコンピュータ」は指定できません。これ
らはデフォルトでWSUSに存在するコンピュータグループです。

（4） 注意事項

● /wオプションで指定したWSUSサーバに接続して，［WSUSコンピュータグループ
の作成］ダイアログボックスおよび［更新プログラムの承認設定］ダイアログボック
スを操作しているときは，そのWSUSに対して dcmwsusコマンドによる同期とクラ
イアントの登録は実行できません。

● dcmwsusコマンドが実行中のWSUSに対しては，dcmwsusコマンドによる同期とク
ライアントの登録は実行できません。

●WSUSサーバでは，WSUSコンピュータグループ名の全角と半角，およびひらがな
とかたかなの違いが区別されないことがあります（例：「ぐるーぷ」（ひらがな）と
「グループ」（全角かたかな）が同じグループ名として扱われてしまう）。そのため，こ
のような組み合わせとなる，あて先グループとWSUSコンピュータグループがある場
合，そのWSUSコンピュータグループへのクライアントの登録は実行されません。

●下位のWSUSに対して GROUP_CREATEを指定して dcmwsusコマンドを実行する
場合，事前に SYNCHRONIZEを指定した dcmwsusコマンドを実行して，最上位の
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WSUSとの同期を実行しておいてください。

●同期を実行しても下位のWSUSにWSUSコンピュータグループが作成されない場合
は，最上位のWSUSの障害やネットワーク障害などが発生しているおそれがありま
す。次の点を確認して，対処してください。
• 最上位のWSUSサーバの起動状態
• 最上位のWSUSサーバでの障害の有無
• 下位のWSUSでの上位WSUSの指定
• WSUSサーバ間のネットワークの状態

●最上位のWSUSから転送されていない更新プログラムが蓄積しないように，WSUS
の同期は定期的に実行してください。
上位サーバからダウンロードされていない更新プログラムが大量にあると，同期実行
時に大量の更新プログラムがダウンロードされ，コマンドの完了に時間が掛かるおそ
れがあります。

●同期の実行中に再度同期を実行した場合，コマンドは正常終了しますが，同期を実行
したタイミングによっては，WSUSコンピュータグループの構成と，更新プログラム
の承認設定がコピーされないことがあります。

（5） リターンコード

dcmwsusコマンド実行時のリターンコードを次の表に示します。

コード 意味 対処

0 正常終了した。 なし。

2 コマンドの引数に不正な値が指定されてい
る。

コマンドの引数の設定値を確認してください。

3 指定したWSUSサーバ（WSUS連携機能）
に接続できなかった。

WSUSサーバおよびWSUS連携機能の状態
に問題がないか，次の点を確認してください。
• WSUSサーバの URLに誤りがないか
• WSUSサーバの起動状態は問題ないか
• WSUSサーバに障害は発生していないか
•「WSUS連携機能」がインストールされて
いるか

• Microsoft .Net Frameworksの設定は正し
いか

• Microsoft .Net Frameworksのバージョン
は正しいか

• WSUSサーバ間のネットワークの状態は正
常か

4 結果出力ファイルをオープンできない。 結果出力ファイルの指定を確認してください。
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（6） 実行例

WSUSを同期させる場合，WSUSコンピュータグループにクライアントを登録する場
合，およびWSUSコンピュータグループに登録されたクライアントの一覧を出力する場
合の実行例を次に示します。

WSUSを同期させる場合
dcmwsus.exe SYNCHRONIZE /w http://wssrv001:80/netmWS /o 
C:¥temp¥wsussync.txt

WSUSコンピュータグループにクライアントを登録する場合
dcmwsus.exe GROUP_CREATE /w http://wssrv001:80/netmWS /g グループ
1 /o C:¥temp¥wsuscreate.txt

WSUSコンピュータグループに登録されたクライアントの一覧を出力する場合
dcmwsus.exe CLIENT_LIST /w http://wssrv001:80/netmWS /o 
C:¥temp¥wsuscltlist.txt

5 処理中にWSUSサーバ（WSUS連携機能）
との通信エラーが発生した。

WSUSサーバの状態に問題がないか，次の点
を確認してください。
• WSUSサーバの起動状態は問題ないか
• WSUSサーバに障害は発生していないか
• WSUSサーバ間のネットワークの状態は正
常か

6 指定したグループが存在しない，または使
用できない文字が含まれている，もしくは
指定できる文字数の最大長を超えている。

引数に指定したグループ名を確認してくださ
い。

7 コンピュータグループが作成されていない。 最上位のWSUSに，WSUSコンピュータグ
ループが作成されているかを確認してくださ
い。作成されている場合は同期を実行してく
ださい。作成されていない場合は，最上位の
WSUSにWSUSコンピュータグループを作
成したあと，同期を実行してください。
その後，しばらく待ってからコマンドを再実
行してください。

8 WSUSサーバでエラーが発生した。 結果出力ファイルを参照してください。

12 その他のエラーが発生した。 イベントログを参照してください。

13 ユーザ名またはパスワードに誤りがある。 ユーザ名またはパスワードの指定を確認して
ください。

15 ほかのプロセスがWSUSサーバに対して処
理を実行中。

しばらく待ってからコマンドを再実行してく
ださい。

コード 意味 対処
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4.25　パラメタファイルの作成
パラメタファイルには，コマンド実行時に必要な情報（配布するパッケージやあて先な
どの情報）を記述します。この情報をタグといいます。実行するコマンドの種類に応じ
て，必要なタグをパラメタファイルに記述する必要があります。

4.25.1　タグの種類
タグの種類および記述内容を次の表に示します。

表 4-22　タグの種類

4.25.2　パラメタファイルの形式
パラメタファイルには，複数のタグを記述できます。パラメタファイルの形式を次の図
に示します。

項番 タグ 内容

1 FILE_COLLECTION リモートコレクトするファイルの指定

2 FILE_PROPERTIES ファイルアクセス権の復元の指定

3 INSTALLATION_METHOD インストールモードの指定

4 JOB_ATTRIBUTE ジョブの属性の設定

5 JOB_CLIENT_CONTROL クライアント制御の指定

6 JOB_DESTINATION ジョブのあて先（ホスト，あて先グループまたは
ディレクトリ情報）の指定

7 JOB_DESTINATION_ID ジョブのあて先（ID）の指定

8 JOB_SCHEDULE ジョブのスケジュールの指定

9 JOB_SPLIT_DELIVERY パッケージの分割配布の指定

10 OPTION オプションの指定

11 OUTPUT_CONSTRAINTS 出力する情報の設定

12 PACKAGING_INFORMATION パッケージ属性情報の設定

13 PACKAGING_SOURCE パッケージングするファイルの指定

14 SCHEDULE リモートインストール，リモートコレクトのスケ
ジュールの指定

15 SCRIPTS インストールスクリプトの指定

16 SOFTWARE_CONDITIONS ソフトウェア条件の指定

17 SYSTEM_CONDITIONS システム条件の指定

18 USER_PROGRAM_INSTALLATION_
CONDITIONS

外部プログラムの指定
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図 4-5　パラメタファイルの形式

タグは，複数のステートメントで構成されます。ステートメントとは，左辺に各設定情
報を表すパラメタを記述し，右辺に対応する設定値を記述したものです。

パラメタファイル作成の規則，および注意事項を次に示します。

• 1行に複数のステートメントを記述できません。
• 1ステートメントを複数行にわたって記述できません。
•「{」および「}」は，データの区切り文字として扱われるため，それ以外の記述に使用
しないでください。

• 1行の長さは 4,096バイト以下です。
• コメントを記述する場合は，コメントの先頭に「*」を付けてください。空行，コメン
トだけの行は無視されます。

• タグの名称は大文字の英字および「_」で記述してください。また，パラメタの名称は
小文字の英字および「_」で記述してください。

• 一つのパラメタファイルに，順不同に必要なタグを記述できます。ただし，同じ名称
のタグを二つ以上記述するとファイル形式のエラー（リターンコード「1」）となりま
す。

• JOB_DESTINATIONタグと JOB_DESTINATION_IDタグは同時に指定できませ
ん。

• SCRIPTSタグを指定した場合，dcmpackコマンドは，SOFTWARE_CONDITIONS
タグ，USER_PROGRAM_INSTALLATION_CONDITIONSタグ，および
SYSTEM_CONDITIONSタグに指定された値を無視します。

4.25.3　タグの指定方法
パラメタファイルでのタグの指定方法について次に説明します。

なお，dcmcollコマンド，dcmcsvuコマンド，dcminstコマンド，dcmpackコマンド，
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dcmpkgetコマンド，dcmrmgenコマンド，dcmstswコマンド，および dcmsuspコマン
ドでは，パラメタファイルで指定する内容をコマンドの引数でも指定できます。ここで
は，パラメタと引数との対応もあわせて示します。引数で指定する場合の記述規則はパ
ラメタでの記述規則と同じですが，引数で指定する場合に固有の規則もあります。引数
固有の入力規則については「4.2.4　コマンドの入力形式」を参照してください。

パラメタまたはコマンドの引数には予約語を使用できます。予約語の使用方法の詳細に
ついては「4.26　予約語の指定方法」を参照してください。

4.25.4　FILE_COLLECTION（収集するファイルの指定）
FILE_COLLECTIONタグでは，収集するファイルや収集したファイルの格納先ディレ
クトリなどを指定します。このタグは，dcmcollコマンドで使用します。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

（1） 形式
FILE_COLLECTION{
source_path=収集するファイルまたはフォルダ
dmz_path=収集後の格納先フォルダ
unarc_path=復元後の格納先フォルダ
}

（2） 説明

● source_path=収集するファイルまたはフォルダ
収集するファイルまたはフォルダを，256バイト以下のフルパスで指定します。
複数のファイルまたはフォルダを指定する場合は，各パスを「;」で区切るか，
source_pathを複数記述してください。source_pathは 100個まで指定できます。
指定値にスペースを含めることもできますが，「;」の前後にスペースを指定するとリ
ターンコード「2」のエラーとなります。また，指定値を「"」で囲って指定しないで
ください。ただし，コマンドの引数で指定する場合は，スペースを含む指定値は「"」
で囲んでください。

● dmz_path=収集後の格納先フォルダ
ファイルを収集する場合（dcmcollコマンドの処理キーが「NETM_COLLECT」の場
合）は，収集したファイルまたはフォルダの格納先を，256バイト以下のフルパスで
指定します。パスは 1個だけ指定できます。
アーカイブファイルを復元する場合（dcmcollコマンドの処理キーが

パラメタ 内容 コマンドの引数

source_path 収集対象ファイル名 /y 収集対象ファイル名

dmz_path 収集後の格納先フォルダ /z 収集後の格納先フォルダ

unarc_path 復元後の格納先フォルダ /r 復元後の格納先フォルダ
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「NETM_UNARC」の場合）は，復元するアーカイブファイル（拡張子が「dmz」の
ファイル）またはアーカイブファイルが格納されたフォルダを，256バイト以下のフ
ルパスで指定します。この場合は，ファイルまたはフォルダを複数指定できます。各
パスを「;」で区切るか，dmz_pathを複数記述してください。

● unarc_path=復元後の格納先フォルダ
アーカイブファイルを復元する場合（dcmcollコマンドの処理キーが
「NETM_UNARC」の場合）に，復元したファイルまたはフォルダの格納先を，ドラ
イブからの 256バイト以下のパスで指定します。パスは 1個だけ指定できます。

4.25.5　FILE_PROPERTIES（ファイルアクセス権の復元の
指定）

FILE_PROPERTIESタグでは，リモートインストールしたファイルまたはディレクト
リのアクセス権を復元するかどうかを指定します。このタグは，dcmpackコマンドで使
用します。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

（1） 形式
FILE_PROPERTIES{
permission=ファイルアクセス権の復元
}

（2） 説明

● permission=ファイルアクセス権の復元
インストールしたファイルまたはディレクトリのアクセス権を復元するかどうかを次
のどちらかで指定します。
• S
パッケージング元のアクセス権がインストール先に復元されます。

• T
アクセス権を復元しません。インストール先ディレクトリのアクセス権に合わせて
ファイルが作成されます。

コマンドの引数で指定する場合は，「/q」の直後に「Y」または「N」を指定します。
デフォルトは「Y」（復元する）です。UNIXのクライアントへ配布する場合は，「N」
（復元しない）を指定してください。

パラメタ 内容 コマンドの引数

permission ファイルアクセス権の復元 /qYまたは /qN
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4.25.6　INSTALLATION_METHOD（インストールモードの指
定）

INSTALLATION_METHODタグでは，インストールモードを指定します。

このタグは，dcmpackコマンドで使用します。指定できるパラメタ，およびコマンドの
引数との対応を次の表に示します。

（1） 形式
INSTALLATION_METHOD{
installation_mode=インストールモード
}

（2） 説明

● installation_mode=インストールモード
パッケージのインストールモードを指定します。コマンドの引数で指定する場合は，
「/m」の直後に「G」または「B」を指定します。デフォルトは「B」（バックグラウン
ドインストールモード）です。
• G（GUIインストールモード）
特別なインストーラ（対話形式のインストーラなど）を使用するインストールモー
ドです。インストーラが GUIを持たなくても，グラフィックデバイスインタフェー
ス APIを使っている場合は，このモードを使用します。
クライアントがWindows NTの場合，クライアントをインストールしたユーザがロ
グオンしていないとリモートインストールされません。ただし，クライアントが
「一般ユーザ権限でのインストール機能」を使用している場合はインストールできま
す。「一般ユーザ権限でのインストール機能」については，マニュアル「運用ガイド
1」の「11.2.3　Windows NTの一般ユーザ権限でのインストール」を参照してくだ
さい。

• B（バックグラウンドインストールモード）
特別なインストーラを使用しないインストールモードです。ファイルのコピーだけ
でインストールが完了する場合に適用します。クライアントをインストールした
ユーザがログオンしていなくても，Windows NTが起動していればリモートインス
トールされます。

4.25.7　JOB_ATTRIBUTE（ジョブの属性設定）
JOB_ATTRIBUTEタグでは，ジョブの属性を指定します。このタグは，dcmcollコマン
ド，dcminstコマンド，dcmjbrmコマンド，dcmjexeコマンド，dcmrmgenコマンド，
dcmrtryコマンド，dcmstatコマンド，dcmstswコマンド，および dcmsuspコマンドで

パラメタ 内容 コマンドの引数

installation_mode インストールモード /mBまたは /mG
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使用します。

指定できるパラメタの内容，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

（1） 形式
JOB_ATTRIBUTE{
job_generator=ジョブ名称
jobno=ジョブ番号
job_folder=ジョブ格納フォルダパス
unsuspended=中断中の配布の有無
}

（2） 説明

● job_generator =ジョブ名称
配布管理システムで定義されたジョブの名称を指定します。省略すると「（dcmcollコ
マンド，dcminstコマンド，または dcmsuspコマンドの）処理キー＋実行日時」が仮
定されます。
dcmjexeコマンドでは必ず指定してください。

● jobno=ジョブ番号
配布管理システムが自動的に割り当てるジョブの識別子です。

● job_folder=ジョブ格納フォルダパス
配布管理システムのフォルダ名を指定します。ルートを示す「¥」で始めます。フォ
ルダが階層になっている場合は，「¥」で区切って指定してください。4階層まで指定
できます。
フォルダ名の指定例を次に示します。
　
job_folder=¥folder1¥folder2¥folder3¥folder
　

省略した場合，ルートフォルダから指定されたジョブ名称を検索し，最初に見つけた
ジョブを処理の対象とします。同じ名称のジョブが異なるフォルダに複数ある場合は，
ジョブが保存されているフォルダ名を指定してください。
なお，dcmcollコマンドまたは dcminstコマンドで，複数のパラメタファイルを使用
する場合は，異なるパラメタファイルに同じフォルダ名が含まれないように指定して
ください。例えば，次のように指定しないでください。
• パラメタファイル Aの指定
job_folder=¥folder1¥folder2¥folder3

パラメタ 内容 コマンドの引数

job_generator ジョブ名称 /j ジョブ名称

jobno ジョブ番号 /jn ジョブ番号

job_folder ジョブ格納フォルダパス /l ジョブ格納フォルダパス

unsuspended 中断中の配布の有無 /uns 中断中の配布の有無
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• パラメタファイル Bの指定
job_folder=¥folder1¥folder2

● unsuspended=中断中の配布の有無
ファイル転送の中断中でも配布するかどうかを「Y」または「N」で指定します。

Y
ファイル転送の中断中でもパッケージを配布します。

N
ファイル転送の中断中の場合は，配布を中断します。

このパラメタを指定しない場合は，「N」が自動的に設定されます。
なお，このパラメタは dcminstコマンドだけで指定できます。dcminstコマンド以外
で指定すると，エラーになります。

（3） 指定できる予約語

このタグで指定できる予約語は，次に示す実行するコマンドの種類によって異なります。

dcmcollコマンドで指定できる予約語
¥CY，¥CM，¥CD，¥CH，¥CN，¥CS，¥HOST，¥GROUP，¥ZDIR

dcminstコマンドで指定できる予約語
¥CY，¥CM，¥CD，¥CH，¥CN，¥CS，¥VERSION，¥HOST，¥GROUP，¥DSTID，
¥PKGID

dcmsuspコマンドで指定できる予約語
¥CY，¥CM，¥CD，¥CH，¥CN，¥CS，¥HOST，¥GROUP，¥DSTID

4.25.8　JOB_CLIENT_CONTROL（クライアント制御の指
定）

JOB_CLIENT_CONTROLタグでは，クライアントの制御を指定します。このタグは，
dcminstコマンドでだけ使用します。ほかのコマンドでは，指定しても無視されます。

指定できるパラメタの内容，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

（1） 形式
JOB_CLIENT_CONTROL {
client_wake_up=クライアントの起動の有無
client_shutdown=クライアントのシャットダウンの有無
}

パラメタ 内容 コマンドの引数

client_wake_up クライアントの起動の有無 /WWU

client_shutdown クライアントのシャットダウンの有
無

/WUS
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（2） 説明

● client_wake_up=クライアントの起動の有無
クライアントを起動するかどうかを「Y」または「N」で指定します。

Y
クライアントを起動します。

N
クライアントを起動しません。

このパラメタを指定しない場合は，「N」が自動的に設定されます。

● client_shutdown=クライアントのシャットダウンの有無
クライアントをシャットダウンするかどうかを「Y」または「N」で指定します。

Y
クライアントをシャットダウンします。

N
クライアントをシャットダウンしません。

このパラメタを指定しない場合は，「N」が自動的に設定されます。

4.25.9　JOB_DESTINATION（あて先の指定）
JOB_DESTINATIONタグでは，ジョブのあて先を指定します。このタグは，dcmcoll
コマンド，dcminstコマンド，および dcmsuspコマンドで使用します。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

（凡例）　－：コマンドの引数では指定できない

注※ 1
dcmsuspコマンドでは使用できません。

注※ 2
groupおよび host_nameと directory_comおよび directory_ouは同時に指定できません。ただ
し，groupと host_nameは片方だけでも，両方同時に指定してもかまいません。また，
directory_comと directory_ouは片方だけでも，両方同時に指定してもかまいません。

パラメタ 内容 コマンドの引数

directory_com※ 1※ 2 ディレクトリ情報（コンピュータの
階層）

/dc コンピュータの階層

directory_ou※ 1※ 2 ディレクトリ情報（組織単位（OU）
の階層）

/do 組織単位（OU）の階層

group※ 2 あて先グループ名 /g あて先グループ名

host_name※ 2 ホスト名 /h ホスト名

lower_clients すべてのあて先指定の有無  －
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（1） 形式
JOB_DESTINATION{
directory_com=コンピュータの階層
directory_ou=組織単位（OU）の階層
group=あて先グループ名
host_name=ホスト名
lower_clients=すべてのあて先指定の有無
}

（2） 説明

● directory_com=コンピュータの階層
配布管理システムで取得したディレクトリ情報のコンピュータの階層を指定します。
コンピュータの階層の指定例を次に示します。
　
directory_com=CN=COM001,OU=Hitachi,DC=Domain001,DC=xx,DC=jp　

複数のコンピュータの階層を指定する場合は，コンピュータの階層を「;」で区切って
ください。「directory_com」を複数行記述して，複数のコンピュータの階層を指定

することもできます。directory_comは directory_ouとの合計で 200個まで指定でき
ます。

● directory_ou=組織単位（OU）の階層
配布管理システムで取得したディレクトリ情報の組織単位（OU）の階層を指定しま
す。組織単位（OU）の階層の指定例を次に示します。
　
directory_ou=OU=Hitachi,DC=Domain001,DC=xx,DC=jp
　

複数の組織単位（OU）の階層を指定する場合は，組織単位（OU）階層を「;」で区
切ってください。「directory_ou」を複数行記述して，複数の組織単位（OU）階層
を指定することもできます。directory_ouは，directory_comとの合計で 200個まで
指定できます。

● group=あて先グループ名
配布管理システムで定義されたあて先グループ名を，ルートからのパスで指定します。
あて先グループ名の指定例を次に示します。
　
group=¥group1¥group2¥group
　

複数のあて先グループ名を指定する場合は，あて先グループ名を「;」で区切ってくだ
さい。「group=」を複数行記述して，複数のあて先グループ名を指定することもでき

ます。groupは，host_nameとの合計で 200個まで指定できます。

● host_name=ホスト名
配布管理システムで定義されたクライアントのホスト名を指定します。ホスト識別子
を使用しない場合は，あて先のクライアントのホスト名だけを指定してもジョブは実
行されます。ホスト識別子を使用する場合は，あて先を対象のクライアントまでの経
路で指定してください。
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ホスト識別子の使用の有無に関係なく，あて先を対象のクライアントまでの経路で指
定する場合は，次に示すように「¥」で始め，中継システムを「¥」で区切って指定し
てください。
 
host_name=¥Submanager1¥Submanager2¥Submanager3¥host1
 

また，あて先として中継システムを指定するジョブで，あて先の経路を指定する場合
は，次に示すように経路とあて先の両方に中継システムの名称を指定してください。
　
host_name=¥Submanager1¥Submanager1
　

複数のホストを指定する場合は，ホスト名を「;」で区切って指定してください。
「host_name=」を複数行記述して，複数のホスト名を指定することもできます。

host_nameは，groupとの合計で 200個まで指定できます。
なお，クライアントを IPアドレスで管理している場合は，IPアドレスを指定してく
ださい。
lower_clientsパラメタに「Y」を指定する場合，host_nameパラメタには，中継マ
ネージャを指定します。

● lower_clients=すべてのあて先指定の有無
中継マネージャ配下のすべてのクライアントをあて先とするかどうかを「Y」または
「N」で指定します。

Y
host_nameで指定した中継マネージャ配下のすべてのクライアントをあて先とし
ます。
host_nameには複数のホストを指定できますが，中継マネージャ以外は指定でき
ません。また，groupを指定しても無視されます。

N
host_nameに指定したホスト，および groupに指定したあて先グループをジョブ
のあて先とします。

このパラメタを指定しない場合は，「N」が自動的に設定されます。
このパラメタは，dcminstコマンド以外は，指定しても無視されます。また，JP1/
NETM/DM Client（中継システム）で指定した場合も無視されます。

（3） 注意事項

● JOB_DESTINATIONタグは，JOB_DESTINATION_IDタグと同時に指定できませ
ん。コマンドの引数で指定する場合も，/hおよび /gは，/Xと同時に指定できません。

●ホスト識別子を使用し，運用キーをホスト名にしている場合，以下のときは，
host_nameパラメタを使用できません。
• セットアップの［運用キー］パネルで，アドレス解決の方法を「Windowsネット
ワークを使用する」に設定しているが，アドレス解決に失敗する。
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• セットアップの［運用キー］パネルで，アドレス解決の方法を「JP1/NETM/DMの
システム構成を使用する」に設定している。

4.25.10　JOB_DESTINATION_ID（IDの指定）
JOB_DESTINATION_IDタグでは，ジョブのあて先として ID名を指定します。このタ
グは，dcmcollコマンド，dcminstコマンド，および dcmsuspコマンドで使用します。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

（1） 形式
JOB_DESTINATION_ID{
destination_id=ID名
}

（2） 説明

● destination_id=ID名
作成済みの ID名を指定します。ID管理中継を指定して，IDジョブを実行する中継シ
ステムを限定することもできます。ID管理中継を指定する場合は，「¥」で始めてく
ださい。ID名は，「¥」で始め，ID名の前には「%」を付けてください。
なお，ID管理中継を指定しない場合は，IDに登録されたすべての ID管理中継でジョ
ブが実行されます。
ID名の指定例を次に示します。
　
destination_id=¥dmp202¥%ID0001
　

なお，ID管理中継名は，各 ID管理中継の運用キーに従って指定してください。例え
ば，上位の ID管理中継の運用キーがホスト名，下位の ID管理中継の運用キーが IP
アドレスの場合は，「¥ホスト名 ¥IPアドレス ¥%ID名」のように指定します。
複数の IDを指定する場合は，ID名を「;」で区切って指定してください。
「destination_id=」を複数行記述して，複数の IDを指定することもできます。IDは
200個まで指定できます。

（3） 注意事項

● JOB_DESTINATION_IDタグは，JOB_DESTINATIONタグと同時に指定できませ
ん。コマンドの引数で指定する場合も，/Xは，/hおよび /gと同時に指定できません。

● dcmcollコマンドおよび dcmsuspコマンドでパラメタファイルを使用する場合，ID
管理中継は指定できません。ID管理中継を指定してこれらのコマンドを実行した場
合，エラーになります。

パラメタ 内容 コマンドの引数

destination_id ID名 /X ID名
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● ID管理中継を指定する場合，あて先の長さは ID名を含めて 256バイト以内にしてく
ださい。

●存在しない中継システムを指定してコマンドを実行した場合，ジョブは作成されます
が，実行されません。

4.25.11　JOB_SCHEDULE（ジョブのスケジュールの指定）
JOB_SCHEDULEタグでは，ジョブの登録日時，実行日時，および実行期限のスケ
ジュールを指定します。このタグは，dcmcollコマンド，dcminstコマンド，dcmjexeコ
マンド，および dcmsuspコマンドで使用します。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

（1） 形式
JOB_SCHEDULE{
job_entry_date=ジョブの登録日時
job_execution_date=ジョブの実行日時
job_expiration_date=ジョブの実行期限
}

（2） 説明

● job_entry_date=ジョブの登録日時
ジョブの登録日時を「YYMMDDhh:mm」の形式で指定します。
YY ：西暦年の下 2けた（00～ 36，70～ 99）
MM ：月（01～ 12）
DD ：日（01～ 31）
hh ：時（00～ 23）
mm ：分（00～ 59）
このパラメタを省略するとジョブの登録日時はコマンド実行時の日時になります。

● job_execution_date=ジョブの実行日時
ジョブの実行日時を「YYMMDDhh:mm」の形式で指定します。
ジョブの実行日時の値は job_entry_dateと同じ形式です。
省略した場合，ジョブが即時実行されます。なお，このパラメタを省略できるのは，
job_entry_dateおよび job_expiration_dateの両方を省略した場合だけです。

● job_expiration_date=ジョブの実行期限
ジョブの実行期限を「YYMMDDhh:mm」の形式で指定します。

パラメタ 内容 コマンドの引数

job_entry_date ジョブの登録日時 /jst 値

job_execution_date ジョブの実行日時 /jsx 値

job_expiration_date ジョブの実行期限 /jsp 値
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ジョブの実行期限の値は job_entry_dateと同じ形式です。
省略した場合，ジョブの実行期限は無期限になります。

（3） 注意事項

● job_execution_date，job_entry_date，job_expiration_dateの指定値は次の条件を満
たさない場合，エラーになります。

●ジョブの登録日時，実行日時，または実行期限を指定した場合，サーバでジョブ定義
が保存されます。保存されたジョブ定義をジョブが作成される前（指定した登録日時
以前）に削除するとジョブを作成できなくなります。

●ジョブの登録日時，実行日時，または実行期限を指定した場合，存在しないあて先，
あて先グループ，または IDを指定してもコマンドは正常終了しますが，ジョブは実
行されません。

●西暦年の下 2けたの指定は次の意味になります。
70～ 99：1900年代
00～ 36：2000年代

4.25.12　JOB_SPLIT_DELIVERY（パッケージの分割配布の
指定）

JOB_SPLIT_DELIVERYタグでは，パッケージの分割配布を指定します。このタグは，
dcminstコマンドだけで使用します。ほかのコマンドでは，指定しても無視されます。

指定できるパラメタの内容，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

（1） 形式
JOB_SPLIT_DELIVERY {
split_size=分割サイズ
wait_time=転送休止時間
}

（2） 説明

● split_size=分割サイズ

パラメタ 内容 コマンドの引数

split_size 分割サイズ /sds 値

wait_time 転送休止時間 /sdt 値
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パッケージの分割サイズを 1～ 2,097,151の範囲で指定します。単位はキロバイトで
す。このパラメタを省略した場合は，1,024キロバイトが設定されます。

● wait_time=転送休止時間
分割配布の転送休止時間を 1～ 1,440の範囲で指定します。単位は分です。このパラ
メタを省略した場合は，60分が設定されます。

4.25.13　OPTION（オプションの指定）
OPTIONタグでは，リモートインストール時のオプションを指定します。このタグは，
dcmcollコマンドおよび dcmpackコマンドで使用します。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

（1） 形式
OPTION{
compress=圧縮の有無
compress_type=圧縮方法
restore=バージョンアップ時リストア対象の有無
encipher=暗号化の有無
reboot=インストール後のコンピュータ再起動
processing_dialog=インストール時の処理中ダイアログの表示
}

（2） 説明

● compress=圧縮の有無
dcmpackコマンドで使用する場合はソフトウェアを圧縮してパッケージングするかど
うか，また dcmcollコマンドで使用する場合はファイルを圧縮して収集するかどうか
を「Y」または「N」で指定します。
コマンドの引数で指定する場合は，「/u」の直後に「Y」または「N」を指定します。
このパラメタを指定しない場合は，「N」（圧縮しない）が自動的に設定されます。
• Y
パッケージング時またはファイル収集時に，パッケージまたはファイルを圧縮しま

パラメタ 内容 コマンドの引数

compress 圧縮の有無 /uYまたは /uN

compress_type 圧縮方法 /ctNまたは /ctH

restore バージョンアップ時のリストア対象
の有無

/RYまたは /RN

encipher 暗号化の有無 /encYまたは /encN

reboot インストール後のコンピュータ再起
動

/reboot

processing_dialog インストール時の処理中ダイアログ
の表示

/procS，/procY，または /
procN
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す。
圧縮されたパッケージは，リモートインストール時に自動的に伸長されます。パッ
ケージを圧縮するとファイル転送は速くなります。また，キャビネット上でパッ
ケージを保管するための容量を節約できます。ただし，パッケージング時やリモー
トインストール時に，圧縮・伸長処理のための時間が掛かります。

• N
パッケージング時またはファイル収集時に，パッケージまたはファイルを圧縮しま
せん。

● compress_type=圧縮方法
dcmpackコマンドの場合，圧縮方法を「N」（互換モード圧縮）または「H」（高圧縮）
で指定します。dcmcollコマンドでは指定できません。
コマンドの引数で指定する場合は，「/ct」の直後に「N」または「H」を指定します。
このパラメタを指定しない場合は，「N」（互換モード圧縮）が自動的に設定されます。
• N
互換モード圧縮でファイルを圧縮します。05-22以前のバージョンのクライアント，
および UNIXのクライアントにも配布できます。

• H
高圧縮でファイルを圧縮します。互換モード圧縮より，パッケージ容量を削減して
圧縮できます。05-23以降のバージョンの，Windowsのクライアントに配布すると
き使用します。05-22以前のバージョンのクライアント，およびUNIXのクライア
ントには配布できません。
05-22以前のシステムおよびUNIXのシステムを使用する場合の注意事項は，マ
ニュアル「運用ガイド 1」の「2.2.8　［オプション］パネル」を参照してください。

● restore=バージョンアップ時リストア対象の有無
バージョンアップ時にリストア対象とするかどうかを「Y」または「N」で指定しま
す。dcmcollコマンドでは指定できません。
コマンドの引数で指定する場合は，「/R」の直後に「Y」または「N」を指定します。
このパラメタを指定しない場合は，「N」（リストア対象としない）が自動的に設定さ
れます。
• Y
バージョンアップ時にリストア対象とします。ソフトウェアのバージョンアップ時
に，リモートインストール先にある前バージョンのバックアップが取得されます。
そして，リモートインストールが失敗したときには，バックアップを基に前バー
ジョンのソフトウェアが復元されます。

• N
バージョンアップ時にリストア対象としません。

● encipher=暗号化の有無
パッケージを登録する場合に，パッケージを暗号化するかどうかを「Y」または「N」
で指定します。dcmcollコマンドでは指定できません。また，暗号化を指定するには，
JP1/NETM/DM Encryption Optionのインストールが必要です。
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コマンドの引数で指定する場合は，「/enc」の直後に「Y」または「N」を指定します。
このパラメタを指定しない場合は，「N」（暗号化しない）が自動的に設定されます。

● reboot=インストール後のコンピュータ再起動
パッケージのインストール後にクライアントのコンピュータを自動的に再起動させる
かどうかを，「Y」または「N」で指定します。dcmcollコマンドでは指定できません。
このパラメタを指定しない場合は，「N」（再起動させない）が自動的に設定されます
• Y
パッケージのインストール後に，クライアントで再起動の確認ダイアログボックス
が表示されます。クライアントで［OK］ボタンをクリックすると，再起動が開始さ
れます。

• N
パッケージのインストール後に，クライアントのコンピュータを再起動させません。

コマンドの引数で指定する場合，再起動させる場合は「/reboot」を指定し，再起動さ
せない場合は省略します。
自動的に再起動できるコンピュータは，クライアントだけです。クライアントを自動
的に再起動させるためには，クライアントのセットアップで［ジョブオプション］パ
ネルの「運用管理者の指示でコンピュータをシャットダウンまたは再起動する」
チェックボックスがオンになっている必要があります。
中継マネージャおよび中継システムでは，インストールしたパッケージに再起動が指
定されていても自動的には再起動できません。
コンピュータを自動的に再起動させる場合の注意事項と，自動的な再起動ができない
場合については，マニュアル「運用ガイド 1」の「2.2.8　［オプション］パネル」を参
照してください。

● processing_dialog=インストール時の処理中ダイアログの表示
パッケージのインストール時にクライアントで処理中ダイアログを表示させるかどう
かを，「SETUP」，「Y」，または「N」で指定します。対象となるのは，ダウンロード
中ダイアログとインストール中ダイアログです。dcmcollコマンドでは指定できませ
ん。
コマンドの引数で指定する場合は，「/proc」の直後に「S」，「Y」，または「N」を指定
します。このパラメタを指定しない場合は，「SETUP」（クライアントの設定に従う）
が自動的に設定されます（コマンドの引数の場合は「/procS」）。
• SETUP
クライアント側でセットアップの［処理中ダイアログ］パネルに設定した内容に
従って，処理中ダイアログの動作を決定します。ダウンロード中ダイアログとイン
ストール中ダイアログで設定が異なる場合も，［処理中ダイアログ］パネルの設定ど
おり表示します。

• Y
クライアント側でセットアップの［処理中ダイアログ］パネルに設定した内容に関
係なく，ダウンロード中ダイアログとインストール中ダイアログを表示します。

• N
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クライアント側でセットアップの［処理中ダイアログ］パネルに設定した内容に関
係なく，ダウンロード中ダイアログとインストール中ダイアログを非表示にします。

「processing_dialog」パラメタとクライアントセットアップの［処理中ダイアログ］
パネルをそれぞれ設定したときの，処理中ダイアログ表示の有無を次の表に示します。

（凡例）　○：対象ダイアログを表示する　－：対象ダイアログを表示しない

処理中ダイアログの表示についての注意事項を次に示します。
• 06-71以前のWindowsクライアントでは，パッケージに処理中ダイアログの表示を
指定しても無視されます。

• パッケージに処理中ダイアログの表示を指定した場合，インストール中ダイアログ
を最前面表示するかどうかはクライアントセットアップの設定に従います（非活性
の場合も有効です）。

4.25.14　OUTPUT_CONSTRAINTS（出力する情報の設定）
OUTPUT_CONSTRAINTSタグでは，出力する情報の内容と出力範囲を指定します。
OUTPUT_CONSTRAINTSタグは dcmcsvuコマンドで使用します。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

（凡例）　－：コマンドの引数では指定できない

出力する情報は，JP1/NETM/DMが提供するテンプレートを使って指定します。このテ
ンプレートは，CSV出力ユティリティで使用するテンプレートと同じです。指定したテ
ンプレートに含まれる項目（テンプレート中の列）について，情報が出力されます。ま
た，テンプレートによっては，次の操作もできます。

• 指定した項目の情報だけを出力する（CSV形式ファイルで出力する場合だけ有効）。
• 項目の比較条件式やホストの所属グループを指定して，出力する情報を絞り込む。

クライアントセットアップの［処理
中ダイアログ］パネルの設定

パッケージの「processing_dialog」パラメタの設定

SETUP Y N

表示する ○ ○ －

表示しない － ○ －

パラメタ 内容 コマンドの引数

template 出力に使用するテンプレート テンプレートキー

format 出力ファイルの形式 /csvまたは /par

row 出力したい項目（列） －

group_membership 所属グループ －

condition 比較条件 －
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（1） 形式
OUTPUT_CONSTRAINTS{
template = 出力に使用するテンプレート
format = 出力ファイルの形式（csvまたはpar）
row = 出力したい項目（列）
group_membership = 所属グループ
condition = 比較条件
}

（2） 説明

● template=出力に使用するテンプレート
出力したい内容のテンプレートの，テンプレートキーを一つ指定します。各テンプ
レートで出力できる項目は，CSV出力ユティリティで CSV形式ファイルを出力する
場合と同じです。詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」の「9.1.1　CSV形式
ファイルに出力できる項目」を参照してください。
CSV形式ファイルで出力する場合は全テンプレートを指定できますが，パラメタファ
イル形式で出力する場合は，指定できるテンプレートが限られます。出力ファイル形
式と指定できるテンプレートの対応を次の表に示します。

表 4-23　出力ファイル形式と指定できるテンプレート

テンプレート
キー

対応するテンプレート CSV形式ファイルで出
力する場合

パラメタファイル形式
で出力する場合

HOST_ATTR あて先属性 ○ ○※

PKG_INFO パッケージ属性 ○ ○

PKG_FILES パッケージ内容 ○ ×

SYS_INFO システム情報 ○ ×

USR_INV ユーザ資産情報 ○ ×

INSTLD_PKG インストール済みパッケージ
情報

○ ○※

J_STAT ジョブ実行状況 ○ ○

REG_DEFS レジストリ取得項目 ○ ×

USER ユーザ管理情報 ○ ×

SOFT_INV ソフトウェアインベントリ ○ ×

LICENSE ライセンス情報 ○ ×

MS_OFFICE Microsoft Office製品 ○ ×

VIRUS ウィルス対策製品 ○ ×

NO_CLIENT JP1/NETM/DM未導入ホスト
情報

○ ×

DISCOVERY_I
NFO

ホスト探索結果 ○ ×

DETER_HIST 起動抑止履歴 ○ ×
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（凡例）　○：指定できる　×：指定できない

注※
コマンドを実行する配布管理システムと同じ運用キーのホストの情報が出力されます。異なる
運用キーの中継マネージャがある場合，その中継マネージャと配下のホストの情報は出力され
ません。

パラメタファイル形式で出力時に，表 4-23で「指定できない」となっているテンプ
レートを指定すると，エラーになります。

● format=出力ファイルの形式
出力するファイルの形式として，次のどちらかを指定します。

csv
インベントリ情報を，CSV形式ファイルで結果出力ファイルに出力します。

par
インベントリ情報を，パラメタファイルの形式で結果出力ファイルに出力します。
パラメタファイル形式で出力する場合，使用するテンプレートによって，出力さ
れるタグの情報が異なります。各テンプレートキーを指定したときに出力される
タグを次の表に示します。

表 4-24　パラメタファイル形式の出力ファイルに出力されるタグ

なお，出力ファイルの形式をコマンドの引数とパラメタファイルの両方に指定した場
合，コマンドの引数で指定した内容が有効となります。両方とも指定を省略した場合
は，「csv」が仮定されます。

● row=出力したい項目（列）
インベントリ情報を CSV形式ファイルに出力する場合に，テンプレート中の出力した
い項目（列）を個別に指定します。各項目の間をセミコロン「;」で区切って指定して
ください。セミコロン前後のスペースは無視されます。形式を次に示します。
　
row = 項目1;項目2;項目3....
　

rowパラメタの指定を省略した場合は，全項目の情報が出力されます。
rowパラメタを使った出力項目の指定が有効になるのは，次のテンプレートを使用し
てインベントリ情報を CSV形式ファイルに出力する場合だけです。
• HOST_ATTR（あて先属性）
• SYS_INFO（システム情報）
• INSTLD_PKG（インストール済みパッケージ情報）

テンプレートキー 出力されるタグ

HOST_ATTR（あて先属性） JOB_DESTINATION

PKG_INFO（パッケージ属性） PACKAGING_INFORMATION

INSTLD_PKG（インストール済みパッケージ情報） JOB_DESTINATION

J_STAT（ジョブ実行状況） JOB_DESTINATION
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• J_STAT（ジョブ実行状況）
• VIRUS（ウィルス対策製品）
• NO_CLIENT（JP1/NETM/DM未導入ホスト情報）
• DISCOVERY_INFO（ホスト探索結果）

これら以外のテンプレートを使用して CSV形式ファイルに出力する場合は，特定の項
目だけ出力することはできません。その場合，テンプレート中の全項目の情報が出力
されます。また，パラメタファイル形式で出力する場合は，「row」パラメタを指定し
ても無視されます。
rowパラメタに指定できる項目を，テンプレートごとに，表 4-25～表 4-31に示しま
す。

表 4-25　「row」パラメタに指定できる項目（HOST_ATTR（あて先属性）テンプレート）

表 4-26　「row」パラメタに指定できる項目（SYS_INFO（システム情報）テンプレート）

「row」に指定できる項目 説明

host ホスト名称

ipaddr IPアドレス

hid ホスト識別子

macaddr MACアドレス

type タイプ

route 経路

group 所属グループ

holdrep 結果通知の保留

suspended ファイル転送中断

cmnt コメント

cdate 作成日時

date 更新日時

pkgupdate インストールパッケージ情報最終更新日時

syupdate システム情報最終更新日時

uupdate ユーザインベントリ情報最終更新日時

rupdate レジストリ情報最終更新日時

sfupdate ソフトウェアインベントリ情報最終更新日時

smiupdate ソフトウェア稼働情報最終更新日時

smpolicy 適用済みソフトウェア稼働監視ポリシーおよび適用済みソフ
トウェア稼働監視ポリシーバージョン

「row」に指定できる項目 説明

host ホスト名称
161



4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
ipaddr IPアドレス（システム構成のキー項目の値）

hid ホスト識別子

cpu CPUタイプ

copr コプロセッサ

ram 実メモリ容量

memslot メモリスロットの容量

freephymem 物理メモリの空き容量

totalvirmem 仮想メモリの全容量

freevirmem 仮想メモリの空き容量

pagefile ページファイルの容量

mtype マシン種別

clocks CPUクロック数

extclock CPU外部クロック数

processor プロセッサ数

maker 製造元

model モデル

muuid マシン UUID

msernum マシンシリアルナンバー

biosmaker BIOS製造元

biosdate BIOSリリース日時

biosver BIOSバージョン

smbiosver BIOSバージョン（SMBIOS）

amtfmvr AMTファームウェアバージョン

pribus プライマリバス種別

secbus セカンダリバス種別

os OS

ospatch OSビルド番号 /OSパッチ情報

osl OSライセンス

osv OSバージョン

ossv OSサブバージョン

ossernum OSシリアルナンバー

locale ロケール

oslang OSの言語

timezone 現在のタイムゾーン

「row」に指定できる項目 説明
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insdate OSインストール日時

lastbootdate 最終起動日時

bootdev ブートデバイス

windir Windowsディレクトリ

sysdir システムディレクトリ

wmi WMI

wininst Windows Installer

mbsa MBSA

wua Windows Update Agent

ie インターネットエクスプローラバージョン

iepatch IEパッチ情報

domain_wrkgrp ドメイン /ワークグループ

domain ドメイン種別

owner 所有者名

org 会社名

pcname コンピュータ名

comdesc コンピュータの説明

logonname ログオンユーザ名

username ユーザフルネーム

userdesc ユーザの説明

cltver クライアントバージョン

disk ディスク詳細情報※ 1

filesystem ファイルシステム※ 2

totalsize 総ディスク容量※ 3

hdmodel ハードディスクのモデル

hdesize ハードディスクの容量

hdinterface ハードディスクのインタフェース

hdpartition ハードディスクのパーティション数

cdrom CD-ROMドライブ

umem 利用可能ユーザメモリ容量

sysres 利用可能システムリソース容量

keyboard キーボード

mouse マウス

mousenum マウスのボタン数

「row」に指定できる項目 説明
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monitor モニタ種別

vdriver ビデオドライバ

vchip ビデオチップ

vram VRAM容量

display 画面情報

soundmaker サウンドカード製造元

soundname サウンドカード製品名

macaddr MACアドレス

nwkad ネットワークアダプタ

defra デフォルトルータアドレス

subnet サブネットマスク

ipaddr_inv IPアドレス（インベントリ情報として取得した値）

pridns プライマリ DNSサーバアドレス

secdns セカンダリ DNSサーバアドレス

dhcp DHCP

dhcpsrv DHCPサーバアドレス

dhcpexp DHCPリース期限日時

dhcpobt DHCPリース取得日時

wins WINSサーバアドレス

prtname プリンタ名

prtdrv プリンタドライバ

prtpaper プリンタ用紙サイズ

prtkind プリンタ種別

prtshare プリンタ共有名

prtserver プリンタサーバ名

prtport プリンタポート

guestaccount Guestアカウント

weakpasswod 脆弱なパスワード※ 4

account アカウント※ 5

dayupdpass パスワードを更新してからの経過日数※ 5

indefinitepass 無期限のパスワード※ 4

autologon 自動ログオンの設定

sharedfolder 共有フォルダ

anonymousrefer 匿名接続の制限

「row」に指定できる項目 説明
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注※ 1
一つのドライブについての情報の総称です。「論理ドライブ」，「デバイス名」，「空き容量」，「全
ディスク容量」の項目を含んでいます。「disk」を指定すると，これら四つの情報が出力されま
す。

注※ 2
一つのドライブについての情報です。注※ 1の「disk」を指定し，さらに「filesystem」を指定
した場合に，ディスク詳細情報の項目の一つとして出力されます。

注※ 3
全ドライブの容量の合計についての総称です。「空き容量合計」，「全ディスク容量合計」（注※
1の各ドライブの「全ディスク容量」の合計）の項目を含んでいます。「totalsize」を指定する
と，これら二つの情報が出力されます。

注※ 4
セミコロンで連結された文字列を対象として条件を指定してください。

注※ 5
条件を指定した場合は，対象となるすべてのマシンの情報が出力されます。
　

screensaver スクリーンセーバー

scrpassword スクリーンセーバー　パスワードの保護機能

poweronpass パワーオンパスワード

winfirewall Windowsファイアウォールの設定

winautoupdate Windows自動更新

needlesssrv 不要なサービス

turnoffmonitor_ac モニタの電源を切る（AC）

turnoffmonitor_dc モニタの電源を切る（DC）

procsthrottle_ac プロセッサ調整（AC）

procsthrottle_dc プロセッサ調整（DC）

turnoffharddisks_ac ハードディスクの電源を切る（AC）

turnoffharddisks_dc ハードディスクの電源を切る（DC）

standby_sleep_ac システムスタンバイ /スリープ（AC）

standby_sleep_dc システムスタンバイ /スリープ（DC）

systemhibernate_ac システム休止状態（AC）

systemhibernate_dc システム休止状態（DC）

「row」に指定できる項目 説明
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表 4-27　「row」パラメタに指定できる項目（INSTLD_PKG（インストール済みパッケー
ジ情報）テンプレート）

表 4-28　「row」パラメタに指定できる項目（J_STAT（ジョブ実行状況）テンプレート）

「row」に指定できる項目 説明

host ホスト名称

ipaddr IPアドレス

hid ホスト識別子

pname パッケージ名称

pid パッケージ識別 ID

install インストール

newver 新バージョン

newgen 新世代番号

oldver 旧バージョン

oldgen 旧世代番号

date インストール日時／ソフトウェア検索日時

「row」に指定できる項目 説明

folder フォルダ名称

jname ジョブ名称

jattr ジョブ属性

execdate サーバ側実行日時

execsch サーバ側実行予定日時

sduedate サーバ側実行期限

sregdate サーバ側登録予定日時

dstname ジョブあて先名

jtype ジョブ種別

dexecdate あて先別ジョブ実行日時

pname パッケージ名称

pid パッケージ識別 ID

cabid キャビネット識別 ID

dmcode DM識別コード

pver バージョン

pgen 世代番号

cexecdate クライアント側インストール日時

result 実行状態

status ステータス
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表 4-29　「row」パラメタに指定できる項目（VIRUS（ウィルス対策製品）テンプレー
ト）

表 4-30　「row」パラメタに指定できる項目（NO_CLIENT（JP1/NETM/DM未導入ホス
ト情報）テンプレート）

「row」に指定できる項目 説明

host ホスト名称

ipaddr IPアドレス

hid ホスト識別子

sname ソフトウェア名称

sver ソフトウェアバージョン

org 会社名

lang 言語

path パス

size サイズ

sdate 検索日時

idate インストール日付

regorg 登録会社名

reguser 登録所有者名

virusver ウィルス検出エンジンバージョン

vfilever ウィルス定義ファイルバージョン

vstation ウィルス検出の常駐／非常駐設定

「row」に指定できる項目 説明

ipaddr IPアドレス

type ノード種別

host ノード名称

macaddr MACアドレス

subnet サブネットマスク

netaddr ネットワークアドレス

datetime 検出日時

lastupdate 最終更新日時

cmnt ノードの説明
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表 4-31　「row」パラメタに指定できる項目（DISCOVERY_INFO（ホスト探索結果）テ
ンプレート）

　

● group_membership=所属グループ
絞り込みの条件として，情報を出力したいホストの所属グループを指定します。中継
マネージャまたは中継システム，あて先グループ，または IDのうち，どれか 1種類
の所属グループを絞り込みに使用します。同じ種類のグループであれば，複数の所属
グループも指定できます。複数指定するには，各グループ名をセミコロン「;」で区切
るか，group_membership行を複数記述してください。複数指定した場合は，「OR」
条件で連結します。「group_membership」は，次の形式で指定します。
　
group_membership = [中継マネージャまたは中継システム|あて先グループ|ID]
　

中継マネージャまたは中継システム
中継マネージャまたは中継システムの名前を指定します。名前を「¥」で区切る
ことでパスを指定できます。

あて先グループ
「¥」+あて先グループ名を指定します。「¥」で区切ることでパスを指定できま
す。

ID
「¥%」+ID名を指定します。

「group_membership」パラメタによる絞り込みが指定できるテンプレートは，出力
ファイルの形式によって異なります。出力ファイル形式と「group_membership」パ
ラメタを指定できるテンプレートの対応を次の表に示します。

表 4-32　「group_membership」パラメタを指定できるテンプレート

「row」に指定できる項目 説明

ipaddr IPアドレス

type ノード種別

host ノード名称

macaddr MACアドレス

subnet サブネットマスク

netaddr ネットワークアドレス

lastupdate 最終更新日時

cmnt ノードの説明

テンプレートキー 対応するテンプレート CSV形式ファイル
で出力する場合

パラメタファイル形
式で出力する場合

HOST_ATTR あて先属性 ○ ○
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（凡例）
○：「group_membership」パラメタを指定できる
×：「group_membership」パラメタを指定できない
－：パラメタファイル形式の出力では使用できないテンプレート

● condition=比較条件
絞り込みの条件として，各項目の出力対象になる値の範囲を指定します。範囲の指定
には，テンプレート中の項目（列）を絞り込みのキーにした比較条件式を使用します。
「condition」パラメタを指定できるテンプレートは，出力ファイルの形式によって異
なります。パラメタファイル形式で出力する場合は，使用できるテンプレートに対し
てはすべて絞り込みができます。出力ファイル形式と「condition」パラメタを指定で
きるテンプレートの対応を次の表に示します。

表 4-33　「condition」パラメタを指定できるテンプレート

PKG_INFO パッケージ属性 × ×

PKG_FILES パッケージ内容 × －

SYS_INFO システム情報 ○ －

USR_INV ユーザ資産情報 ○ －

INSTLD_PKG インストール済みパッケージ情報 ○ ×

J_STAT ジョブ実行状況 × ×

REG_DEFS レジストリ取得項目 ○ －

SOFT_INV ソフトウェアインベントリ ○ －

LICENSE ライセンス情報 × －

USER ユーザ管理情報 ○ －

MS_OFFICE Microsoft Office製品 ○ －

VIRUS ウィルス対策製品 ○ －

NO_CLIENT JP1/NETM/DM未導入ホスト情報 × －

DISCOVERY_INF
O

ホスト探索結果 × －

DETER_HIST 起動抑止履歴 ○ －

テンプレートキー 対応するテンプレート CSV形式ファイル
で出力する場合

パラメタファイル形
式で出力する場合

HOST_ATTR あて先属性 × ○※

PKG_INFO パッケージ属性 × ○※

PKG_FILES パッケージ内容 × －

SYS_INFO システム情報 ○ －

テンプレートキー 対応するテンプレート CSV形式ファイル
で出力する場合

パラメタファイル形
式で出力する場合
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4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
（凡例）
○：「condition」パラメタを指定できる
×：「condition」パラメタを指定できない
－：パラメタファイル形式の出力では使用できないテンプレート

注※
コマンドでだけ出力内容の絞り込みができます。CSV出力ユティリティでは絞り込みできませ
ん。

　
「condition」パラメタは，次の形式で指定します。
　
condition = 比較条件 [{AND|OR} 比較条件 [{AND|OR} 比較条件] ]....
　

条件の組み合わせは，「AND」や「OR」を使って設定します。条件式は「AND」が
先に実行されます。例を次に示します。

X AND Y AND Z
Xと Yと Zの AND条件について情報が抽出される。

X AND Y OR Z
Xと Yの AND条件，または Zの条件について情報が抽出される。

X OR Y AND Z
Yと Zの AND条件，または Xの条件について情報が抽出される。

X OR Y OR Z
X，Y，Zのそれぞれの条件について情報が抽出される。

複数の比較条件を指定する場合は，次の点に注意してください。

USR_INV ユーザ資産情報 × －

INSTLD_PKG インストール済みパッケージ情報 ○ ○

J_STAT ジョブ実行状況 ○ ○

REG_DEFS レジストリ取得項目 × －

SOFT_INV ソフトウェアインベントリ × －

LICENSE ライセンス情報 × －

USER ユーザ管理情報 × －

MS_OFFICE Microsoft Office製品 × －

VIRUS ウィルス対策製品 ○ －

NO_CLIENT JP1/NETM/DM未導入ホスト情報 ○ －

DISCOVERY_INF
O

ホスト探索結果 ○ －

DETER_HIST 起動抑止履歴 × －

テンプレートキー 対応するテンプレート CSV形式ファイル
で出力する場合

パラメタファイル形
式で出力する場合
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4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
• 1行の「condition」ステートメントには，15個までの比較条件を連結して記述でき
ます。

•「condition」ステートメントを 2行以上記述した場合は，それぞれ前の「condition」
ステートメントに ANDで連結します。

•「condition」ステートメントは 15行まで記述できます。

指定できる比較条件の形式を次の表に示します。

表 4-34　比較条件の形式

注
• 比較条件中の値 Aは，絞り込みのキーに使用する項目を表しています。「condition」パラメタに
指定できる項目については，表 4-35～表 4-44を参照してください。

• 入力に不足や矛盾があった場合は文法エラーとなり，イベントログにエラーメッセージが出力さ
れます。

• 比較条件中の値と記号（等号や不等号など）の間には，0以上のスペースを入れられます。
• ワイルドカードは，比較条件が「A =[*]X*」，「A <>[*]X*」の形式の場合だけ指定できます。

それ以外の形式では指定できません。
• ワイルドカードを指定する場合は，条件式の最後に「;」を記述してください。その場合，「*」
はコメントではなくワイルドカードとして処理され，「;」以降のデータがコメントとして処理の
対象外になります。「;」を指定しない場合，「*」以降がコメントとして処理の対象外になります。

比較条件 説明

A=X 項目 Aの値が条件値 Xと等しい。

A<X 項目 Aの値が条件値 X未満である。

A>X 項目 Aの値が条件値 Xより大きい。

A<=X 項目 Aの値が条件値 X以下である。

A>=X 項目 Aの値が条件値 X以上である。

A<>X 項目 Aの値が条件値 X以外である。

A: X1-X2 項目 Aの値が条件値 X1から X2の範囲にある。

A: X1, X2, ...Xn 項目 Aの値が複数の条件値 X1，X2...Xnのどれかである。

A=[*]X* 項目 Aの値が特定の文字列 Xを含む。「*」は任意の長さの文字列，「?」は任
意の 1文字（1バイト）である。
（例）
dmp60?：dmp600，dmp601，dmp602などの情報が出力される。
dmp?00：dmp100，dmp300，dmp600などの情報が出力される。
dmp60*：dmp600，dmp6000，dmp60000などの情報が出力される。

A<>X1-X2 項目 Aの値が条件値 X1から X2の範囲にない。

A<>X1, X2, ...Xn 項目 Aの値が複数の条件値 X1，X2...Xnのどれにも該当しない。

A<>[*]X* 項目 Aの値が特定の文字列 Xを含まない。「*」は任意の長さの文字列，「?」
は任意の 1文字（1バイト）である。
<>dmp60?：dmp600，dmp601，dmp602など以外の情報が出力される。
<>dmp60*：dmp600，dmp6000，dmp60000など以外の情報が出力される。
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• 条件式中に，「=」「<」「>」「:」「－」「AND」，および「OR」を文字列の値として指定したい場
合は，直前に「¥」を付けてください。
（例）ホスト名が「AND」のホストを，条件として指定する
　　　host=¥AND

　
「condition」パラメタの条件式に指定できる項目は，CSV形式ファイルで出力する場
合とパラメタファイル形式で出力する場合で異なります。指定できない項目を絞り込
み条件に記述した場合エラーとなり，リターンコードの 2が返ります。
CSV形式ファイルで出力する場合に「condition」パラメタの条件式に指定できる項目
を，テンプレートごとに，表 4-35～表 4-40に示します。

表 4-35　CSV形式ファイルで出力時に「condition」に指定できる項目（SYS_INFO（シ
ステム情報）テンプレート）

項目 説明 条件値および比較条件の設定

host ホスト名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

ipaddr IPアドレス（システム構
成のキー項目の値）

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。ピ
リオドの数をチェックしない。

hid ホスト識別子 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

cpu CPUタイプ※ 1 数字だけのコードで指定する。
指定できる比較条件の形式は「A=X」，「A<>X」，
「A:X1,X2,...Xn」，および「A<>X1,X2,...Xn」。

ram 実メモリ容量 数字だけで指定する（単位：メガバイト）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

memslot メモリスロットの容量 数字だけで指定する（単位：メガバイト）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

freephymem 物理メモリの空き容量 数字だけで指定する（単位：メガバイト）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

totalvirmem 仮想メモリの全容量 数字だけで指定する（単位：メガバイト）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

freevirmem 仮想メモリの空き容量 数字だけで指定する（単位：メガバイト）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

pagefile ページファイルの容量 数字だけで指定する（単位：メガバイト）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。
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mtype マシン種別 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

cpuspeed CPUクロック数 数字だけで指定する（単位：メガヘルツ）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

extclock CPU外部クロック数 数字だけで指定する（単位：メガヘルツ）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

processor プロセッサ数 数字だけで指定する（単位：個）。単位の入力は不
要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

maker 製造元 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

model モデル 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

muuid マシン UUID 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

msernum マシンシリアルナンバー 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

biosmaker BIOS製造元 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

biosver BIOSバージョン 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

smbiosver BIOSバージョン
（SMBIOS）

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

amtfmvr AMTファームウェアバー
ジョン

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pribus プライマリバス種別 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

secbus セカンダリバス種別 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

os OS種別※ 1 数字だけのコードで指定する。
指定できる比較条件の形式は「A=X」，「A<>X」，
「A:X1,X2,...Xn」，および「A<>X1,X2,...Xn」。

osv OSバージョン 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

ossernum OSシリアルナンバー 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

bootdev ブートデバイス 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

windir Windowsディレクトリ 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

sysdir システムディレクトリ 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

wmi WMI 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

wininst Windows Installer 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

mbsa MBSA 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

wua Windows Update Agent 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

項目 説明 条件値および比較条件の設定
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ie インターネットエクスプ
ローラバージョン

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

iepatch IEパッチ情報 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

domain_wrkgrp ドメイン /ワークグループ 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

domain ドメイン種別※ 1 数字だけのコードで指定する。
指定できる比較条件の形式は「A=X」，「A<>X」，
「A:X1,X2,...Xn」，および「A<>X1,X2,...Xn」。

owner 所有者名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

org 会社名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pcname コンピュータ名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

comdesc コンピュータの説明 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

logonname ログオンユーザ名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

username ユーザフルネーム 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

userdesc ユーザの説明 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

client クライアント※ 1 コードで指定する。指定できる比較条件の形式は
「A=X」，「A<>X」，「A:X1,X2,...Xn」，および
「A<>X1,X2,...Xn」。

clientv クライアントバージョン 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

device デバイス名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

freedisk 空き容量 数字だけで指定する（単位：メガバイト）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

dcapa 全ディスク容量 数字だけで指定する（単位：メガバイト）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

hdmodel ハードディスクのモデル 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

hdesize ハードディスクの容量 数字だけで指定する（単位：メガバイト）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

hdinterface ハードディスクのインタ
フェース

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

hdpartition ハードディスクのパーティ
ション数

数字だけで指定する（単位：個）。単位の入力は不
要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

cdrom CD-ROMドライブ 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。
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umem 利用可能ユーザメモリ容量 数字だけで指定する（単位：メガバイト）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

sysres 利用可能システムリソース
容量

数字だけで指定する（単位：キロバイト）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

usp UNIXスペシャルファイル
※ 2

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

umt UNIXマウントパス※ 2 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

keyboard キーボード 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

mouse マウス 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

mousenum マウスのボタン数 数字だけで指定する（単位：個）。単位の入力は不
要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

monitor モニタ種別 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

vdriver ビデオドライバ 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

vchip ビデオチップ 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

vram VRAM容量 数字だけで指定する（単位：メガバイト）。単位の
入力は不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

display 画面情報 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

soundmaker サウンドカード製造元 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

soundname サウンドカード製品名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

macaddr MACアドレス 制限なし。スペースの数をチェックしない。

nwkad ネットワークアダプタ 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

defra デフォルトルータアドレス 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

subnet サブネットマスク 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

ipaddr_inv IPアドレス（インベント
リ情報として取得した値）

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pridns プライマリ DNSサーバア
ドレス

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

secdns セカンダリ DNSサーバア
ドレス

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

dhcp DHCP 次に示すコードで指定する。
0：無効
1：有効
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dhcpsrv DHCPサーバアドレス 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

wins WINSサーバアドレス 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

prtname プリンタ名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

prtdrv プリンタドライバ 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

prtpaper プリンタ用紙サイズ 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

prtkind プリンタ種別 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

prtshare プリンタ共有名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

prtserver プリンタサーバ名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

prtport プリンタポート 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

guestaccount Guestアカウント 次に示すコードで指定する。
0：無効
1：有効
2：Guestアカウントなし

weakpasswod 脆弱なパスワード 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。
脆弱なパスワードなしを条件にする場合は，@None
を指定する。

account アカウント 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

dayupdpass パスワードを更新してから
の経過日数

数字だけで指定する（単位：日）。単位の入力は不
要。
「*」または「?」を含めると文法エラーとなる。

indefinitepass 無期限のパスワード 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。
無期限のパスワード無しを条件にする場合は，
@Noneを指定する。

autologon 自動ログオンの設定 次に示すコードで指定する。
0：無し
1：有り

sharedfolder 共有フォルダ 次に示すコードで指定する。
0：無し
1：有り

anonymousrefer 匿名接続の制限 次に示すコードで指定する。
0：有効（匿名接続が制限されている）
1：無効（匿名接続が制限されていない）

screensaver スクリーンセーバー 次に示すコードで指定する。
0：無効
1：有効

scrpassword スクリーンセーバー　パス
ワードの保護機能

次に示すコードで指定する。
0：無効
1：有効
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poweronpass パワーオンパスワード 次に示すコードで指定する。
0：設定無し
1：設定有り
2：未実装
3：不明

winfirewall Windowsファイアウォー
ルの設定

次に示すコードで指定する。
0：無効
1：有効（例外を許可する）
2：有効（例外を許可しない）

winautoupdate Windows自動更新 次に示すコードで指定する。
0：無効
1：有効

needlesssrv 不要なサービス 次に示すコードで指定する。
0：無し
1：有り

turnoffmonitor_ac モニタの電源を切る
（AC）

数字だけで指定する（単位：秒）。単位の入力は不
要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

turnoffmonitor_dc モニタの電源を切る
（DC）

数字だけで指定する（単位：秒）。単位の入力は不
要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

procsthrottle_ac プロセッサ調整（AC） 次に示すコードで指定する。
NONE：なし
ADAPTIVE：アダプティブ
DEGRADE：デグレード
CONSTANT：コンスタント
N/A：不明

procsthrottle_dc プロセッサ調整（DC） 次に示すコードで指定する。
NONE：なし
ADAPTIVE：アダプティブ
DEGRADE：デグレード
CONSTANT：コンスタント
N/A：不明

turnoffharddisks_
ac

ハードディスクの電源を切
る（AC）

数字だけで指定する（単位：秒）。単位の入力は不
要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

turnoffharddisks_
dc

ハードディスクの電源を切
る（DC）

数字だけで指定する（単位：秒）。単位の入力は不
要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

standby_sleep_ac システムスタンバイ /ス
リープ（AC）

数字だけで指定する（単位：秒）。単位の入力は不
要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。
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注※ 1
指定できるコードの一覧は，マニュアル「導入・設計ガイド」の「付録 C.22　
netmdm_inventry」の各項目の dm_systeminf値を参照してください。なお，clientの項目に
ついては，クライアントバージョン（0x21）の dm_exkind値を参照してください。条件として
NETM/DM/Pを指定する場合は，スペースではなく，0を指定してください。

注※ 2
該当するテンプレートには含まれませんが，「condition」パラメタには指定できます。
　

表 4-36　CSV形式ファイルで出力時に「condition」に指定できる項目（INSTLD_PKG
（インストール済みパッケージ情報）テンプレート）

注※
YYYY（西暦）には，1970～ 2038の値を指定してください。1970未満の値や 2038を超える
値を指定するとエラーとなり，リターンコードの 2が返ります。YYYY（西暦）以外の部分は

standby_sleep_dc システムスタンバイ /ス
リープ（DC）

数字だけで指定する（単位：秒）。単位の入力は不
要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

systemhibernate_
ac

システム休止状態（AC） 数字だけで指定する（単位：秒）。単位の入力は不
要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

systemhibernate_
dc

システム休止状態（DC） 数字だけで指定する（単位：秒）。単位の入力は不
要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した
場合，エラーとなる。

項目 説明 条件値および比較条件の設定

host ホスト名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

ipaddr IPアドレス 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。
ピリオドの数をチェックしない。

hid ホスト識別子 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pname パッケージ名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pid パッケージ識別 ID 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

newver 新バージョン 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

newgen 新世代番号 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

oldver 旧バージョン 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

oldgen 旧世代番号 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

date インストール日時／ソフトウェ
ア検索日時

年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※
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省略でき，省略した場合は最小値が設定されます。一けたの値を指定する場合は前に 0を入れ
て，けた数をそろえてください。不足したけたがあるとエラーになります。日時の指定例を次
に示します。
200

　　エラーになる
2004

　　2004年 1月 1日 0時 0分
2003101

　　エラーになる
20031010

　　2003年 10月 10日 0時 0分
200401010101

　　2004年 1月 1日 1時 1分
200312312359

　　2003年 12月 31日 23時 59分
なお，これらに比較条件として「A=X」，「A<>X」，「A:X1,X2,...Xn」，「A=[*]X*」，

「A<>X1,X2,...Xn」，または「A<>[*]X*」を指定した場合，エラーとなります。

　

表 4-37　CSV形式ファイルで出力時に「condition」に指定できる項目（J_STAT（ジョ
ブ実行状況）テンプレート）

項目 説明 条件値および比較条件の設定

jname ジョブ名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

execdate サーバ側実行日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

execsch サーバ側実行予定日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

sduedate サーバ側実行期限 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

sregdate サーバ側登録予定日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

dstname ジョブあて先名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。階層
は「!」または「¥」で表現する。

dexecdate あて先別ジョブ実行日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

pname パッケージ名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pid パッケージ識別 ID 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

cabid キャビネット識別 ID 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pver バージョン 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pgen 世代番号 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。
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注※
日時の指定方法および指定例については，「表 4-36　CSV形式ファイルで出力時に
「condition」に指定できる項目（INSTLD_PKG（インストール済みパッケージ情報）テンプ
レート）」を参照してください。
　

表 4-38　CSV形式ファイルで出力時に「condition」に指定できる項目（VIRUS（ウィル
ス対策製品）テンプレート）

status ステータス リモートインストールマネージャの保守コードの先
頭 6文字までを指定できる。「*」や「?」を含む条件
も設定できる。
「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。比較
条件「A:X1-X2」，「A:X1,X2,...Xn」，
「A<>X1-X2」，および「A<>X1,X2,...Xn」は設定
できない。

項目 説明 条件値および比較条件の設定

host ホスト名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

ipaddr IPアドレス 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。ピリ
オドの数をチェックしない。

hid ホスト識別子 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

sname ソフトウェア名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

sver ソフトウェアバージョン 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

org 会社名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

lang 言語 数字だけのコードで指定する。
指定できる比較条件の形式は「A=X」，「A<>X」，
「A:X1,X2,...Xn」，および「A<>X1,X2,...Xn」。

path パス 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

size サイズ 数字だけで指定する（単位：バイト）。単位の入力は
不要。
「*」，「?」を含めた条件は設定できない。指定した場
合，エラーとなる。

sdate 検索日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※ 1

idate インストール日付 年月日を YYYYMMDDの形式で，数字だけで指定す
る。※ 2

regorg 登録会社名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

reguser 登録所有者名 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

virusver ウィルス検出エンジンバージョ
ン

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。
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注※ 1
日時の指定方法および指定例については，「表 4-36　CSV形式ファイルで出力時に
「condition」に指定できる項目（INSTLD_PKG（インストール済みパッケージ情報）テンプ
レート）」を参照してください。

注※ 2
日付のフォーマットは YYYYMMDDになります。日付の指定方法は YYYYMMDDhhmmの
フォーマットと同じですが，hhおよび mmの部分を入力するとエラーになります。日時の指定
方法については，「表 4-36　CSV形式ファイルで出力時に「condition」に指定できる項目
（INSTLD_PKG（インストール済みパッケージ情報）テンプレート）」を参照してください。
　

表 4-39　CSV形式ファイルで出力時に「condition」に指定できる項目（NO_CLIENT
（JP1/NETM/DM未導入ホスト情報）テンプレート）

注※ 1
指定できるコードについては，マニュアル「導入・設計ガイド」の「付録 C.17　
netmdm_host_withoutdm」の dm_nodetypeの値を参照してください。

注※ 2

vfilever ウィルス定義ファイルバージョ
ン

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

vstation ウィルス検出の常駐 /非常駐設
定

次に示すコードで指定する。
0：非常駐
1：常駐

項目 説明 条件値および比較条件の設定

ipaddr IPアドレス 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。ピリオド
の数をチェックしない。

type ノード種別※ 1 数字だけのコードで指定する。
指定できる比較条件の形式は「A=X」，「A<>X」，
「A:X1,X2,...Xn」，および「A<>X1,X2,...Xn」。

host ノード名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

macaddr MACアドレス 制限なし。スペースの数をチェックしない。

subnet サブネットマスク 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

netaddr ネットワークアド
レス

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。ピリオド
の数をチェックしない。

datetime 検出日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だけ
で指定する。※ 2

lastupdate 説明 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だけ
で指定する。※ 2

cmnt ノードの説明 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。
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日時の指定方法および指定例については，「表 4-36　CSV形式ファイルで出力時に
「condition」に指定できる項目（INSTLD_PKG（インストール済みパッケージ情報）テンプ
レート）」を参照してください。
　

表 4-40　CSV形式ファイルで出力時に「condition」に指定できる項目
（DISCOVERY_INFO（ホスト探索結果）テンプレート）

注※ 1
指定できるコードについては，マニュアル「導入・設計ガイド」の「付録 C.11　
netmdm_discovery_info」の dm_nodetypeの値を参照してください。

注※ 2
日時の指定方法および指定例については，「表 4-36　CSV形式ファイルで出力時に
「condition」に指定できる項目（INSTLD_PKG（インストール済みパッケージ情報）テンプ
レート）」を参照してください。

　
次に，パラメタファイル形式で出力する場合に「condition」パラメタの条件式に指定
できる項目を，テンプレートごとに，表 4-41～表 4-44に示します。コマンドを使っ
てパラメタファイル形式で出力すると，CSV出力ユティリティを使った場合と異な
り，「あて先属性」，「パッケージ属性」テンプレートでの絞り込みもできます。

表 4-41　パラメタファイル形式で出力時に「condition」に指定できる項目
（HOST_ATTR（あて先属性）テンプレート）

項目 説明 条件値および比較条件の設定

ipaddr IPアドレス 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。ピリオド
の数をチェックしない。

type ノード種別※ 1 数字だけのコードで指定する。
指定できる比較条件の形式は「A=X」，「A<>X」，
「A:X1,X2,...Xn」，および「A<>X1,X2,...Xn」。

host ノード名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

macaddr MACアドレス 制限なし。スペースの数をチェックしない。

subnet サブネットマスク 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

netaddr ネットワークアド
レス

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。ピリオド
の数をチェックしない。

lastupdate 最終更新日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だけ
で指定する。※ 2

cmnt ノードの説明 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

項目 説明 条件値および比較条件の設定

host ホスト名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

ipaddr IPアドレス 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。
ピリオドの数をチェックしない。
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注※
日時の指定方法および指定例については，「表 4-36　CSV形式ファイルで出力時に
「condition」に指定できる項目（INSTLD_PKG（インストール済みパッケージ情報）テンプ
レート）」を参照してください。
　

表 4-42　パラメタファイル形式で出力時に「condition」に指定できる項目（PKG_INFO
（パッケージ属性）テンプレート）

注※
該当するテンプレートには含まれませんが，「condition」パラメタには指定できます。
　

cmnt コメント 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

cdate 作成日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

date 更新日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

pkgupdate インストールパッケージ情報最
終更新日時

年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

syupdate システム情報最終更新日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

uupdate ユーザインベントリ情報最終更
新日時

年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

rupdate レジストリ情報最終更新日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

sfupdate ソフトウェアインベントリ情報
最終更新日時

年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

項目 説明 条件値および比較条件の設定

pname パッケージ名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pid パッケージ識別 ID 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

cabid キャビネット識別 ID 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

dmcode DM識別コード※ PCまたは WSを指定する。それ以外を指定するとエ
ラーになる。

pver バージョン 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pgen 世代番号 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

cabname キャビネット名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

項目 説明 条件値および比較条件の設定
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表 4-43　パラメタファイル形式で出力時に「condition」に指定できる項目
（INSTLD_PKG（インストール済みパッケージ情報）テンプレート）

注※
日時の指定方法および指定例については，「表 4-36　CSV形式ファイルで出力時に
「condition」に指定できる項目（INSTLD_PKG（インストール済みパッケージ情報）テンプ
レート）」を参照してください。
　

表 4-44　パラメタファイル形式で出力時に「condition」に指定できる項目（J_STAT
（ジョブ実行状況）テンプレート）

項目 説明 条件値および比較条件の設定

host インストール済みホスト名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

ipaddr インストール済みホスト IPア
ドレス

「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。ピリ
オドの数をチェックしない。

pname パッケージ名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pid パッケージ識別 ID 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

install インストール 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

newver 新バージョン 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

newgen 新世代番号 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

oldver 旧バージョン 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

oldgen 旧世代番号 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

date インストール日時／ソフトウェ
ア検索日時

年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

項目 説明 条件値および比較条件の設定

folder フォルダ名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

jname ジョブ名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

jattr ジョブ属性 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

execdate サーバ側実行日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

execsch サーバ側実行予定日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

sduedate サーバ側実行期限 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

sregdate サーバ側登録予定日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

dstname ジョブあて先名 制限なし。階層は「!」または「¥」で表現する。

jtype ジョブ種別 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。
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注※
日時の指定方法および指定例については，「表 4-36　CSV形式ファイルで出力時に
「condition」に指定できる項目（INSTLD_PKG（インストール済みパッケージ情報）テンプ
レート）」を参照してください。

4.25.15　PACKAGING_INFORMATION（パッケージ属性情
報の設定）

PACKAGING_INFORMATIONタグでは，パッケージを識別するための情報を設定しま
す。このタグは，dcminstコマンド，dcmpackコマンド，dcmpkgetコマンド，および
dcmpkrmコマンドで使用します。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

dexecdate あて先別ジョブ実行日時 年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

pname パッケージ名称 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pid パッケージ識別 ID 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

cabid キャビネット識別 ID 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

dmcode DM識別コード PCまたは WSを指定する。それ以外を指定するとエ
ラーになる。

pver バージョン 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

pgen 世代番号 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

cexecdate クライアント側インストール日
時

年月日時分を YYYYMMDDhhmmの形式で，数字だ
けで指定する。※

result 実行状態 「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。

status ステータス リモートインストールマネージャの保守コードの先
頭 6文字までを指定できる。「*」や「?」を含む条件
も設定できる。
「,」または「>」を含めると文法エラーとなる。比較
条件「A:X1-X2」，「A:X1,X2,...Xn」，
「A<>X1-X2」，および「A<>X1,X2,...Xn」は設定
できない。

パラメタ 内容 コマンドの引数

package_name パッケージ名 /p パッケージ名

package_id パッケージ識別 ID /I パッケージ識別 ID

version_revision バージョン /リビジョン /v バージョン /リビジョン

generation 世代番号 /G 世代番号

項目 説明 条件値および比較条件の設定
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（1） 形式
PACKAGING_INFORMATION{
package_name=パッケージ名
package_id=パッケージ識別ID
version_revision=バージョン/リビジョン
generation=世代番号
cabinet_name=キャビネット名
cabinet_id=キャビネット識別ID
package_code=コード種別
}

（2） 説明

● package_name=パッケージ名
パッケージングするユーザプログラム，データの名前を設定します。50文字までの
パッケージ名が設定できます。「¥」およびスペースは使用できません。

● package_id=パッケージ識別 ID
パッケージごとのユニークな IDを付けます。JP1/NETM/DMは，この IDを基に
パッケージを識別します。IDは 1～ 44文字で指定してください。半角英数字（英字
は大文字だけ），「-」（ハイフン），および「_」（アンダーバー）が使用できます。

● version_revision=バージョン /リビジョン
パッケージのバージョン・リビジョンを設定します。6けたまで設定でき，半角英数
字（英字は大文字だけ）および「/」（スラッシュ）が使用できます。また，「¥増分値
［:開始値］」を指定すると，dcmpackコマンド実行時に自動的にカウントアップさせ
ることができます。この場合，「¥増分値」の直前に任意の半角英数字を指定できま
す。ただし，「¥増分値」部分にセットされる数字とのけた数の合計が 6けたを超えな
いよう注意してください。
自動カウントアップの運用では，開始値からスタートして，登録に成功するまで（す
でに登録されているパッケージとバージョン /リビジョンの数値が重ならなくなるま
で）増分値ずつ加算されます。開始値を省略した場合は 0からスタートします。値が
6けたを超えるとエラーとなります。
パラメタファイルで自動カウントアップを指定した場合は，dcmpackコマンドでパッ
ケージングを実行するたびに，「:」直後に次回開始値（登録した値＋増分値）が上書
きされます。開始値が 6けたを超えると 0にリセットされます。コマンドの引数で自
動カウントアップを指定した場合は，開始値は毎回初期値にリセットされます。

● generation=世代番号
バージョン /リビジョンのほかに，世代番号を付けられます。世代番号によって，同

cabinet_name キャビネット名 /c キャビネット名

cabinet_id キャビネット識別 ID /C キャビネット識別 ID

package_code コード種別 /KWまたは /KP

パラメタ 内容 コマンドの引数
186



4.　JP1/AJS2と連携してジョブを自動実行する
一のバージョン /リビジョンを区分できます。
世代番号は，4けたまでの半角英数字（英字は大文字だけ）で設定してください。ま
た，「¥増分値［:開始値］」を指定すると，dcmpackコマンド実行時に自動的にカウン
トアップさせることができます。この場合，「¥増分値」の直前に任意の半角英数字を
指定できます。ただし，「¥増分値」部分にセットされる数字とのけた数の合計が 4け
たを超えないよう注意してください。
自動カウントアップの運用では，開始値からスタートして，登録に成功するまで（す
でに登録されているパッケージと世代番号の数値が重ならなくなるまで）増分値ずつ
加算されます。開始値を省略した場合は 0からスタートします。値が 4けたを超える
とエラーとなります。
パラメタファイルで自動カウントアップを指定した場合は，dcmpackコマンドでパッ
ケージングを実行するたびに，「:」直後に次回開始値（登録した値＋増分値）が上書
きされます。開始値が 4けたを超えると 0にリセットされます。コマンドの引数で自
動カウントアップを指定した場合は，開始値は毎回初期値にリセットされます。
なお，UNIXのクライアントへ配布するパッケージの場合は，必ず 4けたの値を指定
してください。4けたで指定しないと，パッケージングは成功しますが，リモートイ
ンストール時にエラーとなります。

● cabinet_name=キャビネット名
キャビネット名をユニークに設定します。32文字までのキャビネット名が設定できま
す。「¥」，「/」，「*」，「"」，「:」，「;」およびスペースは使用できません。

● cabinet_id=キャビネット識別 ID
キャビネットごとにユニークな IDを，2文字の半角英数字（英字は大文字だけ）で指
定します。

● package_code=コード種別
リモートインストールするパッケージが PC用かWS用かを「P」または「W」で指
定します。コマンドの引数で指定する場合は，「/K」の直後に「P」または「W」を指
定します。
dcminstコマンド実行時にこのパラメタを省略すると，「P」（PC用）が仮定されます
が，UNIXのクライアントにもリモートインストールできます。なお，UNIX版 JP1/
NETM/DMで作成したパッケージをリモートインストールする場合は，「W」（WS
用）を指定する必要があります。dcmpkgetコマンド実行時にこのパラメタを省略す
ると，「P」（PC用）が仮定されます。dcmpkrmコマンドでは必ず指定します。
dcmpackコマンドでは指定しても無効になります。
• P

PC用のパッケージです。
• W

WS用のパッケージです。
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（3） 指定できる予約語

このタグでは，予約語として ¥CY，¥CM，¥CD，¥CH，¥CN，¥CS，¥BY，¥BM，¥BD，

¥BH，¥BN，¥BS，¥VERSION，¥PKGID，¥FILE，¥SIZE，¥BASEが使用できます。た

だし次の制限があります。

• 予約語が使用できるのは，このタグまたは引数を dcmpackコマンドで使用する場合だ
けです。dcminstコマンド，dcmpkgetコマンド，および dcmpkrmコマンドでは，予
約語は使用できません。

• package_id（/I）に ¥VERSIONおよび ¥PKGIDは使用できません。

• version_revision（/v）に ¥VERSIONは使用できません。

• version_revision（/v）および generation（/G）に「¥増分値」と予約語とを同時に指
定することはできません。

（4） 注意事項

dcminstコマンドおよび dcmpkgetコマンドで複数のパッケージを指定する場合，一つ
の PACKAGING_INFORMATIONタグ内に複数のパッケージのパラメタを指定できま
す。パッケージ情報ごとに括弧（{　}）で囲んで指定してください。
PACKAGING_INFORMATIONタグに複数のパッケージを指定する例を次に示します。

PACKAGING_INFORMATION{
{*パッケージ1の情報
package_name=PACKAGE1
package_id=PACK01
       :
}
{*パッケージ2の情報
package_name=PACKAGE2
package_id=PACK02
       :
}
}

4.25.16　PACKAGING_SOURCE（パッケージングするファ
イルの指定）

PACKAGING_SOURCEタグでは，パッケージングするファイルまたはディレクトリを
指定します。このタグは，dcmpackコマンドで使用します。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

パラメタ 内容 コマンドの引数

file_path パッケージ対象ファイル名 /P パッケージ対象ファイル名

base_fullpath パッケージ基準ディレクトリパス /B パッケージ基準ディレクトリパス
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（1） 形式
PACKAGING_SOURCE{
file_path=パッケージング対象ファイル名
base_fullpath=パッケージング基準ディレクトリパス
}

（2） 説明

● file_path=パッケージング対象ファイル名
パッケージングするファイルまたはディレクトリを，base_fullpathで指定したディレ
クトリからの相対パスで指定します。パッケージのインストール時は，インストール
先ディレクトリ下に base_fullpathからのディレクトリ構造が復元されます。
同一ディレクトリ（ルートディレクトリも含む）下の複数のファイル，またはサブ
ディレクトリを指定する場合は各パスを「;」で区切るか，file_pathを複数記述して
ください。
指定値にスペースを含めることもできますが，「;」の前後にスペースを指定するとリ
ターンコード「2」のエラーとなります。また，指定値を「"」で囲って指定しないで
ください。ただし，コマンドの引数で指定する場合は，スペースを含む指定値は「"」
で囲んでください。
file_pathを指定しない場合は，base_fullpathに指定されたパス以下のファイルがす
べてパッケージングされます。base_fullpathにファイルが指定されている場合は，指
定されたファイルだけがパッケージングされます。

● base_fullpath=パッケージング基準ディレクトリパス
パッケージングするファイルまたはディレクトリの基準となるディレクトリのフルパ
スを指定してください。
ドライブを指定する場合は，コロン（:）までを指定してください。例えば，Aドライ
ブの FDの内容をすべてパッケージングするには，
　base_fullpath = A:

と記述してください。
　base_fullpath = A:¥

と記述するとエラーとなります。

4.25.17　SCHEDULE（リモートインストールのスケジュー
ル指定）

SCHEDULEタグでは，リモートインストールのスケジュールなどを指定します。この
タグは，dcmcollコマンドおよび dcmpackコマンドで使用します。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。
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（1） 形式
SCHEDULE{
expiration_date=中継システムでのパッケージ保管期限
expiration_days=中継システムでのパッケージ保管日数
installation_date_and_time=インストール日時
installation_timing=インストールタイミング
}

（2） 説明

● expiration_date=中継システムでのパッケージ保管期限
パッケージを中継システムで保管する期限を「YYMMDD」の形式で指定します。
YY ：西暦年の下 2けた（00～ 35）
MM ：月（01～ 12）
DD ：日（01～ 31）
ここで指定した期限に達すると，中継システムで保管中のパッケージは自動的に削除
されます。保管期限を過ぎたパッケージや当日期限のパッケージを配布すると，翌日
削除されます。
実際の運用では，中継システム下のすべてのクライアントでインストールが完了する
まで，パッケージを保管しておく必要があります。例えば，パッケージの配布とイン
ストールに 3週間必要であれば，3週間目以降の日を指定します。
このパラメタを省略すると，パッケージング時の日付にパッケージャで指定された
「中継システムでのパッケージ保管日数」の日数を加算した日付が設定されます。

(例 )
条件 1　パッケージング時の日付：2001年 8月 22日
条件 2　「中継システムでのパッケージ保管日数」の設定：10日
この場合にパラメタに設定される値：2001年 9月 1日

なお，パッケージャで値を指定していない場合は，90日後の日付が設定されます。

● expiration_days=中継システムでのパッケージ保管日数
保管日数を数値で指定します。指定できる範囲は，1～ 32,000です。指定した値が変
換後に 2035年 12月 31日以降になる場合，一律 2035年 12月 31日に設定されます。
expiration_dateと同時に指定した場合は，expiration_dateが優先され
expiration_daysの指定は無視されます。
expiration_dateおよび expiration_daysの指定がない場合，パッケージャのデフォル

パラメタ 内容 コマンドの引数

expiration_date 中継システムでのパッケージ保管期
限

/x 中継システムでのパッケー
ジ保管期限

expiration_days 中継システムでのパッケージ保管日
数

/ed中継システムでのパッ
ケージ保管日数

installation_date_and_time インストール日時 /d インストール日時

installation_timing インストールタイミング /tSまたは /tN
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トとして設定された日数になります。パッケージャにデフォルトが指定されていない
場合は，90日後が設定されます。
指定できる範囲外の数値が指定された場合は，「コマンド入力値不正」のエラーとな
り，イベントビューアにメッセージが出力されます。

● installation_date_and_time =インストール日時
パッケージをリモートインストールする日時を「YYMMDDhh:mm」の形式で指定し
ます。
YY ：西暦年の下 2けた（00～ 99）
MM ：月（01～ 12）
DD ：日（01～ 31）
hh ：時（00～ 23）
mm ：分（00～ 59）

● installation_timing=インストールタイミング
dcmcollコマンドで使用する場合はファイルを収集するタイミングを，dcmpackコマ
ンドで使用する場合はパッケージをインストールするタイミングを，「S」（システム
起動時）または「N」（システム稼働中）で指定します。コマンドの引数で指定する場
合は，「/t」の直後に「S」または「N」を指定します。デフォルトは，「N」（システム
稼働中）です。
• S（システム起動時）
クライアントのシステム起動時に，収集またはインストールされます。インストー
ル日時を指定している場合は，指定した日時以降の最初のシステム起動時にパッ
ケージがインストールされます。

• N（システム稼働中）
クライアントのシステム稼働中に，収集またはインストールされます。インストー
ル日時を指定している場合は，指定した日時にパッケージがインストールされます。
ただし，指定した日時にクライアントが起動していないときは，次回のシステム起
動時にインストールされます。

4.25.18　SCRIPTS（インストールスクリプトの指定）
SCRIPTSタグでは，ユーザが作成したインストールスクリプトファイル（User.sci）へ
のフルパスを指定します。コマンドから読み込むスクリプトファイルの名称は必ず
「User.sci」としてください。

このタグは，dcmpackコマンドで使用します。ただし，UNIXのクライアントへ配布す
るパッケージの場合は指定できません。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。
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（1） 形式
SCRIPTS{
installation_script=インストールスクリプトのパス
}

（2） 説明

● installation_script=インストールスクリプトのパス
ユーザが作成したインストールスクリプトを使用する場合，そのパスをフルパスで指
定します。インストールスクリプトを指定しない場合，自動作成されます。

4.25.19　SOFTWARE_CONDITIONS（ソフトウェア条件の
指定）

SOFTWARE_CONDITIONSタグでは，リモートインストールの前提とするソフトウェ
アの条件を指定します。このタグは，dcmpackコマンドで使用します。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

（1） 形式
SOFTWARE_CONDITIONS{
condition=ソフトウェア条件
}

（2） 説明

● condition=ソフトウェア条件
リモートインストールの前提とするソフトウェアの条件を，次の形式で指定します。

パッケージ識別 ID 等符号 比較バージョン /リビジョン :比較世代番号
パッケージ識別 ID
リモートインストールの前提とするソフトウェアのパッケージ識別 IDを指定し
ます。パッケージ識別 IDは，PACKAGING_INFORMATIONタグの
package_idで指定された IDを指定してください。
等符号
「=」「>」「>=」「<」「<=」「<>」の中から指定してください。
比較バージョン /リビジョン
比較対象となるバージョン /リビジョンを 8けたまでの数字で指定します。

パラメタ 内容 コマンドの引数

installation_script インストールスクリプトのパス /Z インストールスクリプトの
パス

パラメタ 内容 コマンドの引数

condition ソフトウェア条件 /l ソフトウェア条件
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比較世代番号
比較対象となる世代番号を 4けたまでの数字で指定します。

（3） 注意事項
• UNIXのクライアントへ配布するパッケージの場合，このタグは指定できません。
• ソフトウェア条件は複数指定できます。複数指定した場合は論理積（AND）の条件と
なります。すべての条件を満たした場合にインストールが実行されます。

• ソフトウェア条件をコマンドの引数（/l）で指定する場合は，システム条件（/O）と
合わせて 10個まで指定できます。

（4） 指定例

condition=P-2412-3554>0500:0000

バージョンが「05-00」，世代番号が「0000」より大きいバージョンのパッケージ識
別 IDが P-2412-3554であるソフトウェアがインストールされている場合にインス
トールを実行します。

condition=P-2412-3554<>0510:0000

バージョンが「05-10」，世代番号が「0000」と異なるバージョンのパッケージ識別
IDが P-2412-3554であるソフトウェアがインストールされている場合にインストー
ルを実行します。

4.25.20　SYSTEM_CONDITIONS（システム条件の指定）
SYSTEM_CONDITIONSタグでは，リモートインストール時のインストール先ディレク
トリ，およびインストールの前提となるクライアントのシステム条件を指定します。こ
のタグは，dcmpackコマンドで使用します。

指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

（1） 形式
SYSTEM_CONDITIONS{
directory=インストール先ディレクトリ
condition=システム条件
}

（2） 説明

● directory=インストール先ディレクトリ
インストール先ディレクトリのパスを指定します。指定例を次に示します。

パラメタ 内容 コマンドの引数

directory インストール先ディレクトリ /D インストール先ディレクト
リ

condition システム条件 /O システム条件
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（例 1）配布先が PCのクライアントの場合
directory=C:¥temp¥data

（例 2）配布先が UNIXのクライアントの場合
directory=/temp/data

省略すると，パッケージ基準ディレクトリパス（PACKAGING_SOURCEタグの
base_fullpath，またはコマンドの引数 /Bで設定されたディレクトリ）が仮定されま
す。

● condition=システム条件
配布先のクライアントのシステム条件を指定します。配布先が PCの場合に指定でき
ます。システム条件の指定方法を条件ごとに (3)～ (7)に示します。

（3） ハードディスクの空き容量を条件にする場合

ハードディスクの空き容量を条件にする場合のシステム条件の指定方法を次に示します。

condition= H:ドライブ名 等符号 容量

ドライブ名
ドライブを表す半角英数字 1文字を指定します。

等符号
「=」「>」「>=」「<」「<=」のうち，条件に合うものを指定します。

容量
メガバイト単位で指定してください。

指定例
「Cドライブに 1ギガバイトより大きい空き容量がある場合」という条件は次のよう
に指定します。
condition=H:C> 1000

（4） CPU種別を条件にする場合

CPU種別を条件にする場合のシステム条件の指定方法を次に示します。

condition= C 等符号 CPU種別

等符号
「=」または「<>」を指定します。

CPU種別
次の文字列を指定してください。
• AMD64または Intel EM64Tの場合：「AMD64/Intel EM64T」
• Intel i386相当の場合：「intel 80386」

• Intel i486相当の場合：「intel 80486」

• Intel Pentium相当の場合：「intel Pentium」

• COMPAQ Alphaまたは HP Alphaの場合：「DEC Alpha」
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• Intel IPF相当の場合：「Intel IPF」

• PowerPCの場合：「PowerPC」

指定例
「CPUが Pentium相当の場合」という条件は次のように指定します。
condition=C=intel Pentium

注意事項
• intel 80486をWindows NTまたはWindows 98で使用しているクライアントの場
合，システム条件を指定できません。指定するとインストールがエラーになりま
す。

（5） コプロセッサの有無を条件にする場合

コプロセッサの有無を条件にする場合，次のように指定してください。

コプロセッサがある場合
condition=E=Y

コプロセッサがない場合
condition=E=N

（6） 実メモリ，ユーザ利用可能メモリ，GDIシステムリソース容量を条
件にする場合

実メモリ，ユーザ利用可能メモリ，または GDIシステムリソース容量を条件にする場合
の，システム条件の指定方法を次に示します。

condition= 容量種別 等符号 容量

容量種別
R：実メモリ容量

U：ユーザ利用可能メモリ容量

G：GDIシステムリソース容量

等符号
「=」「>」「>=」「<」「<=」のうち，条件に合うものを指定します。

容量
実メモリ容量，およびユーザ利用可能メモリ容量の場合は，メガバイト単位で
指定してください。GDIシステムリソース容量の場合はキロバイト単位で指定
してください。

指定例
「実メモリ容量が 16メガバイト以上の場合」という条件は次のように指定します。
condition=R>=16

（7） OSバージョンを条件にする場合

OSバージョンを条件にする場合のシステム条件の指定方法を次に示します。
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condition= O 等符号 OS バージョン

等符号
「=」「>」「>=」「<」「<=」のうち，条件に合うものを指定します。

OS
「Any」「Windows」「WindowsVista」「WindowsServer2003」

「WindowsXP」「Windows2000」「WindowsNT」「WindowsMe」「Windows98」

「Windows95」「MSDOS」のうち，条件に合うものを指定します。「Any」は「す

べてのWindows」を意味します。

バージョン
OSのバージョン，リビジョン，世代番号を vvrrtの形式で 5けたまでの数字で
指定します。
vv
バージョン
rr
リビジョン
t
タイプ（V：日本語版MS-DOS，なし：英語版MS-DOS）
（例）
MS-DOS 6.2/Vの場合，「0620V」になります。

Windows 95の場合，「0400」になります。

指定例
「OSのバージョンが 4.00以上のWindowsの場合」という条件は次のように指定し
ます。
conditions=O>=Any 0400

（8） 注意事項
• UNIXのクライアントへ配布するパッケージの場合，システム条件は指定できません。
ディレクトリの指定は有効になりますが，ドライブは指定しても無視されます。

• システム条件は複数指定できます。複数指定した場合は論理積（AND）の条件となり
ます。すべての条件を満たした場合にインストールが実行されます。

• システム条件をコマンドの引数（/O）で指定する場合は，ソフトウェア条件（/l）と
合わせて 10個まで指定できます。

4.25.21　USER_PROGRAM_INSTALLATION_CONDITIONS
（外部プログラムの指定）

USER_PROGRAM_INSTALLATION_CONDITIONSタグでは，インストール前後およ
びインストールエラー時にクライアントで起動させる外部プログラムを指定します。こ
のタグは，dcmcollコマンド，dcmpackコマンド，および dcmstswコマンドで使用しま
す。
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指定できるパラメタ，およびコマンドの引数との対応を次の表に示します。

注※ 1
UNIXのクライアントへ配布するパッケージの場合，SCHEDULEタグの
installation_date_and_timeパラメタと同時に指定すると，このパラメタは無視されます。

注※ 2
UNIXのクライアントへ配布するパッケージの場合，パラメタを指定しても無視されます。

起動する外部プログラムには，GUIを持たないプログラムを指定してください。GUIを
持つプログラムを起動しても，GUIは表示されません。

また，外部プログラムには 16bitのアプリケーションを指定しないでください。
Windows NTのクライアントに対して，外部プログラムに 16bitアプリケーションを指
定したバックグラウンドインストールモードのパッケージをリモートインストールする
と，クライアントがハングアップします。

（1） 形式
USER_PROGRAM_INSTALLATION_CONDITIONS{
{
external_program_executed_before_installation=
インストール前起動外部プログラム
exit=外部プログラム処理結果の通知方式
action=処理結果エラー時の取り扱い
wait=監視方式（U，T，またはG）
}
{
external_program_executed_after_installation=
インストール後起動外部プログラム

パラメタ 内容 コマンドの引数

external_program_executed_b
efore_installation※ 1

インストール前起動外部プログラム /b インストール前起動外部プ
ログラム

external_program_executed_a
fter_installation

インストール後起動外部プログラム /a インストール後起動外部プ
ログラム

external_program_error_hand
ler※ 2

インストールエラー時起動外部プロ
グラム

/e インストールエラー時起動
外部プログラム

external_program_handler 起動外部プログラム /ep 起動外部プログラム

exit※ 2 外部プログラム処理結果の通知方式 /rbR，/rbM，/raR，/raM，/
reR，/reM

action※ 2 処理結果エラー時の取り扱い /ybC，/ybS，/yaC，/yaS

wait※ 2 監視方式 /wbU，/wbT，/wbG，/waU，
/waT，/waG，/weU，/weY

timeout • 監視時間
• 最大実行期間（dcmstswコマン
ドの場合）

• /n 監視時間
• /wt 最大実行期間
（dcmstswコマンドの場合）

wait_code 監視コード /wc 監視コード
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exit=外部プログラム処理結果の通知方式
action=処理結果エラー時の取り扱い
wait=監視方式（U，T，またはG）
}
{
external_program_error_handler=
インストールエラー時起動外部プログラム
exit=外部プログラム処理結果の通知方式
wait=監視方式（UまたはY）
timeout=監視時間
}
{
external_program_handler=
起動外部プログラム
timeout=最大実行期間
wait_code=監視コード
}
}

（2） 説明

● external_program_executed_before_installation=インストール前起動外部プログラム
インストール（またはファイル収集）の直前に起動する外部プログラムのパスをフル
パスで指定します。スペースを含むパス名を指定する場合は，値を「"」で囲んで指定
してください。
外部プログラムのパスはインストールの場合は半角で 256文字まで，ファイル収集の
場合は半角で 128文字まで指定できます。これらの文字数を超えて指定した場合は，
リターンコード「2」のエラーとなります。

● external_program_executed_after_installation=インストール後起動外部プログラム
インストール（またはファイル収集）の直後に起動する外部プログラムのパスをフル
パスで指定します。スペースを含むパス名を指定する場合は，値を「"」で囲んで指定
してください。
外部プログラムのパスはインストールの場合は半角で 256文字まで，ファイル収集の
場合は半角で 128文字まで指定できます。これらの文字数を超えて指定した場合は，
リターンコード「2」のエラーとなります。

● external_program_error_handler=インストールエラー時起動外部プログラム
インストール（またはファイル収集）エラー時に起動する外部プログラムのパスをフ
ルパスで指定します。スペースを含むパス名を指定する場合は，値を「"」で囲んで指
定してください。
外部プログラムのパスはインストールの場合は半角で 256文字まで，ファイル収集の
場合は半角で 128文字まで指定できます。これらの文字数を超えて指定した場合は，
リターンコード「2」のエラーとなります。

● external_program_handler=起動外部プログラム
指定した実行状況になった時に起動する外部プログラムのパスをフルパスで指定しま
す。スペースを含むパス名を指定する場合は，値を「"」で囲んで指定してください。
外部プログラムのパスは半角で 256文字まで指定できます。256文字を超えて指定し
た場合は，リターンコード「4」のエラーとなります。
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● exit=外部プログラム処理結果の通知方式
外部プログラムの処理結果の通知方式を「R」（リターンコード）または「M」（メッ
セージ）で指定します。コマンドの引数で指定する場合は，「/rb」（インストール前起
動プログラムの場合），「/ra」（インストール後起動プログラムの場合），または「/re」
（インストールエラー時起動プログラムの場合）の直後に「R」または「M」を指定し
ます。
デフォルトは，INSTALLATION_METHODタグの installation_mode（またはコマ
ンドの引数 /m）で指定されたインストールモードによって異なります。GUIインス
トールモードの場合は「M」，バックグラウンドインストールモードの場合は「R」に
なります。
• R
外部プログラムのリターンコードで通知します。

• M
外部プログラムが規定のメッセージを出すことで通知します。

● action=処理結果エラー時の取り扱い
外部プログラムの処理結果がエラーの場合に，インストールを続行するかどうかを
「C」（続行する）または「S」（中止する）で指定します。コマンドの引数で指定する
場合は，「/yb」（インストール前起動プログラムの場合）または「/ya」（インストール
後起動プログラムの場合）の直後に「C」または「S」を指定します。デフォルトは
「S」です。
• C
エラーであっても正常とみなし，インストールを続行します。

• S
インストールをエラーとし，インストール処理を中止します。

● wait=監視方式
外部プログラムが処理結果を通知するまでのインストール処理の取り扱いを「U」，
「T」，「G」，または「Y」で指定します。コマンドの引数で指定する場合は，「/wb」
（インストール前起動プログラムの場合），「/wa」（インストール後起動プログラムの
場合），または「/we」（インストールエラー時起動プログラムの場合）の直後に「U」，
「T」，「G」，または「Y」を指定します。デフォルトは「U」です。
「T」，「G」，または「Y」を指定した場合，「監視時間」で外部プログラムの応答を監
視する時間の上限値を指定してください。
• U
処理結果が通知されるまでインストール処理を中断します。

• T
中断時間が監視時間を経過した場合，インストールをエラーとみなし，インストー
ル処理を中止します。

• G
中断時間が監視時間を経過した場合，正常とみなし，インストール処理を続行しま
す。
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• Y
中断時間が監視時間を経過した場合，インストールエラー時起動プログラムの処理
を続行します。

● timeout=監視時間（dcmstswコマンドの場合は最大実行期間）

dcmpackコマンドの場合
外部プログラムの応答を監視する時間の上限値を指定します。監視時間は秒単位
で，0～ 21,600（6時間）の範囲で指定してください。応答を監視しない場合は
「0」を指定します。デフォルトは「1」です。
監視時間の指定は，「インストール直前」，「インストール直後」，「インストールエ
ラー」で起動するすべての外部プログラムに共通の値となります。なお，「監視方
式」で「U」を指定した場合は指定が無効になります。

dcmstswコマンドの場合
ジョブの実行状況を監視する最大実行期間を指定します。実行期間は秒単位で，
1～ 10,000,000の範囲で指定してください。デフォルトは 86,400（1日）です。

● wait_code=監視コード
外部プログラムを起動する契機となる，ジョブ実行状態または保守コードを指定しま
す。複数指定する場合は間を「,」（コンマ）で区切ってください。複数指定すると OR
条件で設定されます。
なお，ジョブ実行状態は，JP1/NETM/DM Managerの配布管理システムでだけ指定
できます。

ジョブ実行状態を指定する場合
次の値の中から一つ以上を指定してください。デフォルトは「ERROR」です。
・NORMAL
　正常終了した。
・TRANS_WAIT
　配布管理システムで転送待ち状態。
・TRANSMITTED
　クライアントへ転送中または実行中。
・REGISTERED
　IDジョブを ID管理中継へ転送中。
・CLT_NOTREADY
　起動に失敗した。

・CLT_SERVICE_OFF※

　JP1/NETM/DMが停止しているため，起動に失敗した。
・CLT_POWER_OFF※

　PCの電源がオフのため，起動が失敗した。
・CLT_NETWORK_ERR※

　ネットワーク障害のため，起動が失敗した。
・SUSPENDED
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　中継で中断指示があった。
・INST_WAIT
　インストール／収集待ち。
・HOLD_EXEC
　ジョブが保留された。
・REJECTED
　インストールが拒否された。
・ID_NOPKG
　IDジョブで中継保管パッケージが削除された。
・CANCEL
　クライアントでジョブがキャンセルされた。
・CONNECT_ERROR
　通信エラーが発生した。
・ERROR
　ジョブ実行エラーが発生した。
・DELETING
　中継するシステムまたはクライアントでジョブを削除中。

注※
JP1/NETM/DM Managerのセットアップで，［サーバカスタマイズオプション］
パネルの「起動失敗要因を細分化する」チェックボックスがオンの場合に指定で
きます。ただし，「CLT_NOTREADY」と同時に指定しても無視されます。
なお，チェックボックスがオフの場合は，これらの実行状態を指定しても，外部
プログラムを起動できません。

保守コードを指定する場合
保守コードを 12けたで指定してください。ワイルドカードを使用できます。
（例）
　保守コードの左から 9番目が 8，10番目が 2："????????82??"

（3） 注意事項
•「インストール前起動外部プログラム」，「インストール後起動外部プログラム」，「イン
ストールエラー時起動外部プログラム」，および「起動外部プログラム」はそれぞれ一
つまで指定できます。

• インストール前後に起動する外部プログラムを指定する場合，システム条件
（SYSTEM_CONDITIONS）またはソフトウェア条件
（SOFTWARE_CONDITIONS）を指定したときは，exit，action，waitの指定は無効
になります。

• dcmcollコマンドで使用する場合は，external_program_handler，exit，action，
wait，および timeoutの指定は無効になります。

• dcmstswコマンドで使用する場合は，external_program_handler，timeout，
wait_code以外の指定は無効になります。
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（a）UNIXクライアントで外部プログラムを起動する場合の注意事項

dcmpackコマンドで，UNIXクライアントへ配布するパッケージに外部プログラムの起
動を設定する場合，次のことに注意してください。

• Windowsクライアント向けパッケージと異なり，external_program_error_handler，
exit，action，および waitパラメタは指定できません。

• external_program_executed_before_installationおよび
external_program_executed_after_installationパラメタは，SCHEDULEタグの
installation_date_and_timeパラメタを指定したかどうかで外部プログラムのパスの
指定方法が異なります。

•「<」「>」「|」「&」「$」などのシェルプログラムで特別な意味を持つ文字は使わない
でください。
指定方法の違いを次の表に示します。

また，dcmcollコマンドで UNIXクライアントに対して外部プログラムの起動を設定す
る場合，次のことに注意してください。

• Windowsクライアントの場合と異なり，external_program_error_handlerパラメタ
は指定できません。

• 起動する外部プログラムのパスは，半角 64文字以内で指定してください。65文字以
上を指定した場合は，先頭から 64文字分が有効となります。

• 起動する外部プログラムのパスにスペースを含めることはできません。

installation_date_and_
timeの指定

起動する外部プログラムのパス指定方法

external_program_executed_be
fore_installation

external_program_executed_after_installati
on

あり 指定できません。 • 半角 40文字以内で指定してください。
• スペースを含んだパスは指定できません。
• 後処理プログラムに引数が存在する場合
は，パスと引数の全体を「"」（ダブル
クォーテーション）で囲んでください。

• 引数がスペースを含む場合は，スペース
を含む引数を「'」（シングルクォーテー
ション）で囲んでください。

なし • external_program_executed_before_installationだけ指定する場合，半角
60文字以内で指定してください。

• external_program_executed_after_installationだけ指定する場合，半角 64
文字以内で指定してください。

• external_program_executed_before_installationと
external_program_executed_after_installationを両方指定する場合，合わ
せて半角 60文字以内で指定してください。

• 文字列（引数）の数は最大 18個指定できます。
• 複数の連続したスペースは 1個の区切り文字として扱われます。
•「'」（シングルクォーテーション）は引数として扱われません。
• シェル変数は文字列として扱われるため，無効になります。
• 応答待ちになる処理を指定しないでください。
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• 起動する外部プログラムに引数は指定できません。

なお，パスの指定方法が間違っていた場合，パッケージングとジョブの実行はできます
が，配布先の UNIXクライアントで外部プログラムは起動しません。このとき，ジョブ
はエラーにならず，正常終了しますのでご注意ください。
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4.26　予約語の指定方法
JOB_ATTRIBUTEタグ，PACKAGING_INFORMATIONタグ，およびこれに該当する
コマンドの引数では，指定値として予約語を使用できます。コマンドは，予約語を実際
の値に置換して処理します。

4.26.1　JP1/NETM/DMのコマンドで使用できる予約語
JP1/NETM/DMのコマンドで使用できる予約語と，置換後の値について次の表に示しま
す。

表 4-45　JP1/NETM/DMのコマンドで使用できる予約語

予約語 置換後の値

¥CY コマンド実行時点の西暦年の下 2けた。

¥CM コマンド実行時点の月 2けた。

¥CD コマンド実行時点の日 2けた。

¥CH コマンド実行時点の時 2けた。

¥CN コマンド実行時点の分 2けた。

¥CS コマンド実行時点の秒 2けた。

¥BY base_fullpath指定値の最終更新時刻の，西暦年の下 2けた。

¥BM base_fullpath指定値の最終更新時刻の月 2けた。

¥BD base_fullpath指定値の最終更新時刻の日 2けた。

¥BH base_fullpath指定値の最終更新時刻の時 2けた。

¥BN base_fullpath指定値の最終更新時刻の分 2けた。

¥BS base_fullpath指定値の最終更新時刻の秒 2けた。

¥VERSION PACKAGING_INFORMATIONの version_revisionに指定された一つ目の値。

¥GROUP JOB_DESTINATIONの groupに指定された一つ目の値。groupが空なら無視され
る。置換後の文字列に「¥」が含まれる場合は，さらに「¥」を除いた文字列に置換
される。

¥HOST JOB_DESTINATIONの host_nameに指定された一つ目の値。host_nameが空な
ら無視される。置換後の文字列に「.」（ピリオド）が含まれる場合は，最初の「.」
以降を除いた文字列に置換される。

¥DSTID JOB_DESTINATION_IDの destination_idに指定された一つ目の値。
destination_idが空なら無視される。

¥PKGID PACKAGING_INFORMATIONの package_idに指定された一つ目の値。

¥FILE PACKAGING_SOURCEの file_pathの一つ目の値から，相対ディレクトリ部分お
よび「.」（ピリオド）以降を除いたファイル名称。file_pathが空なら無視される。
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4.26.2　予約語を使用する場合の注意事項
パラメタファイルおよびコマンドの引数に，予約語を使用する場合の注意事項を次に示
します。

●置換後の文字列の長さがパラメタ（または引数）として指定できる最大けた数を超え
ないように指定してください。パラメタの最大けた数を超えた場合は，予約語または
文字列の単位で切り捨てて処理されます。

（例）
ジョブ名称として「¥PKGIDを中継システム ¥HOSTまで配布」と指定した場合，

置換後に，予約語以外の文字列だった部分（「を中継システム」または「まで配
布」）の途中で 32バイトに達した場合は，その文字列の先頭からすべて切り捨て
られます。つまり，ジョブ名は，置換前に「¥PKGID」だった部分まで，または

「¥HOST」だった部分までとなります。

置換後に，予約語「¥HOST」だった部分の途中で 32バイトに達した場合は，
「XXXXXXを中継システム」までがジョブ名称となります。

●置換後の文字列が，そのパラメタ（または引数）での使用禁止文字を含まないように
指定してください。

4.26.3　予約語の使用例
予約語を使用して記述したパラメタファイルの例を次に示します。

（1） dcminstコマンドで使用するパラメタファイルの例
JOB_ATTRIBUTE{
job_generator=¥PKGID他を各部に配布
      *予約語置換後に32バイトを超えると"他"以降を切り捨てる
      *ジョブ格納フォルダに定義済みの名前の場合失敗する
job_folder=¥配布¥CM月¥CD日¥CH時
      *この例ではルートフォルダ下にフォルダ(1階層)を作成。
      *保存(/s)指定がないと実行後に新規作成の階層から削除
}
JOB_DESTINATION{ 
      *あて先はJOB_DESTINATIONまたはJOB_DESTINATION_IDどちらかで指定する
host_name=host1;host2;host3
host_name=host4;host5;host6
group=¥全社¥営業部;¥全社¥資材部;¥全社¥技術部

¥SIZE PACKAGING_SOURCEの file_pathの一つ目の値のファイルサイズ。file_pathが
空なら無視される。file_pathに存在しないファイルが指定されている場合はコマン
ドが失敗する。

¥BASE PACKAGING_SOURCEの base_fullpathの値から，相対ディレクトリ部分および
「.」（ピリオド）以降を除いたファイル名称。

¥ZDIR FILE_COLLECTIONの dmz_pathの値から，相対ディレクトリ部分および「.」
（ピリオド）以降を除いたファイル名称。

予約語 置換後の値
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group=¥全社¥人事部
}
 
PACKAGING_INFORMATION{      *3個のパッケージを配布する場合の例
{ 
      *PACKAGING_INFORMATIONはほかのタグとは別のファイルに
      *書くことができる
      *またはdcmpackを先に実行し，その出力ファイルを指定できる
package_name=1 
package_id=1
version_revision=1
generation=1
cabinet_name=CAB01
cabinet_id=01
package_code=P
}
{
package_name=2
package_id=2
version_revision=2
generation=2
cabinet_name=CAB01
cabinet_id=02
package_code=P
}
{
package_name=3
package_id=3
version_revision=3
generation=3
cabinet_name=CAB01
cabinet_id=03
package_code=P
}
}

（2） dcmpackコマンドで使用するパラメタファイルの例
PACKAGING_SOURCE{
file_path= pack1.txt;pack2.txt;pack 3.txt;pack4.txt
base_fullpath=C:¥dir1
}
PACKAGING_INFORMATION
{
package_name=¥FILE¥SIZEbytes¥CM月¥CD日¥CH時¥CN分
package_id=¥BASE-¥BM¥BD¥BH¥BM
version_revision=V0¥10:0
generation=G¥1
cabinet_name=¥PKGID
cabinet_id=¥CD
}
INSTALLATION_METHOD{
installation_mode=G
}
USER_PROGRAM_INSTALLATION_CONDITIONS{
{
external_program_executed_before_installation="C:¥test B.exe" "-B" 
bbb
exit=R
action=C
wait=T
}
{
external_program_executed_after_installation=C:¥testA.exe -c "a aa"
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exit=R
action=C
wait=T
}
{
external_program_error_handler="C:¥test E.txt" -c "e e"
exit=R
wait=Y
}
timeout=404
}
SYSTEM_CONDITIONS{
directory=C:¥DestDir
condition=H:c>1000
condition=C=PowerPC
}
OPTION{
compress=Y
compress_type=H
restore=Y
}
FILE_PROPERTIES{
permission=N
}
SCHEDULE{
expiration_date=001231
installation_date_and_time=04020100:50
installation_timing=S
}

（3） dcmcollコマンドで使用するパラメタファイルの例
JOB_ATTRIBUTE{
job_generator=¥ZDIRに¥HOSTから¥FILE収集
      *サーバのジョブ格納フォルダに定義済みの場合は失敗する
job_folder=¥¥GROUP¥¥CM¥¥CD¥¥CH
      *この例ではルートフォルダ下にフォルダ(4階層)を作成
      *保存/s指定がないと実行後に新規作成の階層から削除
}
JOB_DESTINATION{
host_name=dmp492.soft.hitachi.co.jp
      *JOB_ATTRIBUTE内の¥HOSTは"dmp492"に置換される
host_name=dmp491
group = ¥グループ¥grp1
      *JOB_ATTRIBUTE内の¥GROUPは"グループgrp1"に置換される
group = ¥グループ¥grp2;¥グループ¥grp3
}
SCHEDULE{
installation_timing = S
}
OPTION{
compress=Y
}
USER_PROGRAM_INSTALLATION_CONDITIONS{
      *スペースを含む文字列は必ず「"」で囲む
external_program_executed_before_installation = "C:¥test B.exe"
external_program_executed_after_installation = C:¥testA.exe -x "a 
aa"
external_program_error_handler = "C:¥test E.exe"
}
FILE_COLLECTION{
source_path= C:¥tmp¥SD障害.dir
      *JOB_ATTRIBUTE内の¥FILEは"SD障害"に置換される
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source_path= C:¥tmp¥SD障害2.dir;C:¥tmp¥SD障害3.dir
dmz_path=  C:¥
      *JOB_ATTRIBUTE内の¥FILEは"ROOT"に置換される
}
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この章では，JP1/NETM/DMを使用中にトラブルが発生した
場合の，トラブル情報の確認方法やトラブルへの対処方法につ
いて説明します。

5.1　トラブル発生時の対処方法

5.2　ジョブのトラブルシューティング

5.3　JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）
のトラブルシューティング

5.4　JP1/NETM/DM Client（クライアント）のトラブルシューティング

5.5　インターネットオプションのトラブルシューティング

5.6　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのトラブルシューティング

5.7　Asset Information Manager Limitedのトラブルシューティング

5.8　保守資料の採取

5.9　トラブルに備えたバックアップの取得

5.10　イベントログメッセージ一覧

5.11　クライアントの基本ログメッセージ一覧
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5.1　トラブル発生時の対処方法
JP1/NETM/DMを使用中にトラブルが発生した場合は，次の手順で対処してください。

1. メッセージが表示されているかどうかを確認する。
• ジョブがエラーになった場合は，［詳細情報］ダイアログボックスでエラーの内容
を確認できます。「5.2　ジョブのトラブルシューティング」を参照し，対処方法に
従って対処してください。

• JP1/NETM/DMでは，トラブルが発生した場合，ログが取得されます。ログの内
容を確認し，対処してください。JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）のログの確認方法については「5.3.1　ログファイルの確
認」を，JP1/NETM/DM Client（クライアント）のログの確認方法については
「5.4.1　ログファイルの確認」を参照してください。

2.「正常に動作しないときの対処」に挙げられている事象に当てはまるかどうかを確認
する。
JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）での事象は
「5.3.2　正常に動作しないときの対処」を，JP1/NETM/DM Client（クライアント）
での事象は「5.4.2　正常に動作しないときの対処」を参照し，対処方法に従って対処
してください。

3. 1および 2の対処で問題が解決しない場合は，保守資料を採取し，システム管理者に
連絡する。
「5.8　保守資料の採取」を参照し，トラブルの要因を調べるための資料を採取してく
ださい。システム管理者は，採取した資料を基にトラブルの要因を調査し，対処して
ください。
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5.2　ジョブのトラブルシューティング
JP1/NETM/DMで実行したジョブがエラーになった場合の，詳細情報の確認方法と対処
方法を説明します。

5.2.1　エラージョブの詳細情報を確認する方法
JP1/NETM/DMで実行したジョブがエラーになった場合，リモートインストールマネー
ジャの［ジョブ実行状況］ウィンドウから表示される［詳細情報］ダイアログボックス
で，エラーの詳細情報を確認できます。

［ジョブ実行状況］ウィンドウでは，階層ごとにジョブの情報が表示されます。［詳細情
報］ダイアログボックスを表示するには，［ジョブ実行状況］ウィンドウに最下層の情報
を表示した状態で，右枠のジョブを選択したあと，［表示］－［ジョブの詳細情報の表
示］を選択します。または，右枠のジョブをダブルクリックします。

例えば，リモートインストールするジョブの場合，次に示すように，最下層の情報であ
るパッケージ（業務プログラム）をダブルクリックすると，［詳細情報］ダイアログボッ
クスが表示されます。

図 5-1　［ジョブ実行状況］ウィンドウ
211



5.　トラブルシューティング
図 5-2　［詳細情報］ダイアログボックス

「説明」欄には，エラーの要因や対処方法が表示されます。また，エラーの原因は保守
コードとして表示されます。保守コードについては，「5.2.3　保守コード一覧」を参照し
てください。

なお，「説明」欄の「エラー関数」に「UNIX」，「エラー理由」に番号が表示されている
場合，この番号を 4けたずつ区切ると，UNIXのクライアントである JP1/NETM/DM/W
または JP1/NETM/DM Clientから通知されたメッセージ IDになります。メッセージ
IDの内容については，UNIX版 JP1/NETM/DMのマニュアル「JP1/NETM/DM 
SubManager(UNIX(R)用 )」，「JP1/NETM/DM Client(UNIX(R)用 )」，または「JP1 
Version 5 統合ネットワーク管理システム /ソフトウェア配布管理支援 /ワークステー
ション JP1/NETM/DM/W」を参照してください。

5.2.2　エラージョブを効率的に確認する方法
リレーショナルデータベースを使用している場合，［ジョブ実行状況］ウィンドウには，
特定の実行状態のジョブだけを表示できます。次に，エラーのジョブだけを表示する方
法を示します。

1.［ジョブ実行状況］ウィンドウで，［表示］－［すべてのジョブ詳細の表示］を選択す
る。

2.［ジョブ実行状況］ウィンドウで，［表示］－［ジョブの種類の指定］を選択する。
［表示するジョブの選択］ダイアログボックスが表示されます。
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図 5-3　［表示するジョブの選択］ダイアログボックス

3.「ジョブ詳細実行状態」で「エラー」だけを選択する。

この設定によって，［ジョブ実行状況］ウィンドウには，選択した階層下のエラーの情報
だけが表示されるようになり，エラーのジョブが確認しやすくなります。

エラーとなったジョブをダブルクリックすると，［詳細情報］ダイアログボックスが表示
され，エラーの詳細情報を確認できます。

5.2.3　保守コード一覧
リモートインストールなどのジョブがエラーになった場合，エラーの原因が保守コード
として表示されます。［ジョブ実行状況］ウィンドウから表示される［詳細情報］ダイア
ログボックスで，保守コードを確認してください。

ここでは，保守コードごとに，エラーの原因および対処方法を説明します。

なお，保守コードの左から 9番目と 10番目の数字はユーザステータスで，JP1/NETM/
DMのジョブの実行結果であるリターンコードや，JP1/NETM/DM以外のインストーラ
や外部プログラムなどのリターンコードが表示されます。32ビットの値がリターンコー
ドとして返された場合は，下位 1バイトが表示されます。JP1/NETM/DM以外のリター
ンコードについては，インストーラや外部プログラムなどの開発元にお問い合わせくだ
さい。

（1） 通常のリモートインストールが失敗した場合

通常のリモートインストールのジョブで返される主な保守コードの要因および対処方法
を次の表に示します。

なお，あて先が UNIXのクライアントの場合，外部プログラムの処理に成功しリモート
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インストールのジョブが正常終了しても，ユーザステータスに「00」以外の値が表示さ
れますが，これは無視して問題ありません。

表 5-1　リモートインストール時の保守コード

保守コード 要因 対処

300092020000 容量の大きいソフトウェアをリ
モートインストールしたため，
クライアントで，インストール
およびその作業用に必要なディ
スク容量が確保できません。

マニュアル「導入・設計ガイド」の「5.3.3
　ディスク占有量」を参照して，リモートイ
ンストール時にクライアントで必要なハード
ディスク容量を算出してください。ハード
ディスクの容量に余裕がない PCにリモート
インストールする場合は，不要なファイルを
削除してから実行してください。
また，JP1/NETM/DM Clientはハードディ
スクに余裕があるドライブにインストールし
てください。

300093010000 リモートインストールするパッ
ケージを，クライアントがサ
ポートしていません。

リモートインストールするパッケージをサ
ポートしているバージョンに，クライアント
をバージョンアップしてください。

300097010000 次に示す原因によって，リモー
トインストールする対象のファ
イルが作成できません。
1. リモートインストール対象
のファイルが使用されてい
る。

2. 同一名称のディレクトリが
ある。

3. ファイルにアクセス権限が
ない。

4. 高圧縮のパッケージをサ
ポートしていないバージョ
ンのクライアントに配布し
た。

5. パッケージの暗号化キーと
クライアントの暗号化キー
が不一致である。

1.～ 3.のそれぞれの要因を取り除いてくだ
さい。
なお，クライアントで［スタートアップ］グ
ループに登録されているプログラムに対し，
「システム起動時インストール」のリモート
インストールを実行すると，1.の理由でイ
ンストールが失敗します。スタートアップか
ら起動しているプログラムなどは，
［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダ
に移動しておいてください。先にインストー
ル処理をしてからプログラムを起動します。
［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダ
への移動については，マニュアル「運用ガイ
ド 1」の「11.2.2(2)　スタートアッププログ
ラムの移行」を参照してください。
4.の場合，高圧縮のパッケージを互換モー
ド圧縮でパッケージングしてから配布してく
ださい。
5.の場合，JP1/NETM/DM Encryption 
Optionで，パッケージとクライアントの暗
号化キーを一致させてください。

300097050000 JP1/NETM/DM Encryption 
Optionをインストールしてい
ないクライアントに対して，暗
号化パッケージをリモートイン
ストールしました。

クライアントに JP1/NETM/DM Encryption 
Optionをインストールしてください。

3000980Exx00※ 前処理プログラムの起動に失敗
しました。

なし。

3000980F0000 前処理プログラムから応答がな
いまま，外部プログラム監視時
間が経過しました。

前処理プログラムを確認してください。ま
た，外部プログラム監視時間が適切な値かど
うかを確認してください。
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注※　xxは前処理プログラムまたは後処理プログラムのリターンコードです。

（2） 日立プログラムプロダクトのリモートインストールが失敗した場合

JP1/NETM/DM Clientまたはそのほかの日立プログラムプロダクトをリモートインス
トールした場合に返される保守コードの要因および対処方法を，表 5-2～表 5-3に示し
ます。

なお，3000AF00xx00の形式で返される保守コードの，xxの部分はジョブ結果のリター
ンコードです。JP1/NETM/DM Client（クライアント）のリモートインストールが終了
したあとは，クライアントの画面にもリターンコードが表示されます。

表 5-2　JP1/NETM/DM Clientをリモートインストールしたときの保守コード

30009A01xx00※ 後処理プログラムの起動に失敗
しました。

「xx」が「00」の場合は，外部プログラムの
パスを確認してください。
また，「xx」が「00」以外の場合は，ユーザ
ステータスを確認してください。

30009A060000 後処理プログラムから応答がな
いまま，外部プログラム監視時
間が経過しました。

後処理プログラムを確認してください。ま
た，外部プログラム監視時間が適切な値かど
うかを確認してください。

30009F090000 パッケージのダウンロード中ま
たはインストール中に，クライ
アントの PCの電源をオフにさ
れたため，インストールが失敗
しました。

なし。

900090009000 • インストールを実行しないで
インストールが完了したこと
を配布管理システムに通知し
てくる場合
リモートインストールした
パッケージと同じソフトウェ
アがクライアントシステムに
インストールされています。

• インストールが完了している
のにファイルができない場合
クライアントシステム側にリ
モートインストールされてい
るデータを削除してしまいま
した。

ジョブの作成時に「同じパッケージがあった
ら上書き」を指定して実行すると，リモート
インストール先に同じパッケージがあっても
インストールできます。

保守コード 要因 対処方法

300077030000 配布先 OSに対応していない JP1/
NETM/DM Client（クライアン
ト）が配布されたため，インス
トールに失敗しました。

配布先の OSと JP1/NETM/DM Client
（クライアント）の適用 OSを確認し，配
布先の OSに対応した JP1/NETM/DM 
Client（クライアント）をリモートインス
トールしてください。

3000AF000000 正常終了。 なし。

保守コード 要因 対処
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3000AF008000 インストール設定ファイル
（setup.inf）の解析に失敗しまし
た。

システム管理者に連絡してください。

3000AF008100 媒体にインストールファイルがあ
りません（PPファイルなし）。

不正な媒体であるおそれがあります。シス
テム管理者に連絡してください。

3000AF008200 アイコンの登録に失敗しました
（インストール後の処理エラー）。

JP1/NETM/DMの動作環境が不正となっ
ているおそれがあります。手動で上書きイ
ンストールを実行してください。

リモートコントロールエージェン
トのプログラムフォルダがありま
せん。

JP1/NETM/DMの動作環境が不正となっ
ているおそれがあります。手動で上書きイ
ンストールを実行してください。

3000AF008300 リモートコントロールエージェン
トのレジストリ登録に失敗しまし
た。

JP1/NETM/DMの動作環境が不正となっ
ているおそれがあります。手動で上書きイ
ンストールを実行してください。

リモートコントロールエージェン
トの許可マネージャの登録に失敗
しました。

JP1/NETM/DMの動作環境が不正となっ
ているおそれがあります。手動で上書きイ
ンストールを実行してください。

レジストリにインストール先ディ
レクトリがありません。

JP1/NETM/DMの動作環境が不正となっ
ているおそれがあります。手動で上書きイ
ンストールを実行してください。

3000AF008500 ファイルコピー中にエラーが発生
しました（ディスクアクセスエ
ラー）。

ハードディスクが正常に動作しているか確
認してください。
ハードディスクが正常に動作している場合
は，インストール先フォルダが使用中であ
ることが考えられます。インストール先
フォルダを使用しているアプリケーション
を終了するか PCの再起動が必要です。

3000AF008500 JP1/NETM/DM Client（クライア
ント）の自身配布で，ファイルコ
ピーのディレクトリ作成に失敗し
ました。

ハードディスクが正常に動作しているか確
認してください。
ハードディスクが正常に動作している場合
は，インストール先フォルダが使用中であ
ることが考えられます。インストール先
フォルダを使用しているアプリケーション
を終了するか PCの再起動が必要です。

3000AF008600 インストール先ドライブの空き容
量が不足しました。

ハードディスクの空き容量を増やした上で
再度リモートインストールを実行するか，
別のインストール先ドライブを指定して再
度リモートインストールを実行する必要が
あります。

3000AF008600 実行ファイルのバックアップ作成
に失敗しました。

ハードディスクの空き容量を確保して再イ
ンストールしてください。

3000AF008700 インストーラ用 DLLの読み込み
に失敗しました。

システム管理者に連絡してください。

JP1/NETM/DM Client（クライア
ント）の自身配布で，ディスク交
換を要求されました。

システム管理者に連絡してください。

保守コード 要因 対処方法
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JP1/NETM/DM Client（クライア
ント）の自身配布で，ディスク番
号に誤りがあります。

ディスク番号を確認しながら再度パッケー
ジングし直してください。

インストールファイルの伸長でエ
ラーが発生しました。

システム管理者に連絡してください。

リモートコントロールエージェン
トで，インストール用 DLLの読
み込みに失敗しました（ファイル
オープンエラー）。

システム管理者に連絡してください。

3000AF008B00 総合インストーラフラグの設定に
誤りがあります。

システム管理者に連絡してください。

3000AF008C00 次の中継システムの製品がインス
トールされているコンピュータに，
JP1/NETM/DM Client（クライア
ント）をインストールしました。
• JP1/NETM/DM Client（中継シ
ステム）

• JP1/NETM/DM SubManager
• NETM/DM SubManager
• NETM/DMの中継システム
• NETM/DM/P-AF
• Groupmax Remote Installation 

Clientの中継システム

次のどちらかの方法で対処してください。
• 中継システムの製品をアンインストール
する。

• 別のコンピュータに JP1/NETM/DM 
Client（クライアント）をインストール
する。

NETM/DM lightがすでにインス
トールされているコンピュータに
JP1/NETM/DM Client（クライア
ント）をインストールしました。

NETM/DM lightをアンインストールする，
または別のコンピュータに JP1/NETM/
DM Client（クライアント）をインストー
ルしてください。

総合インストーラの操作に誤りが
あります。

システム管理者に連絡してください。

インストール先の OSバージョン
に誤りがあります（インストール
拒否）。

インストールできないシステムにリモート
インストールしたおそれがあります。イン
ストール先の OSバージョンを確認してく
ださい。

リモートコントロールエージェン
トの，インストール先の OSバー
ジョンに誤りがあります。

インストールできないシステムにリモート
インストールしたおそれがあります。イン
ストール先の OSバージョンを確認してく
ださい。

JP1/NETM/Remote Control 
Agent，JP1/Remote Control 
Agent，または JP1/NETM/DM 
Managerのリモートコントロール
エージェントがインストールされ
ている PCに，JP1/NETM/DM 
Client（クライアント）のリモー
トコントロールエージェントをイ
ンストールしました。

システム管理者に連絡してください。

保守コード 要因 対処方法
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3000AF009000 インストールコンポーネントに誤
りがあります（「クライアント
Webインストール」がインストー
ルされている PCにリモートイン
ストールしました）。

JP1 Version 7iのコンポーネント「クライ
アントWebインストール」がインストー
ルされている PCの場合，手動でインス
トールしてください。

3000AF009200 JP1/NETM/DM Client（クライア
ント）が処理実行中です。

JP1/NETM/DM Client（クライアント）を
再度，リモートインストールしてくださ
い。

3000AF009400 インストール前処理エラーが発生
しました。

システム管理者に連絡してください。

リモートコントロールエージェン
トのドライバ設定が失敗しました。

システム管理者に連絡してください。

リモートコントロールエージェン
トのダイアログボックスの読み込
みに失敗しました。

システム管理者に連絡してください。

リモートコントロールエージェン
トのサービスの制御に失敗しまし
た。

システム管理者に連絡してください。

3000AF009500 WWWブラウザから，JP1/
NETM/DM Client（クライアン
ト）をインストールしようとしま
したが，クライアントおよびリ
モートコントロールエージェント
以外のコンポーネントがすでにイ
ンストールされています。

クライアントとリモートコントロールエー
ジェント以外のコンポーネントをアンイン
ストールしてください。

JP1/NETM/DM Manager（中継
マネージャ）がインストールされ
ている PCに，JP1/NETM/DM 
Client（クライアント）をリモー
トインストールしました。

JP1/NETM/DM Managerをアンインス
トールする，または別の PCに JP1/
NETM/DM Client（クライアント）をイン
ストールしてください。

JP1/NETM/DM Managerがイン
ストールされている PCに，JP1/
NETM/DM Client（中継システ
ム）をリモートインストールしま
した。

JP1/NETM/DM Managerをアンインス
トールする，または別の PCに JP1/
NETM/DM Client（中継システム）をイン
ストールしてください。

3000AF009600 中継システムの管理ファイルの移
行に失敗しました。

リモートインストールを再実行してくださ
い。

3000AF009800 「スタートアップ機能支援ツール」
がインストールされている PCに，
JP1/NETM/DM Client（クライア
ント）をリモートインストールし
ました。

「スタートアップ機能支援ツール」がイン
ストールされている PCの場合，手動でイ
ンストールしてください。

保守コード 要因 対処方法
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表 5-3　そのほかの日立プログラムプロダクトをリモートインストールしたときの保守
コード

「差分情報の取得」または
「Automatic Installation Tool」が
インストールされている PCに，
JP1/NETM/DM Client（中継シス
テム）をリモートインストールし
ました。

「差分情報の取得」または「Automatic 
Installation Tool」がインストールされて
いる PCの場合，手動でインストールして
ください。

保守コード 要因 対処方法

300077090000 配布先の OSに対応していない日
立プログラムプロダクトが配布さ
れたため，インストールに失敗し
ました。

配布先の OSと日立プログラムプロダクト
の適用 OSを確認し，配布先の ODに対応
した日立プログラムプロダクトをリモート
インストールしてください。

3000AF008000，
3000AF008100

インストールが異常終了しました。 システム管理者に連絡してください。

3000AF008200 インストール直後の外部処理プロ
グラムでエラーが発生しました。
• アイコン追加処理で失敗
• グループ追加処理で失敗

パッケージング時に指定した，インストー
ル後に実行するプログラムパスに誤りがな
いか確認してください。パスに誤りがない
場合は，実行したプログラムが異常終了し
たことが考えられます。

3000AF008300 インストールが異常終了しました。 システム管理者に連絡してください。

3000AF008400 インストール時に必要な，メモリ
の容量が不足しています。

ほかのプログラムを終了させるなどしてメ
モリを確保してから，再度実行してくださ
い。

3000AF008500 ハードディスクのアクセスエラー
が発生しました。

ハードディスクが正常に動作しているか確
認してください。
ハードディスクが正常に動作している場合
は，インストール先フォルダが使用中であ
ることが考えられます。インストール先
フォルダを使用しているアプリケーション
を終了するか PCの再起動が必要です。

3000AF008600 ハードディスクの空き容量が不足
しています。

ハードディスクの空き容量を確保してか
ら，再度実行してください。

3000AF008700 インストールが異常終了しました。 システム管理者に連絡してください。

3000AF008800 起動パラメタが誤っています。
（例）

更新インストールが指示され
たが，該当するプログラムが
インストールされていない。

エラーの現象が，左の例と同じ場合は，新
規インストールで再度実行してください。
そのほかの場合は，システム管理者に連絡
してください。

3000AF008A00 プログラムプロダクトを新規イン
ストールできません。

配布先に旧バージョンがすでにインストー
ルされているため，更新インストールで再
度リモートインストールし直してくださ
い。

3000AF008B00 インストールが異常終了しました。 システム管理者に連絡してください。

保守コード 要因 対処方法
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（3） 他社ソフトウェアのリモートインストールが失敗した場合

他社ソフトウェアのリモートインストールジョブで返される保守コードの要因および対
処方法を次の表に示します。

表 5-4　他社ソフトウェアのリモートインストール時の保守コード

3000AF008C00 インストールが拒否されました。
（例）

前提プログラムがインストー
ルされていない。

エラーの現象が，左の例と同じ場合は，前
提となるプログラムをインストールしたあ
と，再度実行してください。
そのほかの場合は，システム管理者に連絡
してください。

3000AF008D00，
3000AF008E00，
3000AF008F00

インストールが異常終了しました。 システム管理者に連絡してください。

3000AF009000～
3000AF009900，
3000AF009A00～
3000AF009F00

各日立プログラムプロダクト固有
の理由で，インストールが異常終
了しました。

インストールに失敗した各プログラムプロ
ダクトの READMEまたはリリースノート
を参照してください。または，各プログラ
ムプロダクトのシステム管理者に連絡して
ください。

保守コード 要因 対処

300091070000 配布先システムでインストール中にエラー
が発生しました。以下の原因が考えられま
す。
• パッケージング時，レコーダファイルの
ディレクトリ指定フィールドにレコーダ
ファイルが設定されていません。また
は，設定したファイルの拡張子が規定の
ものと異なります。

• レコーダファイルまたは AITファイル
が存在しません。

• AITファイルをサポートしていないクラ
イアントに，AITファイルを使用した
パッケージをリモートインストールしま
した。

［JP1/NETM/DM パッケージング］
ダイアログボックスの［レコーダ
ファイル設定］パネルを開き，レ
コーダファイルのディレクトリ指定
フィールドにレコーダファイルが設
定されていることを確認して実行し
てください。ファイルの拡張子は配
布先の環境やインストール方法に
よって異なりますので注意してくだ
さい。
配布先システムが AITファイルをサ
ポートしていることを確認してくだ
さい。
パッケージが壊れていないか確認し
てください。

300094060000 インストール定義ファイルのコピー処理で
エラーが発生しました。

配布先システムのディスク空き容量
を確認してください。
再実行しても問題が発生する場合は，
システム管理者に連絡してください。

保守コード 要因 対処方法
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300097020000 配布先システムが PCの場合
配布先システムでインストール中にエラー
が発生しました。以下の原因が考えられま
す。
• レコーダファイルで，インストール定義
ファイルに指定したインストーラのパス
が不正です。

• AITファイルで，パッケージ情報に指定
したインストーラのパスが不正です。

• システムエラー。

配布先システムが UNIXの場合
インストールパスワードファイルが壊れて
います。

配布先システムが PCの場合
インストール定義ファイルで指定し
たインストーラのパスを確認してく
ださい。
AITファイルのパッケージ情報で指
定したインストーラのパスを確認し
てください。
上記を確認しても問題が発生する場
合は，システム管理者に連絡してく
ださい。
配布先システムが UNIXの場合
インストールパスワードファイルを
登録してから，再実行してください。

30009F070000 配布先システムでインストール中にエラー
が発生しました。以下の原因が考えられま
す。
• インストール先ディレクトリの不正。
• インストール先のディスク容量不足。
• レコーダファイルの実行中にエラーが発
生しました。

• AITファイルの実行中にエラーが発生し
ました。

• Visual Testまたは Automatic 
Installation Toolのバージョン不正。

• 配布先システムに Visual Testによる配
布機能がインストールされていません。

• 配布先システムが Visual Testによる配
布機能をサポートしていません。

• 配布先システムにWindows Installerが
インストールされていません。

• インストール先ディレクトリの指
定，および配布先システムのディ
スク容量とディレクトリを確認し
てください。

• レコーダファイルまたは AITファ
イルの実行結果を参照してくださ
い。保守コード中のユーザステー
タス（左から 9番目と 10番目）の
値には，レコーダファイルまたは
AITファイルの実行結果のリター
ンコードが格納されています。

• レコーダファイルを作成した
Visual Testのバージョンを確認し
てください。

• AITファイルを作成した
Automatic Installation Toolの
バージョンを確認してください。

• 配布先システムに Visual Testによ
る配布機能がインストールされて
いることを確認してください。

• 配布先システムにWindows 
Installerがインストールされてい
るか確認してください。

30009F0B0000 配布先システムでインストール中に，レ
コーダファイルまたは AITファイルの処理
がタイムアウトしました。以下の原因が考
えられます。
• レコーダファイルまたは AITファイル
の処理の記述に誤りがあります。

• ソフトウェアの配布中に，クライアント
側でユーザがインストーラの画面を操作
しました。

• パッケージャまたはリモートイン
ストールマネージャで設定したレ
コーダファイル監視時間または
AITファイル監視時間が十分であ
ることを確認してください。

• レコーダファイルまたは AITファ
イルを修正したら，再度パッケー
ジングしてください。

• クライアント側でインストール画
面が起動している場合は終了させ
て，再度ジョブを実行してくださ
い。

保守コード 要因 対処
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（4） 「ソフトウェア情報の取得」ジョブが失敗した場合

「ソフトウェア情報の取得」ジョブの「Microsoft Office製品を検索」または「ウィルス
対策製品を検索」を実行したときに，返される保守コードの要因および対処方法を次の
表に示します。

表 5-5　「ソフトウェア情報の取得」ジョブ実行時の保守コード

300099020000 配布先システムが PCの場合
配布先システムでインストールスクリプト
実行中にエラーが発生しました。以下の原
因が考えられます。
• Setup()関数の処理に失敗しました。
• システムエラー。

配布先システムが UNIXの場合
組み込み処理でエラーが発生しました。

配布先システムが PCの場合
GUIインストールモードで動作して
いることと，レコーダファイルまた
は AITファイルの内容に誤りがない
ことを確認してください。
上記を確認しても問題が発生する場
合は，システム管理者に連絡してく
ださい。
配布先システムが UNIXの場合
配布先システムのログファイルを参
照して，原因を調査してください。

保守コード 要因 対処

3000EF200000 配布先システムでソフトウェア情報の取
得処理中にエラーが発生しました。以下
の原因が考えられます。
• メモリ不足
• ディスク I/Oエラー

配布先システムで不要なファイルを削
除し，ハードディスクの空き容量を増
やしてください。また，不要なアプリ
ケーションを停止してください。

3000EF210000 配布先システムでソフトウェア情報取得
用のスクリプトの実行エラーが発生しま
した。以下の原因が考えられます。
• スクリプトが不正
• クライアントのインストール状態が不
正

ほかのスクリプトを実行しても同じエ
ラーとなる場合は，クライアントを再
インストールしてください。また，こ
のスクリプトだけがエラーとなる場合
は，システム管理者に連絡してくださ
い。

3000EF220000 配布先システムでソフトウェア情報の取
得処理中にディスク容量不足が発生しま
した。

配布先システムで不要なファイルを削
除し，ハードディスクの空き容量を増
やして再実行してください。

3000EF230000 配布先システムでソフトウェア情報の取
得処理中にメモリ不足が発生しました。

配布先システムで不要なアプリケー
ションを停止してから再実行してくだ
さい。

3000EF240000 配布先システムでソフトウェア情報取得
用のスクリプトの処理がタイムアウトし
ました。

実行したスクリプトに問題がありま
す。システム管理者に連絡してくださ
い。

3000EF250000 配布先システムでソフトウェア情報取得
用のスクリプトの実行に失敗しました。
Windowsスクリプティングホストがイン
ストールされていない，または正しくイ
ンストールされていないおそれがありま
す。

配布先システムで，Windowsスクリプ
ティングホストを再インストールして
ください。Windowsスクリプティング
ホストを再インストールしても問題が
解決しない場合は，クライアントを再
インストールしてください。

保守コード 要因 対処
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（5） 「ユーザインベントリ情報の転送」ジョブが失敗した場合

「ユーザインベントリ情報の転送」ジョブで返される保守コードの要因および対処方法を
次の表に示します。

表 5-6　「ユーザインベントリ情報の転送」ジョブ実行時の保守コード

3000EF300000 配布先システムでWindows Update 
AgentまたはMBSAによるパッチ情報の
検出に失敗しました。以下の原因が考え
られます。
• 前提プログラムがインストールされて
いない。

• 権限がないユーザで実行された。
• Workstationサービスおよび Server
サービスが停止している。

前提プログラムがインストールされて
いるか確認してください。
クライアントセットアップで以下の設
定を有効にしてから再度ジョブを実行
してください。
• 常駐の場合，［一般ユーザ権限で使
用する］

• 非常駐の場合，［非常駐でジョブ実
行またはパッケージセットアップマ
ネージャを使用する］

Workstationサービスおよび Server
サービスが停止していないか確認して
ください。

保守コード 要因 対処

300073002290
300093012290
3000e5012290
3000e7012290

ジョブの対象となる中継システムまたは
クライアントが「ユーザインベントリ情
報の転送」ジョブの実行をサポートして
いません。

「ユーザインベントリ情報の転送」
ジョブは，次に示すバージョンで使用
できます。中継システムまたはクライ
アントを次のバージョンにしてくださ
い。
• NETM/DM SubManager Version 

3.0 03-10以降
• NETM/DM/W Version 3.0 03-10以
降

• NETM/DM Client Version 3.0 03-10
以降

保守コード 要因 対処
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5.3　JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/
NETM/DM Client（中継システム）のトラ
ブルシューティング

ここでは，JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）に
トラブルが発生した場合の，情報の確認方法やトラブルへの対処方法について説明しま
す。また，トラブルに備えたバックアップの取得や復元についても説明します。

5.3.1　ログファイルの確認
JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）では，発生し
たイベントごとにログが取得されます。ユーザが確認できるログは，次の 8種類です。

1. Windows NTのイベントログ
2. MAIN.LOGファイル
3. RDBSRV.LOGファイル
4. インベントリビューア関連のログ（INVODBC.LOGファイル）
5. AMT連携機能のログ（DCMAMT.LOGファイル）
6. クライアント機能の基本ログ（USER_CLT.LOGファイル）
7. インストールスクリプト関連のログ（SCRIPT.LOGファイル）
8. インストールスクリプトの LogFile関数出力のログ（USER.LOGファイル）

6，7，8は，JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ）および JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）のクライアント機能を使用している場合に取得されます。

Windows NTのイベントログは，Windows NTのイベントビューアから確認します。そ
れ以外のログファイルは，JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM Client（中
継システム）のインストールディレクトリ ¥LOG下に保存されますので，それらを確認
する場合はテキストエディタを使用してください。ただし，中継マネージャの場合，2～
4のログファイルはインストールディレクトリ ¥LOG_S下に保存されます。

次に，各ログについて説明します。6，7，8のログについては，「5.4.1　ログファイルの
確認」を参照してください。

（1） Windows NTのイベントログを確認する

OSがWindows NTの場合，JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client
（中継システム）の使用中に取得されたイベントログは，イベントビューアを使って表示
できます。イベントビューア中のソース欄に表示される次のイベントを確認してくださ
い。

• NETM/DM
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JP1/NETM/DM Managerまたは JP1/NETM/DM Client（中継システム）の使用中に
取得されたログです。

• Netmdm Utility
JP1/NETM/DMコマンドの実行結果を取得したログです。

イベントビューアの［ログ］メニューから［コンピュータの選択］を選ぶことで，
Windows NTの動作しているほかのホストのイベントも確認できます。イベントビュー
アの詳しい操作方法については，Windows NTのマニュアルまたはヘルプを参照してく
ださい。

イベントビューアのイベント欄に表示される数字（イベント ID）は，メッセージ IDに
相当します。数字の意味は，次のとおりです。

表 5-7　イベント IDとその意味（JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client
（中継システム）の場合）

また，イベントビューアのウィンドウで各イベントをダブルクリックすると，イベント
ごとの詳しい説明が表示されます。この説明は，Windows NTの言語環境に合わせて日
本語か英語で表示されます。例えば，配布管理システムまたは中継するシステムのディ
スク容量が不足し，システムエラーが発生したときは，イベントビューアのシステムロ
グに，ディスク容量が不足したことを示すメッセージが出力されます。この場合，不要
なファイルを削除するなどして，必要なディスク容量を確保してから，処理を再度実行
してください。

イベントによっては，イベントの詳細の中でメモリダンプ情報が出力される場合があり
ます。JP1/NETM/DMのエラーに関して，弊社にお問い合わせのときは，この情報もお
知らせください。

なお，JP1/NETM/DMが出力するイベントログメッセージについては，「5.10　イベン
トログメッセージ一覧」を参照してください。

（2） MAIN.LOGファイルを確認する

JP1/NETM/DMは，MAIN.LOGファイルにもログを取得します。ファイルの形式を次
に示します。

イベント ID 内容

0～ 999 Windows NTとのインタフェース関連

1000～ 1999 TCP/IP関連

7000～ 7999 インストール関連

8000～ 8999 中継関連

10000～ 19999 配布管理システム関連

30000～ 39999 クライアントアラート関連
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5.　トラブルシューティング
図 5-4　MAIN.LOGファイルの形式

MAIN.LOGファイル中に表示される「メッセージ種別」および「機能種別」の意味は次
のとおりです。

表 5-8　Main.logファイルのメッセージ種別（JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/
NETM/DM Client（中継システム）の場合）

表 5-9　Main.logファイルの機能種別（JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）の場合）

（3） RDBSRV.LOGファイルを確認する

JP1/NETM/DMでリレーショナルデータベースを使用しているときは，RDBSRV.LOG
ファイルにログが取得されます。リモートインストールマネージャを配布管理システム
と別のホストに配置しているときは，どちらのホストでも，RDBSRV.LOGファイルを
確認できます。

ログ中のメッセージ番号およびエラーレベルについては，リレーショナルデータベース
のシステム管理者のためのマニュアルを参照してください。

メッセージ種別 意味

Informational 情報メッセージ

Warning 警告メッセージ

Error エラーメッセージ

機能種別 意味

Setup JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM 
Client（中継システム）のセットアップ関連

TCP/IP TCP/IPとのインタフェース

System Windows NTとのインタフェース

Server JP1/NETM/DMのイベント
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RDBSRV.LOGファイルの形式を次に示します。

図 5-5　RDBSRV.LOGファイルの形式

（4） インベントリビューア関連のログを確認する

インベントリビューアの使用中にエラーが発生した場合，RDBMSのエラーメッセージ
が INVODBC.LOGファイルに出力されます。INVODBC.LOGファイルは 400KBまで
記録されると，INVODBC.LOGn（nは 1または 2）という名称に変更され，新しいログ
ファイルが作成されます。古いログファイルは 2世代まで保存されます。ログファイル
中のログの出力日時は，各行番号に続く日時で識別できます。

（5） AMT連携機能のログを確認する

「AMT連携機能」で使用する dcmamtinコマンド，dcmamtwcコマンド，または
dcmamtrcコマンドを実行すると，DCMAMT.LOGファイルにログが取得されます。
DCMAMT.LOGファイルの形式を次に示します。

図 5-6　DCMAMT.LOGファイルの形式

dcmamtinコマンドを実行した場合に，DCMAMT.LOGファイルに出力されるメッセー
ジテキストと意味を次の表に示します。
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表 5-10　dcmamtinコマンドを実行した場合に，DCMAMT.LOGファイルに出力される
メッセージテキスト

dcmamtwcコマンドを実行した場合に，DCMAMT.LOGファイルに出力されるメッセー
ジテキストと意味を次の表に示します。

表 5-11　dcmamtwcコマンドを実行した場合に，DCMAMT.LOGファイルに出力される
メッセージテキスト

種別 メッセージ 意味

Informational dcmamtin START コマンドの実行を開始しました。

Informational file=xxx 引数 /fに指定したシステム構成ファイルで
す。

Informational host=xxx 引数 /Hに指定したホスト名です。

Informational ipaddress=xxx 引数 /Iに指定した IPアドレスです。

Informational dcmamtin RETURN=xx END コマンドがリターンコード（xx）で終了しま
した。

Error The input file can't be opened. 入力ファイルを開くことができません。引数
に指定した入力ファイルを確認してください。

Error The input file format is invalid. 入力ファイルが不正です。入力ファイルの記
述形式を確認してください。

Error Arguments are invalid. コマンドの引数を確認してください。

Error The output file can't be opened. 出力ファイルを開くことができません。引数
に指定した出力ファイルを確認してください。

Error System error occurred. システムエラーが発生しました。コマンドの
実行環境を確認してください。

Error Access error occurred. Host=xxx 接続エラーが発生しました。指定したホスト
が AMTに対応していないか，ネットワーク
上に存在しないおそれがあります。また，
AMTの Provisionモデルに「Enterprise」が
指定されているおそれがあります。

Error Authentication error occurred. 
Host=xxx

認証エラーが発生しました。指定したホスト
の AMT管理ユーザ名とパスワードを確認し
てください。

種別 メッセージ 意味

Informational dcmatmwc START コマンドの実行を開始しました。

Informational file=xxx 引数 /fに指定した CSV出力ユティリティの
出力ファイル名を出力します。

Informational profilename=xxx 引数 /nに指定した無線プロファイルの名称を
出力します。

Informational The profile is deleted. 引数 /rが指定されました。

Informational mode=xxx 引数 /wに指定したモードです。
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dcmamtrcコマンドを実行した場合に，DCMAMT.LOGファイルに出力されるメッセー
ジテキストと意味を次の表に示します。

表 5-12　dcmamtrcコマンドを実行した場合に，DCMAMT.LOGファイルに出力される
メッセージテキスト

Informational priority=xxx 引数 /pに指定した無線プロファイルの優先順
位です。

Informational SSID=xxx 引数 /iに指定した SSIDです。

Informational Communication Method=xxx 引数 /sに指定した通信方式です。

Informational Encryption Method=xxx 引数 /eに指定した暗号化方式です。

Informational Key=xxx 引数 /kに指定したキーです。

Informational dcmamtwc RETURN=xx END コマンドがリターンコード（xx）で終了しま
した。

Error The input file can't be opened. 入力ファイルを開くことができません。引数
に指定した入力ファイルを確認してください。

Error The input file format is invalid. 入力ファイルが不正です。入力ファイルの記
述形式を確認してください。

Error Arguments are invalid. コマンドの引数を確認してください。

Error System error occurred. システムエラーが発生しました。コマンドの
実行環境を確認してください。

Error Access error occurred. Host=xxx 接続エラーが発生しました。指定したホスト
が AMTに対応していないか，ネットワーク
上に存在しないおそれがあります。また，
AMTの Provisionモデルに「Enterprise」が
指定されているおそれがあります。

Error Authentication error occurred. 
Host=xxx

認証エラーが発生しました。指定したホスト
の AMT管理ユーザ名とパスワードを確認し
てください。

種別 メッセージ 意味

Informational dcmamtc START コマンドの実行を開始しました。

Informational host=xxx 引数 /hに指定したホスト名です。

Informational ipaddress=xxx 引数 /iに指定した IPアドレスです。

Informational BIOS configuration started. クライアントの BIOS設定を開始しました。

Informational IDER session is opened. クライアントの診断プログラムを開始しまし
た。

Informational dcmamtrc RETURN=xx END コマンドがリターンコード（xx）で終了しま
した。

Error Socket error occurred. ソケットエラーが発生しました。
クライアントに SOLドライバがインストー
ルされているか確認してください。

種別 メッセージ 意味
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5.3.2　正常に動作しないときの対処
JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）を使用してい
るとき，正常に動作しない，エラーが発生するなどの現象が起こることがあります。次
に，発生が考えられる現象とその対処について説明します。

なお，JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ）および JP1/NETM/DM Client（中
継システム）のクライアント機能を使用している場合の，正常に動作しないときの対処
方法については，「5.4.2　正常に動作しないときの対処」の (1)～ (3)を参照してくださ
い。

（1） ジョブの実行が，0～ 50%の間のまま進まない

ジョブの実行が，0%（配布管理システムの直下のシステムがジョブを受信しない）～
50%（中継までしかジョブが届かない状態）の間で進まない場合は，次に示すような原
因が考えられます。

（a）中継システムまたはクライアントの PC/WSが停止している

中継システムまたはクライアントのサービス（Client Install Service）が停止している場
合があります。

Error Failed to open IDER session. IDEリダイレクト接続に失敗しました。
FD内にファイルが取り込んでいるか確認し
てください。

Error The SOL session has already been 
opened.

すでに SOL接続が確立されているため，新
たに SOL接続を確立できません。

Error The IDER session has already been 
opened

すでに IDEリダイレクト接続が確立されてい
るため，新たに IDEリダイレクト接続を確立
できません。

Error Client PC is up クライアントが起動中です。
クライアントの電源をオフにしてください。

Error Arguments are invalid. コマンドの引数を確認してください。

Error System error occurred. システムエラーが発生しました。コマンドの
実行環境を確認してください。

Error Access error occurred. Host=xxx 接続エラーが発生しました。指定したホスト
が AMTに対応していないか，ネットワーク
上に存在しないおそれがあります。また，
AMTの Provisionモデルに「Enterprise」が
指定されているおそれがあります。

Error Authentication error occurred. 
Host=xxx

認証エラーが発生しました。指定したホスト
の AMT管理ユーザ名とパスワードを確認し
てください。

種別 メッセージ 意味
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（b）クライアントの自ホスト名に誤りがある

クライアントの自ホスト名の先頭には，数字を使用できません。

配布管理システムの直下にクライアントがある場合，自ホスト名は 64文字を超えて設定
できません。

配布管理システムのホスト名が 64文字を超えている場合，この配布管理システムに対し
中継システムはジョブ結果を返却できません。

ホスト名では大文字と小文字を区別しません。大文字と小文字で区別するホスト名
（「DMP011」と「dmp011」など）を付けていないか確認してください。

（c）配布管理システムの hostsファイルと下位システムの IPアドレスの値が異なってい
る

配布管理システムの hostsファイルと下位システムの IPアドレスの値が一致していない
場合，ジョブを実行できません。

（d）hostsファイルに誤りがある

 上位システムの IPアドレスがわからないため，リモートインストールできない場合があ
ります。このような場合，次の点を確認してください。

• hostsファイルに上位システムのホスト名が定義されているかどうか
• hostsファイルの最終行に改行があるかどうか

（e）クライアントの自ホスト名と配布管理システムで指定したあて先が不一致

クライアントの名称が，配布管理システムのシステム構成やあて先で指定した名称と異
なる場合，リモートインストールが終了しません。クライアントの名称が正しいかどう
か確認してください。

（f） リモートインストール後の処理や，AITファイルまたはレコーダファイルの処理が
正常に終了しない

リモートインストール後の処理や，AITファイルまたはレコーダファイルの処理が正常
に終了しなかった場合，クライアント側のインストールは無限に待ち状態になります。

リモートインストールが完了しないときは，次の原因が考えられます。

• AITファイルまたはレコーダファイルで，終了時に RegisterWindowMessageを発行
していない。

• インストールスクリプトで指定したプログラムの終了コードの設定方法に誤りがある。

（g）DNS環境でのホスト名の指定に誤りがある

クライアントがドメインに属している場合，JP1/NETM/DMで管理するクライアントの
ホスト名は，「ホスト名 .ドメイン名」になります。例えば，クライアントのホスト名が
「client-111」，クライアントの属しているドメインの名称が「net02.abc.co.jp」の場合，
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JP1/NETM/DMで管理するクライアントのホスト名は，次のようになります。

client-111.net02.abc.co.jp

（h）ホスト識別子が異なるが重複したあて先が存在する

ホスト識別子を使用する運用で，クライアントが重複して存在している場合，異なるあ
て先にジョブが実行されているためにジョブが終了しないことがあります。

このような場合は，不要なクライアントを削除してからジョブを再実行してください。
不要なクライアントの検索方法および削除方法については，マニュアル「構築ガイド」
の「9.1.6(3)　重複しているクライアントを削除する例」を参照してください。

（2） ジョブの実行が 70%のまま進まない

クライアント側のインストールが完了していても，配布管理システム側ではジョブの実
行が 70%になっているときは，インストール前後に起動するユーザプログラムが終了し
ていないことが考えられます。

（3） ジョブが失敗する

リモートインストールなどのジョブがエラーになった場合，エラーの原因が保守コード
として表示されます。［ジョブ実行状況］ウィンドウから表示される［詳細情報］ダイア
ログボックスで，保守コードを確認してください。保守コードについては，「5.2.3　保守
コード一覧」を参照してください。

（4） 中継システムにジョブはあるが，パッケージがない

中継システムで保管されているパッケージは，一定の期間が経過すると自動的に削除さ
れます。パッケージング時，またはジョブの作成時に保管期限を指定しないと，リモー
トインストールの翌日に削除されます。また，指定していても，リモートインストール
した翌日が休日だったり，クライアントの電源を何日も入れなかったりすると，パッ
ケージが削除され，中継システムにジョブはあるが，パッケージがないという状況が発
生します。

このような現象を回避するために，パッケージング時，またはジョブの作成時に指定す
るパッケージの保管期限を考慮して指定してください。ただし，あまり長い期間を指定
すると中継システムのハードディスクを圧迫します。

表示される保守コードは次のとおりです。

保守コード：300097030000

（5） アイコンが登録できない

インストール時にアイコンの登録を設定しても，アイコンが登録されないことがありま
す。この場合は，クライアント PCのWindows Shell（Windowsではエクスプローラ）
が，ユーザの業務プログラムなどと別プログラムになっていることが考えられます。
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（6） ODBCドライバのリモートインストールが必ず失敗する

日付の新しい英語版の ODBCINST.DLLが入っていた場合，画面が正しく表示されず，
正常にインストールできないことがあります。この場合は，ODBCINST.DLLを削除し
てからリモートインストールを実行してください。

（7） システム情報の取得時のエラー

（a）コプロセッサの有無が正しく表示されない

使用している CPUによって，コプロセッサの有無が決定されます。

• i486DX，i486DX2，Pentiumの場合
コプロセッサありとなります。

• i386SX，i386DX，i486SXの場合
コプロセッサなしとなります。

なお，コプロセッサを追加している場合には認識されません。また，Intel互換 CPUに
ついては，正しく表示されることを保証していません。

（8） Embedded RDB環境のエラー

（a）データベース領域が不足している

データベース領域が不足すると，JP1/NETM/DMが正常に動作できなくなるおそれがあ
ります。Embedded RDBのデータベース領域が不足した場合は，データベースマネー
ジャの「データベースのアップグレード」から，データベース領域のサイズを増やして
ください。

（b）インベントリビューアおよび CSV出力ユティリティの操作中にデータベースへのア
クセスがエラーになる

作業表領域が不足しているおそれがあります。CSVODBC.LOGや INVODBC.LOGに，
次のメッセージが出力されていないか確認してください。

　
KFPA11713-E Unable to expand work file due to insufficient HiRDB 
file system area作業表領域のパス/rdsys03
　

作業表領域のパス
データベースの新規作成時に指定した，作業表領域のパスが出力されます。

このメッセージが出力されている場合は，データベースの作業表領域が不足しています。
作業表領域のサイズを見積もり直して，データベースマネージャの「データベースの
アップグレード」から，作業表領域のサイズを増やしてください。

現在割り当てられている作業表領域のサイズが，見積もりで算出したサイズと変わらな
い場合は，自動増分をする設定にしてください。
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（9） Microsoft SQL Server環境のエラー

（a）リモートインストールマネージャの画面描画やジョブの作成時間が突然遅くなる

遅くなる直前にジョブを削除した場合は，バックグラウンドでジョブの削除処理が実行
されているときがあります。JP1/NETM/DM Managerのセットアップで「ジョブを削除
する時刻を指定する」チェックボックスをオンにし，業務に影響しない時間を設定して
ください。ただし，実行待ちのジョブについては，遅延ジョブ削除の設定があるかどう
かに関係なく，ジョブの削除を指示すると即座に削除処理が実行されます。

また，バックグラウンドで業務プログラムが動作している場合もあります。

（b）JP1/NETM/DMサーバおよびリモートインストールマネージャがハングアップする

データベースが破壊されているおそれがあります。次に示す DBCCステートメントを実
行して，データベースの状態を確認してください。

1. Microsoft SQL Serverのプログラムグループから，クエリアナライザを起動する。

2. DBCCステートメントでデータベースの整合性をチェックする。
DBCC CHECKDB(JP1/NETM/DMデータベース名)

エラーメッセージが出力された場合，データベースは破壊されています。バックアップ
からデータベースを回復するか，システム管理者に連絡してください。

（c）リモートインストールマネージャの操作中に「管理データベースへのアクセスでエ
ラーが発生しました」と表示される

JP1/NETM/DMの RDBSRV.LOGに，次のメッセージが出力されているか確認してくだ
さい。

1105,17：'セグメント名 'セグメントがフルなので，データベース 'データベース名 'の
オブジェクト 'オブジェクト名 'の領域を割り当てられません。Syslogsで領域を使い果
たしたときは，トランザクションログをダンプしてください。そうでなければ，ALTER 
DATABASEまたは sp_extendsegmentを使ってセグメントのサイズを増加してくださ
い。

このメッセージが出力されている場合は，トランザクションログがいっぱいになってい
ます。トランザクションログのダンプを実行してください。ログを削除するには，次の
方法があります。

● Microsoft SQL Server 2005の場合
Management Studioでデータベースを右クリックして表示されるメニューから，［タ
スク］－［バックアップ］を選択し，［データベースのバックアップ］ダイアログボッ
クスを表示します。［データベースのバックアップ］ダイアログボックスの［全般］タ
ブから，トランザクションログのバックアップを取得してください。取得したバック
アップ分のトランザクションログが切り捨てられます。

● Microsoft SQL Server 2000の場合
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Enterprise Managerの［データベースのバックアップ］メニューからトランザクショ
ンログのバックアップを取得してください。取得したバックアップ分のトランザク
ションログが切り捨てられます。

● Microsoft SQL Server 7.0の場合
Enterprise Managerの［ログの切り捨て］メニューからトランザクションログを切り
捨ててください。またはクエリアナライザで DUMPステートメント（DUMP 
TRANSACTION データベース名 WITH NO_LOG）を記述してトランザクションログ
を削除してください。

トランザクションログのバックアップを定期的に取得する必要がない場合は，ログの切
り捨てを自動実行させる方法もあります。自動実行の設定方法については，マニュアル
「構築ガイド」の「7.3.2(7)　トランザクションログの設定」を参照してください。

（d）パッケージャで大容量のソフトウェアをパッケージングしたときにだけエラーが発
生する

データベースの容量が不足しているおそれがあります。データベース容量を見積もり直
し，必要であればデバイスのサイズを拡大してください。

（10） Oracle環境のエラー

（a）データベースサーバへの接続数がオーバーした場合

データベースサーバへの接続数がオーバーした場合，RDBSRV.LOGに次に示すメッ
セージが出力されます。

「maximum number of processes xxx exceeded」
「xxx」には，現在の processesの値が出力されます。
この場合，初期化パラメタファイル（INIT.ORA）に記述されている processesの値
を変更し，ユーザ接続数を増やしてください。なお，変更した値を有効にするには，
Oracleのサービスを再起動する必要があります。
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5.4　JP1/NETM/DM Client（クライアント）の
トラブルシューティング

ここでは，JP1/NETM/DM Client（クライアント）にトラブルが発生した場合の，情報
の確認方法やトラブルへの対処方法などについて説明します。

5.4.1　ログファイルの確認
トラブルが発生した場合は，JP1/NETM/DM Client（クライアント）にログが取得され
ます。ログの内容を確認して対処してください。ログの内容は PCごとに確認できます。

JP1/NETM/DM Client（クライアント）に取得されるログは，次の 5種類です。

• クライアントの基本ログ（USER_CLT.LOGファイル）
• JP1/NETM/DM Client（クライアント）全体のログ（Windows NTのイベントログお
よびMAIN.LOGファイル）

• インストールスクリプト関連のログ（SCRIPT.LOGファイル）
• インストールスクリプトの LogFile関数出力のログ（USER.LOGファイル）
• 接続先の自動変更関連のログ（USER.LOGファイル）

Windows NTのイベントログは，Windows NTのイベントビューアから確認します。そ
れ以外のログファイルは，JP1/NETM/DM Clientのインストールディレクトリ ¥LOG下
に保存されますので，それらを確認する場合はテキストエディタを使用してください。

次に，各ログについて説明します。

（1） クライアントの基本ログ

クライアントの動作に関する基本的なログメッセージは，PCごとに USER_CLT.LOG
ファイルに出力されます。このファイルには，各処理の開始や終了についての簡単な
メッセージが出力されます。処理が失敗した場合は，エラーの原因も出力されます。ク
ライアントの動作を確認する場合は，まずこのファイルを参照することをお勧めします。

USER_CLT.LOGファイルへの出力対象となる動作を次に示します。

• 製品およびプロセスの起動と終了
• ログオンとログオフ
• ジョブの実行要求の受信
• ポーリング
• ジョブの受信と実行
• パッケージのダウンロード
• ファイルのアップロード
• システム構成情報への自動登録
• IDへの登録と IDからの削除
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• パッケージング
• 内部エラーとアプリケーション例外

ファイル形式の詳細とメッセージ内容については，「5.11　クライアントの基本ログメッ
セージ一覧」を参照してください。

（2） JP1/NETM/DM Client（クライアント）全体のログ

JP1/NETM/DM Client（クライアント）全体のログは，Windows NTのイベントログ
と，MAIN.LOGファイルに取得されます。

（a）Windows NTのイベントログを確認する

OSがWindows NTの場合，JP1/NETM/DM Client（クライアント）の使用中に取得さ
れたイベントログは，イベントビューアを使って表示できます。イベントビューア中の
ソース欄に，「NETM/DM/P」と表示されるイベントを確認してください。イベント
ビューアの［ログ］メニューから［コンピュータの選択］を選ぶことで，Windows NT
が動作しているほかの PCのイベントも確認できます。イベントビューアの詳しい操作
方法については，Windows NTのマニュアルまたはヘルプを参照してください。

イベントビューアのイベント欄に表示される数字（イベント ID）は，メッセージ IDに
相当します。数字の意味は，次のとおりです。

表 5-13　イベント IDとその意味（JP1/NETM/DM Client（クライアント）の場合）

また，イベントビューアのウィンドウで各イベントをダブルクリックすると，イベント
ごとの詳しい説明が表示されます。この説明は，Windows NTの言語環境に合わせて日
本語か英語で表示されます。

イベントによっては，イベントの詳細の中でメモリダンプ情報が出力される場合があり
ます。JP1/NETM/DM Client（クライアント）のエラーに関して，弊社にお問い合わせ
のときは，この情報もお知らせください。

なお，JP1/NETM/DMが出力するイベントログメッセージについては，「5.10　イベン
トログメッセージ一覧」を参照してください。

イベント ID 内容

    0～  999 Windows NTとのインタフェース

 1000～ 1999 TCP/IP関連

 5000～ 5999 セットアップ関連

 6000～ 6999 パッケージング関連

 7000～ 7999 インストール関連

 60000～ ユーザ出力
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（b）MAIN.LOGファイルを確認する

JP1/NETM/DM Client（クライアント）は，PCごとにMAIN.LOGファイルにもログを
取得します。ファイルの形式を次に示します。

図 5-7　MAIN.LOGファイルの形式

MAIN.LOGファイル中に表示される「メッセージ種別」および「機能種別」の意味は次
のとおりです。

表 5-14　MAIN.LOGファイルのメッセージ種別（JP1/NETM/DM Client（クライアント）
の場合）

表 5-15　MAIN.LOGファイルの機能種別（JP1/NETM/DM Client（クライアント）の場
合）

メッセージ種別 意味

Informational 情報メッセージ

Warning 警告メッセージ

Error エラーメッセージ

機能種別 意味

Package パッケージング中（JP1/NETM/DM Client内でのエラー）

Install インストール中（JP1/NETM/DM Client内でのエラー）

Setup GUIインストールモードでのインストール中（JP1/NETM/DM Client内でのエ
ラー）

TCP/IP TCP/IPとのインタフェース

System Windows NTとのインタフェース

User ユーザログ（インストールスクリプトの LogFile関数からの出力）

Server 中継中（JP1/NETM/DM Client内でのエラー）
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（3） インストールスクリプト関連のログ

インストールスクリプトおよびコレクトスクリプトの，文法エラーや実行時のエラーは，
PCごとに SCRIPT.LOGファイルに取得されます。このログの内容は，JP1/NETM/DM 
Client（クライアント）全体のログ（MAIN.LOGファイル）にも出力されるので，JP1/
NETM/DM Client（クライアント）のログとの関連を調べるときはMAIN.LOGファイ
ルの方を参照してください。SCRIPT.LOGファイルの形式は次のとおりです。

● スクリプトの文法チェックの開始メッセージ

図 5-8　SCRIPT.LOGファイルの形式（スクリプトの文法チェックの開始メッセージ）

● スクリプトの実行開始メッセージ

図 5-9　SCRIPT.LOGファイルの形式（スクリプトの実行開始メッセージ）
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● スクリプトの文法エラーメッセージ

図 5-10　SCRIPT.LOGファイルの形式（スクリプトの文法エラーメッセージ）

（4） インストールスクリプトの LogFile関数出力のログ

ユーザが，インストールスクリプトの LogFile関数を使ってログを出力すると，その内
容は PCごとに USER.LOGファイルに取得されます。このログの内容は，JP1/NETM/
DM Client（クライアント）全体のログ（MAIN.LOGファイル）にも出力されるので，
JP1/NETM/DM Client（クライアント）のログとの関連を調べるときはMAIN.LOG
ファイルの方を参照してください。USER.LOGファイルの形式は次のとおりです。

図 5-11　USER.LOGファイルの形式

（5） 接続先の自動変更関連のログ

上位接続先情報ファイルによってクライアントの接続先が自動的に設定・変更されると，
PCごとにログがUSER.LOGファイルに取得されます。USER.LOGファイルの形式を
次に示します。
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図 5-12　USER.LOGファイルの形式

メッセージ中に表示される「メッセージテキスト」とその意味は次のとおりです。

メッセージ 意味

Match [最小の IPアドレス ]-[最大の IPアドレス
]:Change [旧接続先 :旧接続先の製品種別 ]->[新接
続先 :新接続先の製品種別 ]

クライアントの接続先が，正常に変更されまし
た。

Match [最小の IPアドレス ]-[最大の IPアドレス
]:No Changed [既存の接続先 : 既存の接続先種別 ]

すでに設定されている接続先は，上位接続先情報
ファイルの定義と一致しています。接続先は変更
しません。

No Match IP Address List, No Changed [既存の接
続先 : 既存の接続先製品種別 ]

クライアントの IPアドレスは，上位接続先情報
ファイルの定義範囲内にありません。接続先は変
更しません。

Not exist No.[項目の順番 ] Value: LineNo[行番号 ] 上位接続先情報ファイルの [行番号 ]行目で，[項
目の順番 ]番目の項目が指定されていません。こ
の行の定義は無効です。

IP Address is not available:"[指定値 ]" :LineNo[行
番号 ]

上位接続先情報ファイルの [行番号 ]行目に，無
効な値の IPアドレスが指定されています。この
行の定義は無効です。

Higher manager value is over 64 character:"[指定
値 ]" :LineNo[行番号 ]

上位接続先情報ファイルの [行番号 ]行目に，接
続先として半角 65文字以上の値が指定されてい
ます。この行の定義は無効です。

Connection type value is not "netmdm" or 
"netmdmw":"[指定値 ]" :LineNo[行番号 ]

上位接続先情報ファイルの [行番号 ]行目に，接
続先の製品種別として「netmdm」および
「netmdmw」以外の値が指定されています。この
行の定義は無効です。

Match [最小の IPアドレス ]-[最大の IPアドレス
]:Change Multicast IP Address [旧マルチキャスト
アドレス ]->[新マルチキャストアドレス ]

クライアントのマルチキャストアドレスが，正常
に変更されました。

Match [最小の IPアドレス ]-[最大の IPアドレス
:No Changed Multicast IP Address [マルチキャス
トアドレス ]

すでに設定されているマルチキャストアドレス
は，上位接続先情報ファイルの定義と一致してい
ます。マルチキャストアドレスは変更しません。
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5.4.2　正常に動作しないときの対処
JP1/NETM/DM Client（クライアント）を使用しているとき，正常に動作しない，エ
ラーが発生するなどの現象が起こることがあります。次に，発生が考えられる現象とそ
の対処について説明します。

（1） services，hostsなどのファイルを編集したいがどこにあるのかわか
らない

（a）Windows NTの場合

Windowsのデフォルトインストールディレクトリが「¥WINNT」の場合の，hostsファ
イルおよび servicesファイルの位置は次のとおりです。

¥WINNT¥system32¥drivers¥etc

ホスト名の設定方法

Windows Server 2003およびWindows XPの場合
1.［コントロールパネル］－［システム］を選択する。
2.［コンピュータ名］パネルの［変更］ボタンをクリックする。
3.［コンピュータ名の変更］ダイアログボックスの「コンピュータ名」を入力
する。

Windows 2000の場合
1.［コントロールパネル］－［システム］を選択する。

Multicast IP Address is not available:"[マルチキャ
ストアドレス ]":LineNo[行番号 ]

上位接続先情報ファイルの [行番号 ]行目に，無
効な値のマルチキャストアドレスが指定されてい
ます。この行の定義は有効ですが，マルチキャス
トアドレスの設定だけ無効になります。

Multicast IP Address is under 224.0.0.0:"[指定値
]":LineNo[行番号 ]

上位接続先情報ファイルの [行番号 ]行目に，
224.0.0.0より小さい値のマルチキャストアドレ
スが指定されています。この行の定義は有効です
が，マルチキャストアドレスの設定だけ無効にな
ります。

Multicast IP Address is over 239.255.255.255:"[指
定値 ]":LineNo[行番号 ]

上位接続先情報ファイルの [行番号 ]行目に，
239.255.255.255より大きい値のマルチキャスト
アドレスが指定されています。この行の定義は有
効ですが，マルチキャストアドレスの設定だけ無
効になります。

Use Option "MultiBoard Environment": Not 
Execution

クライアントセットアップで「複数のネットワー
クアダプタを設定する」を選択しているため，接
続先の自動変更はできません。

Use Option "Auto Change higher manager by 
instructions to execute job": Not Execution

クライアントセットアップで「実行要求を送信し
た上位システムを接続先として自動設定する」を
選択しているため，接続先の自動変更はできませ
ん。

メッセージ 意味
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2.［ネットワーク ID］パネルで［プロパティ］ボタンをクリックする。
3.［識別の変更］ダイアログボックスの「コンピュータ名」を入力する。

Windows NT 4.0の場合
1.［コントロールパネル］－［ネットワーク］を選択する。
2.［プロトコル］パネルの「ネットワークプロトコル」から「TCP/IPプロトコ
ル」を選択し，［プロパティ］ボタンをクリックする。

3.［TCP/IPのプロパティ］ダイアログボックスの［DNS］パネルで「ホスト
名」を入力する。

（b）Windows MeまたはWindows 98の場合

hostsファイルおよび servicesファイルは，Windowsのインストールディレクトリにあ
ります。デフォルトインストールディレクトリは「C:¥WINDOWS」です。

IPアドレスの通常の設定方法，および DNSを使用する場合の設定方法を次に示します。

通常の設定方法
1.［コントロールパネル］－［ネットワーク］を選択する。
2.［ユーザ情報］パネルで設定する。

DNSを使用する場合の設定方法
1.［コントロールパネル］－［ネットワーク］を選択する。
2.［ネットワークの設定］パネルの「TCP/IP」を選択し，［プロパティ］ボタンを
クリックする。

3.［DNS設定］パネルで DNS設定をする。

（2） 上位システムと通信できていない

ジョブがエラーとなるような場合，クライアントが上位システムと正常に通信できてい
ないおそれがあります。次に示す方法で，通信環境が正しく設定されているか確認して
ください。

（a）Windows NTの場合
• 現在の TCP/IP通信環境の設定を確認する場合
コマンドプロンプトから IPCONFIG /ALLコマンドを実行する

• ホスト名だけを確認する場合
コマンドプロンプトからHOSTNAMEコマンドを実行する

（b）Windows MeまたはWindows 98の場合

現在の TCP/IP通信環境の設定を確認するには，コマンドプロンプトからWINIPCFGコ
マンドを実行します。

（3） インストールやパッケージングに失敗する

パッケージのインストールやパッケージングに失敗する場合は，ディスク容量が足りて
いるかどうかを確認してください。必要なディスク容量については，マニュアル「導入・
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設計ガイド」の「5.3.3(4)　パッケージのインストール」および「5.3.3(6)　パッケージ
ング」を参照してください。

（4） ネットワークハードウェアに LANケーブルの接続不良などのトラ
ブルが発生すると，JP1/NETM/DM Client（クライアント）がハン
グアップしてしまう

（a）Windows NTの場合

TCP/IP環境のキープアライブの設定を確認してください。確認する設定値はレジストリ
の次の値です。

●「HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥Tcpip¥Para
meters」キーでの「KeepAliveTime」値

この設定値は，エラーを検知するまでの時間です。設定範囲およびデフォルトは次のと
おりです。

設定範囲
1～ 0xFFFFFFFF

デフォルト
7,200,000ミリ秒（2時間）

エラー検知までの時間を短くする場合には，値を小さくしてください。ただし，すべて
の TCP/IPアプリケーションが影響を受けます。値が小さ過ぎると，不当に通信エラー
になることもあります。詳細については，Windows NTのリソースキットに関する書籍
を参照してください。

また，「HKEY_LOCAL_MACHINE¥SYSTEM¥CurrentControlSet¥Services¥アダプ
タ名 ¥Parameter¥Tcpip」キーのキープアライブの設定が有効であるかどうかも確認して
ください。

（b）Windows MeまたはWindows 98の場合

TCP/IP環境のキープアライブの設定を確認してください。確認する設定値はレジストリ
の次の値です。

●「HKEY_LOCAL_MACHINE¥System¥CurrentControlSet¥Services¥VxD¥MSTC
P」キーでの「KeepAliveTime」値

この設定値は，エラーを検知するまでの時間です。設定範囲およびデフォルトは次のと
おりです。

設定範囲
1～ 0xFFFFFFFF

デフォルト
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7,200,000ミリ秒（2時間）

エラー検知までの時間を短くする場合には，値を小さくしてください。ただし，すべて
の TCP/IPアプリケーションが影響を受けます。値が小さ過ぎると，不当に通信エラー
になることもあります。詳細については，ご使用の OSのリソースキットに関する書籍
などを参照してください。

（5） AMT連携機能が正常に動作しない

AMT連携機能を利用しても，クライアントの再インストール時にホスト識別子が復元さ
れない場合は，次の要因が考えられます。

（a）AMTが存在しないコンピュータである

クライアントのコンピュータが AMTに対応しているかどうかを確認してください。コン
ピュータが AMTに対応していない場合，システム情報の「AMTファームウェアバー
ジョン」の項目には「N/A」が表示されます。

（b）Provisionモデルの設定が誤っている

AMTの Provisionモデルに「Small Business」が設定されているか確認してください。
Provisionモデルの設定が誤っている場合，システム情報の「AMTファームウェアバー
ジョン」の項目には「N/A」が表示されます。

（c）AMTに設定したユーザ名またはパスワードが誤っている

AMTに設定したユーザ名とパスワードが正しいか確認してください。ユーザ名とパス
ワードが誤っている場合，システム情報の「AMTファームウェアバージョン」の項目に
は「N/A」が表示されます。

（d）AMTの不揮発性メモリが初期設定されていない

クライアントの初回インストールの前に AMTの不揮発性メモリを初期設定していない場
合，ホスト識別子が保管されないため，クライアント再インストール時にホスト識別子
を AMTの不揮発性メモリから復元できません。

AMTの不揮発性メモリを初期設定していない場合，システム情報の「AMTファーム
ウェアバージョン」の項目にはバージョンが表示されます。

（e）ホスト識別子の復元に失敗した

ホスト識別子の復元に失敗した場合，インストール時に生成されたホスト識別子で，
AMTの不揮発性メモリに保管されているホスト識別子が書き換えられます。上位システ
ムには，生成されたホスト識別子が通知されます。

この場合，配布管理システムで重複ホストを検索し，重複ホストが存在する場合は削除
してください。
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5.5　インターネットオプションのトラブル
シューティング

Internet GatewayおよびHTTP Gatewayにトラブルが発生した場合の，情報の確認方
法とイベントログメッセージについて説明します。

5.5.1　ログファイルの確認
Internet GatewayおよびHTTP Gatewayは，情報の種類別にログファイルを出力しま
すので，トラブル発生時の分析に役立てることができます。

ログファイルはテキスト形式で，インストールディレクトリ ¥logに出力されます。ただ
し，Windows Server 2003，Windows XP，およびWindows 2000の場合は，OSのイン
ストールドライブの次に示すディレクトリに出力されます。

• Internet Gatewayのログファイル
¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥hitachi¥dmgwsvr

• HTTP Gatewayのログファイル
¥Documents and Settings¥All Users¥Application Data¥hitachi¥dmhttpgw

起動時に同種のログファイルが 5個ずつ作成され，ファイル名には，ログの種類を示す
名称に 1～ 5の連番が付けられます。5ファイルすべてが既定の行数になったら，番号 1
のファイルから上書きされます。最新のログは，ログファイルの各行先頭のタイムスタ
ンプおよびスレッド IDで確認してください。

ログの種類ごとに，出力内容を説明します。

● Internet Gatewayと HTTP Gateway共通のログファイル

● Internet Gatewayのログファイル

ログファイル名 出力内容

env Internet Gatewayまたは HTTP Gatewayの起動時に，次の動作環境情報を出力
します。envログファイルはほかのログファイルと異なり，1ファイルだけ出力
され，毎回更新されます。
　
OS，OSバージョン，OSパッチ情報，CPUタイプ，実メモリ容量，利用可能
ユーザメモリ容量，空きハードディスク容量，Microsoft Internet Explorerおよ
びMicrosoft Internet Information Servicesのバージョン情報，レジストリ設定
値

err エラー発生時のセッションの状態を出力します。

ログファイル名 出力内容

client 上位システムと Internet Gateway間の通信状況を出力します。
246



5.　トラブルシューティング
● HTTP Gatewayのログファイル

5.5.2　HTTP Gatewayのイベントログメッセージ
HTTP Gatewayが出力するイベントログメッセージを次に示します。

（凡例）　xx ：任意の文字列

注※
サービスの停止要因がセッションエラーの場合は Errorとして，それ以外の場合は
Informationとして出力されます。

cltproto 上位システムと Internet Gateway間の，JP1/NETM/DMの同期プロトコルを出
力します。

ログファイル名 出力内容

main プログラムの開始および停止の情報を出力します。プログラム開始時には HTTP 
Gatewayのバージョン情報が，停止時には，その要因が出力されます。
OSがWindows NTの場合，同じ内容はイベントログにも出力されます。イベン
トログはイベントビューアを使って表示できます。イベントビューアの操作方法
については，Windows NTのマニュアルまたはヘルプを参照してください。

server HTTP Gatewayと下位システム間の，JP1/NETM/DMの同期プロトコルを出力
します。

http HTTP Gatewayと Internet Gateway間の，HTTPリクエストおよびレスポンス
の状態を出力します。

イベント
ID

メッセージ
種別

メッセージテキスト

4096 Information JP1/NETM/DM HTTP Gateway Serviceを開始しています。Ver.xx

4097 Information
または
Error※

JP1/NETM/DM HTTP Gateway Serviceは停止しました。要因：xx

ログファイル名 出力内容
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5.6　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのト
ラブルシューティング

ここでは，JP1 Version 7iのWindows CE版 JP1/NETM/DM Clientにジョブを実行し
た場合のエラーコードの内容と，クライアントでトラブルが発生した場合の対処につい
て説明します。

5.6.1　ジョブを実行した場合のエラーコード一覧
Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientをインストールした PDAに対して，ジョブを実
行した場合の処理について説明します。

（1） ジョブを実行したときの処理

ジョブ種別によってはジョブがエラーになります。ご注意ください。

ジョブ種別 結果 保守コード

パッケージのインストール ジョブを実行する 900090109000または
900090009000※ 1

中継システムまでパッケージ転送 未サポートのためエラー 300093010000

中継システムのパッケージ一括削除

クライアントユーザによるインストール

リモートコレクト ジョブを実行する 900030100000※ 2

中継までのリモートコレクト

中継サーバからのコレクトファイル収集 未サポートのためエラー 300093010000

中継サーバのコレクトファイル削除

システム情報の取得 ジョブを実行する 9000e0000000

ソフトウェア情報の取得 未サポートのためエラー 300093010000

ユーザインベントリ情報の転送

システム構成情報の取得

ユーザインベントリ情報の取得

中継サーバからの結果通知保留

中継サーバの結果通知保留解除

レジストリ項目の転送

ファイル転送の中断

ファイル転送の再開

メッセージの通知

ソフトウェア稼働監視の制御
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注※ 1
900090109000：初回インストール時または強制インストールした場合
900090009000：インストール済みパッケージを再インストールした場合

注※ 2
正常終了した場合は，90003010XX00になります。XXはジョブ作成時の詳細オプションの指
定によって異なります。組み合わせを次に示します。

（2） ［ジョブの作成］ダイアログボックスで指定した項目に対する処理

［ジョブの作成］ダイアログボックスでの指定で，項目ごとの処理とエラーが発生した場
合の主な保守コードを，パネル単位に説明します。

（a）［あて先］パネル

正常に処理されます。

（b）［パッケージ］パネル

［パッケージ］パネルから表示される［インストール条件の変更］ダイアログボックスの
各パネルの処理を次に示します。

●［パッケージング情報］パネル

●［システム条件］パネル

ソフトウェア稼働情報の取得

圧縮指定 XX

あり 30

なし 20

詳細項目 処理 保守コード

パッケージ種別 ユーザプログラム，データ 左欄の設定に従って処理さ
れる

なし

日立プログラムプロダクト 左欄の設定に従って処理さ
れる

300077030000

他社ソフトウェア エラーとして処理される 300093010000

詳細項目 処理 保守コード

インストール
先ディレクト
リ

ドライブ 指定ドライブが 'A'～
'Z'の場合，エラー。
そのほかの場合は，
左欄の設定に従って
処理される

300097010000

ジョブ種別 結果 保守コード
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●［ソフトウェア条件］パネル

●［アイコン作成］パネル

●［外部プログラム］パネル

ディレクトリ 左欄の設定に従って
処理される

なし

同じパッケージがあったら上書き 左欄の設定に従って
処理される

なし

システム条件 システム条件の作成 左欄の設定を無視す
るが，正常として処
理される

なし

システム条件の取り込み
（パッケージャの場合だけ）

エラーとして処理さ
れる

300091010000
300097010000

詳細項目 処理 保守コード

ソフトウェア条件 左欄の設定を無視するが，正常
として処理される

なし

詳細項目 処理 保守コード

アイコン作成 左欄の設定を無視するが，正常
として処理される

なし

詳細項目 処理 保守コード

インストール直
前

パスの指定 左欄の設定に
従って処理され
る

300098040000

外部プログラ
ム用詳細設定

外部プログラムの時
間監視

300098040000

外部プログラム処理
結果の取得方法

300098040000または
30009804XX00※ 1

処理結果エラー時の
取り扱い

なし

インストール直
後

パスの指定 30009a040000

外部プログラ
ム用詳細設定

外部プログラムの時
間監視

30009a040000

外部プログラム処理
結果の取得方法

30009a040000または
30009a04XX00※ 2

処理結果エラー時の
取り扱い

なし

インストールエラー 左欄の設定を無
視するが，正常
として処理され
る

なし

詳細項目 処理 保守コード
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（凡例）
XX：リターンコード

注※ 1
300098040000：外部プログラムのパスが不正の場合
30009804XX00：外部プログラムのリターンコードが 0以外の場合

注※ 2
30009a040000：外部プログラムのパスが不正の場合
30009a04XX00：外部プログラムのリターンコードが 0以外の場合

●［インストール方法］パネル

●［スケジュール］パネル

●［オプション］パネル

外部プログラム監視時間 左欄の設定に
従って処理され
る

なし

詳細項目 処理 保守コード

インストール
モード

GUIインストールモード バックグラウンドインストール
モードとして処理される

なし

バックグラウンドモード 左欄の設定に従って処理される なし

日立プログラムプロダクトのインストール 左欄の設定に従って処理される 300077030000

詳細項目 処理 保守コード

中継システムのパッケージ保管期限 Windows CEのクライアントを
指定して作成しようとした場合
は，あて先エラーでジョブを作成
できない

なし

あて先を手入力で作成した場合
は，Windows CEのクライアン
トで未サポートエラーとして処理
される

300093010000

インストール日時 エラーとして処理される 300077020000

インストールタ
イミング

通常インストール 左欄の設定に従って処理される なし

システム起動時インス
トール

エラーとして処理される 300077020000

システム停止時インス
トール

エラーとして処理される 300077020000

詳細項目 処理 保守コード
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注※
「高圧縮」の場合だけ有効。「互換モード圧縮」の場合，保守コード「300097060000」のエラー
になる。

●［ファイル属性］パネル（パッケージャの場合だけ）

●［インストールスクリプト］パネル

（c）［コレクトファイル］パネル

詳細項目 処理 保守コード

パッケージデータを圧縮する 左欄の設定に従って処理される※ なし

インストール時障害が発生した場合，バッ
クアップからリストアを行う
（［JP1/NETM/DM パッケージング］ダイア
ログボックスの「バージョンアップ時リス
トア対象とする」に相当）

左欄の設定を無視するが，正常
として処理される

なし

インストール後コンピュータを再起動する 左欄の設定を無視するが，正常
として処理される

なし

処理中ダイアログの表示 左欄の設定を無視するが，正常
として処理される

なし

パッケージの説明 左欄の設定を無視するが，正常
として処理される

なし

詳細項目 処理 保守コード

ファイル属性 左欄の設定を無視するが，正常
として処理される

なし

詳細項目 処理 保守コード

スクリプトの内容 エラーとして処理される 300091010000
300097010000

外部プログラム監視 エラーとして処理される 300091010000
300097010000

項目 処理 保守コード

収集対象 先頭に設定された収集対象だけ収集
する

300021000000
300025000000
300028000000

収集ファイル格納ディレクトリ名 左欄の設定に従って処理される なし

収集タイミング 左欄の設定を無視するが，正常とし
て処理される

なし

圧縮指定 圧縮なしが仮定され，正常として処
理される

300022000000または
30002200XX00※ 1

クライアントでの外
部プログラム起動

収集直前 左欄の設定に従って処理される なし
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（凡例）
XX：リターンコード

注※ 1
300022000000：外部プログラムのパスが不正の場合
30002200XX00：外部プログラムのリターンコードが 0以外の場合

注※ 2
300023000000：外部プログラムのパスが不正の場合
30002300XX00：外部プログラムのリターンコードが 0以外の場合

（d）［スケジュール］パネル

（e）［オプション］パネル

（f）［クライアント制御］パネル

（g）［ジョブの配布属性］パネル

収集直後 左欄の設定に従って処理される 300023000000または
30002300XX00※ 2

収集エラー 左欄の設定を無視するが，正常とし
て処理される

なし

項目 処理 保守コード

サーバでのジョブ実行日時 左欄の設定を無視するが，正常
として処理される

なし

クライアントでのジョブ実行日時 エラーとして処理される 300077020000

項目 処理 保守コード

システム情報 常に「すべての情報を取得する」
として処理される

なし

レジストリ情報 左欄の設定を無視するが，正常
として処理される

なし

項目 処理 保守コード

クライアントを起動させる 起動されない なし

ジョブ実行後クライアントをシャットダウ
ンさせる

左欄の設定を無視するが，正常
として処理される

なし

項目 処理 保守コード

中断中のあて先への配布 左欄の設定を無視するが，正常
として処理される

なし

配布の方式 常に「ユニキャスト配布」とし
て処理される

なし

項目 処理 保守コード
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5.6.2　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientが正常に動作し
ないときの対処

この項では，Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientに障害が発生した場合の，情報の
確認方法，障害への対処方法などについて説明します。

（1） Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientの障害情報の確認

障害が発生した場合は，Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientにログが取得されます。
ログの内容を確認して対処してください。ログの内容は PDAごとに確認できます。

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientが取得するログを示します。また，各ログは
Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientをインストールしたディレクトリの次に示す
ディレクトリに格納されます。

（2） Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientが正常に動作しないときの対
処

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientを使用しているとき，正常に動作しないエラー
が発生するなどの現象が起こることがあります。ここでは発生が考えられる現象とその
対処方法について説明します。

（a）ネットワークの設定を編集したいがどこにあるかわからない

次に示す方法で，ネットワークを設定してください。

1. プログラム切り替えボタンから［設定］－［コントロールパネル］をタップする。

2.［コントロールパネル］で［ネットワークとダイヤルアップ接続］をタップする。

3. 使用するアダプタを選択する。

4. ネットワークを設定する。
通常の IPアドレスを使用する場合と DNSを使用する場合で，設定内容は異なりま
す。

通常の設定方法（IPアドレスを使用）
［IPアドレス］を選択し，「IPアドレス」，「サブネットマスク」，および「デフォ

分割配布の設定 左欄の設定を無視するが，正常
として処理される

なし

ログの内容 ディレクトリ名

クライアントの処理結果 LOG¥CLIENT.txt

クライアントと上位サーバ間の通信プロトコル結果 LOG¥CLTPROTO.txt

項目 処理 保守コード
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ルトゲートウェイ」を設定する

DNSを使用する場合の設定方法
［ネームサーバー］を選択し，「プライマリ DNS」と，必要であれば「セカンダ
リ DNS」を設定する
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5.7　Asset Information Manager Limitedのトラ
ブルシューティング

ここでは，Asset Information Manager Limitedの［操作ログ一覧］ウィンドウの使用
時にトラブルが発生した場合に，考えられる要因とその対処方法について説明します。

表 5-16　Asset Information Manager Limitedのトラブルの要因と対処

トラブル 要因 対処

［操作ログ一覧］ウィンドウが表
示されない。

JP1/NETM/DMのセットアッ
プの［AIM関連］パネルで指定
した URLに誤りがある。

URLを確認し，設定し直して
ください。

接続先サーバのWorld Wide 
Web Publishing Serviceが停止
している。

World Wide Web Publishing 
Serviceを起動してください。

ブラウザの設定で，「アクティ
ブスクリプト」が「無効にす
る」になっている。

「有効にする」に設定してくだ
さい。

ブラウザの設定で，「セッショ
ンごとの Cookieの使用許可」
が「無効にする」になってい
る。

「有効にする」に設定してくだ
さい。

ブラウザの設定で，「暗号化さ
れていないフォームデータの送
信」が「無効にする」になって
いる。

「有効にする」に設定してくだ
さい。

ブラウザの設定で，「ページの
自動読み込み」が「無効にす
る」になっている（Windows 
Server 2003の場合）。

「有効にする」に設定してくだ
さい。

ブラウザの設定で，「バイナリ
ビヘイビアとスクリプトビヘイ
ビア」が「無効にする」になっ
ている（Windows Server 2003
の場合）。

「有効にする」に設定してくだ
さい。

［操作ログ一覧］ウィンドウに，
「利用ユーザ数の上限に達しまし
た。」とメッセージが表示される。

［操作ログ一覧］ウィンドウに
接続するセッションが 300を超
えた。

しばらく経ってから，もう一度
［操作ログ一覧］ウィンドウを
起動してください。

［操作ログ一覧］ウィンドウで，
「KDAM3208-E サーバとの接続
が解除されました。」とメッセー
ジが表示される。

［操作ログ一覧］ウィンドウに
接続するセッションが破棄され
た。

［操作ログ一覧］ウィンドウは，
1時間操作しない状態が続くと，
すべてのセッションを切断しま
す。
リモートインストールマネー
ジャから，［操作ログ一覧］
ウィンドウを起動し直してくだ
さい。
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OSがWindows Server 2003の
場合に，Microsoft Internet 
Information Servicesの設定で
「規定のWebサイト」－
「jp1asset」仮想ディレクトリで
使用するアプリケーションプー
ルの設定が間違っている。

Microsoft Internet Information 
Servicesの設定方法について
は，マニュアル「構築ガイド」
の「2.3　Asset Information 
Manager Limitedをインストー
ルする」を参照してください。

［操作ログ一覧］ウィンドウで，
「製品バージョンとデータベース
バージョンが異なるため，画面を
表示できません。」とメッセージ
が表示される。

Asset Information Manager 
Limitedのバージョンアップま
たは修正パッチを適用後に，
データベースをバージョンアッ
プしていない。

Asset Information Manager 
Limitedのデータベースをバー
ジョンアップしてから，［操作
ログ一覧］ウィンドウを起動し
直してください。

［操作ログ一覧］ウィンドウで，
検索結果が表示されない。

JP1/NETM/DMのセットアッ
プの［AIM関連］パネルで指定
した URLに誤りがある。

URLを確認し，設定し直して
ください。

トラブル 要因 対処
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5.8　保守資料の採取
「5.2　ジョブのトラブルシューティング」，「5.3　JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/
NETM/DM Client（中継システム）のトラブルシューティング」，および「5.4　JP1/
NETM/DM Client（クライアント）のトラブルシューティング」に従って対処しても問
題が解決しない場合は，次の保守資料を採取して，システム管理者に連絡してください。
ここでは，保守資料の採取方法について説明します。

• ログ情報
• JP1/NETM/DMの設定情報
• JP1/NETM/DMのトラブル情報
• Asset Information Manager Limitedのトラブル情報
• ディレクトリ情報
• 通信設定の情報

5.8.1　ログ情報の採取
JP1/NETM/DMのインストールディレクトリ ¥log下のログファイルを採取します。JP1/
NETM/DMには，情報の種類別に数種類のログファイルがあります。必要なログファイ
ルを採取してください。JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継
システム）のログの種類については「5.3.1　ログファイルの確認」を，JP1/NETM/DM 
Client（クライアント）のログの種類については「5.4.1　ログファイルの確認」を参照
してください。

なお，JP1/NETM/DMをデフォルトのディレクトリにインストールしている場合，ログ
ファイルは次のディレクトリに格納されています。

注　OSがWindows Server 2003 (x64)の場合，「Program Files」が「Program Files (x86)」になり
ます。

5.8.2　JP1/NETM/DMの設定情報の採取
JP1/NETM/DMの設定情報を採取する方法を説明します。

1. Windowsの［スタート］メニューから［ファイル名を指定して実行］を選択する。

製品名 ログファイル格納ディレクトリ

JP1/NETM/DM Manager（マネージャ） C:¥Program Files¥Hitachi¥NETMDM¥log

JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ） C:¥Program Files¥Hitachi¥NETMDM¥log_s

JP1/NETM/DM Client（中継システム） C:¥Program Files¥HITACHI¥NETMDMP¥log

JP1/NETM/DM Client（クライアント） C:¥Program Files¥HITACHI¥NETMDMP¥log
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2.「名前」に「regedit」と入力し，［OK］ボタンをクリックする。
［レジストリエディタ］が起動します。

3.「¥HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI」下の，製品に対応したサブ
キーを選択する。
製品に対応したサブキーは，次の表のとおりです。

4.［レジストリ］－［レジストリファイルの書き出し］を選択する。
JP1/NETM/DMの設定情報が出力されます。

5.8.3　JP1/NETM/DMのトラブル情報の採取
JP1/NETM/DMのトラブルに関する情報は，製品提供のバッチファイルを実行して一括
取得してください。

バッチファイルを実行してトラブル情報を取得する手順を次に示します。トラブル情報
の取得は，トラブルが発生したマシン上で実行してください。

1. Administrator権限でWindowsにログインする。

2. SDTRBL.BATを実行する。
SDTRBL.BATは，JP1/NETM/DMのインストールフォルダ ¥BIN下に格納されてい
ます。
バッチファイルを実行すると，出力先として指定したフォルダに，その時点のトラブ
ル情報が出力されます。

トラブル情報取得（SDTRBL.BAT）バッチファイルの形式
SDTRBL.BATの形式を次に示します。
　
SDTRBL.BAT "インストールフォルダ名" "出力先フォルダ名"
　

インストールフォルダ名
JP1/NETM/DMのインストールフォルダ名をフルパスで指定します。インス
トールフォルダ名は必ず指定してください。

出力先フォルダ名
取得したトラブル情報の出力先となるフォルダ名を，フルパスまたは相対パス
で指定します。出力先フォルダ名は必ず指定してください。

製品名 サブキー名

JP1/NETM/DM Manager（マネージャ） ¥NETM/DM

JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ） ¥NETM/DM，¥NETM/DM/P

JP1/NETM/DM Client（中継システム） ¥NETM/DM/P

JP1/NETM/DM Client（クライアント） ¥NETM/DM/P
259



5.　トラブルシューティング
5.8.4　「Asset Information Manager Limited」のトラブル情報
の採取

「Asset Information Manager Limited」のトラブルに関する情報は，製品提供のバッチ
ファイルを実行して一括取得してください。

なお，Microsoft Internet Information Servicesのトラブルの場合，Microsoft Internet 
Information Servicesのログ情報も取得してください。

バッチファイルを実行してトラブル情報を取得する手順を次に示します。トラブル情報
の取得は，「Asset Information Manager Limited」を運用しているマシン上で実行して
ください。

1. Administratorの権限で配布管理システムにログインする。

2. ASTTRBL.BATを実行する。
ASTTRBL.BATは，JP1/NETM/DM Managerのインストールフォルダ
¥jp1asset¥exe下に格納されています。
バッチファイルを実行すると，出力先として指定したフォルダに，その時点のトラブ
ル情報が出力されます。

トラブル情報取得（ASTTRBL.BAT）バッチファイルの形式
ASTTRBL.BATの形式を次に示します。
　
ASTTRBL.BAT "出力先フォルダ名"
　

出力先フォルダ名
取得したトラブル情報の出力先となるフォルダ名を，フルパスまたは相対パス
で指定します。出力先フォルダ名は，必ず指定してください。

5.8.5　ディレクトリ情報の採取
JP1/NETM/DMのディレクトリ情報を採取するには，コマンドプロンプトで，次のコマ
ンドを入力します。ここでは，JP1/NETM/DMが C:¥Program 
Files¥Hitachi¥netmdmpにインストールされており，ディレクトリ情報を filed.txt
ファイルに出力すると仮定しています。

5.8.6　通信設定の情報の採取
通信設定の情報を採取する方法を説明します。

> c:

> cd Program Files¥Hitachi¥netmdmp

> dir /s /on > filed.txt
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● Windows NTの場合

コマンドプロンプトで，次のコマンドを入力します。

● Windows Me，Windows 98の場合

1. Windowsの［スタート］メニューから［ファイル名を指定して実行］を選択する。

2.「名前」に「winipcfg」を入力し，［OK］ボタンをクリックする。
［IP設定］ダイアログボックスが表示されます。

3.［詳細］ボタンをクリックし，［IP設定］ダイアログボックスのハードコピーを採取す
る。

ipconfig /all > ［任意のファイル名］
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5.9　トラブルに備えたバックアップの取得
JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Client（中継システム）では，システ
ム情報やソフトウェア情報，パッケージなどのさまざまな情報をデータベースで管理し
ています。そのため，このデータベースにトラブルが発生すると，これまでに蓄積した
情報が消失することになります。

また，JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ）および JP1/NETM/DM Client（中
継システムおよびクライアント）では，上位システムの情報やインストール済みのソフ
トウェアの情報などユーザ環境に依存する情報をファイルで保存しています。障害など
によってこれらのファイルが消失してしまうと，正しく管理できなくなるおそれがあり
ます。

情報の消失を防ぐために，JP1/NETM/DM Managerおよび JP1/NETM/DM Clientにつ
いて，バックアップを適宜取得してください。

ここでは，JP1/NETM/DMのバックアップの取得方法について説明します。

なお，バックアップを取得・復元するときは，JP1/NETM/DMのサービスを停止してか
ら作業してください。JP1/NETM/DMのサービスの停止方法を次に示します。

● JP1/NETM/DM Managerの場合
［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］で，JP1/NETM/DM 
Managerのサービス（Remote Install Server）を停止してください。

● JP1/NETM/DM Clientの場合
クライアントマネージャで，クライアントを停止してください。

5.9.1　JP1/NETM/DM Manager（マネージャ）のバックアッ
プ

JP1/NETM/DM Manager（マネージャ）のバックアップを取得する場合，JP1/NETM/
DM Managerのデータベースのバックアップとは別に「Asset Information Manager 
Limited」のバックアップも取得してください。それぞれで取得するバックアップを次に
示します。

（1） JP1/NETM/DM Managerのデータベースのバックアップ

リレーショナルデータベースのバックアップを定期的に実行してください。

Embedded RDBを使用している場合
データベースマネージャの「データベースをバックアップする」から，バックアッ
プを取得してください。

Microsoft SQL Serverを使用している場合
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システムデータベース
saなどのユーザ情報が含まれるため，次のデータベースのバックアップを取得
してください。
• masterデータベース
• msdbデータベース

ユーザデータベース
JP1/NETM/DMで使用しているデータベースのバックアップを取得してくださ
い。

Oracleを使用している場合
オフラインバックアップで取得してください。バックアップ対象は，制御ファイル，
データファイル，Redoログファイルおよびパラメタファイルの，すべてのデータ
ベースファイルです。

また，次に示すディレクトリのバックアップもあわせて取得してください。

●パッケージ格納ディレクトリ※ 1※ 2

●操作履歴格納ディレクトリ※ 2

●操作履歴退避ディレクトリ※ 3

注※ 1　パッケージ格納方法にファイルシステムを選択している場合に，バックアップを
取得してください。

注※ 2　Embedded RDBを使用している場合，データベースのバックアップ時にも取得
できます。

注※ 3　操作履歴退避ディレクトリを指定している場合に，バックアップを取得してくだ
さい。

なお，一部のデータはインポート /エクスポートの機能を利用してファイル単位でバック
アップを取得できます。インポート /エクスポートできるデータについては，マニュアル
「構築ガイド」の「付録 A.2(2)　移行できるデータ」を参照してください。

（2） 「Asset Information Manager Limited」のバックアップ

「Asset Information Manager Limited」を使用している場合，「Asset Information 
Manager Limited」のデータベースマネージャの「データベースの CSVバックアップ」
または「Embedded RDBのバックアップ」（Embedded RDBの場合）からバックアップ
を取得してください。「Asset Information Manager Limited」のデータベースマネー
ジャの操作方法については，マニュアル「構築ガイド」の「10.3　Asset Information 
Manager Limitedのデータベースをセットアップする」を参照してください。
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5.9.2　JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ）のバック
アップ

リレーショナルデータベースと，次に示すディレクトリのバックアップを適宜取得して
ください。

● JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ ¥MASTER¥DB

● JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ ¥SITESRV

●ワークディレクトリの設定で指定したリモートコレクトディレクトリ

●パッケージ格納ディレクトリ※

●操作履歴格納ディレクトリ

●操作履歴退避ディレクトリ

注※　パッケージ格納方法にファイルシステムを選択している場合に，バックアップを
取得してください。

5.9.3　JP1/NETM/DM Client（中継システム）のバックアッ
プ

JP1/NETM/DM Clientのインストールディレクトリ下の，次に示すディレクトリのバッ
クアップを適宜取得してください。

●MASTER¥DB

● SCHEDULE

● SERVER

● SITESRV

また，ワークディレクトリの設定で指定した中継パッケージ保管ディレクトリ，リモー
トコレクトディレクトリについても，バックアップを取得してください。

5.9.4　JP1/NETM/DM Client（クライアント）のバックアッ
プ

JP1/NETM/DM Clientのインストールディレクトリ下の，次に示すディレクトリのバッ
クアップを適宜取得してください。

●MASTER¥DB
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5.10　イベントログメッセージ一覧
Windows NTのイベントビューアなどで監視できるイベントログメッセージを次に示し
ます。JP1/NETM/DM HTTP Gatewayのイベントログメッセージについては，「5.5.2　
HTTP Gatewayのイベントログメッセージ」を参照してください。

5.10.1　JP1/NETM/DM Managerのイベントログメッセージ
JP1/NETM/DM Managerが出力するイベントログメッセージを次に示します。

（1） Windows NT とのインタフェース関連

（凡例）　xx，yy ：任意の文字列

（2） 配布管理システム関連

イベント
ID

メッセージ
種別

メッセージテキスト

0 Error Windows NTへの要求処理でエラーが発生しました .Request: xx， Error: 
yy

イベント
ID

メッセージ種
別

メッセージテキスト

10000※ Error RDBMSへの最大接続数を越えました .

10004 Error RDBMSとの通信でエラーが発生しました .

10007 Error RDBMSへのアクセスでタイミングエラーが発生しました .

10008※ Error データベースフォーマットが一致していません .

10009※ Error RDBMSへのログインに失敗しました。データソース名称：xx

10010※ Error 指定されたデータソース名称に誤りがあります。データソース名称：xx

10011※ Error トランザクションログが一杯のため RDBMSへのアクセスに失敗しました
.

10012※ Error データベースの容量が不足しているため RDBMSへのアクセスに失敗しま
した .

10101 Error システムエラーが発生しました .

10106 Error ファイルのクローズに失敗しました .

11002 Error ファイル転送サーバでシステムエラーが発生しました .

11003 Error ファイル転送サーバで処理矛盾が発生しました .

11004 Error ファイル転送サーバへの処理要求シーケンスが不正です .

11005 Error ファイル転送サーバへの処理要求が不正です .
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11006※ Error 配布管理サーバ起動中にメモリ不足が発生しました .

11007 Error ファイル転送サーバでディレクトリの作成に失敗しました .

11010 Error 例外が発生しました .

11011 Error 指定したファイルはありません .

11012 Error 指定したファイルは不正です .

11017 Error 管理ファイルにファイル障害が発生しました .

11020※ Error 動作環境の設定が不正です .

11022※ Error 資源格納庫が破壊されています .

11023 Error xxから不正な差分指令ファイルを受信しました .

11024 Error xxから不正な状態通知ファイルを受信しました .

11025 Error xxから不正なインベントリ情報ファイルを受信しました .

11026 Warning クライアント (xx)のファイル (yy)は不正です .

11027 Warning xxからホスト名が不正な yyファイルを受信しました .

11028 Warning 不正なホスト名の xxから接続要求がありました .

12013※ Error 資源管理ファイルアクセスサーバの動作環境が破壊されています .

12014※ Error 資源属性ファイルアクセスサーバの動作環境が破壊されています .

12015※ Error 実行管理ファイルアクセスサーバの動作環境が破壊されています .

12016※ Error 資源状態ファイルアクセスサーバの動作環境が破壊されています .

12017※ Error 資源管理ファイルアクセスサーバの動作環境の生成に失敗しました .

12018※ Error 資源属性ファイルアクセスサーバの動作環境の生成に失敗しました .

12019※ Error 実行管理ファイルアクセスサーバの動作環境の生成に失敗しました .

12020※ Error 資源状態ファイルアクセスサーバの動作環境の生成に失敗しました .

12032 Error 管理ファイルが満杯でこれ以上書き込みができません .

12033 Error 管理ファイル索引の生成に失敗しました .

12034 Error 管理ファイルの交代キー索引の生成に失敗しました .

12035 Error 索引へのキー登録に失敗しました .

12036 Error 索引への文字登録に失敗しました .

12037 Error 索引の分割に失敗しました .

12038 Information システム中断中の為，ダウンロード要求を拒否しました .

13003 Information 配布管理サーバが起動しました .

13004 Information 配布管理サーバが終了しました .

イベント
ID

メッセージ種
別

メッセージテキスト
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14004※ Error 起動処理中にシステムエラーが発生しました .

14010 Error NETM/DM Managerへの接続要求が不正です .

14018 Error 接続先ホスト名が設定されていません .

14033 Information サーバは接続拒否状態のため，接続を拒否しました .

14035 Information サーバは接続可能状態にします .

14036 Information NETM*Cm2/NNMのシンボル追加に失敗しました。Node=xx, Label=yy.

14037※ Error JP1/NETM/DM Managerのプロセスがダウンしました .

14039 Error JP1/IM Serverまたは Agentがインストールされていません .

14040 Error JP1/IM イベントサーバへのイベント通知に失敗しました .

14051 Error JP1/Baseからユーザ権限が取得できませんでした。

14052 Error 環境変数 NETM_USERIDに指定されたユーザには，当該コマンドを実行
する権限がありません。

14053 Error 環境変数 NETM_USERIDに指定されたユーザは，JP1/Baseに登録され
ていません。

14081 Error 監査ログの出力でエラーが発生しました

14082 Information 新しい監査ログファイルが生成されました。

16001 Warning 指定した条件に該当するインベントリ情報は存在しません .

16002 Error インベントリ情報検索中にエラーが発生しました .

16003 Error xxのインベントリ情報が不正です .

16004 Information xxのインベントリ情報更新を中断します .

16005 Error インベントリ情報処理中にシステムエラーが発生しました .

16006 Error システムエラーが発生しました .

16007 Warning インベントリ情報のデータ移行が完了していないので，新しいインベント
リ情報は記録されません .

16008 Warning セットアップでインベントリ情報のデータ移行を行ってください .

16009 Warning ユーザインベントリ情報を記録するデータベースの指定がありません .

16010 Warning ユーザインベントリ情報を記録するテーブルの指定がありません .

16012 Warning ユーザインベントリ情報を記録するテーブル（xx）が存在しません .

16013 Warning クライアント（xx）からのユーザインベントリ情報に不正があります .

16014 Warning クライアント（xx）からのユーザインベントリ情報の処理中に DBアクセ
スエラーが発生しました .

16015 Warning クライアント（xx）からのアラート情報の CSVファイルへの出力に失敗
しました .

16016※ Error 操作履歴格納ディレクトリにアクセスできません。

イベント
ID

メッセージ種
別

メッセージテキスト
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16017※ Error 操作履歴退避ディレクトリにアクセスできません。

16018※ Error 操作履歴格納ディレクトリの容量が不足しているため，操作履歴を保存で
きません。

16019※ Error 操作履歴退避ディレクトリの容量が不足しているため，操作履歴を退避で
きません。

16020※ Error 操作履歴退避ディレクトリの容量がしきい値に達しました。

16021 Information 稼働監視履歴のデータベースへの格納を開始します .

16022 Information 稼働監視履歴のデータベースへの格納が完了しました .

16023 Error 稼働監視履歴のデータベースへの格納処理でシステムエラーが発生しまし
た .

16024 Error 稼働監視履歴のデータベースへの格納処理で RDBアクセスエラーが発生
しました .

16025 Warning サーバの停止要求を受信した為 , 稼働監視履歴のデータベースへの格納処
理を中断しました .

16026 Warning コマンドからの解除要求を受信した為 , 稼働監視履歴のデータベースへの
格納処理を中断しました .

16027 Warning コマンドが稼働監視履歴をデータベースへ格納処理中の為 , 格納処理を行
いませんでした .

16028 Warning コマンドから格納した稼働監視履歴をデータベースに保持中の為 , 格納処
理を行いませんでした .

16029 Warning クライアント (xx)の稼働監視履歴は日時 (YYYYMMDDhhmmss)が格納
範囲外です .

16030※ Error 操作ログのアクセスでネットワークドライブ接続に失敗しました：xx

18000 Error サービス :netmdmclt/udpが定義されていません .

18001 Error 自ホスト名の取得に失敗しました .自ホストの定義が行われていない可能
性があります .

18002 Error ソケットの取得に失敗しました .

18003 Error 配布先 xxを認識できません .

18004 Error xxへの配布起動要求に失敗しました .

18005 Error 配布起動サーバの起動に失敗しました .

18006 Error xxの配布起動処理でエラーが発生しました .

18008 Information 配布起動サーバを開始しました .

18010 Error 電文サイズが不正です .

18011 Error サービス :netmdmclt/tcpが定義されていません .

19001 Information ジョブスケジュールサーバが起動しました .

19002 Information ジョブスケジュールサーバが終了しました .

イベント
ID

メッセージ種
別

メッセージテキスト
268



5.　トラブルシューティング
（凡例）
xx，yy，nn，mm ：任意の文字列
YYYYMMDDhhmmss：日時

注※　監視をお勧めするメッセージです。メッセージの要因と対処方法については，「5.10.4　監視
をお勧めするイベントログメッセージの要因と対処」を参照してください。

（3） クライアントアラート関連

（凡例）
xx ：任意の文字列
yyyyyy ：アラートメッセージ

（4） ユーザインベントリ項目のインポートとエクスポート関連

19003 Warning xxが存在しないためにスケジュール実行できないため，スケジュール情報
を削除しました .ジョブ定義名：yy，ジョブ番号：nn，スケジュール実行
日時：mm

イベント
ID

メッセージ
種別

メッセージテキスト

30000 Warning クライアント（xx）は，危険な状態（yyyyyy）です .

30001 Warning クライアント（xx）は，警告（yyyyyy）を通知しました .

30002 Information クライアント（xx）は，正常（yyyyyy）になりました .

イベント
ID

メッ
セー
ジ種
別

メッセージテキスト

7 Error ファイル書き込みに失敗しました

99 Error 例外事象が発生しました：xxコマンド処理は失敗しました

132 Error インポートに失敗しました：xx

139 Error パラメタファイルで指定した項目名称（xx）で指定したラベルは既に入力済みの
他の項目で使われています

140 Error パラメタファイルで指定した項目名称（xx）で既に存在する上位管理項目または
共通管理項目を更新しようとしています .上位管理項目または共通管理項目は更新
できません

141 Error パラメタファイルで指定した項目名称（xx）で insertパラメタの指定があります
が，selectパラメタの指定がありません .insertパラメタの指定は selectパラメタ
の指定も必要です

142 Error パラメタの指定が重複しています .もしくは括弧の外にパラメタが指定されていま
す . ：xx

イベント
ID

メッセージ種
別

メッセージテキスト
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143 Error 項目名称のパラメタ（item）の指定で使用できない文字（半角の ¥/*"'：；，&タ
ブ文字）が使われているか，指定可能な文字数 64文字をオーバーしています .  指
定した値：xx

144 Error ラベルのパラメタ（label）の指定で使用できない文字（半角の ¥/*"'：；，&タブ
文字）が使われているか，指定可能な文字数 64文字をオーバーしています .  指定
した値：xx

145 Error コメントのパラメタ（comment）の指定で使用できない文字（半角の ¥/*"'：；，
&タブ文字）が使われているか，指定可能な文字数 255文字をオーバーしていま
す .  指定した値：xx

146 Error 必須入力を指定するパラメタ（require）の指定で使用できない文字（Y（y）また
は N（n）以外）が使われているか，または指定方法に誤りがあります . 指定した
値：xx

147 Error 選択入力を指定するパラメタ（insert）の指定で使用できない文字（Y（y）また
は N（n）以外）が使われているか，または指定方法に誤りがあります . 指定した
値：xx

148 Error パラメタファイルに不正なパラメタが指定されています . ：xx

149 Error 選択項目の指定のパラメタ（select）が括弧の外に指定されています . ：xx

150 Error パラメタファイルで指定した項目名称（xx）の選択項目の指定のパラメタ
（select）で使用できない文字（半角の ¥/*"'：；，&タブ文字）が使われているか，
または指定方法に誤りがあります .

151 Error パラメタファイルで指定した項目名称（xx）の選択項目の指定のパラメタ
（select）で 201文字以上の選択項目が指定されています .

152 Error パラメタファイルで指定した項目名称（xx）の選択項目の指定のパラメタについ
て，上限サイズ（selectの場合は 51254バイト，selectableの場合は，
upper_selectとの合計値で 102509バイト）を超える選択項目が指定されていま
す .

153 Error パラメタファイルで指定した項目名称（xx）の選択項目の指定のパラメタ
（select）で重複する選択項目が指定されています .

154 Error パラメタファイルのフォーマットに誤りがあります .「L.行番号」の指す当該行も
しくは当該行以前の行にフォーマット不正が無いかを確認してください . ：xx

155 Error パラメタファイルで項目名称（item）の指定がされていません . 項目名称の指定
は必須です . ：xx

156 Error パラメタファイルで項目名称（item）の指定がされていない箇所があります . 「L.
行番号」の指す当該行もしくは当該行以前の行の指定内容を確認してください . 項
目名称の指定は必須です . ：xx

157 Error 項目数が上限の 255に達しています . 既存の項目数を確認してください . 項目数が
上限に達していない場合は当該項目のパラメタの内容に誤りがあるので内容を確
認してください . 追加に失敗した項目名称：xx

イベント
ID

メッ
セー
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別
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158 Error USER_INVENTORYタグが 2重に指定されています . パラメタファイルで
USER_INVENTORYタグは 1回しか指定できません . ：xx

159 Error ファイルのオープンに失敗しました . ファイルの状態を確認してください . ：xx

160 Error ファイルの読み込みに失敗しました . ファイルの状態を確認してください . ：xx

161 Error ファイルの書き込みに失敗しました . ファイルの状態を確認してください . ：xx

166 Error 上位項目パラメタ（upper_item）に指定された項目がありません .項目名称：xx

168 Error 階層化項目として選択入力以外の項目が指定されました .階層化項目の項目設定は
選択入力でなければなりません .項目名称：xx

169 Error 関連づけのパラメタ（upper_select または selectable）の設定に誤りがあります .
「L.行番号」の指す当該行の指定内容を確認してください . ：xx

170 Error 関連づけのパラメタ（upper_select または selectable）の指定で使用できない文字
（半角の ¥/*"'：；，&タブ文字）が使われています .  指定した値：xx

171 Error 関連づけのパラメタ（upper_select または selectable）に，文字数の上限 200を
超えた選択項目があります .項目名称：xx

172 Error 項目数が上限の 255を超えました .項目名称：xx

173 Error 関連づけのパラメタ（upper_select または selectable）の設定で重複値が指定され
ました .項目名称：xx

176 Error 選択可能項目のパラメタ（selectable）が不正な位置で設定されています .「L.行
番号」の指す当該行の設定内容を確認してください . ：xx

177 Error 上位項目のパラメタ（upper_item）の指定で使用できない文字（半角の ¥/
*"'：；，&タブ文字）が使われているか，設定文字数が上限の 64を超えています
.パラメタ内容を確認してください .指定した値：xx

178 Error selectパラメタ，upper_select，または selectableパラメタが指定されていません
.パラメタ内容を確認してください .項目名称：xx

179 Error 選択項目パラメタ（select）に指定されていない値が選択可能項目パラメタ
（selectable）に指定されています .パラメタ内容を確認してください .項目名称：
xx

180 Error すでに下位項目が存在する上位項目（%2）に対して新たに下位項目を関連づけよ
うとしました .

181 Error 項目数が上限の 255を超えたか，階層化項目の階層数が上限の 10を超えました .
既存の項目数，階層数，およびパラメタの内容を確認してください .項目名称：
xx

183 Error 必須パラメタ（require）に指定した値が上位項目の設定値と異なります .項目名
称：xx

184 Error 最上位項目，または中間位項目の選択項目を追加または削除しようとしました .イ
ンポートによる最上位項目および中間位項目の選択項目の追加および削除はでき
ません .selectパラメタの内容を確認してください .項目名称：xx

イベント
ID

メッ
セー
ジ種
別

メッセージテキスト
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（凡例）xx ：任意の文字列

（5） コマンド関連

185 Error 上位項目の関連づけられていない選択項目，または存在しない選択項目に対して
下位項目の選択項目を関連づけようとしました .上位選択項目パラメタ
（upper_select）の内容を確認してください .項目名称：xx

186 Error 最上位項目，または中間位項目の項目の関連づけを変更しようとしました .最上位
項目，および中位項目の項目の関連づけは変更できません .項目名称：xx

187 Error 最上位項目，または中間位項目の選択項目の関連づけ内容を変更しようとしまし
た .インポートによる最上位項目および中間位項目の選択項目の関連づけ内容の変
更はできません .upper_selectパラメタ，および selectableパラメタの内容を確認
してください .項目名称：xx

1003 Error サーバで内部矛盾が発生しました

1006 Error サーバで未定義の値が指定されました

1008 Error ジョブ定義名称，ジョブの宛先またはパッケージが重複指定されました

1010 Error 指定された値がサーバに見つかりませんでした

1014 Error サーバに定義されていない値が指定されました

1016 Error システムコールエラー

1017 Error コマンド内部矛盾（サーバアクセスシーケンス不正）

1051 Error 変更 /削除対象が存在しません

1053 Error 他のプロセスがデータベースを更新中です

1054 Error RDBサーバへの接続数が最大同時接続数を超えました

1055 Error RDBサーバへのアクセスでエラーが発生しました

1066 Error サーバでマージ処理を実行中です .

2001 Error メモリ確保失敗

2003 Error コマンド入力値が見つからないあるいは値が不正です

2004 Error サーバへの接続に失敗しました .稼動状態と設定を確認してください

2006 Error コマンドライン文法不正

イベント
ID

メッセー
ジ種別

メッセージテキスト

1 Error path op 指定された入力ファイルが存在しません

2 Error path op パッケージ化処理中に作業ファイル生成が失敗しました .NETM/DM/
Pのログが出力されている場合内容を確認してください .コマンド入力，パッ
ケージャ作業ディレクトリの設定を確認してください .詳細情報：xx

4 Error path op ファイルの読み込みに失敗しました

イベント
ID

メッ
セー
ジ種
別

メッセージテキスト
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5 Error path op サーバ接続エラー

7 Error path op ファイル書き込みに失敗しました

12 Error path op 環境不正

13 Error path op システムエラー

98 Error path op 登録数オーバー又は DM内部処理不整合

99 Error path op 例外事象が発生しました：xxコマンド処理は失敗しました

100 Error path op パッケージを登録しましたがパラメタファイルの更新に失敗しました

101 Error path op xxを解凍できませんでした .終了します

102 Error path op 収集するファイルの有効な定義がありません

103 Error path op 動作環境が不正です

104 Error path op 該当するデータはありません

105 Error path op DLLのロード失敗のためパッケージ内容を出力できません

106 Error path op パッケージ内容の出力に失敗しました .パッケージの管理ファイルに
異常が無いか又はメモリや HDの空き容量などに問題が無いか確認してくだ
さい .

107 Error path op ODBC環境設定が不正です

108 Error path op マネージャのバージョンが不正です

109 Error path op クエリー生成失敗

112 Error path op 該当するデータが多すぎるため出力できません

113 Error path op レジストリ情報の取得に失敗しました

114 Error path op 一時ファイルのオープンに失敗しました

115 Error path op 引数の数が足りません .コマンドフォーマットを確認してください

116 Error path op /par引数が 2重に指定されています .コマンドフォーマットを確認し
てください

117 Error path op /csv引数が 2重に指定されています .コマンドフォーマットを確認し
てください

118 Error path op /o 引数が 2重に指定されています .コマンドフォーマットを確認して
ください

119 Error path op 結果出力ファイル名の指定が不正です .コマンドフォーマットを確認
してください

120 Error path op /i 引数が 2重に指定されています .コマンドフォーマットを確認して
ください

121 Error path op パラメタファイル名の指定が不正です .コマンドフォーマットを確認
してください

122 Error path op テンプレートキーが 2重に指定されています .または，不正な引数が
指定されています .コマンドフォーマットを確認してください

イベント
ID

メッセー
ジ種別

メッセージテキスト
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123 Error path op テンプレートキーが不正です .または，不正な引数が指定されていま
す .コマンドフォーマットを確認してください

124 Error path op 結果出力ファイル名の長さが長すぎます .コマンドフォーマットを確
認してください

125 Error path op パラメタファイル名の長さが長すぎます .コマンドフォーマットを確
認してください

126 Error path op /par引数で指定できないテンプレートキーを設定しています .コマン
ドフォーマットを確認してください

127 Error path op 結果出力ファイル名の指定がありません .コマンドフォーマットを確
認してください

128 Error path op 結果出力ファイル名の指定がありません .コマンドフォーマットを確
認してください

129 Error path op パラメタファイル名の指定がありません .コマンドフォーマットを確
認してください

130 Error path op パラメタファイル名の指定がありません .コマンドフォーマットを確
認してください

131 Error path op パッケージの復元に失敗しました： xx

133 Error path op パッケージ又はキャビネットのバックアップに失敗しました： xx

134 Error path op xx.pkg， xx.sci， xx.dpf の中に不正なファイルがありパッケージの復元
ができませんでした

135 Error path op 外部プログラムの起動に失敗しました： xx

136 Error path op 最大実行期間として指定した時間が経過しました .監視していたジョ
ブは終了しませんでした .： xx

137 Error path op 入力データが不正です： xx

138 Error path op パッケージのバックアップ中にエラーが発生しました： xx

162 Error path op CSVファイルデータに誤りがあります .「L.行番号」の指す当該行の
データ内容を確認してください . ：xx

163 Error path op CSVファイル形式不正 ：xx

167 Error path op 指定したポリシーがありません ：xx

188 Error path op IDジョブおよび全あて先ジョブのすべてのあて先を監視することは
できません .

189 Error path op 他のプロセスがデータベースを更新中です .しばらく待って再実行し
てください .

190 Error path op 指定されたジョブ [xx]が見つかりませんでした .

191 Error path op 簡易データベース環境で，監視コードにジョブ実行状態が指定されま
した .

192 Error path op 監視時間間隔に，最大実行期間より大きな値が指定されました .

1000 Error path op サーバ上の管理ファイルがみつかりません

イベント
ID

メッセー
ジ種別

メッセージテキスト
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1003 Error path op サーバで内部矛盾が発生しました

1004 Error path op 他のプロセスが資源を使用しています

1006 Error path op サーバで未定義の値が指定されました

1007 Error path op サーバで定義可能な値域ではない値が指定されました

1008 Error path op ジョブ定義名称，ジョブの宛先またはパッケージが重複指定されまし
た

1009 Error path op ジョブ作成が未完です

1010 Error path op 指定された値がサーバに見つかりませんでした

1011 Error path op ディスク容量不足

1014 Error path op サーバに定義されていない値が指定されました

1016 Error path op システムコールエラー

1017 Error path op コマンド内部矛盾（サーバアクセスシーケンス不正）

1018 Error path op サーバに接続できません .稼動状態と設定を確認してください .

1019 Error path op サーバに接続できません .ホスト名が不正です .

1020 Error path op ソケット (メモリ )が不足しています

1021 Error path op サーバが稼動していません

1024 Error path op サーバ接続が失敗しました .稼動状態と設定を確認してください .

1025 Error path op インストールコンポーネントにバージョン不整合があります

1026 Error path op サーバ環境不整合 .稼動状態と設定を確認してください .

1032 Error path op あて先指定がないためジョブ定義編集に失敗しました

1033 Error path op 有効なパッケージ指定がないためジョブ定義編集に失敗しました

1035 Error path op 使用できないあて先が指定されました

1036 Error path op コマンドに有効なあて先が 1つも入力されていません

1037 Error path op コマンドに無効なパッケージが指定されています

1038 Error path op コマンド入力に有効なパッケージ定義がありません

1040 Error path op 指定されたジョブは，再実行条件を満たさないため再実行されません
でした

1045 Error path op 使用できないあて先またはパッケージがあります

1048 Error path op システム定義がありません .

1051 Error path op 変更 /削除対象が存在しません

1052 Error path op キャビネットが一杯です

1054 Error path op RDBサーバへの接続数が最大同時接続数を超えました

1055 Error path op RDBサーバ名称不正またはサーバ停止中です

イベント
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1057 Error path op RDBサーバ名称不正またはサーバ停止中です .

1058 Error path op RDBが破壊されているか存在しません .

1060 Error path op RDBとの接続が解除されました .

1061 Error path op データベースへのアクセス権がありません .

1063 Error path op ログイン名またはパスワードが不正です .

1064 Error path op ODBCドライバのバージョンが不正です .

1067 Error path op ソフトウェア稼働監視履歴をデータベースに格納する設定ではありま
せん .

1068 Error path op 指定された退避ディレクトリは存在しない，またはアクセスできませ
ん：退避ディレクトリ名

1069 Error path op 指定されたディレクトリは退避ディレクトリではない，またはアクセ
スできません：退避ディレクトリ名

1070 Informat
ion

path op コマンド処理は正常終了しました .

1072 Warning path op 解除要求を受信した為，コマンド処理を中断しました .

1073 Error path op コンピュータグループが作成（継承）されていません .

1074 Error path op指定したグループが存在しない、または使用できない文字が含まれて
いるか最大長を超えています .

1075 Error path op 他のプロセスがWSUSサーバに対して処理中です .

1076 Error path op WSUSサーバ（WSUS連携機能）に接続できませんでした .

1077 Error path op WSUSサーバ（WSUS連携機能）との通信中にエラーが発生しまし
た .

1078 Error path op WSUSサーバ（WSUS連携機能）で処理中にエラーが発生しました .

1079 Error path op ジョブ定義に指定された稼働監視ポリシーが存在しなかったためジョ
ブの登録はできませんでした .ジョブ定義の稼働監視ポリシーの指定を訂正す
るか，指定した稼働監視ポリシーを作成してください .

1080 Warning path op リモートインストールマネージャでソフトウェア稼働監視ポリシーの
編集を行っているか，サーバがソフトウェア稼働監視の制御ジョブを行ってい
るため，ソフトウェア稼働監視制御ジョブを登録できませんでした .しばらく
待ってから実行してください .

2001 Error path op メモリ確保失敗

2002 Error path op コマンド入力形式に不正があります

2003 Error path op コマンド入力値が見つからないあるいは値が不正です

2004 Error path op サーバへの接続に失敗しました .稼動状態と設定を確認してください

2005 Error path op 出力ファイルをオープンできません

2006 Error path op コマンドライン文法不正

イベント
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（凡例）
path：コマンド実行パス
op：コマンド実行オプション
xx ：任意の文字列

5.10.2　JP1/NETM/DM Client（中継システム）のイベントロ
グメッセージ

JP1/NETM/DM Client（中継システム）が出力するイベントログメッセージを次に示し
ます。

（1） Windows NTとのインタフェース関連

（凡例）　xx，yy ：任意の文字列

2007 Error path op コマンドライン文法不正 ：xx

2008 Error path op パラメタファイル，またはマップファイルの解析でエラーが発生しま
した . ：xx

2009 Error path opコマンドが二重起動されたので処理を中断します . ：xx

2010 Error path op Active Directoryと連携しない設定となっているので，処理を中断し
ました .

2011 Error path op Active Directoryからの情報取得に失敗しました . ：xx

2012 Error path op Active Directoryから取得した情報の格納に失敗しました . ：xx

2013 Error path op Active Directoryとの連携に失敗しました .

2014 Error path op システムエラー ：xx

2015 Error path op Active Directoryのリストアを検知したため，処理を中断しました .

2016 Error path op 引き当てキーの変更を検知したため，処理を中断しました .

2017 Informat
ion

path op Active Directoryから取り込んだデータが上限値を超えたため，切り
捨てました .

2018 Informat
ion

path op Active Directoryとの連携が成功しました .

イベント
ID

メッセージ
種別

メッセージテキスト

0 Error Windows NTへの要求処理でエラーが発生しました .Request: xx, Error: 
yy

イベント
ID

メッセー
ジ種別

メッセージテキスト
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（2） TCP/IP 関連

（凡例）　xx，yy ：任意の文字列

（3） 中継システムの処理関連

イベント
ID

メッセージ
種別

メッセージテキスト

1002 Error TCP/IP(Windows Sockets Interface)のエラーが発生しました .xx/yy

イベント
ID

メッセージ
種別

メッセージテキスト

7008 Information サーバからの処理要求を受信したので，リモートインストーラを起動しま
した .

7009 Error サーバからの処理要求を受信しましたが，リモートインストーラの起動に
失敗しました .

8001※ Error 中継サーバでメモリ不足を検知しました．

8002 Error 中継サーバでシステムエラーが発生しました．

8003 Information NETM/DM SubManagerを起動しました．

8004 Information NETM/DM SubManagerが停止しました．

8005 Error ジョブ情報の受信中にエラーが発生しました（ホスト名称 :xx）．

8006 Error NETM/DM SubManagerにシステムエラーが発生しました．

8007 Error 配布指示された資源ファイルがありません。

8008 Error ジョブ実行指示されたスクリプトファイルがありません．

8009 Error ジョブ情報の宛先に誤りがあります。

8010 Error 実行要求を受けたホストと接続エラーが発生しました．(xx/yy)

8012 Error パイプの生成に失敗しました。

8013 Error パイプの接続に失敗しました。

8014 Error メッセージの読み込みに失敗しました。

8015 Error メッセージの書き込みに失敗しました。

8016 Error メッセージのオペランド内容に不正があります。

8017 Error メッセージの順序に不正があります．

8018 Information サーバからの処理要求はありません．

8019 Error xxの削除に失敗しました .

8020 Success xxの削除を行いました .

8021 Information パッケージ［xx］を保管します．

8022 Information パッケージ［xx］のスクリプトファイルを更新します．

8023※ Error 上位の配布管理システムまたは中継システムはバージョンが古いため接続
できません．（ホスト名：xx）
278



5.　トラブルシューティング
8024※ Error ハードディスク容量不足のためパッケージをダウンロードすることができ
ません .

8025※ Error ハードディスク容量不足のためスクリプトファイルをダウンロードするこ
とができません .

8026※ Error パッケージ保管ディレクトリ容量不足のためパッケージを保管することが
できません .

8027 Error ジョブ情報の送信先のホスト名の定義がありません（ホスト名：xx）.

8028 Error パッケージ保管ディレクトリの初期化に失敗しました .

8029 Information パッケージ保管ディレクトリを初期化しました .

8030 Error 資源ファイルダウンロード中にエラーが発生しました。

8031 Error スクリプトファイルダウンロード中にエラーが発生しました。

8032 Error ジョブの中継処理中に通信エラーが発生しました（ホスト名称 :xx）．

8034 Information 中断要求を受けました .

8035 Information 再開要求を受けました .

8036 Information コレクトファイル保管ディレクトリを初期化しました .

8037 Error コレクトファイル保管ディレクトリの初期化に失敗しました .

8038 Information コレクトファイル保管ディレクトリ上のコレクトファイルの送信を行いま
した .

8039 Error コレクトファイル保管ディレクトリ上のコレクトファイルの送信に失敗し
ました .

8040 Error ID枠追加に失敗しました（ID名称：xx）.

8041 Information ID枠を追加しました（ID名称：xx）.

8042 Error ID枠に所属するクライアントの削除に失敗しました（クライアント名称：
xx）.

8043 Error ID枠削除に失敗しました（ID名称：xx）.

8044 Information ID枠を削除しました（ID名称：xx）.

8045 Error ID枠のパスワード変更に失敗しました（ID名称：xx）.

8046 Information ID枠のパスワードを変更しました（ID名称：xx）.

8047 Information ID枠に所属するクライアントを削除しました（クライアント名称：xx）.

8048 Error ID編集のリクエストが不正です（リクエスト：xx）.

8049 Error IDファイルの転送に失敗しました .

8050※ Error 接続先システムで設定したホスト（xx）以外のホスト（yy）から IDジョ
ブのリクエストを受けました .

8051 Information システム管理情報ファイルの転送を行いました .

8052 Error システム管理情報ファイルの転送に失敗しました .

イベント
ID

メッセージ
種別
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（凡例）　xx，yy，bb，n1，n2 ：任意の文字列
注※　監視をお勧めするメッセージです。メッセージの要因と対処方法については，「5.10.4　監視
をお勧めするイベントログメッセージの要因と対処」を参照してください。

（4） 配布管理システム関連

8060 Information 中継サーバの初期化処理を開始しました .

8061 Information 中継サーバの初期化処理を完了しました .

8064 Information ホスト（xx）との接続を確立しました .

8065 Information ホスト（xx）からファイル（yy）を受信しました . （bb）

8066 Information ホスト（xx）から受信したジョブ（n1）を中継しました . （n2）

8067 Information ホスト（xx）から受信したジョブ（n1）を再実行しました . （n2）

8068 Information ホスト（xx）へファイル（yy）を送信しました . （bb）

8069 Information ホスト（xx）との接続を解除しました .

イベント ID メッセージ
種別

メッセージテキスト

10101 Error システムエラーが発生しました .

10106 Error ファイルのクローズに失敗しました .

11002 Error ファイル転送サーバでシステムエラーが発生しました .

11003 Error ファイル転送サーバで処理矛盾が発生しました .

11004 Error ファイル転送サーバへの処理要求シーケンスが不正です .

11005 Error ファイル転送サーバへの処理要求が不正です .

11006※ Error 配布管理サーバ起動中にメモリ不足が発生しました .

11010 Error 例外が発生しました .

11011 Error 指定したファイルはありません .

11017 Error 管理ファイルにファイル障害が発生しました .

11020※ Error 動作環境の設定が不正です .

11022※ Error 資源格納庫が破壊されています .

11023 Error xxから不正な差分指令ファイルを受信しました .

11024 Error xxから不正な状態通知ファイルを受信しました .

11025 Error xxから不正なインベントリ情報ファイルを受信しました .

12013※ Error 資源管理ファイルアクセスサーバの動作環境が破壊されています .

12014※ Error 資源属性ファイルアクセスサーバの動作環境が破壊されています .

イベント
ID

メッセージ
種別

メッセージテキスト
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12015※ Error 実行管理ファイルアクセスサーバの動作環境が破壊されています .

12016※ Error 資源状態ファイルアクセスサーバの動作環境が破壊されています .

12017※ Error 資源管理ファイルアクセスサーバの動作環境の生成に失敗しました .

12018※ Error 資源属性ファイルアクセスサーバの動作環境の生成に失敗しました .

12019※ Error 実行管理ファイルアクセスサーバの動作環境の生成に失敗しました .

12020※ Error 資源状態ファイルアクセスサーバの動作環境の生成に失敗しました .

12032 Error 管理ファイルが満杯でこれ以上書き込みができません .

12033 Error 管理ファイル索引の生成に失敗しました .

12034 Error 管理ファイルの交代キー索引の生成に失敗しました .

12035 Error 索引へのキー登録に失敗しました .

12036 Error 索引への文字登録に失敗しました .

12037 Error 索引の分割に失敗しました .

12038 Information システム中断中の為，ダウンロード要求を拒否しました .

13003 Information 配布管理サーバが起動しました .

13004 Information 配布管理サーバが終了しました .

14004※ Error 起動処理中にシステムエラーが発生しました .

14010 Error NETM/DM Managerへの接続要求が不正です .

14018 Error 接続先ホスト名が設定されていません .

14033 Information サーバは接続拒否状態のため，接続を拒否しました .

14035 Information サーバは接続可能状態にします .

14036 Information NETM*Cm2/NNMのシンボル追加に失敗しました。Node=xx, 
Label=yy.

14038※ Error JP1/NETM/DM SubManagerのプロセスがダウンしました .

14039 Error JP1/IM Serverまたは Agentがインストールされていません .

14040 Error JP1/IM イベントサーバへのイベント通知に失敗しました .

16003 Error xxのインベントリ情報が不正です .

16004 Information xxのインベントリ情報更新を中断します .

16005 Error インベントリ情報処理中にシステムエラーが発生しました .

16006 Error システムエラーが発生しました .

16007 Warning インベントリ情報のデータ移行が完了していないので，新しいインベン
トリ情報は記録されません .

16008 Warning セットアップでインベントリ情報のデータ移行を行ってください .

イベント ID メッセージ
種別

メッセージテキスト
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（凡例）　xx，yy，nn，mm ：任意の文字列
注※　監視をお勧めするメッセージです。メッセージの要因と対処方法については，「5.10.4　監視
をお勧めするイベントログメッセージの要因と対処」を参照してください。

（5） クライアントアラート関連

（凡例）
xx ：任意の文字列
yyyyyy ：アラートメッセージ

16015 Warning クライアント（xx）からのアラート情報の CSVファイルへの出力に失
敗しました .

18000 Error サービス :netmdmclt/udpが定義されていません .

18001 Error 自ホスト名の取得に失敗しました .自ホストの定義が行われていない可
能性があります .

18002 Error ソケットの取得に失敗しました .

18003 Error 配布先 xxを認識できません .

18004 Error xxへの配布起動要求に失敗しました .

18005 Error 配布起動サーバの起動に失敗しました .

18006 Error xxの配布起動処理でエラーが発生しました .

18008 Information 配布起動サーバを開始しました .

18010 Error 電文サイズが不正です .

18011 Error サービス :netmdmclt/tcpが定義されていません .

19001 Information ジョブスケジュールサーバが起動しました .

19002 Information ジョブスケジュールサーバが終了しました .

19003 Warning xxが存在しないためにスケジュール実行できないため，スケジュール
情報を削除しました .ジョブ定義名：yy，ジョブ番号：nn，スケジュー
ル実行日時：mm

イベント
ID

メッセージ
種別

メッセージテキスト

30000 Warning クライアント（xx）は，危険な状態（yyyyyy）です .

30001 Warning クライアント（xx）は，警告（yyyyyy）を通知しました .

30002 Information クライアント（xx）は，正常（yyyyyy）になりました .

イベント ID メッセージ
種別

メッセージテキスト
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（6） コマンド関連

イベント
ID

メッセー
ジ種別

メッセージテキスト

1 Error path op 指定された入力ファイルが存在しません

2 Error path op パッケージ化処理中に作業ファイル生成が失敗しました .NETM/DM/P
のログが出力されている場合内容を確認してください .コマンド入力，パッ
ケージャ作業ディレクトリの設定を確認してください .詳細情報：xx

4 Error path op ファイルの読み込みに失敗しました

5 Error path op サーバ接続エラー

7 Error path op ファイル書き込みに失敗しました

12 Error path op 環境不正

13 Error path op システムエラー

99 Error path op 例外事象が発生しました：xxコマンド処理は失敗しました

100 Error path op パッケージを登録しましたがパラメタファイルの更新に失敗しました

101 Error path op xxを解凍できませんでした .終了します

102 Error path op 収集するファイルの有効な定義がありません

131 Error path op パッケージの復元に失敗しました：xx

133 Error path op パッケージ又はキャビネットのバックアップに失敗しました： xx

134 Error path op xx.pkg， xx.sci， xx.dpf の中に不正なファイルがありパッケージの復元
ができませんでした

135 Error path op 外部プログラムの起動に失敗しました： xx

136 Error path op 最大実行期間として指定した時間が経過しました .監視していたジョ
ブは終了しませんでした .： xx

137 Error path op 入力データが不正です： xx

138 Error path op パッケージのバックアップ中にエラーが発生しました：xx

188 Error path op IDジョブおよび全あて先ジョブのすべてのあて先を監視することはで
きません .

190 Error path op 指定されたジョブ [xx]が見つかりませんでした .

192 Error path op 監視時間間隔に，最大実行期間より大きな値が指定されました .

193 Error path op JP1/NETM/DM SubManagerで，監視コードにジョブ実行状態が指定
されました .

1003 Error path op サーバで内部矛盾が発生しました

1004 Error path op 他のプロセスが資源を使用しています

1006 Error path op サーバで未定義の値が指定されました

1007 Error path op サーバで定義可能な値域ではない値が指定されました

1008 Error path op ジョブ定義名称，ジョブの宛先またはパッケージが重複指定されまし
た
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（凡例）
path：コマンド実行パス
op：コマンド実行オプション
xx ：任意の文字列

5.10.3　JP1/NETM/DM Client（クライアント）のイベントロ
グメッセージ

JP1/NETM/DM Client（クライアント）が出力するイベントログメッセージを次に示し
ます。

1009 Error path op ジョブ作成が未完です

1010 Error path op 指定された値がサーバに見つかりませんでした

1011 Error path op ディスク容量不足

1014 Error path op サーバに定義されていない値が指定されました

1016 Error path op システムコールエラー

1017 Error path op コマンド内部矛盾（サーバアクセスシーケンス不正）

1032 Error path op あて先指定がないためジョブ定義編集に失敗しました

1033 Error path op 有効なパッケージ指定がないためジョブ定義編集に失敗しました

1035 Error path op 使用できないあて先が指定されました

1036 Error path op コマンドに有効なあて先が 1つも入力されていません

1037 Error path op コマンドに無効なパッケージが指定されています

1038 Error path op コマンド入力に有効なパッケージ定義がありません

1040 Error path op 指定されたジョブは，再実行条件を満たさないため再実行されません
でした

1045 Error path op 使用できないあて先またはパッケージがあります

1051 Error path op 変更 /削除対象が存在しません

1052 Error path op キャビネットが一杯です

2001 Error path op メモリ確保失敗

2002 Error path op コマンド入力形式に不正があります ：xx

2003 Error path op コマンド入力値が見つからないあるいは値が不正です

2004 Error path op サーバへの接続に失敗しました .稼動状態と設定を確認してください

2005 Error path op 出力ファイルをオープンできません

2006 Error path op コマンドライン文法不正

2007 Error path op コマンドライン文法不正 ：xx

イベント
ID

メッセー
ジ種別

メッセージテキスト
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イベント
ID

メッセージ種
別

対応する機能 メッセージテキスト

5 Error コマンド関連 path op　サーバ接続エラー

7 Error コマンド関連 path op　ファイル書き込みに失敗しました

99 Error コマンド関連 path op　例外事象が発生しました：xxコマンド処
理は失敗しました

100 Error コマンド関連 path op　パッケージを登録しましたがパラメタ
ファイルの更新に失敗しました

1001※ Error TCP/IP関連 サーバからの実行要求の受信でエラーが発生しまし
た .

1002※ Error TCP/IP関連 TCP/IP(Windows Sockets Interface)のエラーが発
生しました . xx/yy

1003※ Error TCP/IP関連 WinSockAPIでエラーが発生しました . エラー原因
: xx, 付加情報 : yy.

2001 Error コマンド関連 path op　メモリ確保失敗

2002 Error コマンド関連 path op　コマンド入力形式に不正があります ：xx

2003 Error コマンド関連 path op　コマンド入力値が見つからないあるいは
値が不正です

2005 Error コマンド関連 path op　出力ファイルをオープンできません

2006 Error コマンド関連 path op　コマンドライン文法不正

5012※ Error インストール関連 次の処理でエラーが発生しました . エラー原因 : xx, 
付加情報 : yy

6001※ Error パッケージャ関連 次の処理でエラーが発生しました . エラー原因 : xx, 
付加情報 : yy

7002 Information サービス関連 NETM/DMクライアントサービスが停止しました . 
(xx/yy)

7003 Information サービス関連 NETM/DMクライアントサービスを起動しました . 
Ver=xx

7004※ Error インストール関連 サーバからの指示情報の参照でエラーが発生しまし
た . (Windows NTのファイルシステムが異常な可能
性があります )

7008 Information 実行要求関連 サーバからの処理要求を受信したので，リモートイ
ンストーラを起動しました .

7009※ Error 実行要求関連 サーバからの処理要求を受信しましたが，リモート
インストーラの起動に失敗しました .

7010 Information 実行要求関連 サーバからの処理要求を受信したので，xxを起動
しました .

7011 Error 実行要求関連 サーバからの処理要求を受信しましたが，xxの起
動に失敗しました .

7012 Information 実行要求関連 実行要求受信サービスを停止しました . 停止中は
サーバからの処理要求は受信できません .
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（凡例）
path：コマンド実行パス
op：コマンド実行オプション
xx，yy ：任意の文字列

注※　監視をお勧めするメッセージです。メッセージの要因と対処方法については，「5.10.4　監視
をお勧めするイベントログメッセージの要因と対処」を参照してください。

5.10.4　監視をお勧めするイベントログメッセージの要因と
対処

JP1/NETM/DMが出力するイベントログメッセージのうち，監視をお勧めするメッセー
ジの要因と対処方法について説明します。

（1） メッセージの説明形式

ここでは，次に示す形式でメッセージを説明します。

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXX（イベント（イベント（イベント（イベント IDIDIDID）　）　）　）　<<<<YYYYYYYYYYYYYYYYYYYY（メッセージ種別）（メッセージ種別）（メッセージ種別）（メッセージ種別）>>>>　　　　<<<<ZZZZ（システム種別）（システム種別）（システム種別）（システム種別）>>>>

メッセージテキスト

要因
メッセージが出力された要因と，メッセージテキスト中の変数を説明します。

対処
対処方法を説明します。

<YYYYY>
メッセージの種別を示します。

<Z>
イベントログメッセージが出力されるシステム種別を表します。システム種別は，

7013 Error クライアント全般 次の処理でエラーが発生しました . 付加情報 : xx

7014※ Error その他 プログラムでエラーが発生しました . エラー原因 : 
xx, 付加情報 : yy

7015 Information ジョブ情報関連 xx

7016 Information ID登録関連 xx

7017 Information システム構成登録関
連

xx

7018※ Error その他 自ホスト名の取得に失敗しました . 自ホスト名の長
さが制限を超えています .

20000※ Error 共通処理 次の処理でエラーが発生しました . エラー原因 : xx, 
付加情報 :yy

イベント
ID

メッセージ種
別

対応する機能 メッセージテキスト
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次の表に示す省略記号で記載しています。

（2） 監視をお勧めするイベントログメッセージの要因と対処

監視をお勧めするイベントログメッセージの要因と対処方法を次に示します。

1001100110011001　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，SSSS，，，，C>C>C>C>

サーバからの実行要求の受信でエラーが発生しました .

要因
メモリ不足のため，システムが不安定な状態になっているおそれがあります。

対処

中継マネージャの場合
メモリ不足を解消してから，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サー
ビス］で，JP1/NETM/DM Managerのサービス（Remote Install Server）を
再起動してください。

中継システムまたはクライアントの場合
メモリ不足を解消してから，クライアントマネージャでクライアントを再起動
してください。

1002100210021002　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，SSSS，，，，C>C>C>C>

TCP/IP(Windows Sockets Interface)のエラーが発生しました . xx/yy

要因
ネットワーク環境が不正であるか，通信障害が発生したおそれがあります。

xx ：エラーが発生した関数名

yy ：ソケットエラーのエラーコード

対処

中継マネージャの場合
ネットワーク環境または通信設定の問題を解消してから，［コントロールパネ
ル］の［管理ツール］－［サービス］で，JP1/NETM/DM Managerのサービ
ス（Remote Install Server）を再起動してください。

中継システムまたはクライアントの場合
ネットワーク環境または通信設定の問題を解消してから，クライアントマネー

プログラム システム種別 省略記号

JP1/NETM/DM Manager マネージャ M

中継マネージャ R

JP1/NETM/DM Client 中継システム S

クライアント C
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ジャでクライアントを再起動してください。

1003100310031003　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，SSSS，，，，C>C>C>C>

WinSockAPIでエラーが発生しました . エラー原因 : xx, 付加情報 : yy

要因
ネットワーク環境が不正であるか，通信障害が発生したおそれがあります。

xx ：ソケットエラーのエラーコード

yy ：エラーが発生した関数名

対処

中継マネージャの場合
ネットワーク環境または通信設定の問題を解消してから，［コントロールパネ
ル］の［管理ツール］－［サービス］で，JP1/NETM/DM Managerのサービ
ス（Remote Install Server）を再起動してください。

中継システムまたはクライアントの場合
ネットワーク環境または通信設定の問題を解消してから，クライアントマネー
ジャでクライアントを再起動してください。

5012501250125012　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，SSSS，，，，C>C>C>C>

次の処理でエラーが発生しました . エラー原因 : xx, 付加情報 : yy

要因
パッケージのインストール中にエラーが発生しました。

xx ：C言語のランタイムエラーまたはWin32 APIエラーのエラーコード

yy ：エラーが発生した関数名

対処
エラーコードおよびエラーが発生した関数名を基に，エラーの原因を取り除いてか
ら，ジョブを再実行してください。

6001600160016001　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，SSSS，，，，C>C>C>C>

次の処理でエラーが発生しました . エラー原因 : xx, 付加情報 : yy

要因
パッケージング中にエラーが発生しました。

xx ：C言語のランタイムエラーまたはWin32 APIエラーのエラーコード

yy ：エラーが発生した関数名

対処
エラーコードおよびエラーが発生した関数名を基に，エラーの原因を取り除いてか
ら，パッケージングを再実行してください。
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7004700470047004　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，SSSS，，，，C>C>C>C>

サーバからの指示情報の参照でエラーが発生しました . (Windows NTのファイルシステムが異常
な可能性があります )

要因
ファイル破壊，またはディスク障害のおそれがあります。

対処

中継マネージャの場合
スキャンディスクを実行し，ファイルまたはディスクの問題を解消してから，
［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］で，JP1/NETM/DM 
Managerのサービス（Remote Install Server）を再起動してください。

中継システムまたはクライアントの場合
スキャンディスクを実行し，ファイルまたはディスクの問題を解消してから，
クライアントマネージャでクライアントを再起動してください。

7009700970097009　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，SSSS，，，，C>C>C>C>

サーバからの処理要求を受信しましたが，リモートインストーラの起動に失敗しました .

要因
メモリ不足のため，システムが不安定な状態になっているおそれがあります。

対処

中継マネージャの場合
メモリ不足を解消してから，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サー
ビス］で，JP1/NETM/DM Managerのサービス（Remote Install Server）を
再起動してください。

中継システムまたはクライアントの場合
メモリ不足を解消してから，クライアントマネージャでクライアントを再起動
してください。

7014701470147014　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，SSSS，，，，C>C>C>C>

プログラムでエラーが発生しました . エラー原因 : xx, 付加情報 : yy

要因
パッケージの登録処理でエラーが発生しました。

xx ：C言語のランタイムエラーまたはWin32 APIエラーのエラーコード

yy ：エラーが発生した関数名

対処
エラーコードおよびエラーが発生した関数名を基に，エラーの原因を取り除いてか
ら，パッケージングを再実行してください。
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7018701870187018　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，SSSS，，，，C>C>C>C>

自ホスト名の取得に失敗しました . 自ホスト名の長さが制限を超えています .

要因
自ホスト名が 65文字以上で設定されています。

対処
自ホスト名を 64文字以下で設定し直してください。

8001800180018001　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，S>S>S>S>

中継サーバでメモリ不足を検知しました．

要因
メモリ不足のため，システムが不安定な状態になっているおそれがあります。

対処

中継マネージャの場合
メモリ不足を解消してから，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サー
ビス］で，JP1/NETM/DM Managerのサービス（Remote Install Server）を
再起動してください。

中継システムの場合
メモリ不足を解消してから，クライアントマネージャでクライアントを再起動
してください。

8023802380238023　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，S>S>S>S>

上位の配布管理システムまたは中継システムはバージョンが古いため接続できません．（ホスト
名：xx）

要因
上位システムのバージョンが古いおそれがあります。

xx ：セットアップで指定した接続先またはジョブ実行要求送信元の，ホスト名また
は IPアドレス

対処
上位システムのバージョンを確認してください。バージョンが古い場合は，上位シ
ステムをバージョンアップしてください。

8024802480248024　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，S>S>S>S>

ハードディスク容量不足のためパッケージをダウンロードすることができません .

要因
ハードディスクの空き容量が不足しています。

対処
ハードディスクの空き容量を確保してから，ジョブを再実行してください。必要な
290



5.　トラブルシューティング
ハードディスクの空き容量については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「5.3.3
　ディスク占有量」を参照してください。

8025802580258025　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，S>S>S>S>

ハードディスク容量不足のためスクリプトファイルをダウンロードすることができません .

要因
ハードディスクの空き容量が不足しています。

対処
ハードディスクの空き容量を確保してから，ジョブを再実行してください。必要な
ハードディスクの空き容量については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「5.3.3
　ディスク占有量」を参照してください。

8026802680268026　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，S>S>S>S>

パッケージ保管ディレクトリ容量不足のためパッケージを保管することができません .

要因
ハードディスクの空き容量が不足しています。

対処
ハードディスクの空き容量を確保してから，ジョブを再実行してください。必要な
ハードディスクの空き容量については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「5.3.3
　ディスク占有量」を参照してください。

8050805080508050　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<S><S><S><S>

接続先システムで設定したホスト（xx）以外のホスト（yy）から IDジョブのリクエストを受け
ました .

要因
接続先の設定が誤っているおそれがあります。

xx ：セットアップで指定した接続先のホスト名または IPアドレス

yy ：IDの編集を実行した上位システムのホスト名または IPアドレス

対処
［中継システムセットアップ］ダイアログボックスの［接続先］パネルで，上位シス
テムの設定を確認してください。［接続先］パネルについては，マニュアル「構築ガ
イド」の「5.2.1　［接続先］パネル」を参照してください。

10000100001000010000　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

RDBMSへの最大接続数を越えました .

要因
リレーショナルデータベースに同時に接続できるユーザ接続数が不足しています。
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対処
リレーショナルデータベースのサーバにMicrosoft SQL Serverを使用している場合
は user connectionsの設定を，Oracleを使用している場合は processesの設定を確
認し，リレーショナルデータベースに同時に接続できるユーザ接続数を増やしてく
ださい。

10008100081000810008　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

データベースフォーマットが一致していません .

要因
リレーショナルデータベースと JP1/NETM/DMのバージョンが一致していません。

対処
データベースマネージャを使用して，リレーショナルデータベースをアップグレー
ドしてください。

10009100091000910009　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

RDBMSへのログインに失敗しました。データソース名称：xx

要因
リレーショナルデータベースを使用するための設定が誤っています。

xx ：使用しているリレーショナルデータベースの種類
• NETM_MSSQL：Microsoft SQL Server
• NETM_ORACLE：Oracle

対処
［サーバセットアップ］ダイアログボックスの［データベース環境］パネルの設定を
確認してください。［データベース環境］パネルについては，マニュアル「構築ガイ
ド」の「4.2.1(2)　［データベース環境］パネル（Microsoft SQL Serverまたは
Oracleの場合）」を参照してください。

10010100101001010010　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

指定されたデータソース名称に誤りがあります。データソース名称：xx

要因
リレーショナルデータベースの名称の指定が誤っています。

xx ：使用しているリレーショナルデータベースの種類
• NETM_MSSQL：Microsoft SQL Server
• NETM_ORACLE：Oracle

対処
［サーバセットアップ］ダイアログボックスの［データベース環境］パネルの設定を
確認してください。［データベース環境］パネルについては，マニュアル「構築ガイ
ド」の「4.2.1(2)　［データベース環境］パネル（Microsoft SQL Serverまたは
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Oracleの場合）」を参照してください。

10011100111001110011　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

トランザクションログが一杯のため RDBMSへのアクセスに失敗しました .

要因
リレーショナルデータベースのトランザクションログの空き領域が不足しています。

対処
リレーショナルデータベースのトランザクションログの空き領域を確保してくださ
い。

10012100121001210012　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

データベースの容量が不足しているため RDBMSへのアクセスに失敗しました .

要因
リレーショナルデータベースの空き領域が不足しています。

対処
リレーショナルデータベースの空き領域を確保してください。

11006110061100611006　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，RRRR，，，，S>S>S>S>

配布管理サーバ起動中にメモリ不足が発生しました .

要因
メモリ不足のため，システムが不安定な状態になっているおそれがあります。

対処

マネージャまたは中継マネージャの場合
メモリ不足を解消してから，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サー
ビス］で，JP1/NETM/DM Managerのサービス（Remote Install Server）を
再起動してください。

中継システムの場合
メモリ不足を解消してから，クライアントマネージャでクライアントを再起動
してください。

11020110201102011020　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，RRRR，，，，S>S>S>S>

動作環境の設定が不正です .

要因
JP1/NETM/DMの設定が誤っているおそれがあります。

対処

マネージャまたは中継マネージャの場合
［サーバセットアップ］ダイアログボックスの［サーバカスタマイズオプショ
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ン］パネルの設定を確認してください。［サーバカスタマイズオプション］パネ
ルについては，マニュアル「構築ガイド」の「4.2.4　［サーバカスタマイズオプ
ション］パネル」を参照してください。

中継システムの場合
［中継システムセットアップ］ダイアログボックスの［中継システムカスタマイ
ズオプション］パネルの設定を確認してください。［中継システムカスタマイズ
オプション］パネルについては，マニュアル「構築ガイド」の「5.2.4　［中継シ
ステムカスタマイズオプション］パネル」を参照してください。

11022110221102211022　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，RRRR，，，，S>S>S>S>

資源格納庫が破壊されています .

要因
JP1/NETM/DMのパッケージ格納ディレクトリが破壊されているおそれがありま
す。

対処
メンテナンスウィザードの「修正」を選択して，JP1/NETM/DMのサービスを再イ
ンストールしてください。パッケージ格納ディレクトリが，修復および初期化され
ます。メンテナンスウィザードについては，マニュアル「構築ガイド」の「1.3　イ
ンストール内容を変更する」を参照してください。

12013120131201312013　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，S>S>S>S>

資源管理ファイルアクセスサーバの動作環境が破壊されています .

要因
JP1/NETM/DMのキャビネット情報格納ディレクトリが破壊されているおそれがあ
ります。

対処
メンテナンスウィザードの「修正」を選択して，JP1/NETM/DMのサービスを再イ
ンストールしてください。キャビネット情報格納ディレクトリが，修復および初期
化されます。メンテナンスウィザードについては，マニュアル「構築ガイド」の
「1.3　インストール内容を変更する」を参照してください。

12014120141201412014　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，S>S>S>S>

資源属性ファイルアクセスサーバの動作環境が破壊されています .

要因
JP1/NETM/DM Managerのパッケージ情報格納ディレクトリが破壊されているお
それがあります。

対処
メンテナンスウィザードの「修正」を選択して，JP1/NETM/DMのサービスを再イ
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ンストールしてください。パッケージ情報格納ディレクトリが，修復および初期化
されます。メンテナンスウィザードについては，マニュアル「構築ガイド」の「1.3
　インストール内容を変更する」を参照してください。

12015120151201512015　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，S>S>S>S>

実行管理ファイルアクセスサーバの動作環境が破壊されています .

要因
JP1/NETM/DMのジョブ詳細情報格納ディレクトリが破壊されているおそれがあり
ます。

対処
メンテナンスウィザードの「修正」を選択して，JP1/NETM/DMのサービスを再イ
ンストールしてください。ジョブ詳細情報格納ディレクトリが，修復および初期化
されます。メンテナンスウィザードについては，マニュアル「構築ガイド」の「1.3
　インストール内容を変更する」を参照してください。

12016120161201612016　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，S>S>S>S>

資源状態ファイルアクセスサーバの動作環境が破壊されています .

要因
JP1/NETM/DMのインストールパッケージ情報格納ディレクトリが破壊されている
おそれがあります。

対処
メンテナンスウィザードの「修正」を選択して，JP1/NETM/DMのサービスを再イ
ンストールしてください。インストールパッケージ情報格納ディレクトリが，修復
および初期化されます。メンテナンスウィザードについては，マニュアル「構築ガ
イド」の「1.3　インストール内容を変更する」を参照してください。

12017120171201712017　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，S>S>S>S>

資源管理ファイルアクセスサーバの動作環境の生成に失敗しました .

要因
メモリ不足のため，システムが不安定な状態になっているおそれがあります。

対処

マネージャの場合
メモリ不足を解消してから，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サー
ビス］で，JP1/NETM/DM Managerのサービス（Remote Install Server）を
再起動してください。

中継システムの場合
メモリ不足を解消してから，クライアントマネージャでクライアントを再起動
してください。
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12018120181201812018　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，Ｓ，Ｓ，Ｓ，Ｓ>>>>

資源属性ファイルアクセスサーバの動作環境の生成に失敗しました .

要因
メモリ不足のため，システムが不安定な状態になっているおそれがあります。

対処

マネージャの場合
メモリ不足を解消してから，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サー
ビス］で，JP1/NETM/DM Managerのサービス（Remote Install Server）を
再起動してください。

中継システムの場合
メモリ不足を解消してから，クライアントマネージャでクライアントを再起動
してください。

12019120191201912019　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，Ｓ，Ｓ，Ｓ，Ｓ>>>>

実行管理ファイルアクセスサーバの動作環境の生成に失敗しました .

要因
メモリ不足のため，システムが不安定な状態になっているおそれがあります。

対処

マネージャの場合
メモリ不足を解消してから，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サー
ビス］で，JP1/NETM/DM Managerのサービス（Remote Install Server）を
再起動してください。

中継システムの場合
メモリ不足を解消してから，クライアントマネージャでクライアントを再起動
してください。

12020120201202012020　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，S>S>S>S>

資源状態ファイルアクセスサーバの動作環境の生成に失敗しました .

要因
メモリ不足のため，システムが不安定な状態になっているおそれがあります。

対処

マネージャの場合
メモリ不足を解消してから，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サー
ビス］で，JP1/NETM/DM Managerのサービス（Remote Install Server）を
再起動してください。

中継システムの場合
メモリ不足を解消してから，クライアントマネージャでクライアントを再起動
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してください。

14004140041400414004　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，RRRR，Ｓ，Ｓ，Ｓ，Ｓ>>>>

起動処理中にシステムエラーが発生しました .

要因
メモリ不足のため，システムが不安定な状態になっているおそれがあります。

対処

マネージャまたは中継マネージャの場合
メモリ不足を解消してから，［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サー
ビス］で，JP1/NETM/DM Managerのサービス（Remote Install Server）を
再起動してください。

中継システムの場合
メモリ不足を解消してから，クライアントマネージャでクライアントを再起動
してください。

14037140371403714037　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

JP1/NETM/DM Managerのプロセスがダウンしました .

要因
JP1/NETM/DMが異常を検知しました。JP1/NETM/DM Managerのサービス
（Remote Install Server）が停止しているおそれがあります。

対処
［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］で，Remote Install Server
の状態を確認してください。「開始」または「一時停止」の場合は，Remote Install 
Serverを再起動してください。空欄（停止中）の場合は，Remote Install Serverを
開始してください。

14038140381403814038　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<S><S><S><S>

JP1/NETM/DM SubManagerのプロセスがダウンしました .

要因
JP1/NETM/DMが異常を検知しました。JP1/NETM/DM Client（中継システム）の
サービス（Client Install Service）が停止しているおそれがあります。

対処
クライアントマネージャでクライアントの状態を確認してください。「起動中」の場
合は，クライアントを再起動してください。「停止中」，「起動又は停止処理中」，ま
たは「非常駐」の場合は，クライアントを起動してください。「非常駐」の場合の起
動方法については，マニュアル「運用ガイド 1」の「11.1.2(2)　クライアントの非常
駐」を参照してください。
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16016160161601616016　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

操作履歴格納ディレクトリにアクセスできません。

要因
ファイル破壊，またはディスク障害のおそれがあります。

対処
スキャンディスクを実行し，ファイルまたはディスクの問題を解消してから，［コン
トロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］で，JP1/NETM/DM Manager
のサービス（Remote Install Server）を再起動してください。

16017160171601716017　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

操作履歴退避ディレクトリにアクセスできません。

要因
ファイル破壊，またはディスク障害のおそれがあります。

対処
スキャンディスクを実行し，ファイルまたはディスクの問題を解消してから，［コン
トロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］で，JP1/NETM/DM Manager
のサービス（Remote Install Server）を再起動してください。

16018160181601816018　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

操作履歴格納ディレクトリの容量が不足しているため，操作履歴を保存できません。

要因
ハードディスクの空き容量が不足しています。

対処
ハードディスクの空き容量を確保してください。必要なハードディスクの空き容量
については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「5.3.3　ディスク占有量」を参照
してください。

16019160191601916019　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

操作履歴退避ディレクトリの容量が不足しているため，操作履歴を退避できません。

要因
ハードディスクの空き容量が不足しています。

対処
ハードディスクの空き容量を確保してください。必要なハードディスクの空き容量
については，マニュアル「導入・設計ガイド」の「5.3.3　ディスク占有量」を参照
してください。

16020160201602016020　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

操作履歴退避ディレクトリの容量がしきい値に達しました。
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要因
操作履歴退避ディレクトリの容量がセットアップで指定したしきい値に達していま
す。

対処
［コントロールパネル］の［管理ツール］－［サービス］で，JP1/NETM/DM 
Managerのサービス（Remote Install Server）を停止して，セットアップで指定し
た操作履歴退避ディレクトリ以下のバックアップを取得してください。バックアッ
プを取得したら，退避ディレクトリ以下を削除して容量を確保し，JP1/NETM/DM 
Managerのサービス（Remote Install Server）を起動してください。

16030160301603016030　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<M<M<M<M，，，，R>R>R>R>

操作ログのアクセスでネットワークドライブ接続に失敗しました：ネットワークドライブへの
接続パス

要因
認証情報の設定またはネットワークドライブへの接続パスが誤っているおそれがあ
ります。

対処
マネージャのセットアップで，［ネットワーク接続］パネルに正しいログイン ID，
パスワードおよびドメイン名を指定してください。
また，ネットワークドライブへの接続パスを確認してください。操作履歴格納ディ
レクトリへの接続パスが誤っている場合は，上書きインストールを実行して［ソフ
トウェア操作履歴格納ディレクトリの設定］ダイアログボックスで正しいパスを指
定してください。操作履歴退避ディレクトリが誤っている場合はセットアップの
［稼働監視］タブで正しいパスを指定してください。

20000200002000020000　　　　<Error><Error><Error><Error>　　　　<R<R<R<R，，，，SSSS，，，，C>C>C>C>

次の処理でエラーが発生しました . エラー原因 : xx, 付加情報 : yy

要因
ネットワーク環境が不正であるか，通信障害が発生したおそれがあります。

xx ：ソケットエラーのエラーコード

yy ：エラーが発生した関数名

対処

中継マネージャの場合
ネットワーク環境または通信設定の問題を解消してから，［コントロールパネ
ル］の［管理ツール］－［サービス］で JP1/NETM/DM Managerのサービス
（Remote Install Server）を再起動してください。

中継システムまたはクライアントの場合
ネットワーク環境または通信設定の問題を解消してから，クライアントマネー
ジャでクライアントを再起動してください。
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5.11　クライアントの基本ログメッセージ一覧
クライアントの基本ログメッセージは，USER_CLT.LOGファイルで確認できます。
USER_CLT.LOGファイルの形式と，メッセージの内容を説明します。なお，メッセー
ジは英語で出力されます。

5.11.1　USER_CLT.LOGファイルの形式
USER_CLT.LOGファイルは，次に示す形式で出力されます。

図 5-13　USER_CLT.LOGファイルの形式

USER_CLT.LOGファイルの 1行目には，最新のメッセージが記録された行の番号が出
力され，各メッセージは 2行目以降に出力されます。日付，時刻，メッセージ ID，およ
びメッセージテキストを参照し，クライアントの動作を確認してください。2行目以降
は，項目によって出力位置（カラム）が固定されています。各項目の出力位置は，次の
とおりです。

• 行番号：0～ 3カラム
• 日付：6～ 15カラム
• 時刻（時：分：秒：ミリ秒）：17～ 28カラム
• スレッド ID：30～ 41カラム
• 機能種別：43～ 50カラム
• 処理：52～ 67カラム
• メッセージ ID：69～ 78カラム
• メッセージテキスト：80～ 189カラム

なお，クライアントの OSがWindows Vistaの場合，各項目の出力位置は，次のとおり
です。

• 行番号：0～ 3カラム
• 日付：5～ 14カラム
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• 時刻（時：分：秒：ミリ秒）：16～ 27カラム
• スレッド ID：29～ 52カラム
• 機能種別：54～ 61カラム
• 処理：63～ 78カラム
• メッセージ ID：80～ 89カラム
• メッセージテキスト：91～ 189カラム

5.11.2　メッセージの説明形式
ここでは，次に示す形式でメッセージを説明します。

KDSFKDSFKDSFKDSFXXXXXXXXXXXXXXXX----MMMM（メッセージ（メッセージ（メッセージ（メッセージ IDIDIDID））））

メッセージテキストです。

波括弧（{ }）で囲まれた個所は，ストローク（｜）で区切られた項目のうちのどれかが出力され
ます。また，角括弧（[ ]）で囲まれた個所は，出力される場合とされない場合があります。

要因
メッセージが出力された要因と，メッセージテキスト中の変数の説明です。
なお，メッセージ中の「指令番号」は，ジョブの詳細な処理単位を表すユニークな
番号です。「指令番号」が合致した複数メッセージは，同一の処理に関するログを示
しています。例えば，一つのジョブで二つのパッケージを配布した場合，パッケー
ジごとに，ジョブの受信や成功を示すメッセージが出力されます。このとき，メッ
セージ中のジョブ番号は同じですが，指令番号はパッケージごとにユニークとなっ
ています。片方のパッケージに関する受信や成功を調べたい場合は，「指令番号」が
合致した一連のメッセージを参照します。
また，メッセージ中の「保守情報」は，問い合わせ時に必要な情報です。ユーザが
保守情報の内容を調査する必要はありません。

対処
対処方法の説明です。対処が不要なメッセージの場合は記載していません。

　

なお，メッセージ ID末尾のMには，次に示すメッセージ種別の記号が表示されます。

• I：情報メッセージ
• W：警告メッセージ
• E：エラーメッセージ

5.11.3　メッセージ一覧
各メッセージの内容と対処方法を次に示します。
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KDSF0001-IKDSF0001-IKDSF0001-IKDSF0001-I

xxxxxxxx version=vvrrss started. OS=oooooooo, Resident client={YES|NO}, Run without 
Administrator permissions={YES|NO}

要因
次に示す状態で，製品 xxxxxxxxが起動しました。
xxxxxxxx ：JP1/NETM/DMの製品名
vvrrss ：JP1/NETM/DMのバージョン /リビジョン
oooooooo ：OSの名称およびバージョン

Resident client={YES|NO}：クライアントの常駐の有無
YES：常駐
NO：非常駐

Run without Administrator permissions={YES|NO}：「一般ユーザ権限でのインス
トール機能」使用の有無

YES：「一般ユーザ権限でのインストール機能」を使用する
NO：「一般ユーザ権限でのインストール機能」を使用しない
この設定は，Windows NTのクライアントが対象です。Windows Meおよび
Windows 98のクライアントの場合，常に NOが出力されます。

KDSF0002-WKDSF0002-WKDSF0002-WKDSF0002-W

xxxxxxxx version=vvrrss cannot start because * is specified for the connection destination. 
OS=oooooooo

要因
接続先にアスタリスク（*）が指定されているため，製品 xxxxxxxxが起動できませ
ん。JP1/NETM/DM Clientがプレインストールされたままで接続先が未設定のおそ
れがあります。
xxxxxxxx ：JP1/NETM/DMの製品名（「JP1/NETM/DM Client」，「JP1/NETM/
DM Client - Base」，または「JP1/NETM/DM Client Light Edition」が表示されま
す）
vvrrss ：JP1/NETM/DMのバージョン／リビジョン
oooooooo ：OSの名称およびバージョン

対処
セットアップで接続先を設定し，JP1/NETM/DMを再起動してください。

KDSF0003-EKDSF0003-EKDSF0003-EKDSF0003-E
A process pppppppp failed to start in xxxxxxxx version=vvrrss. OS=oooooooo, 
{Win32|Socket|Runtime} error, Code=mm[: nnnnnn][, zzzzzzzz]

要因
プロセスの起動に失敗しました。
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pppppppp ：起動に失敗したプロセスの名称
xxxxxxxx ：JP1/NETM/DMの製品名
vvrrss ：JP1/NETM/DMのバージョン
oooooooo ：OSの名称およびバージョン

{Win32|Socket|Runtime}：エラーの種別
Win32：Win32 APIエラー
Socket：ソケットエラー
Runtime：C言語のランタイムエラー

mm ：エラーコード
nnnnnn ：エラーコード「mm」の説明（日本語で出力されます）
zzzzzzzz ：保守情報

対処
サービスまたは OSを再起動してください。

KDSF0004-WKDSF0004-WKDSF0004-WKDSF0004-W
A question mark (?) is specified for the connection destination, so the product xxxxxxxx 
version=vvrrss will start but only Local System Viewer and the system monitoring facility will be 
available. OS=oooooooo

要因
接続先にクエスチョンマーク（?）が指定されているため，製品 xxxxxxxxは起動し
ますが，ローカルシステムビューアとシステム監視機能以外動作しません。
xxxxxxxx ：JP1/NETM/DMの製品名（「JP1/NETM/DM Client」，「JP1/NETM/
DM Client - Base」，または「JP1/NETM/DM Client Light Edition」が表示されま
す）
vvrrss ：JP1/NETM/DMのバージョン／リビジョン
oooooooo ：OSの名称およびバージョン

対処
セットアップで接続先を設定し，JP1/NETM/DMを再起動してください。

KDSF0010-IKDSF0010-IKDSF0010-IKDSF0010-I

uuuuuuuu logged on. User permission={Administrator|Ordinary user}

要因
ユーザがログオンしました。
uuuuuuuu ：ログオンユーザ名

{Administrator|Ordinary user}：ログオンユーザの権限
Administrator：Administrator権限
Ordinary user：一般ユーザ権限
303



5.　トラブルシューティング
KDSF0020-IKDSF0020-IKDSF0020-IKDSF0020-I
A {logoff|shutdown} request was issued from OS.

要因
OSから，ログオフまたはシャットダウン要求がありました（クライアントの常駐を
設定した場合だけ表示されます）。

{logoff|shutdown}：OSからの要求内容
logoff：ログオフ
shutdown：シャットダウン

KDSF0030-IKDSF0030-IKDSF0030-IKDSF0030-I

xxxxxxxx terminated normally.

要因
製品 xxxxxxxxが正常終了しました。
xxxxxxxx ：JP1/NETM/DMの製品名

KDSF0031-WKDSF0031-WKDSF0031-WKDSF0031-W
A process down was detected in xxxxxxxx. Process name=pppppppp

要因
プロセスダウンを検知しました。
xxxxxxxx ：JP1/NETM/DMの製品名
pppppppp ：対象のプロセス名

対処
クライアントマネージャでクライアントが「起動中」になっているかを確認し，「起
動中」でない場合は，クライアントを起動するか OSを再起動してください。「起動
中」の場合は，対処の必要はありません。
なお，この現象が多発する場合は，システム管理者にお問い合わせください。

KDSF0032-WKDSF0032-WKDSF0032-WKDSF0032-W
The process pppppppp was forcibly terminated by a timeout.

要因
製品の終了処理中に，一定時間内に終了しないプロセスが存在したため，プロセス
を強制終了しました。
pppppppp ：対象のプロセス名

KDSF0040-IKDSF0040-IKDSF0040-IKDSF0040-I
Ready to receive jobs. Protocol={TCP|UDP|TCP/UDP}, Port number=yyyyyyyy

要因
ジョブの受信準備が完了しました。
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{TCP|UDP|TCP/UDP}：使用するプロトコル
TCP：TCPプロトコル
UDP：UDPプロトコル
TCP/UDP：TCPプロトコルおよび UDPプロトコル

yyyyyyyy ：使用するポート番号（10進数）

KDSF0041-EKDSF0041-EKDSF0041-EKDSF0041-E
Preparation for receiving jobs failed. {Win32|Socket|Runtime} error, Code=mm[: nnnnnn][, 
zzzzzzzz]

要因
ジョブの受信準備が失敗しました。

{Win32|Socket|Runtime}：エラーの種別
Win32：Win32 APIエラー
Socket：ソケットエラー
Runtime：C言語のランタイムエラー

mm ：エラーコード
nnnnnn ：エラーコード「mm」の説明（日本語で出力されます）
zzzzzzzz ：保守情報

対処
JP1/NETM/DMを再起動してください。再起動後も再現する場合は，エラーコード
の説明を参考に環境を見直してください。

KDSF0042-IKDSF0042-IKDSF0042-IKDSF0042-I
A job execution request was received from xxxxxxxx (yyy.yyy.yyy.yyy, zzzzzz). 
Protocol={TCP|UDP}, ID key for operations=0xnn

要因
次に示す状態で，上位システムからジョブの実行要求を受信しました。
xxxxxxxx ：上位システムのホスト名
yyy.yyy.yyy.yyy ：上位システムの IPアドレス

zzzzzz ：上位システムの製品種別
netmdm：JP1/NETM/DM Manager
netmdmw：JP1/NETM/DM Client（中継システム）

{TCP|UDP}：実行要求を受信したプロトコル
TCP：TCPプロトコル
UDP：UDPプロトコル

0xnn ：上位システムの運用キー
0x01：ホスト名
0x02：IPアドレス
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KDSF0050-IKDSF0050-IKDSF0050-IKDSF0050-I
Polling to xxxxxxxx (yyyyyyyy) started.

要因
ポーリングを開始しました。
xxxxxxxx ：ポーリング先のホスト名または IPアドレス

yyyyyyyy ：ポーリング先の製品種別
netmdm：JP1/NETM/DM Manager
netmdmw：JP1/NETM/DM Client（中継システム）

KDSF0051-IKDSF0051-IKDSF0051-IKDSF0051-I
Polling to xxxxxxxx (yyyyyyyy) from hhhhhhhh (iii.iii.iii.iii, dddddddd) is completed. ID key for 
operations=0xnn

要因
ポーリングが完了しました。
xxxxxxxx ：ポーリング先のホスト名または IPアドレス

yyyyyyyy ：ポーリング先の製品種別
netmdm：JP1/NETM/DM Manager
netmdmw：JP1/NETM/DM Client（中継システム）

hhhhhhhh ：ローカルホスト名
iii.iii.iii.iii ：ローカルホストの IPアドレス
dddddddd ：ローカルホストのホスト識別子

0xnn：上位システムの運用キー
0x01：ホスト名
0x02：IPアドレス
0x03：ホスト名（ホスト識別子を使用）
0x04：IPアドレス（ホスト識別子を使用）
0xff：運用キーの情報が不正

KDSF0052-WKDSF0052-WKDSF0052-WKDSF0052-W
Polling to xxxxxxxx (yyyyyyyy) from hhhhhhhh (iii.iii.iii.iii, dddddddd) failed. ID key for 
operations=0xnn, {Win32|Socket|Runtime|Protocol} error, Code=mm[: nnnnnn][, zzzzzzzz]

要因
エラーのため，ポーリングが失敗しました（一時的なエラーも含みます）。
xxxxxxxx ：ポーリング先のホスト名または IPアドレス

yyyyyyyy ：ポーリング先の製品種別
netmdm：JP1/NETM/DM Manager
netmdmw：JP1/NETM/DM Client（中継システム）

hhhhhhhh ：ローカルホスト名
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iii.iii.iii.iii ：ローカルホストの IPアドレス
dddddddd ：ローカルホストのホスト識別子

0xnn ：上位システムの運用キー
0x01：ホスト名
0x02：IPアドレス
0x03：ホスト名（ホスト識別子を使用）
0x04：IPアドレス（ホスト識別子を使用）
0xff：運用キーの情報が不正

{Win32|Socket|Runtime|Protocol}：エラーの種別
Win32：Win32 APIエラー
Socket：ソケットエラー
Runtime：C言語のランタイムエラー
Protocol：JP1/NETM/DMプロトコルエラー

mm ：エラーコード
nnnnnn ：エラーコード「mm」の説明（日本語で出力されます）
zzzzzzzz ：保守情報

対処
ポーリング先のホスト名または IPアドレスと製品種別の設定に間違いがないか確認
してください。設定に間違いがなければ，ポーリング先の上位システムが起動して
いるか確認してください。

KDSF0053-IKDSF0053-IKDSF0053-IKDSF0053-I
Searching the local host for a package to be installed started. Cause={BOOT|SCHEDULE}

要因
ローカルホスト内にダウンロードされた，インストール予定のパッケージの検索を
開始しました。

Cause={BOOT|SCHEDULE}：検索のタイミングと内容
BOOT：システム起動時に，システム起動時インストールの対象となるパッ
ケージを検索する
SCHEDULE：インストール日時が指定されたパッケージを受信していた場合，
指定されたインストール日時に対象パッケージを検索する

KDSF0054-IKDSF0054-IKDSF0054-IKDSF0054-I
Searching the local host for a package to be installed was completed. 

要因
ローカルホスト内にダウンロードされた，インストール予定のパッケージの検索が
完了しました。
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KDSF0060-IKDSF0060-IKDSF0060-IKDSF0060-I
A job was received. Job type=yyyyyyyy, Job number=jjjjjjjj, Instruction number=cccccccc, 
Installation timing=zzzzzzzz (0xaa+0xbb), Replace existing package={YES|NO}, Installation date/
time=tttttttttttt {, Installation mode={BG|GUI}, Package information=d.cc.pppppp.vvvv.ssss, 
Package name=nnnnnnnn, ffffffff | Software to be Searched=ssssssss[, Drive to be 
Searched=xxxxxxxx [:vvvvvvvv]]}

要因
ジョブを受信しました。ジョブ実行中に配布管理システム側でジョブを削除したこ
とによって，クライアントがジョブの削除指示を受信した場合も，このメッセージ
が出力されます。

yyyyyyyy ：ジョブ種別
Install package：「パッケージのインストール」ジョブ
Get system information from client：「システム情報の取得」ジョブ
Get software information from client：「ソフトウェア情報の取得」ジョブ
Collect files from client：「リモートコレクト」ジョブ
Send package, allow client to choose：「クライアントユーザによるインストー
ル」ジョブ
Transfer user inventory schema to client：「ユーザインベントリ情報の転送」
ジョブ
Transfer registry collection definition：「レジストリ取得項目の転送」ジョブ
Report message：「メッセージの通知」ジョブ
Set the software monitoring policy：「ソフトウェア稼働監視の制御」ジョブ
Get software monitoring information from the client：「ソフトウェア稼働情報
の取得」ジョブ
Delete job：ジョブの削除指示（配布管理システム側でジョブを削除したとき，
クライアントに送信されるジョブの削除指示です。ジョブではありません）

jjjjjjjj ：ジョブ番号
cccccccc ：指令番号

zzzzzzzz ：実行タイミング
Normal installation：通常インストール
Install when system starts：システム起動時インストール
Install when system stops：システム停止時インストール

0xaa+0xbb ：実行タイミングに関する保守情報

Replace existing package={YES|NO}：「同じパッケージがあったら上書き」の指定
の有無

YES：同じパッケージがあったら上書きする
NO：同じパッケージがあったら上書きしない

tttttttttttt ：インストール日時（年月日時分）
　
次に示す情報は，「パッケージのインストール」ジョブまたは「クライアントユーザ
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によるインストール」ジョブの場合に出力されます。

{BG|GUI} ：インストールモード
BG：バックグラウンドインストールモード
GUI：GUIインストールモード

d.cc.pppppp.vvvv.ssss ：パッケージの情報
• d ：パッケージャの種別

C：UNIXのパッケージャ（資源登録システム）から登録したパッケージ
D：Windowsのパッケージャから登録したパッケージ

• cc ：キャビネット識別 ID
• pppppp ：パッケージ識別 ID
• vvvv ：バージョン /リビジョン
• ssss ：世代番号

nnnnnnnn ：パッケージ名
ffffffff ：パッケージの保守情報
　
次に示す情報は，「ソフトウェア情報の取得」ジョブの場合に出力されます。

ssssssss ：検索対象ソフトウェア
• Search software installed by Software Distribution：JP1/NETM/DMでイン
ストールしたソフトウェアを検索 

• Search all software：すべてのソフトウェアを検索 
• Search for software in "Add/Remove Programs"：アプリケーションの追加と
削除のソフトウェアを検索 

• Search for a file：ファイルを検索 
• Search for Microsoft Office products：Microsoft Office製品を検索 
• Search for anti-virus products：ウィルス対策製品を検索

　
次に示す情報は，「検索対象ソフトウェア」が「Search all software」または
「Search for a file」の場合に出力されます。

xxxxxxxx ：検索対象ドライブの種別
• All Fixed drives：全固定ドライブ
• All Fixed drives and Network drives：全固定ドライブとネットワークドライ
ブ

• Specified drives：検索対象ドライブを指定

　
次に示す情報は，「検索対象ドライブの種別」が「Specified drives」の場合に出力さ
れます。

vvvvvvvv ：検索対象ドライブ
検索対象ドライブ名を A～ Zのアルファベット，または 1～ 9の数字で表示し
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ます。複数のドライブを指定した場合，各ドライブ名は「;」で区切られて表示
されます。例えば，「A」「C」「1」「2」と指定した場合は，次のように表示され
ます。
A;C;1;2

KDSF0061-IKDSF0061-IKDSF0061-IKDSF0061-I
The local host reported to the managing server that the status of a job on the local host has 
changed. Instruction number=cccccccc, Maintenance code=kkkkkkkkkkkkkk[: ssssssss]

要因
ローカルホスト側でジョブのステータスが変更されたことを，配布管理システムに
通知しました。
cccccccc ：指令番号
kkkkkkkkkkkkkk ：保守コード（リモートインストールマネージャと同じ）
ssssssss ：保守コードの説明（日本語で出力されます）

KDSF0070-IKDSF0070-IKDSF0070-IKDSF0070-I
Downloading a file by unicasting was started. ffffffff, Unicasting from hhhhhhhh

要因
ユニキャスト配布によるファイルのダウンロードを開始しました。
ffffffff ：保守情報
hhhhhhhh ：上位システム（ユニキャスト配布元）のホスト名または IPアドレス

KDSF0071-IKDSF0071-IKDSF0071-IKDSF0071-I
Downloading a file by multicasting was started. ffffffff, Multicasting from hhhhhhhh (multicast 
address=iii.iii.iii.iii)

要因
マルチキャスト配布によるファイルのダウンロードを開始しました。
ffffffff ：保守情報
hhhhhhhh ：上位システム（マルチキャスト配布元）のホスト名または IPアドレス
iii.iii.iii.iii ：上位システム（マルチキャスト配布元）で設定しているマルチキャス
トアドレス

KDSF0072-IKDSF0072-IKDSF0072-IKDSF0072-I
The file was normally downloaded by unicasting. ffffffff, Size=yyyyyyyy bytes, Unicasting from 
hhhhhhhh

要因
ユニキャスト配布によるファイルのダウンロードが成功しました。
ffffffff ：保守情報
yyyyyyyy ：ダウンロードしたファイルのサイズ（単位：バイト）
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hhhhhhhh ：上位システム（ユニキャスト配布元）のホスト名または IPアドレス

KDSF0073-IKDSF0073-IKDSF0073-IKDSF0073-I
The file was normally downloaded by multicasting. ffffffff, Size=yyyyyyyy bytes, Multicasting from 
hhhhhhhh (multicast address=iii.iii.iii.iii)

要因
マルチキャスト配布によるファイルのダウンロードが成功しました。
ffffffff ：保守情報
yyyyyyyy ：ダウンロードしたファイルのサイズ（単位：バイト）
hhhhhhhh ：上位システム（マルチキャスト配布元）のホスト名または IPアドレス
iii.iii.iii.iii ：上位システム（マルチキャスト配布元）で設定しているマルチキャス
トアドレス

KDSF0074-WKDSF0074-WKDSF0074-WKDSF0074-W
An error occurred in downloading a file by unicasting. ffffffff, Unicasting from hhhhhhhh, 
{Win32|Socket|Runtime|Protocol} error, Code=mm[: nnnnnn][, zzzzzzzz]

要因
ユニキャスト配布によるファイルのダウンロードが失敗しました。
ffffffff ：保守情報
hhhhhhhh ：上位システム（ユニキャスト配布元）のホスト名または IPアドレス

{Win32|Socket|Runtime|Protocol}：エラーの種別
Win32：Win32 APIエラー
Socket：ソケットエラー
Runtime：C言語のランタイムエラー
Protocol：JP1/NETM/DMプロトコルエラー

mm ：エラーコード
nnnnnn ：エラーコード「mm」の説明（日本語で出力されます）
zzzzzzzz ：保守情報

対処
通常は，ユーザが対処する必要はありません。JP1/NETM/DMは，セットアップの
［通信リトライ］パネルの「通信エラー」に設定した内容に従って，自動的にリトラ
イします。リトライアウトした場合は，次回ポーリング時に再度リトライします。
ただし，JP1/NETM/DMの新規導入時にこの現象が多発する場合は，ネットワーク
環境に問題があるおそれがあります。その場合は，ネットワーク環境の設定を見直
してください。

KDSF0075-WKDSF0075-WKDSF0075-WKDSF0075-W
An error occurred in downloading a file by multicasting. {Win32|Socket|Runtime|Protocol} error, 
Code=mm[: nnnnnn][, zzzzzzzz]
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要因
マルチキャスト配布によるファイルのダウンロードが失敗しました。

{Win32|Socket|Runtime|Protocol}：エラーの種別
Win32：Win32 APIエラー
Socket：ソケットエラー
Runtime：C言語のランタイムエラー
Protocol：JP1/NETM/DMプロトコルエラー

mm ：エラーコード
nnnnnn ：エラーコード「mm」の説明（日本語で出力されます）
zzzzzzzz ：保守情報

対処
通常は，ユーザが対処する必要はありません。JP1/NETM/DMは自動的にリトライ
し，リトライアウトした場合は，ユニキャスト配布で再度リトライします。
ただし，JP1/NETM/DMの新規導入時にこの現象が多発する場合は，ネットワーク
環境に問題があるおそれがあります。その場合は，ネットワーク環境の設定を見直
してください。

KDSF0076-WKDSF0076-WKDSF0076-WKDSF0076-W
Downloading by multicasting terminated abnormally. This package will be downloaded by 
unicasting. ffffffff, Multicasting from hhhhhhhh (multicast address=iii.iii.iii.iii)

要因
マルチキャスト配布によるパッケージのダウンロードが，正常に完了しませんでし
た。このパッケージは，ユニキャストでダウンロードします。
ffffffff ：保守情報
hhhhhhhh ：上位システム（マルチキャスト配布元）のホスト名または IPアドレス
iii.iii.iii.iii ：上位システム（マルチキャスト配布元）で設定しているマルチキャス
トアドレス

対処
複数のクライアントでこのメッセージが頻繁に出力される場合は，マルチキャスト
配布元のセットアップの［マルチキャスト配布］タブで，ジョブのパケットサイズ
を小さく設定してください。

KDSF0077-WKDSF0077-WKDSF0077-WKDSF0077-W
The multicast address does not match between the higher system and client. This package will be 
downloaded by unicasting. Multcasting from hhhhhhhh, Local multicast address=lll.lll.lll.lll

要因
ローカルホストに設定したマルチキャストアドレスが，上位システム（マルチキャ
スト配布元）のものと異なっています。このパッケージは，ユニキャストでダウン
ロードします。
hhhhhhhh ：上位システム（マルチキャスト配布元）のホスト名または IPアドレス
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lll.lll.lll.lll ：ローカルホストに設定しているマルチキャストアドレス

対処
マルチポーリング環境の場合で，マルチキャスト配布元が通常の接続先として設定
している上位システムでない場合は，このメッセージを無視してください。通常の
接続先として設定している上位システムの場合は，上位システムとクライアントで
使用するマルチキャストアドレスが一致するように設定してください。

KDSF0080-IKDSF0080-IKDSF0080-IKDSF0080-I
Uploading to hhhhhhhh was started. ffffffff, Size=yyyyyyyy bytes

要因
ファイルのアップロードを開始しました。
hhhhhhhh ：アップロード先のホスト名または IPアドレス
ffffffff ：保守情報
yyyyyyyy ：アップロードするファイルのサイズ（単位：バイト）

KDSF0081-IKDSF0081-IKDSF0081-IKDSF0081-I
The file was normally uploaded to hhhhhhhh. ffffffff, Size=yyyyyyyy bytes

要因
ファイルのアップロードが成功しました。
hhhhhhhh ：アップロード先のホスト名または IPアドレス
ffffffff ：保守情報
yyyyyyyy ：アップロードしたファイルのサイズ（単位：バイト）

KDSF0082-WKDSF0082-WKDSF0082-WKDSF0082-W
An error occurred in uploading to hhhhhhhh. ffffffff, {Win32|Socket|Runtime|Protocol} error, 
Code=mm[: nnnnnn][, zzzzzzzz]

要因
ファイルのアップロードが失敗しました。
hhhhhhhh ：アップロード先のホスト名または IPアドレス
ffffffff ：保守情報

{Win32|Socket|Runtime|Protocol}：エラーの種別
Win32：Win32 APIエラー
Socket：ソケットエラー
Runtime：C言語のランタイムエラー
Protocol：JP1/NETM/DMプロトコルエラー

mm ：エラーコード
nnnnnn ：エラーコード「mm」の説明（日本語で出力されます）
zzzzzzzz ：保守情報

対処
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通常は，ユーザが対処する必要はありません。JP1/NETM/DMは，セットアップの
［通信リトライ］パネルの「上位システムへの未送信通知ファイル」に設定した内容
に従って，自動的にリトライします。リトライアウトした場合は，次回ポーリング
時に再度リトライします。
ただし，JP1/NETM/DMの新規導入時にこの現象が多発する場合は，ネットワーク
環境に問題があるおそれがあります。その場合は，ネットワーク環境の設定を見直
してください。

KDSF0090-IKDSF0090-IKDSF0090-IKDSF0090-I
A job started. Job type=jjjjjjjj, Job number=xxxxxxxx, Instruction number=yyyyyyyy {, Package 
information=d.cc.pppppp.vvvv.ssss, Package name=nnnnnnnn, ffffffff | Software to be 
Searched=ssssssss [, Drive to be Searched= kkkkkkkk [:vvvvvvvv] , Retrieve list=rrrrrrrr:llllllll 
Bytes(eeeeeeee Entries)]}

要因
ジョブの実行を開始しました。

jjjjjjjj ：ジョブ種別
Install package：「パッケージのインストール」ジョブ
Get system information from client：「システム情報の取得」ジョブ
Get software information from client：「ソフトウェア情報の取得」ジョブ
Collect files from client：「リモートコレクト」ジョブ
Send package, allow client to choose：「クライアントユーザによるインストー
ル」ジョブ

xxxxxxxx ：ジョブ番号
yyyyyyyy ：指令番号
　
次に示す情報は，「パッケージのインストール」ジョブまたは「クライアントユーザ
によるインストール」ジョブの場合に出力されます。
d.cc.pppppp.vvvv.ssss ：パッケージの情報
• d ：パッケージャの種別

C：UNIXのパッケージャ（資源登録システム）から登録したパッケージ
D：Windowsのパッケージャから登録したパッケージ

• cc ：キャビネット識別 ID
• pppppp ：パッケージ識別 ID
• vvvv ：バージョン /リビジョン
• ssss ：世代番号

nnnnnnnn ：パッケージ名
ffffffff ：パッケージの保守情報
　
次に示す情報は，「ソフトウェア情報の取得」ジョブの場合に出力されます。

ssssssss ：検索対象ソフトウェア
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• Search software installed by Software Distribution：JP1/NETM/DMでイン
ストールしたソフトウェアを検索 

• Search all software：すべてのソフトウェアを検索 
• Search for software in "Add/Remove Programs"：アプリケーションの追加と
削除のソフトウェアを検索 

• Search for a file：ファイルを検索 
• Search for Microsoft Office products：Microsoft Office製品を検索 
• Search for anti-virus products：ウィルス対策製品を検索

　
次に示す情報は，「検索対象ソフトウェア」が「Search all software」または
「Search for a file」の場合に出力されます。

kkkkkkkk ：検索対象ドライブの種別
• All Fixed drives：全固定ドライブ
• All Fixed drives and Network drives：全固定ドライブとネットワークドライ
ブ

• Specified drives：検索対象ドライブを指定

　
次に示す情報は，「検索対象ドライブの種別」が「Specified drives」の場合に出力さ
れます。

vvvvvvvv ：検索対象ドライブ
検索対象ドライブ名を A～ Zのアルファベット，または 1～ 9の数字で表示し
ます。複数のドライブを指定した場合，各ドライブ名は「;」で区切られて表示
されます。例えば，「A」「C」「1」「2」と指定した場合は，次のように表示され
ます。
A;C;1;2

rrrrrrrr ：検索リストの種別
• SERVER：上位システムから送信された検索リスト
• CLIENT：クライアントに存在する検索リスト

llllllll ：検索に使用する検索リストのサイズ（単位：バイト）
eeeeeeee ：検索に使用する検索リストのエントリ数

KDSF0091-IKDSF0091-IKDSF0091-IKDSF0091-I
The job is completed. Job type=jjjjjjjj, Job Number=xxxxxxxx, Instruction number=yyyyyyyy[, 
Package information=d.cc.pppppp.vvvv.ssss, Package name=nnnnnnnn, ffffffff, Installation 
path=zzzzzzzz]

要因
ジョブの実行に成功しました。

jjjjjjjj ：ジョブ種別
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Install package：「パッケージのインストール」ジョブ
Get system information from client：「システム情報の取得」ジョブ
Get software information from client：「ソフトウェア情報の取得」ジョブ
Collect files from client：「リモートコレクト」ジョブ
Send package, allow client to choose：「クライアントユーザによるインストー
ル」ジョブ

xxxxxxxx ：ジョブ番号
yyyyyyyy ：指令番号
　
次に示す情報は，「パッケージのインストール」ジョブまたは「クライアントユーザ
によるインストール」ジョブの場合に出力されます。
d.cc.pppppp.vvvv.ssss ：パッケージの情報
• d ：パッケージャの種別

C：UNIXのパッケージャ（資源登録システム）から登録したパッケージ
D：Windowsのパッケージャから登録したパッケージ

• cc ：キャビネット識別 ID
• pppppp ：パッケージ識別 ID
• vvvv ：バージョン /リビジョン
• ssss ：世代番号

nnnnnnnn ：パッケージ名
ffffffff ：パッケージの保守情報
zzzzzzzz ：インストール先パス名（ただし，日立プログラムプロダクトにデフォル
トインストール先を指定してインストールした場合は，正確な値は表示されません）

KDSF0092-EKDSF0092-EKDSF0092-EKDSF0092-E
An error occurred in a job. Job type=jjjjjjjj, Job number=xxxxxxxx, Instruction number=yyyyyyyy, 
[Package information=d.cc.pppppp.vvvv.ssss, Package name=nnnnnnnn, ffffffff, Installation 
path=iiiiiiii, ]Cause={The installer cccccccc, Code=0xdd, zzzzzzzz|An external program aaaaaaaa, 
Code=0xdd, zzzzzzzz|An error occurred in unarchiving or archiving a file, eeeeeeee error, 
Code=mm[: nnnnnn][, zzzzzzzz]|An installation conditions error occurred: pppppppp, zzzzzzzz}. 
Maintenance code=kkkkkkkkkkkkkk[: ssssssss]

要因
ジョブの実行に失敗しました。

jjjjjjjj ：ジョブ種別
Install package：「パッケージのインストール」ジョブ
Get system information from client：「システム情報の取得」ジョブ
Get software information from client：「ソフトウェア情報の取得」ジョブ
Collect files from client：「リモートコレクト」ジョブ
Send package, allow client to choose：「クライアントユーザによるインストー
ル」ジョブ
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xxxxxxxx ：ジョブ番号
yyyyyyyy ：指令番号
　

[Package information=d.cc.pppppp.vvvv.ssss, Package name=nnnnnnnn, ffffffff, 
Installation path=iiiiiiii, ]

この部分は，「パッケージのインストール」ジョブまたは「クライアントユーザ
によるインストール」ジョブの場合に出力されます。
d.cc.pppppp.vvvv.ssss ：パッケージの情報
• d ：パッケージャの種別

C：UNIXのパッケージャ（資源登録システム）から登録したパッケージ
D：Windowsのパッケージャから登録したパッケージ

• cc ：キャビネット識別 ID
• pppppp ：パッケージ識別 ID
• vvvv ：バージョン /リビジョン
• ssss ：世代番号

nnnnnnnn ：パッケージ名
ffffffff ：パッケージの保守情報
iiiiiiii ：インストール先パス名（ただし，日立プログラムプロダクトにデフォル
トインストール先を指定してインストールした場合は，正確な値は表示されま
せん）
　

Cause：実行に失敗した原因。次の 5種類のどれかが出力されます。

・The installer cccccccc, Code=0xdd, zzzzzzzz
日立プログラムプロダクトまたは他社ソフトウェアの，インストーラが原因で
実行に失敗しました。
cccccccc ：インストーラに起きた現象
• was not started because of an error：インストーラの起動失敗
• resulted in an error：インストーラのエラー終了
• terminated by a timeout：インストーラがタイムアウトによって終了

0xdd ：エラーコード
zzzzzzzz ：保守情報

・An external program aaaaaaaa, Code=0xdd, zzzzzzzz
外部プログラムが原因で実行に失敗しました。
aaaaaaaa ：外部プログラムに起きた現象
• was not started because of an error：外部プログラムの起動失敗
• resulted in an error：外部プログラムのエラー終了
• terminated by a timeout：外部プログラムがタイムアウトによって終了

0xdd ：エラーコード
zzzzzzzz ：保守情報
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・An error occurred in unarchiving or archiving a file, eeeeeeee error, Code=mm[: 
nnnnnn][, zzzzzzzz]

ファイルの展開またはアーカイブのエラーが原因で実行に失敗しました。
eeeeeeee ：エラーの種別
　Win32：Win32 APIエラー
　Socket：ソケットエラー
　Runtime：C言語のランタイムエラー
mm ：エラーコード
nnnnnn ：エラーコード「mm」の説明（日本語で出力されます）
zzzzzzzz ：保守情報

・An installation conditions error occurred: pppppppp, zzzzzzzz
インストール条件のエラーが原因で実行に失敗しました。
pppppppp ：エラーとなったインストール条件（システム条件またはソフト
ウェア条件）
zzzzzzzz ：保守情報

・An information acquisition conditions error occurred
システム情報の取得またはソフトウェア情報の取得時に，配布先システムが条
件を満たさなかったため実行に失敗しました。

kkkkkkkkkkkkkk ：保守コード（リモートインストールマネージャと同じ）
ssssssss ：保守コードの説明（日本語で出力されます）

対処
ssssssssに出力される保守コードの説明を参照して対処してください。また，
Cause=に出力されるエラー原因に対応して，次の対処をしてください。
• Cause=The installer cccccccc, Code=0xdd, zzzzzzzzの場合

ssssssssに特に説明が出力されない場合は，Code=0xddが返却される原因を，日
立プログラムプロダクトまたは他社ソフトウェアのドキュメントで確認する。

• Cause=An external program aaaaaaaa, Code=0xdd, zzzzzzzzの場合
ssssssssに特に説明が出力されない場合は，Code=0xddが返却される原因を，外
部プログラムのドキュメントで確認するか，外部プログラムの作成元に問い合わ
せる。

• Cause=An error occurred in unarchiving or archiving a file, eeeeeeee error, 
Code=mm[: nnnnnn][, zzzzzzzz]の場合
nnnnnnに出力されるエラーコードの説明を参照して対処する。

• Cause=An installation conditions error occurred: pppppppp, zzzzzzzzの場合
ppppppppに出力されるインストール条件が妥当であるか確認する。

• An information acquisition conditions error occurredの場合
配布先システムで，「システム情報の取得」または「ソフトウェア情報の取得」
ジョブの前提条件を確認する。
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KDSF0093-IKDSF0093-IKDSF0093-IKDSF0093-I
Job number=xxxxxxxx, Instruction number=yyyyyyyy, Program path=zzzzzzzz. The installer 
started. Package information=d.cc.pppppp.vvvv.ssss, Package name=nnnnnnnn, Timeout=mm

要因
インストーラが起動しました。
xxxxxxxx ：ジョブ番号
yyyyyyyy ：指令番号
zzzzzzzz ：起動したプログラムのパス名
d.cc.pppppp.vvvv.ssss ：パッケージの情報
• d ：パッケージャの種別

C：UNIXのパッケージャ（資源登録システム）から登録したパッケージ
D：Windowsのパッケージャから登録したパッケージ

• cc ：キャビネット識別 ID
• pppppp ：パッケージ識別 ID
• vvvv ：バージョン /リビジョン
• ssss ：世代番号

nnnnnnnn ：パッケージ名
mm ：監視時間（単位：秒）。「0」の場合，無限に監視する設定を示します。

KDSF0094-IKDSF0094-IKDSF0094-IKDSF0094-I
Job number=xxxxxxxx, Instruction number=yyyyyyyy, Program path=zzzzzzzz. The external 
program started. Timing=tttttttt, Monitor=wwwwwwww, Result notification=eeeeeeee, Error 
action={Abort|Continue}, Timeout=mm

要因
外部プログラムが起動しました。
xxxxxxxx ：ジョブ番号
yyyyyyyy ：指令番号
zzzzzzzz ：起動したプログラムのパス名

tttttttt ：外部プログラム起動のタイミング
Before installation：インストール直前
After installation：インストール直後
Installation error：インストールエラー時

wwwwwwww ：外部プログラムの監視時間設定の有無と，監視時間経過時の取り扱
い

No timeout：監視時間を設定しないで，無限に外部プログラムの応答を待つ
Error after timeout：設定した監視時間を経過したらエラーにする
Continue after timeout：設定した監視時間を経過してもエラーにしない

eeeeeeee ：外部プログラム処理結果の取得方法
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Windows：外部プログラムのWindows Messageで通知する
Return code：外部プログラムの終了コードで通知する

{Abort|Continue}：処理結果エラー時の取り扱い
Abort：エラーとして処理を中断する
Continue：エラーにしないで処理を続行する

mm ：外部プログラム監視時間（単位：秒）。「0」の場合，無限に監視する設定を示
します。

KDSF0095-IKDSF0095-IKDSF0095-IKDSF0095-I
Job number=xxxxxxxx, Instruction number=yyyyyyyy, Program path=zzzzzzzz. The 
{installer|external program} terminated normally.

要因
インストーラまたは外部プログラムが正常終了しました。
xxxxxxxx ：ジョブ番号
yyyyyyyy ：指令番号
zzzzzzzz ：正常終了したプログラムのパス名

{installer|external program}：正常終了したプログラムの種類
installer：インストーラ
external program：外部プログラム

KDSF0096-WKDSF0096-WKDSF0096-WKDSF0096-W
Job number=xxxxxxxx, Instruction number=yyyyyyyy, Program path=pppppppp. The 
{installer|external program} {was not started because of an error. eeeeeeee error, Code=mm[: 
nnnnnn][, zzzzzzzz]|resulted in an error. Return code=0xzz, Extend return 
code=0xcccccccc|terminated by a timeout}.

要因
インストーラまたは外部プログラムが異常終了またはタイムアウトしました。
xxxxxxxx ：ジョブ番号
yyyyyyyy ：指令番号
pppppppp ：外部プログラムのパス名

{installer|external program}：終了したプログラムの種類
installer：インストーラ
external program：外部プログラム

{was not started because of an error. eeeeeeee error, Code=mm[: nnnnnn][, 
zzzzzzzz]|resulted in an error. Return code=0xzz|, Extend return 
code=0xcccccccc|terminated by a timeout}：終了原因。次の 3種類のどれかが出力
されます。
• was not started because of an error. eeeeeeee error, Code=mm[: nnnnnn][, 

zzzzzzzz]
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起動に失敗しました。
eeeeeeee ：エラーの種別
　Win32：Win32 APIエラー
　Socket：ソケットエラー
　Runtime：C言語のランタイムエラー
　Protocol：JP1/NETM/DMプロトコルエラー
mm ：エラーコード
nnnnnn ：エラーコード「mm」の説明（日本語で出力されます）
zzzzzzzz ：保守情報

• resulted in an error. Return code=0xzz, Extend return code=0xcccccccc
エラーによって終了しました。
0xzz ：外部プログラムが返却したリターンコード（1バイト表示）
0xcccccccc ：外部プログラムが返却したリターンコード（4バイト表示）

• terminated by a timeout
タイムアウトによって終了しました。

対処
終了した原因に対応して次の対処をしてください。
• 起動に失敗した場合
外部プログラムのパス名が誤っていないか確認する。

• エラーによって終了した場合
出力されたリターンコードを返却する条件を確認する。

• タイムアウトによって終了した場合
監視時間の設定に誤りがないか確認する。また，外部プログラムが監視時間内に
終了しない原因を確認する。

KDSF0097-IKDSF0097-IKDSF0097-IKDSF0097-I
An attempt to detect information about patches by using the Windows Update Agent was 
successful.

要因
WUAによるパッチ情報の検出に成功しました。

KDSF0098-WKDSF0098-WKDSF0098-WKDSF0098-W
An attempt to detect information about patches by using the Windows Update Agent could not be 
executed because {the OS does not support the Windows Update Agent | the Windows Update 
Agent was unavailable | the database file for the Windows Update Agent was not found}.

要因
WUAによるパッチ情報の検出が実行されませんでした。
{the OS does not support the Windows Update Agent | the Windows Update Agent 
was unavailable | the database file for the Windows Update Agent was not found} ：
原因の種類。次の 3種類のどれかが出力されます。
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• the OS does not support the Windows Update Agent ：OSがWUAをサポートし
ていない

• the Windows Update Agent was unavailable ：WUAを使用できない
• the database file for the Windows Update Agent was not found ：WUA用のデー
タベースファイルがない

対処
• WUAを使用できない場合

WUAをインストールしてください。
• WUA用のデータベースファイルがない場合

WUA用のデータベースファイルをクライアントのインストールディレクトリ
¥CLIENT¥WUAに格納してください。

KDSF0099-EKDSF0099-EKDSF0099-EKDSF0099-E
An attempt to detect information about patches by using the Windows Update Agent failed due to 
{a timeout | an unexpected error}.

要因
WUAによるパッチ情報の検出に失敗しました。

{a timeout | an unexpected error}：失敗の原因
a timeout ：処理がタイムアウトした
an unexpected error ：予期しないエラーが発生した

対処
処理がタイムアウトした場合は，しばらく待ってからジョブを再実行してください。

KDSF0100-IKDSF0100-IKDSF0100-IKDSF0100-I
The automatic registration of hhhhhhhh (iii.iii.iii.iii, dddddddd) to the managing server started. Old 
managing server: vvvvvvvv -> New managing server: xxxxxxxx

要因
配布管理システムが管理するシステム構成情報へ，ローカルホストの自動登録を開
始しました。
hhhhhhhh ：ローカルホスト名
iii.iii.iii.iii ：ローカルホストの IPアドレス
dddddddd ：ローカルホストのホスト識別子。システム構成情報に設定されない場
合，アスタリスク（*）が出力されます。
vvvvvvvv ：旧登録先のホスト名または IPアドレス※。新規にシステム構成情報へ
ローカルホストを登録する場合は，アスタリスク（*）が出力されます。
xxxxxxxx ：登録先のホスト名または IPアドレス※

注※
ローカルホストの IPアドレスやホスト名を変更した場合など，配布管理システ
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ムが変更されない場合もこのメッセージは出力されます。その場合，Old 
managing serverと New managing serverには同じ値が出力されます。

KDSF0101-IKDSF0101-IKDSF0101-IKDSF0101-I
The automatic registration of hhhhhhhh (iii.iii.iii.iii, dddddddd) to the managing server was 
completed. Old managing server: vvvvvvvv -> New managing server: xxxxxxxx

要因
配布管理システムが管理するシステム構成情報へ，ローカルホストの自動登録が完
了しました。
hhhhhhhh ：ローカルホスト名
iii.iii.iii.iii ：ローカルホストの IPアドレス
dddddddd ：ローカルホストのホスト識別子。システム構成情報に設定されない場
合，アスタリスク（*）が出力されます。
vvvvvvvv ：旧登録先のホスト名または IPアドレス※。　新規にシステム構成情報
へローカルホストを登録する場合は，アスタリスク（*）が出力されます。
xxxxxxxx ：登録先のホスト名または IPアドレス※

注※
ローカルホストの IPアドレスやホスト名を変更した場合など，配布管理システ
ムが変更されない場合もこのメッセージは出力されます。その場合，Old 
managing serverと New managing serverには同じ値が出力されます。

KDSF0102-WKDSF0102-WKDSF0102-WKDSF0102-W
The automatic registration of hhhhhhhh (iii.iii.iii.iii, dddddddd) to the managing server failed. Old 
managing server: vvvvvvvv -> New managing server: xxxxxxxx, {Win32|Socket|Runtime|Protocol} 
error, Code=mm[: nnnnnn][, zzzzzzzz]

要因
配布管理システムが管理するシステム構成情報への，ローカルホストの自動登録が
失敗しました。
hhhhhhhh ：ローカルホスト名
iii.iii.iii.iii ：ローカルホストの IPアドレス
dddddddd ：ローカルホストのホスト識別子。システム構成情報に設定されない場
合，アスタリスク（*）が出力されます。
vvvvvvvv ：旧登録先のホスト名または IPアドレス※。　新規にシステム構成情報
へローカルホストを登録しようとした場合は，アスタリスク（*）が出力されます。
xxxxxxxx ：登録先のホスト名または IPアドレス※

{Win32|Socket|Runtime|Protocol}：エラーの種別
Win32：Win32 APIエラー
Socket：ソケットエラー
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Runtime：C言語のランタイムエラー
Protocol：JP1/NETM/DMプロトコルエラー

mm ：エラーコード
nnnnnn ：エラーコード「mm」の説明（日本語で出力されます）
zzzzzzzz ：保守情報

注※
ローカルホストの IPアドレスやホスト名を変更した場合など，配布管理システ
ムが変更されない場合もこのメッセージは出力されます。その場合，Old 
managing serverと New managing serverには同じ値が出力されます。

対処
JP1/NETM/DMは，次回ポーリング時にリトライします。システム起動時にポーリ
ングするよう設定している場合は，OSを再起動してください。
リトライしても自動登録に失敗する場合は，エラーコードの説明を確認してくださ
い。

KDSF0103-IKDSF0103-IKDSF0103-IKDSF0103-I
Inventory information was reported because a system modification was detected.

要因
システムの変更を検知したので，インベントリ情報を通知しました。

KDSF0110-IKDSF0110-IKDSF0110-IKDSF0110-I
ID group processing started. ID group=xxxxxxxx, Operation={ADD|EXECUTE|DELETE}, Relay 
managing the ID=hhhhhhhh (iiiiiiii)

要因
ID関連の処理を開始しました。
xxxxxxxx ：対象 ID名

{ADD|EXECUTE|DELETE}：処理の種類
ADD：対象 IDへのローカルホストの登録
EXECUTE：対象 IDあてに実行された IDジョブの実行要求（IDへローカル
ホストを登録するときに，自動的に起こる動作です。ID管理中継にすでに保存
されている IDジョブを実行するよう要求します）
DELETE：対象 IDからのローカルホストの削除

hhhhhhhh ：ID管理中継

iiiiiiii ：ID管理中継の製品種別
netmdm：JP1/NETM/DM Manager
netmdmw：JP1/NETM/DM Client（中継システム）
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KDSF0111-IKDSF0111-IKDSF0111-IKDSF0111-I
ID group processing was completed. ID group=xxxxxxxx, Operation={ADD|EXECUTE|DELETE}, 
Relay managing the ID=hhhhhhhh (iiiiiiii)

要因
ID関連の処理が完了しました。
xxxxxxxx ：対象 ID名

{ADD|EXECUTE|DELETE}：処理の種類
ADD：対象 IDへのローカルホストの登録
EXECUTE：対象 IDあてに実行された IDジョブの実行要求（IDへローカル
ホストを登録するときに，自動的に起こる動作です。ID管理中継にすでに保存
されている IDジョブを実行するよう要求します）
DELETE：対象 IDからのローカルホストの削除

hhhhhhhh ：ID管理中継

iiiiiiii ：ID管理中継の製品種別
netmdm：JP1/NETM/DM Manager
netmdmw：JP1/NETM/DM Client（中継システム）

KDSF0112-EKDSF0112-EKDSF0112-EKDSF0112-E
An error occurred in IP group processing. ID group=xxxxxxxx, 
Operation={ADD|EXECUTE|DELETE}, Relay managing the ID=hhhhhhhh (iiiiiiii), 
{Win32|Socket|Runtime|Protocol} error, Code=mm[: nnnnnn][, zzzzzzzz]

要因
ID関連の操作がエラーとなりました。
xxxxxxxx ：対象 ID名

{ADD|EXECUTE|DELETE}：処理の種類
ADD：対象 IDへのローカルホストの登録
EXECUTE：対象 IDあてに実行された IDジョブの実行要求（IDへローカル
ホストを登録するときに，自動的に起こる動作です。ID管理中継にすでに保存
されている IDジョブを実行するよう要求します）
DELETE：対象 IDからのローカルホストの削除

hhhhhhhh ：ID管理中継

iiiiiiii ：ID管理中継の製品種別
netmdm：JP1/NETM/DM Manager
netmdmw：JP1/NETM/DM Client（中継システム）

{Win32|Socket|Runtime|Protocol}：エラーの種別
Win32：Win32 APIエラー
Socket：ソケットエラー
Runtime：C言語のランタイムエラー
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Protocol：JP1/NETM/DMプロトコルエラー
mm ：エラーコード
nnnnnn ：エラーコード「mm」の説明（日本語で出力されます）
zzzzzzzz ：保守情報

対処
エラーコードの説明を参照し，ID管理中継の指定が誤っていないか，または通信障
害が発生していないかを確認してください。

KDSF0120-IKDSF0120-IKDSF0120-IKDSF0120-I
Packaging started. Package information=D.cc.pppppppp.vvvv.ssss, Save to=hhhhhhhh (iiiiiiii)

要因
パッケージングを開始しました。

D.cc.pppppp.vvvv.ssss ：パッケージの情報
• D：パッケージャの種別です。Windowsのパッケージャから登録したパッ
ケージを表す「D」が常に出力されます。

• cc ：キャビネット識別 ID
• pppppp ：パッケージ識別 ID
• vvvv ：バージョン /リビジョン
• ssss ：世代番号

hhhhhhhh ：パッケージ登録先の配布管理システムのホスト名または IPアドレス

iiiiiiii ：パッケージ登録先の配布管理システムの製品種別
netmdm：JP1/NETM/DM Manager
netmdmw：JP1/NETM/DM Client（中継システム）

KDSF0121-IKDSF0121-IKDSF0121-IKDSF0121-I
Packaging terminated normally. Package information=D.cc.pppppppp.vvvv.ssss, Save 
to=hhhhhhhh (iiiiiiii)

要因
パッケージングが成功しました。

D.cc.pppppp.vvvv.ssss ：パッケージの情報
• D：パッケージャの種別です。Windowsのパッケージャから登録したパッ
ケージを表す「D」が常に出力されます。

• cc ：キャビネット識別 ID
• pppppp ：パッケージ識別 ID
• vvvv ：バージョン /リビジョン
• ssss ：世代番号

hhhhhhhh ：パッケージ登録先の配布管理システムのホスト名または IPアドレス
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iiiiiiii ：パッケージ登録先の配布管理システムの製品種別
netmdm：JP1/NETM/DM Manager
netmdmw：JP1/NETM/DM Client（中継システム）

KDSF0122-EKDSF0122-EKDSF0122-EKDSF0122-E
Packaging failed. Package information=d.cc.pppppppp.vvvv.ssss, Save to=hhhhhhhh (iiiiiiii), 
{Win32|Socket|Runtime|Protocol} error, Code=mm[: nnnnnn][, zzzzzzzz]

要因
パッケージングが失敗しました。

D.cc.pppppp.vvvv.ssss ：パッケージの情報
• D：パッケージャの種別です。Windowsのパッケージャから登録しようとし
たパッケージを表す「D」が常に出力されます。

• cc ：キャビネット識別 ID
• pppppp ：パッケージ識別 ID
• vvvv ：バージョン /リビジョン
• ssss ：世代番号

hhhhhhhh ：パッケージ登録先の配布管理システムのホスト名または IPアドレス

iiiiiiii ：パッケージ登録先の配布管理システムの製品種別
netmdm：JP1/NETM/DM Manager
netmdmw：JP1/NETM/DM Client（中継システム）

{Win32|Socket|Runtime|Protocol}：エラーの種別
Win32：Win32 APIエラー
Socket：ソケットエラー
Runtime：C言語のランタイムエラー
Protocol：JP1/NETM/DMプロトコルエラー

mm ：エラーコード
nnnnnn ：エラーコード「mm」の説明（日本語で出力されます）
zzzzzzzz ：保守情報

対処
配布管理システムのホスト名または IPアドレスが誤っていないか，また，通信障害
が発生していないかを確認してください。

KDSF0130-EKDSF0130-EKDSF0130-EKDSF0130-E
An error occurred in a process pppppppp. {Win32|Socket|Runtime} error, Code=mm[: nnnnnn][, 
zzzzzzzz]

要因
プロセス ppppppppでエラーが発生しました。
pppppppp ：対象プロセス名
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{Win32|Socket|Runtime}：エラーの種別
Win32：Win32 APIエラー
Socket：ソケットエラー
Runtime：C言語のランタイムエラー

mm ：エラーコード
nnnnnn ：エラーコード「mm」の説明（日本語で出力されます）
zzzzzzzz ：保守情報

対処
エラーコードの説明を確認し，対応する処置をしてください。

KDSF0140-EKDSF0140-EKDSF0140-EKDSF0140-E
An application exception occurred in process pppppppp.

要因
プロセス ppppppppでアプリケーション例外が発生しました。
pppppppp ：対象プロセス名

対処
必要に応じて，弊社に調査を依頼してください。なお，調査を依頼する場合は
DUMP.LOGを採取してください。
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付録 A　Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientの機能
付録 A　Windows Server 2008・Windows Vista版
JP1/NETM/DM Clientの機能

Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientは，OSがWindows 
Server 2008またはWindows Vistaのコンピュータを，JP1/NETM/DMシステムのクラ
イアントとして管理するために必要なプログラムです。なお，特に断らないかぎり，
Windows Server 2008・Windows Vista版を 2008・Vista版と呼びます。

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientをインストールすることで，OSがWindows 
Server 2008またはWindows Vistaのコンピュータに対して，JP1/NETM/DMの機能を
使用できます。

また，2008・Vista版の JP1/NETM/DM Client - Baseも，OSがWindows Server 2008
またはWindows Vistaのコンピュータに対して，JP1/NETM/DMの機能を使用できま
す。

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientは，JP1/NETM/DM Clientと次に示す差異があ
ります。

●ハードウェアに関する見積もり
前提となる CPU性能，メモリ所要量，およびディスク占有量が異なります。ハード
ウェアに関する見積もりについては，「付録 A.2　ハードウェアに関する見積もり」を
参照してください。

●使用できるコンポーネントと機能
使用できるコンポーネントと機能が異なります。使用できるコンポーネントと機能に
ついては，「付録 A.3　使用できるコンポーネントと機能差異」を参照してください。

●インストール手順
インストールの手順が一部異なります。インストール手順については，「付録 A.4　
2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientのインストール」を参照してください。

●セットアップ手順
セットアップの手順が一部異なります。セットアップ手順については，「付録 A.5　
2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientのセットアップ」を参照してください。

付録 A.1　システム構成
2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientのシステム構成例を次の図に示します。
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図 A-1　2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientのシステム構成例

付録 A.2　ハードウェアに関する見積もり
2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientの各コンポーネントを動作させるために必要な
CPU性能，およびメモリ所要量について説明します。また，各コンポーネントのディス
ク占有量についても説明します。
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（1） CPU性能

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientの各コンポーネントを動作させるために必要な
CPU性能を次の表に示します。

表 A-1　各コンポーネントに必要な CPU性能

（2） メモリ所要量

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientの各コンポーネントのメモリ所要量を次の表に示
します。

表 A-2　各コンポーネントの所要メモリ

注※
a：描画用の一時バッファ（標準的なアプリケーションの場合 5メガバイト）
b：ファイル転送中の一時バッファ（2メガバイト）
c：接続用のバッファ（1メガバイト×接続コントローラ数）
d：チャットサーバ用のバッファ（2+（0.1×接続数）メガバイト）
e：チャットクライアント用のバッファ（2+（0.2×接続数）メガバイト）

（3） ディスク占有量

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientの各コンポーネントのディスク占有量を次の表に
示します。

表 A-3　各コンポーネントのディスク占有量

コンポーネント CPU性能

クライアント Pentium III　800メガヘルツ以上

パッケージャ

リモートコントロールエージェント

コンポーネント メモリ所要量（メガバイト）

クライアント 13以上

パッケージャ 10以上

リモートコントロールエージェント 8＋ a＋ b＋ c＋ d＋ e以上※

コンポーネント ディスク占有量
（メガバイト）

クライアント クライアント 16

付加機能 3

パッケージセットアップマネージャ 2

パッケージャ 6
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付録 A.3　使用できるコンポーネントと機能差異
2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientで使用できるコンポーネントおよび機能差異につ
いて説明します。

（1） 使用できるコンポーネント

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientで使用できるコンポーネントについて次の表に示
します。

表 A-4　使用できるコンポーネント

（凡例）○：使用できる　×：使用できない

（2） 使用できる機能の差異

次に示す機能は，JP1/NETMDMシステムでクライアントが 2008・Vista版 JP1/
NETM/DM Clientの場合は使用できません。

• 暗号化されたパッケージのリモートインストール
• Visual Testで作成したレコーダファイルのリモートインストール
• 秘文連携機能（OSがWindows Server 2008の場合だけ）
• ローカルシステムビューアの「システム監視の開始」および「システム監視の停止」

リモートコントロールエージェント 10

オンラインヘルプ 6

JP1/NETM/DM Clientが共通に使用する領域 8

コンポーネント 使用の可否

クライアント クライアント ○

付加機能 ○

パッケージセットアップマネージャ ○

Visual Test 6.0による配布機能 ×

パッケージャ ○

リモートコントロール
エージェント

リモートコントロールエージェント ○

チャット ○

Automatic Installation Tool ○

スタートアップキット機能支援ツール ○

オンラインヘルプ ○

コンポーネント ディスク占有量
（メガバイト）
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次に示す機能は，複数のユーザが OSにログインしている場合でも，複数のユーザが同
時に実行することはできません。

• IDへの登録
• クライアントマネージャ
• サーバへの通知
• ジョブの実行
•［JP1/NETM/DMユーザ情報設定］ダイアログボックスからの通知
• ローカルシステムビューア
• パッケージセットアップマネージャ
• パッケージャ

なお，取得できるソフトウェア情報およびレジストリ情報については，マニュアル「導
入・設計ガイド」の「2.2.1　システム情報の取得」を参照してください。

付録 A.4　2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientのインストー
ル

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientを新規にインストールする場合の手順および OS
をバージョンアップしてから 2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientをインストールす
る場合の手順について説明します。

インストール内容の変更については，マニュアル「構築ガイド」の「1.3　インストール
内容を変更する」を参照してください。

（1） 2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientを新規にインストールする

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientを新規にインストールする手順は，JP1/NETM/
DM Clientをインストールする場合の手順とほぼ同じです。

ただし，2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientをインストールする場合は，次に示す差
異があります。

• 対応する情報が設定されていないため，［ユーザ登録］ダイアログボックスが非表示に
なります。

• GUIモードインストーラは必ず作成されるため，［プログラムフォルダの選択］ダイ
アログボックスの「GUIモードインストーラの作成」チェックボックスが非表示にな
ります。

• 2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientは，常に一般ユーザ権限で使用するため，［オ
プションの設定］ダイアログボックスの「一般ユーザ権限で使用する」チェックボッ
クスが非表示になります。

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientをインストールする場合の手順は，マニュアル
「構築ガイド」の「3.　JP1/NETM/DM Clientをインストールする」を参照してくださ
い。
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（2） OSをバージョンアップしてから 2008・Vista版 JP1/NETM/DM 
Clientをインストールする

JP1/NETM/DMがインストールされているコンピュータの OSを初期化してからバー
ジョンアップする場合は，バックアップを取得し，いったん JP1/NETM/DM Clientをア
ンインストールする必要があります。

また，バックアップの取得時および復元時は，クライアントマネージャからクライアン
トを停止して，JP1/NETM/DMのサービスを停止してください。

バージョンアップの対象となる OSがWindows XPの場合だけ，OSの上書きインス
トールができます。

OSを上書きしてバージョンアップする場合は，OSを初期化してからバージョンアップ
する際の手順 2が不要です。また，アンインストールする際に，上位システムが管理す
るホストの情報を削除しないでください。

OSを初期化，およびバージョンアップしてから 2008・Vista版 JP1/NETM/DM Client
をインストールする手順を次に示します。

1. JP1/NETM/DM Clientのインストールディレクトリ下のバックアップを取得する。
次に示すディレクトリのバックアップを取得してください。
• CLIENT
• DMAMT
• MASTER¥DB
• USERINV

2. Windowsフォルダ下のバックアップを取得する。
次に示すディレクトリのバックアップを取得してください。
• NETMDM.HID

3. JP1/NETM/DM Clientをアンインストールする。
アンインストールの方法については，マニュアル「構築ガイド」の「1.4　JP1/
NETM/DMをアンインストールする」を参照してください。

4. OSをバージョンアップする。

5. 2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientをインストールする。
インストールの手順については，マニュアル「構築ガイド」の「3.　JP1/NETM/DM 
Clientをインストールする」を参照してください。

6. クライアントマネージャでクライアントを停止する。

7. バックアップを復元する。
335



付録 A　Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientの機能
付録 A.5　2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientのセットアッ
プ

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientのセットアップ手順は，JP1/NETM/DM Client
をセットアップする手順と同じです。ただし，2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientの
セットアップには，次の差異があります。

• 常に一般ユーザ権限で使用するため，［権限］パネルが非表示になります。
• 常にクライアントを常駐するため，［クライアント常駐・ポーリング］パネルの「クラ
イアントを常駐する」チェックボックスがすでにチェックされ，非活性になります。

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientのセットアップ方法については，マニュアル「構
築ガイド」の「5.　JP1/NETM/DM Client（中継システム）をセットアップする」およ
び「6.　JP1/NETM/DM Client（クライアント）をセットアップする」を参照してくだ
さい。

なお，セットアップ後に「プログラムの互換性アシスタント」ダイアログボックスが表
示された場合は，「このプログラムは正しくインストールされました」を選択してくださ
い。

付録 A.6　2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientを使用すると
きの注意事項

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientを使用するときの注意事項について説明します。

（1） マネージャ側の注意事項

2008・Vista版 JP1/NETM/DM Clientを使用するときのマネージャ側の注意事項を次に
示します。

●Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientのレジストリ情報を取得する場合，OS種別
について，次の点に注意してください。
• バージョンが 08-02以前のマネージャの場合は，［項目設定］ダイアログボックスの
「OS種別」で「すべての OS」を選択してください。
• バージョンが 08-10以降のマネージャの場合は，［項目設定］ダイアログボックスの
「OS種別」で「Windows Vista」または「すべての OS」を選択してください。

●Windows Server 2008版 JP1/NETM/DM Clientのレジストリ情報を取得する場合，
OS種別について，次の点に注意してください。
• バージョンが 08-11以前のマネージャの場合は，［項目設定］ダイアログボックスの
「OS種別」で「すべての OS」を選択してください。 
• バージョンが 08-50以降のマネージャの場合は，［項目設定］ダイアログボックスの
「OS種別」で「Windows Server 2008」または「すべての OS」を選択してくださ
い。
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●Windowsのリソースとして保護されているファイルおよびレジストリを変更するジョ
ブはエラーになります。

●次に示すディレクトリまたはファイルにシンボリックリンク，ハードリンク，および
ジャンクションを設定しないでください。
• パッケージング時またはリモートインストール時に指定する，インストール先ディ
レクトリ

• リモートコレクトの対象となるディレクトリおよびファイル

上記のディレクトリおよびファイルにシンボリックリンク，ハードリンク，および
ジャンクションが設定されている場合，パッケージング，リモートインストール，お
よびリモートコレクトの処理の対象になりません。

●Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientがオフラインマシンの場合は，08-10以降
の JP1/NETM/DM Managerでインストールおよびインベントリ取得のための媒体を
作成してください。08-02以前の JP1/NETM/DMで作成した媒体をWindows Vista
版 JP1/NETM/DM Clientで実行した場合はエラーとなります。

●Windows Server 2008版 JP1/NETM/DM Clientがオフラインマシンの場合は，08-50
以降の JP1/NETM/DM Managerでインストールおよびインベントリ取得のための媒
体を作成してください。08-10以前の JP1/NETM/DMで作成した媒体をWindows 
Server 2008版 JP1/NETM/DM Clientで実行した場合はエラーとなります。

（2） クライアント側の注意事項

Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientを使用するときのクライアント側の注意事項
を次に示します。

●次に示す動作を実行する場合は，［ユーザーアカウント制御］ダイアログボックスが表
示されます。動作を実行する場合はプログラムの実行を許可してください。動作を実
行しない場合は，プログラムの実行をキャンセルしてください。
• クライアントのインストール
• クライアントセットアップの起動
• パッケージャの起動
• クライアントマネージャの起動
• オフラインによるインベントリ情報の取得
• オフラインインストールの実行

●シフト JISに変換できない文字は，「?」または「??」で表示されます。なお，JIS
コード第 3水準および第 4水準の文字を入力した場合は，文字が「?」として入力され
ます。

●ユーザの簡易切り替え機能を使用して，複数のユーザで 2008・Vista版 JP1/NETM/
DM Clientのアプリケーションを同時に実行することはできません。

●Windows Server 2008のリモートデスクトップ機能を利用して，JP1/NETM/DMをイ
ンストールおよび操作できます。ただし，使用できる機能に制限があります。制限さ
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れる機能については，マニュアル「構築ガイド」の「付録 B　ターミナルサービス環
境での JP1/NETM/DMの運用」を参照してください。
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付録 B　64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの機能
64ビット版 JP1/NETM/DM Clientは，OSがWindows Server 2003 (IPF)のコンピュー
タを，JP1/NETM/DMシステムのクライアントとして管理するために必要なプログラム
です。64ビット版 JP1/NETM/DM Clientをインストールすることで，OSがWindows 
Server 2003 (IPF)のコンピュータに対して，リモートインストールやインベントリの管
理などの JP1/NETM/DMの機能を使用できます。

なお，64ビット版 JP1/NETM/DM Clientはクライアントとしてだけ使用できます。中
継システムとしては使用できません。64ビット版の JP1/NETM/DM Client - Baseはあ
りません。

ここでは，OSが 32ビット版のWindowsのコンピュータにインストールできる JP1/
NETM/DM Clientを，32ビット版 JP1/NETM/DM Clientと呼びます。

64ビット版 JP1/NETM/DM Clientは，同じバージョンの 32ビット版 JP1/NETM/DM 
Clientと次に示す差異があります。

●ハードウェアに関する見積もり
前提となる CPU性能，メモリ所要量，およびディスク占有量が異なります。ハード
ウェアに関する見積もりについては，「付録 B.2　ハードウェアに関する見積もり」を
参照してください。

●使用できるコンポーネントと機能
使用できるコンポーネントと機能が異なります。使用できるコンポーネントと機能に
ついては，「付録 B.3　使用できるコンポーネントと機能差異」を参照してください。

●インストール手順
インストール手順が一部異なります。インストール手順については，「付録 B.4　64
ビット版 JP1/NETM/DM Clientのインストール」を参照してください。

付録 B.1　システム構成
64ビット版 JP1/NETM/DM Clientが混在する場合の JP1/NETM/DMのシステム構成
例を次の図に示します。
339



付録 B　64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの機能
図 B-1　64ビット版 JP1/NETM/DM Clientが混在するシステム構成例

64ビット版 JP1/NETM/DM Clientを使用することで，OSがWindows Server 2003 
(IPF)のコンピュータを，32ビット版 JP1/NETM/DM Clientと同様にクライアントとし
て管理できます。

付録 B.2　ハードウェアに関する見積もり
ここでは，64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの各コンポーネントを動作させるために
必要な CPU性能，およびメモリ所要量について説明します。また，各コンポーネントの
ディスク占有量についても説明します。

（1） CPU性能

64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの各コンポーネントを動作させるために必要な CPU
性能を次の表に示します。
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表 B-1　各コンポーネントに必要な CPU性能

（2） メモリ所要量

64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの各コンポーネントのメモリ所要量を次の表に示し
ます。

表 B-2　各コンポーネントのメモリ所要量

注※
a：描画用の一時バッファ（標準的なアプリケーションの場合，5メガバイト）
b：ファイル転送中の一時バッファ（2メガバイト）
c：接続用のバッファ（1メガバイト×接続コントローラ数）
d：チャットサーバ用のバッファ（2 +（0.1×接続数）メガバイト）
e：チャットクライアント用のバッファ（2 +（0.2×接続数）メガバイト）

（3） ディスク占有量

64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの各コンポーネントのディスク占有量を次の表に示
します。

表 B-3　各コンポーネントのディスク占有量

コンポーネント CPU性能

クライアント Itanium 2　733メガヘルツ以上

パッケージャ

リモートコントロールエージェント

コンポーネント メモリ所要量（メガバイト）

クライアント 168以上

パッケージャ 149以上

リモートコントロールエージェント a＋ b＋ c＋ d＋ e以上※

コンポーネント ディスク占有量
（メガバイト）

クライアント クライアント 25

付加機能 6

パッケージセットアップマネージャ 3

パッケージャ 17

リモートコントロールエージェント 26

オンラインヘルプ 1

JP1/NETM/DM Clientが共通に使用する領域 13
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付録 B.3　使用できるコンポーネントと機能差異
64ビット版 JP1/NETM/DM Clientは，32ビット版 JP1/NETM/DM Clientと比べて，
使用できるコンポーネントや機能に差異があります。ここでは，64ビット版 JP1/
NETM/DM Clientで使用できるコンポーネントと機能差異について説明します。

（1） 使用できるコンポーネント

64ビット版 JP1/NETM/DM Clientで使用できるコンポーネントについて次の表に示し
ます。

表 B-4　使用できるコンポーネント

（凡例）○：使用できる　×：使用できない

（2） 使用できる機能の差異

次に示す機能は，JP1/NETM/DMシステムでクライアントが 64ビット版 JP1/NETM/
DM Clientの場合は使用できません。

● AITファイルまたはレコーダファイルを使用したリモートインストール

●暗号化されたパッケージのリモートインストール

● 64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのパッケージング時でのコンポーネントの選択※

●パッケージデータの暗号化

●Microsoft Office製品・ウィルス対策製品の検索

●パッチ情報の取得

●オフラインマシンからのインベントリ情報と稼働情報の取得

●オフラインインストール

コンポーネント 使用の可否

クライアント クライアント ○

付加機能 ○

パッケージセットアップマネージャ ○

Visual Test 6.0による配布機能 ×

パッケージャ ○

リモートコントロール
エージェント

リモートコントロールエージェント ○

チャット ○

Automatic Installation Tool ×

スタートアップキット機能支援ツール ×

オンラインヘルプ ○
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●ソフトウェアの稼働状況の監視

●コンピュータに適用されていないパッチの検出

●クライアントへのメッセージ通知

●更新されたインベントリ情報の上位システムへの自動通知

●収集ファイルの暗号化

●「クライアントWebインストール」および「スタートアップキット機能支援ツール」
がインストールされている PCに対してのインストール制限

●パッケージの上書きインストール時にエラーが発生した場合の，インストール済み
パッケージの情報の保管

注※
64ビット版 JP1/NETM/DM Clientをパッケージングする場合，［コンポーネントの
選択］パネルは表示されません。

付録 B.4　64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのインストール
ここでは，64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのインストール手順について説明します。

64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのインストール手順を次の図に示します。
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図 B-2　64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのインストール手順

注※ 1
「一般ユーザ権限でのインストール機能」を使用すれば，インストールしたユーザ以
外でも 64ビット版 JP1/NETM/DM Clientを使用できます。

注※ 2
新規インストールの場合だけ表示されます。

注※ 3
新規インストールの場合，またはプログラムフォルダを作成していない環境への上
書きインストールの場合だけ表示されます。

注※ 4
「接続先の設定」で，「ダイヤルアップ接続」を選択した場合だけ表示されます。

JP1/NETM/DM Clientのプレインストール機能を使うと，1台のコンピュータでクライ
アント環境を作成し，そのハードディスクをコピーするだけでインストールを完了でき
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ます。JP1/NETM/DM Clientのプレインストール機能を使ったインストール方法につい
ては，マニュアル「構築ガイド」の「1.2.3　プレインストール機能を使用した JP1/
NETM/DM Client（クライアント）のインストール方法」を参照してください。

次に，各手順を説明します。

（1） ログオン

インストールするときは，Administrator権限を持ったユーザでコンピュータにログオ
ンしてください。このユーザが 64ビット版 JP1/NETM/DM Clientを操作するユーザに
なります。ただし，インストールしたあとセットアップ時に「一般ユーザ権限で使用す
る」の設定を有効にした場合は，インストールしたユーザ以外のユーザでも 64ビット版
JP1/NETM/DM Clientを使用できます。

（2） インストーラの起動

提供媒体を CD-ROMドライブに入れ，起動したインストーラの指示に従ってインストー
ルを進めます。インストーラが起動されない場合は，DISK1ディレクトリ下にある
jp1dmclt.msiを起動してください。

インストーラを起動すると，64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのインストールプログ
ラムが起動し，［ようこそ］ダイアログボックスが表示されます。

図 B-3　［ようこそ］ダイアログボックス

［次へ］ボタンをクリックするとインストールを続行します。インストールを中止すると
きは［キャンセル］ボタンをクリックします。また，以降のダイアログボックスで［戻
る］ボタンをクリックすると，一つ前のダイアログボックスに戻ります。
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（3） ユーザ情報の登録

ユーザの名前と所属を［ユーザ情報］ダイアログボックスで登録します。

図 B-4　［ユーザ情報］ダイアログボックス

ユーザ名
64ビット版 JP1/NETM/DM Clientを使用するユーザ名を，全角，半角の区別なく，
80文字以内で指定します。省略した場合は，OSのインストール時に設定したユー
ザ名が指定されます。

所属
64ビット版 JP1/NETM/DM Clientを使用するユーザの所属を，全角，半角の区別
なく，50文字以内で指定します。省略した場合は，OSのインストール時に設定し
た所属が指定されます。

（4） コンポーネントの選択

インストールするコンポーネントおよびサブコンポーネントを選択します。また，イン
ストール先のフォルダを変更できます。
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図 B-5　［カスタム セットアップ］ダイアログボックス

（a）コンポーネントの選択

インストールするコンポーネントおよびサブコンポーネントを選択します。サブコン
ポーネントは，コンポーネント名の下にツリー形式で表示されます。「クライアント」を
選択しないと，「クライアント」のサブコンポーネントは選択できません。選択できるコ
ンポーネントおよびサブコンポーネントについての説明を次の表に示します。

表 B-5　　選択できるコンポーネントおよびサブコンポーネント

コンポーネントおよびサブコンポーネント 説明

クライアント JP1/NETM/DMシステムのクライアントとして管理す
るために必要な機能です。

付加機能 ユーザが作成したプログラムを使って，クライアントを
操作するための機能です。通常はインストール不要で
す。

パッケージセットアップマネージャ 配布管理システムから配布されたソフトウェアを，クラ
イアント側からの指示でリモートインストールする機能
です。

パッケージャ リモートインストールするソフトウェアをパッケージン
グする機能を提供します。

リモートコントロールエージェント リモートコントロールでの，エージェントの機能を提供
します。

チャット リモートコントロールでのチャット機能です。

オンラインヘルプ JP1/NETM/DM Clientのオンラインヘルプを提供しま
す。
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コンポーネントの選択方法について確認したい場合は，［ヘルプ］ボタンをクリックして
ください。

インストールに必要なディスク容量，および現在使用できる空きディスク容量を確認し
たい場合は，［ディスク］ボタンをクリックしてください。

コンポーネント選択時の注意事項を次に示します。

●オンラインヘルプだけのインストールはできません。

● 64ビット版 JP1/NETM/Remote Control Agentがインストールされているコンピュー
タに対しては，64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのリモートコントロールエージェ
ントをインストールできません。64ビット版 JP1/NETM/Remote Control Agentをア
ンインストールしてからインストールしてください。

●バージョンアップ時は，インストールされていないコンポーネントおよびサブコン
ポーネントを追加できますが，すでにインストールされているコンポーネントおよび
サブコンポーネントは削除できません。

（b）インストール先フォルダの変更

64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのインストール先のフォルダを変更したい場合は，
［変更］ボタンをクリックしてください。

インストール先フォルダの変更時の注意事項を次に示します。

●インストール先フォルダは，新規インストールの場合だけ変更できます。

●インストール先フォルダにネットワークドライブを設定しないでください。ネット
ワークドライブを設定した場合，64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの動作は保証さ
れません。

（5） プログラムフォルダの編集

64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのアイコンの登録先となるプログラムフォルダを作
成するかどうか選択します。このダイアログボックスは，新規インストールの場合，ま
たはプログラムフォルダを作成していない環境への上書きインストールの場合だけ表示
されます。プログラムフォルダが作成済みの環境へ上書きインストールする場合は，既
存のプログラムフォルダが自動で使用されます。
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図 B-6　［プログラムフォルダの編集］ダイアログボックス

デフォルトでは，「作成する」が選択されています。「作成する」を選択した場合，
［JP1_NETM_DM Client］グループにアイコンが登録されます。

「作成しない」を選択した場合，GUIインストールモードのパッケージはインストールで
きなくなります。プログラムフォルダを作成しないで GUIインストールモードのパッ
ケージをインストールするには，次のどちらかで対処してください。

●「GUIモードインストーラの作成」チェックボックスをオンにする
この項目を選択すると，GUIインストールモードが使用できます。「クライアント」
をインストールすると，「GUIモードインストーラの作成」を選択できます。
なお，「GUIモードインストーラの作成」を選択した場合，プログラムフォルダは作
成されませんが，［NETM_DM_P スタートアップ］フォルダが作成される場合があり
ます。［NETM_DM_P スタートアップ］フォルダの作成については，「(10)　オプショ
ンの設定」を参照してください。

●インストール終了後に，64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのインストール先ディレク
トリ ¥BIN下の dmpsetup.exeを起動する

（6） ワークディレクトリの設定

このダイアログボックスは，「クライアント」をインストールする場合に表示されます。
各項目の右側の［変更］ボタンをクリックすると，それぞれのワークディレクトリを変
更できます。
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図 B-7　［ワークディレクトリの設定］ダイアログボックス

（a）ワークディレクトリの変更

クライアントがリモートインストールするときに使用する，各デフォルトワークディレ
クトリを変更できます。設定後に，［OK］ボタンをクリックすると，［ワークディレクト
リの設定］ダイアログボックスに戻ります。

図 B-8　ワークディレクトリを変更するダイアログボックス

インストールワークディレクトリ
クライアントがパッケージをインストールするときに使用するディレクトリのフル
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パスを，半角 127文字（全角 63文字）以内で指定します。
インストールワークディレクトリには，インストールするパッケージと同じ容量が
必要です。空き容量が 50メガバイト以上のドライブを指定することをお勧めしま
す。

インストール失敗時のリストア用バックアップディレクトリ
クライアントがリモートインストールするソフトウェアのバックアップを保存する
ディレクトリのフルパスを，半角 127文字（全角 63文字）以内で指定します。

（b）日立 PPインストールワークディレクトリの変更

日立プログラムプロダクトのインストールワークディレクトリ（NETMDMWKディレ
クトリ）のドライブを変更できます。設定後に［OK］ボタンをクリックすると，［ワー
クディレクトリの設定］ダイアログボックスに戻ります。

図 B-9　日立 PPインストールワークディレクトリを変更するダイアログボックス

日立 PPインストールワークディレクトリ作成ドライブ
日立プログラムプロダクトのインストールに使用するワークディレクトリを作成す
るドライブを選択してください。ネットワークドライブは指定しないでください。
ネットワークドライブを指定した場合，動作は保証されません。

「日立 PPインストール時に作成・削除する」チェックボックス
日立プログラムプロダクトをインストールしたあと，そのディレクトリを削除する
かどうかを選択できます。ディレクトリを削除する場合は，「日立 PPインストール
時に作成・削除する」チェックボックスをオンにします。デフォルトはチェック
ボックスがオンです。
「日立 PPインストール時に作成・削除する」チェックボックスをオンにした場合の
注意事項を次に示します。
• 作成したドライブに対して，「読み取り」，「書き込み」，および「削除」のアクセ
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ス権が必要です。これらのアクセス権が設定されていないと日立プログラムプロ
ダクトのインストールが失敗します。

•「日立 PPインストール時に作成・削除する」チェックボックスをオンにしても，
インストール後に NETMDMWKディレクトリが残る場合があります。その場合
は，コンピュータの再起動時，またはポーリング時に削除されます。

（7） クライアントの接続先の設定

クライアントが接続する上位システムを設定します。このダイアログボックスは，「クラ
イアント」をインストールする場合に表示されます。

なお，接続先はセットアップ時に変更できます。

図 B-10　［接続先の設定］ダイアログボックス

製品種別
クライアントが接続する上位システムの製品種別を，「JP1/NETM/DM Manager」
と「JP1/NETM/DM SubManager」から選択します。
32ビット版 JP1/NETM/DM Clientの中継システムに接続する場合は，「JP1/
NETM/DM SubManager」を選択してください。

接続先
クライアントの接続先のホスト名または IPアドレスを，半角 64文字以内で指定し
ます。
接続先が未定の場合は「?」を指定してください。「?」を指定したクライアントで
は，ローカルシステムビューアとシステム監視機能だけが使用できます。ほかの機
能は，上位システムへの接続が必要なため使用できません。
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また，プレインストール機能による 64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのインス
トールで，ハードディスクのコピー元となるコンピュータ環境を作成する場合は，
接続先に「*」を指定してください。接続先に「*」を指定すると，クライアントは
動作しません。
接続先を設定してから上書きインストールをする場合，「?」は指定できますが「*」
は指定できません。「*」を指定したい場合は，アンインストールするか，セット
アップで接続先を「*」に変更してからインストールし直してください。

（8） ネットワークの設定

クライアントが動作するネットワーク環境を選択します。選択したネットワーク環境に
応じて，上位システムへのポーリングのタイミングが設定されます。このダイアログ
ボックスは，「クライアント」をインストールする場合に表示されます。

ポーリングのタイミングの設定は，セットアップ時に変更できます。

図 B-11　［ネットワークの設定］ダイアログボックス

LAN
30分ごとにポーリングするように設定されます。

WAN
クライアントを起動したときだけポーリングするように設定されます。

ダイヤルアップ接続
ポーリングしないように設定されます。

［次へ］ボタンをクリックすると，「ダイヤルアップ接続」を選択した場合だけ［ダイヤ
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ルアップの設定］ダイアログボックスに進みます。「LAN」または「WAN」を選択した
場合は，［オプションの設定］ダイアログボックスに進みます。

（9） ダイヤルアップの設定

クライアントがダイヤルアップ接続する場合に使用する認証情報を設定します。

なお，この設定はセットアップ時に変更できます。

図 B-12　［ダイヤルアップの設定］ダイアログボックス

「ユーザ名」，「パスワード」，および「ドメイン」を設定してください。

（10） オプションの設定

処理中ダイアログの表示，および一般ユーザ権限でのクライアント使用の可否について
設定します。このダイアログボックスは，「クライアント」をインストールする場合に表
示されます。

なお，この設定はセットアップ時に変更できます。
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図 B-13　［オプションの設定］ダイアログボックス

処理中ダイアログ
クライアントで，ダウンロードやインストールなどを実行している間，実行処理中
であることを示すダイアログボックスを表示させるかどうかを選択します。デフォ
ルトは「処理中ダイアログを表示する」チェックボックスがオンです。

一般ユーザ権限
クライアントをインストールしたユーザ以外でも，パッケージをインストールでき
るように設定できます。
「一般ユーザ権限で使用する」チェックボックスをオンにすると，クライアントをイ
ンストールしたユーザ以外がログオンした状態でも，GUIインストールモードの
パッケージをインストールできます。そのため，Administrator権限を持たない
ユーザ（一般ユーザ）でも，パッケージをインストールできます。デフォルトは，
「一般ユーザ権限で使用する」チェックボックスがオンです。
一般ユーザ権限でのインストールの詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」
の「11.2.3　Windows NTの一般ユーザ権限でのインストール」を参照してくださ
い。

NETM_DM_Pスタートアップ
［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダを作成するかどうかを選択します。
［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダには，Windowsの［スタートアップ］グ
ループに登録されたプログラムを移動できます。そのため，Windowsの起動時に，
［スタートアップ］グループに登録されたプログラムの起動と，64ビット版 JP1/
NETM/DMによるシステム起動時インストールが重複し，リモートインストールに
失敗することを避けられます。
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［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダを作成する場合は，「NETM_DM_Pス
タートアップフォルダを作成する」チェックボックスをオンにしてください。デ
フォルトは，「NETM_DM_Pスタートアップフォルダを作成する」チェックボック
スがオフです。
スタートアッププログラムの移動の詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」
の「11.2.2　システム起動時インストールのための準備」を参照してください。
なお，［プログラムフォルダの選択］ダイアログボックスでプログラムフォルダの作
成について「作成しない」を選択し，かつ，「GUIモードインストーラの作成」を選
択しなかった場合，［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダは作成できません。

（11） パッケージャの接続先の設定

パッケージャの接続先を設定します。このダイアログボックスは，「パッケージャ」をイ
ンストールする場合に表示されます。

図 B-14　［接続先の設定］ダイアログボックス

製品種別
パッケージャの接続先の製品種別を，「JP1/NETM/DM Manager」と「JP1/NETM/
DM SubManager」から選択します。
32ビット版 JP1/NETM/DM Clientの中継システムに接続する場合は，「JP1/
NETM/DM SubManager」を選択してください。

接続先
パッケージャの接続先のホスト名または IPアドレスを，半角 64文字以内で指定し
てください。
356



付録 B　64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの機能
ダイヤルアップ接続
パッケージャがダイヤルアップ接続を使用して上位システムに接続する場合は，「ダ
イヤルアップ接続」チェックボックスをオンにしてください。

なお，この設定は，［JP1/NETM/DMパッケージャ］ウィンドウの［JP1/NETM/DMロ
グオン］ダイアログボックスで変更できます。

［次へ］ボタンをクリックするとインストールを続行します。ただし，「ダイヤルアップ
接続」を選択した場合だけ，次の設定に進む前に［ダイヤルアップの設定］ダイアログ
ボックスが表示されます。内容は，「クライアント」がダイヤルアップ接続する場合の設
定画面と同じです。詳細は「(9)　ダイヤルアップの設定」を参照してください。なお，
クライアントのダイヤルアップ接続とパッケージャのダイヤルアップ接続は別々に設定
します。どちらか一方をダイヤルアップ接続にしてもかまいません。

（12） リモートコントロールエージェントの注意事項の確認

新規に「リモートコントロールエージェント」をインストールする場合，［注意事項］ダ
イアログボックスが表示されます。

図 B-15　［注意事項］ダイアログボックス

注意事項の詳細は，マニュアル「JP1/NETM/Remote Control」を参照してください。

（13） インストールの開始

インストールの開始を確認する［インストールの開始］ダイアログボックスが表示され
ます。
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図 B-16　［インストールの開始］ダイアログボックス

インストール内容の確認および変更が必要な場合は，［戻る］ボタンをクリックして，該
当するダイアログボックスを表示します。

確認および変更が必要でなければ，［インストール］ボタンをクリックします。インス
トール状況を示すダイアログボックスが表示されて，インストールが開始されます。

（14） インストールの終了

インストールが終了すると，［インストールの終了］ダイアログボックスが表示されま
す。
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図 B-17　［インストールの終了］ダイアログボックス

「ReadMeの参照」，「JP1/NETM/DM Clientセットアップの起動」および「リモートコ
ントロールエージェントセットアップの起動」から，インストール終了後に行いたい操
作のチェックボックスをオンにし，［完了］ボタンをクリックしてください。インストー
ルが終了します。

「リモートコントロールエージェント」をインストールした場合は，再起動を要求するダ
イアログボックスが表示されます。CD-ROMドライブから提供媒体を取り出して，すぐ
に再起動するかあとで再起動するかを選択してください。

付録 B.5　64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのインストール
内容の変更
インストールしたコンポーネントを追加または削除するには，メンテナンスウィザード
を使用します。メンテナンスウィザードを使用すると，前回インストールした設定での
再インストールや，JP1/NETM/DM Clientのアンインストールもできます。

メンテナンスウィザードを起動するには，インストール済みの製品の CD-ROMからイン
ストーラを起動してください。同一バージョンのインストーラで上書きインストールす
ると，メンテナンスウィザードが起動します。［ようこそ］ダイアログボックスで［次
へ］ボタンをクリックすると，［プログラムの保守］ダイアログボックスが表示されま
す。
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図 B-18　［プログラムの保守］ダイアログボックス

「変更」，「修復」，または「削除」を選択します。それぞれの操作について説明します。

変更
新しいコンポーネントを追加したい場合や，インストール済みコンポーネントの一
部を削除したい場合に選択します。
「変更」を選択して［次へ］ボタンをクリックすると，［カスタムセットアップ］ダ
イアログボックスが表示されます。以降のダイアログボックスで，種別やインス
トールコンポーネントを変更し，新規インストールの場合と同様にインストールを
進めてください。インストールが終了すると，［メンテナンスの完了］ダイアログ
ボックスが表示されます。

修復
前回インストールしたすべてのコンポーネントを再インストールしたい場合に選択
します。
「修復」を選択して［次へ］ボタンをクリックすると，［インストールの開始］ダイ
アログボックスが表示されます。［インストール］ボタンをクリックすると，再イン
ストールが開始されます。再インストールが終了すると，［メンテナンスの完了］ダ
イアログボックスが表示されます。

削除
すべてのコンポーネントを削除し，JP1/NETM/DM Clientをアンインストールした
い場合に選択します。
「削除」を選択して［次へ］ボタンをクリックすると，［プログラムの削除］ダイア
ログボックスが表示されます。［プログラムの削除］ダイアログボックスについて
は，「付録 B.6(2)　アンインストールの手順」を参照してください。アンインストー
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ルが終了すると，［メンテナンスの完了］ダイアログボックスが表示されます。

付録 B.6　64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのアンインス
トール
ここでは，64ビット版 JP1/NETM/DM Clientをアンインストールするときの注意事項
と，アンインストール方法について説明します。

（1） アンインストールする前に

64ビット版 JP1/NETM/DM Clientをアンインストールするときの注意事項を次に示し
ます。

●アンインストールする場合は，Administrator権限，またはアンインストールするプ
ログラムをインストールした管理者ユーザ名でログオンしてください。

● 64ビット版 JP1/NETM/DM Clientのプログラムを終了させてから，アンインストー
ルを実行してください。アイコングループから起動する 64ビット版 JP1/NETM/DM 
Clientのプログラム実行時にアンインストールを実行すると，異常終了する場合があ
ります。

● 64ビット版 JP1/NETM/DM Clientがインストールされたマシンで，1台のマシンに
複数のユーザが各ユーザ IDでログオンしている場合，セットアップで
「NETM_DM_Pスタートアップフォルダを作成する」チェックボックスをオンにする
と，ユーザごとに［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダが作成されます。64
ビット版 JP1/NETM/DM Clientをアンインストールしたときは，アンインストール
を実行したユーザの［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダだけが削除されます。
そのほかのユーザは，各自で［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダを削除して
ください。

●アンインストール時に，「上位システムが管理するシステム構成情報から，このホスト
の情報を削除します。」に対して「はい」を選択した場合，そのホストのホスト識別子
管理ファイルが削除されるため，ホスト識別子が無効になります。

（2） アンインストールの手順

64ビット版 JP1/NETM/DM Clientをアンインストールするには次の二つの方法があり
ます。

●メンテナンスウィザードの「削除」を選択してアンインストールする
［プログラムの削除］ダイアログボックスが表示されます。
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図 B-19　［プログラムの削除］ダイアログボックス

［削除］ボタンをクリックすると，アンインストールが開始されます。アンインストー
ルが終了すると，［メンテナンスの完了］ダイアログボックスが表示されます。

●［コントロールパネル］の［プログラムの追加と削除］からアンインストールする
64ビット版 JP1/NETM/DM Clientを削除するかどうか確認するダイアログボックス
が表示されます。［はい］ボタンをクリックすると，アンインストールが開始されま
す。

「クライアント」がインストールされている場合，上位システムに登録されているクライ
アントの情報を削除するかどうか選択するダイアログボックスが表示されます。ダイア
ログボックスで［はい］をクリックした場合，アンインストール中に［キャンセル］ボ
タンをクリックしても，上位システムに登録されているクライアントの情報は削除され
ます。
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付録 C　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientの機能
Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientの機能について説明します。

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientは，PDAを JP1/NETM/DMのクライアントと
して利用するための，JP1 Version 7iのプログラムです。PDAにWindows CE版 JP1/
NETM/DM Clientをインストールすると，これらの携帯情報端末へジョブを実行した
り，これらからインベントリ情報を収集したりできます。

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのシステム構成を次の図に示します。

図 C-1　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのシステム構成

付録 C.1　サポートするハードウェアと OS
Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientがサポートするハードウェアと搭載 OSを次に示
します。

付録 C.2　接続できる上位システムのバージョン
Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientが接続できる上位システムのプログラムのバー

ハードウェア 搭載 OS

日立　NPD-20JWL Windows CE .NET 4.1
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ジョンを次に示します。

• Windows版 JP1/NETM/DM Manager 07-00以降
• Windows版 JP1/NETM/DM SubManager 07-00以降

付録 C.3　メモリおよびディスク占有量
Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのメモリ所要量およびディスク占有量を次に示
します。

（1） メモリ所要量

（2） ディスク占有量

（3） パッケージのインストール時のディスク占有量

パッケージをインストールするときのディスク占有量の計算式を次に示します。算出式
に使用する値はクラスタサイズで切り上げてください。

ディスク占有量（単位：バイト）=PCn× (944＋ 2500)＋Σ(RPSz)＋MAX(RPSz)＋
Σ(APSz)＋ PCn× 300

PCn
同時にリモートインストールするパッケージ数

RPSz
パッケージのサイズ。次の式で算出してください。
(パッケージ対象のファイル数＋ディレクトリ数 )× 80＋リモートインストー
ルするプログラムプロダクトの媒体内でのサイズ

APSz
インストール後のプログラムプロダクトのサイズ。バージョンアップ版を配布
する場合は，旧バージョンとの差分のサイズになります。

Σ(RPSz)

機能 メモリ所要量

クライアント • 実行時
850キロバイト

機能 ディスク占有量

クライアント 950キロバイト

クライアント管理情報の保管 クライアント内パッケージ数× 1.0（単位：キロバイト）

パッケージ（ユーザデータ，ユーザプ
ログラム）のインストール

「(3)　パッケージのインストール時のディスク占有量」を参
照してください。

リモートコレクト（ジョブ実行時に一
時的に使用する）

「(4)　リモートコレクト時のディスク占有量」を参照してく
ださい。
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RPSzの合計値

Σ(APSz)
APSzの合計値

MAX(RPSz)
RPSzの最大値

（4） リモートコレクト時のディスク占有量

リモートコレクト時のディスク占有量の計算式を次に示します。

ディスク占有量（単位：バイト）=PCn× (944＋ 2500)＋MAX(RPSz)＋ 944

PCn
同時に収集するファイル数

RPSz
1ジョブで収集するアーカイブ後のデータのサイズ。次の式で算出してくださ
い。
(収集するファイル数＋ディレクトリ数 )× 80＋ 1ジョブで収集するファイル
の合計サイズ

MAX(RPSz)
RPSzの最大値

付録 C.4　サポートする機能一覧
クライアントのマシンが PDAの場合，JP1/NETM/DM Clientで収集できる情報や JP1/
NETM/DM Clientで使用できる機能に制限があります。ここでは，Windows CE版
JP1/NETM/DM Clientで使用できる機能，およびWindows CE版 JP1/NETM/DM 
Clientをインストールした PDAに対して上位システムから実行できる機能について説明
します。

次の機能は使用できません。

●パッケージャによるパッケージング

●リモートコントロール機能

●WWWブラウザを利用した JP1/NETM/DM Clientのインストールとセットアップ
（クライアントWebインストール）

● JP1/NETM/DM Administrator Kitを利用した JP1/NETM/DM Clientのインストー
ルとセットアップ

●暗号化されたパッケージのリモートインストール

（1） Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientで使用できる機能

JP1/NETM/DM Clientの機能のうち，Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientで使用で
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きる機能を表 C-1～表 C-3に示します。

表 C-1　クライアント基本機能

機能名 項目 内容 使用の可否

システム構成情
報

運用キー ホスト名の運用 ○

IPアドレスの運用 ○

ホスト識別子の運用 ○

システム構成の自動
登録

新規インストール時のシステム構成自動登
録

○

設定変更時のシステム構成自動登録 ○

システム構成の削除 ○

ネットワーク関
連

接続形態 LAN ○

WAN ×

自動ダイヤリング ×

ポーリング 手動ポーリング ○

形態 定期ポーリング（起動時 1回） ×

定期ポーリング（一定間隔） ×

定期ポーリング（1日 1回設定時刻） ×

定期ポーリング（1日 1回起動時） ×

マルチポーリング※ ホットスタンバイ（障害時に待機の中継シ
ステムに切り替え）

○

マルチホスト（複数の中継システムへの
ポーリング）

○

接続対象 JP1/NETM/DM Manager（PC） ○

JP1/NETM/DM SubManager（PC） ○

JP1/NETM/DM Manager（UNIX） ×

JP1/NETM/DM SubManager（UNIX） ×

サーバからの TCPプロトコルによる起動要求 ×

起動要求 UDPプロトコルによる起動要求 ×

複数 LAN接続対応 ネットワークアダプタが複数存在する環境
での運用

×

接続先の自動設定 実行要求の送信による接続先の自動設定 ×

上位接続先情報ファイル（dmhost.txt）に
よる接続先の自動設定

×

ID ID登録（GUI） ユーザによる IDへの登録 ×

IDジョブ IDジョブの実行制御 ○
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クライアント制
御

常駐 /非常駐切替 クライアントが常駐する /しないの切り替
え

×

ジョブ制御 ユーザ主導によるジョブ実行（GUI） ○

ユーザによるジョブの保留・キャンセル ×

インベントリ情報の
自動通知

更新されたインベントリ情報の上位システ
ムへの自動通知

×

クライアントの起
動・終了

クライアントマネージャ（GUI）によるク
ライアントの起動・終了

×

スタートアップ移行 ［スタートアップ］グループのプログラム
を［NETM_DM_Pスタートアップ］フォ
ルダに移動

×

一般ユーザ権限 一般ユーザ権限でのクライアント操作 ×

PCの再起動 インストール後のクライアント PCの自動
再起動

×

差分通知の抑止 ジョブのインストール /収集待ち通知の抑
止

×

クライアント制御 クライアント制御によるリモート起動と
シャットダウン

×

障害関連 ログ出力 ログファイル ○

イベントビューア ×

リトライ処理 接続時，通信エラー時のリトライ ○

ジョブ実行失敗の場合のリトライ ×

未送信通知ファイルの送信 ×

ダンプ機能 プロトコルダンプ ○

デスクトップ関
連

処理中ダイアログ 処理中ダイアログの表示 ○

ダイアログのカスタマイズ ×

サーバ主導の処理中ダイアログの表示 ×

バックアップ /
リストア

バックアップ リモートインストール前に旧バージョンを
バックアップ

×

リストア バックアップした旧バージョンをリストア ×

配布方法 分割配布 分割されたパッケージの受信 ×

マルチキャスト配布 マルチキャスト配布されたジョブの受信 ×

圧縮 圧縮方式 互換モード圧縮 圧縮 ×

解凍 ×

高圧縮 圧縮 ×

解凍 ○

ジョブの中断・
再開

中断 ジョブの中断 ×

機能名 項目 内容 使用の可否
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（凡例）○：使用できる　×：使用できない

注※
Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientの場合のマルチポーリングは，ポーリングのしかたが
JP1/NETM/DM Clientとは異なります。詳細については，「付録 C.8　Windows CE版 JP1/
NETM/DM Clientでのマルチポーリング」を参照してください。
　

表 C-2　インストールとセットアップ

（凡例）○：使用できる　×：使用できない

　

表 C-3　コマンド

再開 ジョブの再開 ×

中断中の配布 中断中のジョブ配布 ×

システム監視と
アラート通知

システム監視 ハードウェアの異常を監視 ×

アラート通知 ハードウェアの異常を上位システムに通知 ×

ローカルシステム
ビューア

クライアント情報の表示とシステム監視の
条件設定

×

機能名 項目 内容 使用の可否

インストール InstallShield InstallShieldスクリプトによるインス
トール制御

×

コンポーネントのイ
ンストール

クライアントのインストール対象ファイル
をコピー

○

サブコンポーネント サブコンポーネント単位のインストール ×

システム構成の自動
登録

インストール終了時にシステム構成を自動
登録

○

アンインストー
ル

コンポーネント インストールしたファイルを削除 ○

サブコンポーネント サブコンポーネント単位のアンインストー
ル

×

システム構成の削除
通知

アンインストール開始時にシステム構成の
削除通知を発行

○

セットアップ セットアップ 上位接続先の設定 ○

詳細設定 ○

セットアップの保護 パスワードによるセットアップ情報の保護 ×

機能名 内容 使用の可否

バックアップファイルの確認 dmpbklstコマンド ×

機能名 項目 内容 使用の可否
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（凡例）×：使用できない

（2） 上位システムから実行できる機能

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientをインストールした PDAに対して，上位システ
ムから実行できる機能について表 C-4～表 C-7に示します。

なお，Windows CE版 JP1/NETM/DM Client用にパッケージを作成する場合，
Windows版のバージョン 07-00以降のパッケージャを使用してください。

表 C-4　ソフトウェアの配布機能（リモートインストール）

バックアップファイルの削除 dmpbkdelコマンド ×

リストアの再試行 dmprcvryコマンド ×

機能名 項目 内容 使用の可否

PUSH型 リモートイン
ストール

サーバ主導によるリモートインストール ×

ユーザ主導（ポーリング）によるリモートインストー
ル

○

オフラインイ
ンストール

ネットワークを介さないインストール ×

PULL型 クライアント
インストール

パッケージセットアップマネージャ（GUI） ×

インストール 自動 ×

方法 手動 ×

配布設定 システム条件 上書インストールの可否 ○

ハードディスクの空き容量 ×

CPU種別 ×

コプロセッサ有無 ×

実メモリ容量 ×

ユーザ利用可能メモリ容量 ×

GDIシステムリソース容量 ×

OSバージョン ×

ドライブ（A～ Z） ×

ドライブ（1～ 9） ○

ディレクトリ※ 1 ○

ソフトウェア 指定パッケージのインストール状態 ×

条件 指定パッケージのバージョンチェック ×

アイコン作成 アイコン，ショートカットの作成 ×

機能名 内容 使用の可否
369



付録 C　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientの機能
（凡例）○：使用できる　×：使用できない

注※ 1

外部プログラ
ム起動※ 2

インストール
直前に起動

パスの指定 ○

外部プログラ
ム用詳細設定

外部プログラムの
時間監視

○

外部プログラムの
処理結果の取得

○

処理結果エラー時
の取り扱い

○

インストール
直後に起動

パスの指定 ○

外部プログラ
ム用詳細設定

外部プログラムの
時間監視

○

外部プログラムの
処理結果の取得

○

処理結果エラー時
の取り扱い

○

インストールエラー時に起動 ×

外部プログラム監視時間 ○

パッケージ種
別

日立プログラムプロダクト（標準仕様） ×

日立プログラムプロダクト（Groupmax関連） ×

日立プログラムプロダクト（InstallShield対応） ×

日立プログラムプロダクト（クライアント自身の配
布）

○

日立プログラムプロダクト（OpenTP1） ×

差分パッケージ ×

他社ソフトウェア ×

ユーザデータ ○

インストール
方法※ 3

GUIインストールモード ×

バックグラウンドインストールモード ×

インストール
タイミング

通常インストール ○

システム起動時インストール ×

システム停止時インストール ×

インストール
日時

指定日時のインストール実行 ×

機能名 項目 内容 使用の可否
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インストール先ディレクトリのパスの合計は半角 64文字以内です。

注※ 2
外部プログラムのパスを指定する場合，次に示す注意事項があります。
• 指定できるパスの長さには次の制限があります。パスの長さは，パスと引数の合
計になります。

• パッケージャまたはリモートインストールマネージャから外部プログラムのパス
を指定する場合は，パスの長さがチェックされません。

• Windows CE版 JP1/NETM/DM Client用にパッケージを作成し，かつ外部プログ
ラムのパスに仮想ドライブ文字（例：1:¥）を使う場合は，外部プログラムのパス
全体を「"」で囲んでください。

（例）
"1:¥temp¥abc.exe"
"1:¥temp¥abc.exe"  /引数 (ユーザ指定 )

注※ 3
指定しても無視されます。「バックグラウンドインストールモード」が仮定されま
す。

　

表 C-5　インベントリ情報の管理機能

インストール直前の インストール直後の外部プログラム

外部プログラム あり なし

あり 直後 +直前のパスの合計が半角 62文字
以内

半角 60文字以内

なし 半角 64文字以内 パスの指定は不要

機能名 項目 内容 使用の可否

ハードウェアイ
ンベントリ

システム情報※ すべてのハードウェア情報の取得 ○

変更部分のハードウェア情報だけ取得 ×

レジストリ収集 レジストリ収集項目の転送 ×

レジストリ情報の送信 ×

ユーザインベン
トリ

ユーザ情報設定 ユーザ情報設定ダイアログ（GUI） ×

ユーザ情報取得 ユーザ情報設定項目の転送 ×

ユーザ情報の送信 ×

ソフトウェア情
報

JP1/NETM/DMでイ
ンストールしたソフ
トウェアを検索

JP1/NETM/DMによって配布されたソフ
トウェアの検索

×
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（凡例）○：使用できる　×：使用できない

注※
システム情報として取得できる情報については，「(3)　取得できるシステム情報」を参照してく
ださい。

　

表 C-6　ファイル収集機能（リモートコレクト）

すべてのソフトウェ
アを検索

デフォルトリストによる検索 ×

ユーザ指定の検索リストによる検索 ×

検索対象ディレクトリの指定 ×

適用されているパッチの情報，および適用
されていないパッチの情報の取得

×

「アプリケーションの
追加と削除」のソフ
トウェアを検索

［アプリケーションの追加と削除］または
［プログラムの追加と削除］で表示される
ソフトウェアだけの検索

×

ファイルを検索 検索対象ディレクトリ /ファイルの指定 ×

検索除外ディレクトリ /ファイルの指定 ×

全検索結果の通知 ×

検索結果の差分通知 ×

ソフトウェア情報管
理

配布パッケージの管理 ○

ソフトウェア検索結果の管理 ×

ファイル検索結果の管理 ×

Microsoft Office製品とウィルス対策製品
の管理

×

実行制御 実行間隔 毎日実行 ×

毎週実行 ×

毎月実行 ×

実行日時 実行日時の指定 ×

実行タイミング システム稼働中実行 ○

システム起動時実行 ×

システム停止時実行 ×

情報収集方法 オフラインマシンからのインベントリ取得 ×

機能名 項目 内容 使用の可否

リモートコレクト 収集対象※ 1 リモートコレクトの対象として設定した
ファイルまたはディレクトリ

○

機能名 項目 内容 使用の可否
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（凡例）○：使用できる　×：使用できない

注※ 1
収集対象のパスを指定する場合は，次の点に注意してください。
• パッケージャまたはリモートインストールマネージャから外部プログラムのパス
を指定する場合は，パスの長さがチェックされません。

• 指定できるパスの長さは半角 63文字以内です。64文字以上を指定した場合は先
頭から 63文字が有効となります。

• 収集対象ファイルまたはディレクトリは一つだけ指定できます。複数指定した場
合，先頭の指定だけ有効になります。

注※ 2
指定しても無視されます。「クライアント稼働中」が仮定されます。

注※ 3
指定しても無視されます。「圧縮なし」が仮定されます。

注※ 4
外部プログラムのパスを指定する場合は，次の点に注意してください。
• パスの長さは，パスと引数の合計になります。収集前および収集後共に半角 63文
字以内で指定してください。

• パッケージャまたはリモートインストールマネージャから外部プログラムのパス
を指定する場合は，パスの長さがチェックされません。

• Windows CE版 JP1/NETM/DM Client用にパッケージを作成し，かつ外部プログ
ラムのパスに仮想ドライブ文字（例：1:¥）を使う場合は，外部プログラムのパス
全体を「"」で囲んでください。

（例）
"1:¥temp¥abc.exe"

収集ファイル格納
ディレクトリ

リモートコレクトしたファイルをどのディ
レクトリに格納するかを指定

○

収集タイミング※
2

クライアント稼働中 ×

クライアント起動時 ×

圧縮指定※ 3 圧縮有無 ×

クライアントでの
外部プログラム起
動※ 4

収集直前 ○

収集直後 ○

収集エラー時 ×

許可 リモートコレクト許可サーバの設定 ×

機能名 項目 内容 使用の可否
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"1:¥temp¥abc.exe"  /引数 (ユーザ指定 )

　

表 C-7　クライアントの管理機能

（凡例）×：使用できない

（3） 取得できるシステム情報

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientをインストールした PDAから取得できるシステ
ム情報を，次の表に示します。

表 C-8　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientから取得できるシステム情報

機能名 内容 使用の可否

クライアントへのメッセージ通知 管理者からクライアントへメッセージを
通知する

×

ソフトウェアの稼働状況の監視 ソフトウェアの稼働監視 ×

取得できるシステム情報 取得の可否

クライアントバージョン ○

コンピュータ名 ○

マシン種別 ×

OS ○

OSファミリー名 ×

OSバージョン ○

OSサブバージョン ×

OSビルド番号 /OSパッチ情報 ○

OSライセンス情報 ×

WMI ×

Windows Installer ×

MBSA ×

Windows Update Agent ×

ドメイン種別 ×

会社名 ○

所有者名 ○

CPUタイプ ○

コプロセッサ ○

CPUクロック数 ×

プロセッサ数 ○
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実メモリ容量※ 1 ○

利用可能ユーザメモリ容量※ 2 ○

利用可能システムリソース容量 ×

製造元 ×

モデル ×

ドライブの種類 ×

空きハードディスク容量 ○

全ディスク容量 ○

ビデオドライバ ×

ビデオチップ ×

VRAM容量 ×

画面情報 ○

ネットワークアダプタ ×

サブネットマスク ×

デフォルトルータアドレス ×

MACアドレス ×

コンピュータの説明 ×

インターネットエクスプローラバージョン ×

IEパッチ情報 ×

ドメイン /ワークグループ ×

ログオンユーザ名 ×

ユーザフルネーム ×

ユーザの説明 ×

OSシリアルナンバー ×

ロケール ○

OSの言語 ○

現在のタイムゾーン ○

OSインストール日時 ×

最終起動日時 ×

ブートデバイス ×

Windowsディレクトリ ×

システムディレクトリ ×

CPU外部クロック数 ×

メモリスロットの容量 ×

取得できるシステム情報 取得の可否
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物理メモリの空き容量 ×

仮想メモリの全容量 ×

仮想メモリの空き容量 ×

ページファイルの容量 ×

マシン UUID ×

マシンシリアルナンバー ×

BIOS製造元 ×

BIOSリリース日時 ×

BIOSバージョン ×

BIOSバージョン（SMBIOS） ×

AMTファームウェアバージョン ×

プライマリバス種別 ×

セカンダリバス種別 ×

キーボード ×

マウス ×

マウスのボタン数 ×

ファイルシステム ×

ハードディスクのモデル ×

ハードディスクの容量 ×

ハードディスクのインタフェース ×

ハードディスクのパーティション数 ×

CD-ROMドライブ ×

モニタ種別 ×

サウンドカード製造元 ×

サウンドカード製品名 ×

IPアドレス ○

プライマリ DNSサーバアドレス ×

セカンダリ DNSサーバアドレス ×

DHCP ×

DHCPサーバアドレス ×

DHCPリース期限日時 ×

DHCPリース取得日時 ×

WINSサーバアドレス ×

プリンタ名 ×

取得できるシステム情報 取得の可否
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（凡例）○：取得できる　×：取得できない

注※ 1
リモートインストールマネージャのシステム情報に表示される実メモリ容量は，NPD-20JWL
のプログラム実行用メモリの値です。プログラム実行用メモリの値は，プログラム切り替えボ
タンから［設定］－［コントロールパネル］を選択し，［システム］の［メモリ］を選択して表
示される画面で確認できます。

注※ 2
リモートインストールマネージャのシステム情報に表示される利用可能ユーザメモリ容量は，
実メモリ容量中でユーザが実際に利用できる値が表示されます。

（4） ドライブ文字の指定方法

Windows CEには，「C:」「D:」など，英字のドライブ文字の概念がありません。した
がって，外部記憶装置に対応するドライブにデータをインストールするには，JP1/
NETM/DMで使用している「1:」，「2:」などの仮のドライブ文字を使用してください。

次にWindows CEでのドライブの指定方法を示します。

（a）仮のドライブ文字を指定する方法

Windows CEのクライアントでは，仮のドライブ文字を指定すると次のように認識され
ます。

プリンタドライバ ×

プリンタ用紙サイズ ×

プリンタ種別 ×

プリンタ共有名 ×

プリンタサーバ名 ×

プリンタポート ×

モニタの電源を切る（AC） ×

モニタの電源を切る（DC） ×

プロセッサ調整（AC） ×

プロセッサ調整（DC） ×

ハードディスクの電源を切る（AC） ×

ハードディスクの電源を切る（DC） ×

システムスタンバイ /スリープ（AC） ×

システムスタンバイ /スリープ（DC） ×

システム休止状態（AC） ×

システム休止状態（DC） ×

取得できるシステム情報 取得の可否
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注※
NPD-20JWLでは，マルチメディアカードおよび SDカードのスロットが共通のため，どちら
か一つを使用できます。また，PCカードと CFカードも，どちらか一つを使用できます。

通常，NPD-20JWLにマルチメディアカードまたは SDカードを差し込むと，「MMC_SD 

Card」の名称でディレクトリが作成されます。しかし，NPD-20JWLの利用者がすでに
「MMC_SD Card」というディレクトリを作成したあとにマルチメディアカードまたは SD
カードを差し込んだ場合，名称が「MMC_SD Card」にならないことがあります。このよ

うな場合は，上の表のとおりに認識されないことがあります。

付録 C.5　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのインストー
ル

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientをインストールするには，ユーザインストール
とリモートインストールの二つの方法があります。

ユーザインストール
作成したインストール媒体を PDAへコピーし，直接インストールを実行する方法で
す。

リモートインストール
作成したインストール媒体をパッケージングし，クライアントに配布する方法です。

各インストールの手順を図 C-2および図 C-3に示します。

仮の
ドライブ文字

Windows CEでのディレクトリ 表示されるディレクトリ名

1: オブジェクトストア ¥

2: マルチメディアカードまたは SDカード※ MMC_SD Card

3: PCカードまたは CFカード※ メモリ カード
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図 C-2　ユーザインストールの手順

1. Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのインストール媒体を作成する。
インストール媒体の作成方法については，「(1)　インストール媒体の作成」を参照し
てください。

2. 作成したインストール媒体をクライアントとする PDAにコピーする。
コピーについては，「(2)　インストール媒体のコピー（ユーザインストールの場合）」
を参照してください。

3. インストールおよびセットアップを実行する。
実行方法については，「(4)　ユーザインストールの場合のインストールとセットアッ
プ」および「(6)　セットアップ情報ファイルの設定方法」を参照してください。

4. システム構成を自動登録する。
インストールおよびセットアップの完了後，システム構成を自動登録します。登録方
法については，「(7)　システム構成の自動登録」を参照してください。
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図 C-3　リモートインストールの手順

1. Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのインストール媒体を作成する。
インストール媒体の作成方法については，「(1)　インストール媒体の作成」を参照し
てください。

2. 作成したインストール媒体をパッケージングする。
パッケージングについては，「(3)　インストール媒体のパッケージング（リモートイ
ンストールの場合）」を参照してください。

3. パッケージを配布（リモートインストール）する。
インストールとセットアップについては，「(5)　リモートインストールの場合のイン
ストールとセットアップ」を参照してください。

4. システム構成を自動登録する。
リモートインストールの完了後，システム構成を自動登録します。登録方法について
は，「(7)　システム構成の自動登録」を参照してください。

以降，Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのインストール方法を説明します。

（1） インストール媒体の作成

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのインストール媒体作成方法について説明しま
す。

（a）インストーラの起動

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientは，CD-ROMで提供しています。CD-ROMを
CD-ROMドライブに入れてください。Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのインス
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トールプログラムが起動し，［JP1/NETM/DM Client Windows CE用インストール媒体
作成］ダイアログボックスが表示されます。

図 C-4　［JP1/NETM/DM Client Windows CE用インストール媒体作成］ダイアログボッ
クス

［次へ］ボタンをクリックすると，インストール媒体の作成を続行します。インストール
媒体の作成を中止する場合は［キャンセル］ボタンをクリックします。

（b）プログラムの説明

プログラムの説明が表示されます。

図 C-5　［プログラムの説明］ダイアログボックス
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［次へ］ボタンをクリックすると，インストール媒体の作成を続行します。インストール
媒体の作成を中止する場合は［キャンセル］ボタンをクリックします。

（c）作成領域の選択

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientインストール媒体の作成先フォルダを指定しま
す。

図 C-6　［作成領域の選択］ダイアログボックス

インストール媒体の作成先フォルダは変更できます。インストール媒体の作成先フォル
ダを変更する場合の注意事項を次に示します。

●インストール媒体の作成先フォルダの最後に，「¥」を付けないでください。

●インストール媒体の作成先フォルダに，ドライブ名だけを指定しないでください。

［次へ］ボタンをクリックすると，インストール媒体の作成を続行します。ここで指定し
たフォルダ下に disk1フォルダが作成され，必要なファイルが格納されます。これがイ
ンストール媒体となります。すでに disk1フォルダが存在する場合は，既存の disk1
フォルダを削除してから disk1フォルダを再作成します。指定したフォルダに媒体を作
成するのに十分な空き容量がない場合は，［次へ］ボタンをクリックすると警告メッセー
ジが表示されます。インストール媒体の作成先フォルダを指定し直してください。

（d）媒体内容の確認

インストール媒体作成先フォルダ，およびインストールコンポーネントを確認します。
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図 C-7　［媒体内容の確認］ダイアログボックス

確認後，変更が必要な場合は［戻る］ボタンをクリックします。［次へ］ボタンをクリッ
クすると，ファイルのコピーが開始されます。

（e）インストール媒体作成の完了

ファイルのコピーが終了すると，［JP1/NETM/DM Client Windows CE用インストール
媒体作成の完了］ダイアログボックスが表示されます。

図 C-8　［JP1/NETM/DM Client Windows CE用インストール媒体作成の完了］ダイアロ
グボックス

［完了］ボタンをクリックすると，インストール媒体の作成が終了します。
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（2） インストール媒体のコピー（ユーザインストールの場合）

ユーザインストールの場合，作成したインストール媒体（disk1フォルダ）を PDAにコ
ピーします。コピーには，グレードルや各種のメモリカードを使用してください。

（3） インストール媒体のパッケージング（リモートインストールの場
合）

リモートインストールの場合，作成したインストール媒体（disk1フォルダ）をパッケー
ジングします。また，作成したパッケージを配布するためにジョブを作成・実行します。
パッケージングの方法については，マニュアル「運用ガイド 1」の「2.1　パッケージン
グの方法」を参照してください。ジョブの作成・実行については，マニュアル「運用ガ
イド 1」の「2.3　リモートインストールの実行」を参照してください。

（4） ユーザインストールの場合のインストールとセットアップ

ユーザインストールの場合，インストール，セットアップとも手動で実行します。ただ
し，次の場合はインストールが中断されるのでご注意ください。

●空き容量がない

●インストーラまたはアンインストーラが起動中

●クライアントが起動中

手動によるインストールとセットアップの方法を次に示します。インストールのあと，
続けてセットアップが開始されます。

1. disk1フォルダ下の Setup.exeをタップする。
Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのインストールが開始されます。インストー
ルが正常に終了すると，セットアップ情報ファイル（NETMDMP.TXT）が開きます。

2. セットアップ情報ファイルに，クライアントの動作に必要なパラメタを設定する。
「HostName」は必ず設定してください。それ以外のパラメタは，必要に応じて設定
します。セットアップ情報ファイルの内容と設定方法については，「(6)　セットアッ
プ情報ファイルの設定方法」を参照してください。

3. セットアップ情報ファイルを上書き保存する。
セットアップ情報ファイルの設定内容がWindows CE版 JP1/NETM/DM Client環境
に反映されます。

なお，セットアップ情報は，インストール時に設定したあとでも変更できます。セット
アップ情報の変更方法については，「付録 C.7(2)(b)　セットアップ情報を変更する」を参
照してください。

（5） リモートインストールの場合のインストールとセットアップ

リモートインストールの場合は，ポーリングすることでWindows CE版 JP1/NETM/DM 
Clientのインストールとセットアップが自動的に実行されます。ただし，次の場合はイ
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ンストールが中断されるのでご注意ください。

●空き容量がない

●インストーラまたはアンインストーラが起動中

●クライアントが起動中（リモートインストールの場合，クライアントが停止するまで
待機となります）

リモートインストールでは，セットアップ情報は自動設定されるので，インストール時
には設定内容を変更できません。インストール後にセットアップ情報を変更する方法に
ついては，「付録 C.7(2)(b)　セットアップ情報を変更する」を参照してください。

（6） セットアップ情報ファイルの設定方法

セットアップ情報ファイル（NETMDMP.TXT）には，クライアントの動作に必要なパラ
メタを設定します。各パラメタは「パラメタ名＝値」の形式で指定します。先頭に「#」
を付けた行はコメントになります。パラメタの内容については，各パラメタ行の上の日
本語コメント行を参照してください。

セットアップ情報ファイルの各パラメタは，デフォルトの値が入力された状態でコメン
ト行になっています。デフォルト以外の値を設定したい場合は，先頭の「#」を削除した
上で，必要な値を設定してください。デフォルトのまま使用したい場合は，「#」が付い
た状態でかまいません。

なお，「HostName」は必ず設定してください。それ以外のパラメタは，必要に応じて設
定します。

セットアップ情報ファイルを次に示します。

# セットアップ情報

#   '#'で始まる行は，コメント行です

# デフォルトの接続先システム名称

# (DNSまたはWINSを使用しない場合，ホスト名は指定不可。IPアドレスだけ指定可 )

HostName=1.1.1.1

# デフォルトの接続先の種別

# (netmdm(JP1/NETM/DM Manager)/netmdmw(JP1/NETM/DM SubManager))

ServiceName=netmdmw

# システム構成の自動登録 (YES/NO)

#SystemEntryOption=YES
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# ログ出力の有無 (YES/NO)

#LogOption=YES

# ダンプ出力の有無 (YES/NO)

#DumpOption=NO

# ログ行数 (0～ 9999)

#MAINLOGCount=500

#USERLOGCount=500

#FUNCLOGCount=500

#COMPOLOGCount=500

#LONGLOGCount=500

# ログ世代数 (0～ 999)

#LogGenCount=0

# 通信バッファサイズ (512～ 4096バイト )

#I/OBuffer=4096

# netmdm,netmdmw,netmdmcltサービスのポート番号 (5001～ 65535)

#PortNonetmdm=30000

#PortNonetmdmw=30001

#PortNonetmdmclt=30002

# 通信ソフトの応答待ち時間 (0～ 120分 )

#ConnectOutTime=5

# コネクション失敗時のリトライ回数 (0～ 100回 )

#ConnectRetryCount=0

# コネクション失敗時のリトライ間隔 (1～ 1800秒 )

#ConnectRetryInterval=3

# サーバ接続拒否時のリトライ回数 (0～ 100回 )

#CONNECTNRetryCount=0
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# サーバ接続拒否時のリトライ間隔 (1～ 1800秒 )

#CONNECTNRetryInterval=1

# ダウンロードリトライ回数 (0～ 999)

#DeliveryRetryCount=5

# ダウンロードリトライ間隔 (1～ 7200)

#DeliveryRetryInterval=5

# ダイナミックインベントリ取得有無 (YES/NO)

#DynInventryOpt=YES

# 処理中ダイアログの表示有無 (YES/NO)

#GaugeDialog=YES

# ダイアログの表示有無 (ダウンロード中 )(YES/NO)

#GaugeDialogDownLoad=YES

# ダイアログの表示有無 (インストール中 )(YES/NO)

#GaugeDialogInstall=YES

# 収集時のリトライ回数 (0～ 100回 )

#UnArchiveRetryCount=10

# 収集時のリトライ間隔 (0～ 3600秒 )

#UnArchiveRetryInterval=1

# マルチポーリング (YES/NO)

#MultiServerOption=NO

# マルチポーリングの形態 (1:ホットスタンバイ /2:マルチホスト )

#MultiPollingKey=1

# ホットスタンバイ時の復旧ポーリングの設定有無 (YES/NO)

#RecoveryPolling=YES
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セットアップ情報ファイルのパラメタを編集する場合の注意事項を次に示します。

●次に示す場合では，設定項目は反映されないで前回の設定値が残ります。前回が未設
定の場合は，デフォルト値になります。
• デフォルトの設定項目を変更していた行に，再度「#」を付けてコメント扱いにした
場合（一度設定した値は，コメント扱いにしても設定が残ります）

• 設定項目のつづりを間違えて入力した場合
• 設定項目を全角文字で入力した場合

●文書を保存する場合の保存形式は，必ず「テキストのみ」を選択してください。

●セットアップ情報ファイル（netmdmp.txt）を編集したあとは，必ず上書き保存して
ください。文書の保存によって設定項目が反映されます。

（7） システム構成の自動登録

インストールが正常に終了すると，配布管理システムへ自動的にシステム構成が通知さ
れます。これで，クライアントとして認識されるようになります。

# 優先順位 2～ 8までの上位接続先の設定

# (DNSまたはWINSを使用しない場合，ホスト名は不可。IPアドレスだけ指定可 )

#HostName2=1.1.1.1

#HostName3=1.1.1.1

#HostName4=1.1.1.1

#HostName5=1.1.1.1

#HostName6=1.1.1.1

#HostName7=1.1.1.1

#HostName8=1.1.1.1

# 優先順位 2～ 8までの上位接続先の種別

# (netmdm(JP1/NETM/DM Manager)/netmdmw(JP1/NETM/DM SubManager))

#ServiceName2=netmdmw

#ServiceName3=netmdmw

#ServiceName4=netmdmw

#ServiceName5=netmdmw

#ServiceName6=netmdmw

#ServiceName7=netmdmw

#ServiceName8=netmdmw
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（8） インストール時のエラーコード一覧

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientをインストールしたときのリターンコードを次
の表に示します。

表 C-9　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientをインストールしたときのリターンコード

付録 C.6　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのアンインス
トール

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientをアンインストールするには，「アプリケーショ
ンの削除」を使用します。アンインストール方法を次に示します。

1. プログラム切り替えボタンをタップする。

コード 意味 対処方法

00 正常終了。 なし。

80 インストール設定ファイル
（setup.inf）の解析に失敗し
た。

システム管理者に連絡してください。

81 インストールファイルが媒体
にない（PPファイルなし）。

不正な媒体であるおそれがあります。システム管理者に連
絡してください。

81 CABファイルが媒体にない。 不正な媒体であるおそれがあります。システム管理者に連
絡してください。

82 インストール後の処理エラー。 JP1/NETM/DMの動作環境が不正になっているおそれが
あります。手動で上書きインストールを実行してくださ
い。

83 レジストリにインストール先
ディレクトリがない。

JP1/NETM/DMの動作環境が不正になっているおそれが
あります。手動で上書きインストールを実行してくださ
い。

85 ファイルコピー中にエラーが
発生。

インストール先フォルダが使用中であることが考えられま
す。インストール先フォルダを使用しているアプリケー
ションを終了してください。

85 JP1/NETM/DM Clientの自身
配布で，ファイルコピーの
ディレクトリ作成に失敗した。

インストール先フォルダが使用中であることが考えられま
す。インストール先フォルダを使用しているアプリケー
ションを終了してください。

86 インストール先ドライブの容
量が不足した。

オブジェクトストアの空き容量を増やした上で，再度リ
モートインストールを実行する必要があります。

88 起動パラメタのエラー。 システム管理者に連絡してください。

8C コンポーネントの不正。 不正な媒体であるおそれがあります。システム管理者に連
絡してください。

92 JP1/NETM/DM Clientが処理
実行中。

JP1/NETM/DM Clientを再度，リモートインストールし
てください。

94 インストール前処理エラーが
発生した。

システム管理者に連絡してください。
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2.［設定］－［コントロールパネル］の「アプリケーションの削除」をタップする。

3.「アプリケーションの削除」で「HITACHI JP1_NETM_DM Client」を選択し，［削除］
ボタンをタップする。

付録 C.7　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientを使用する
Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientを使用するための準備と，使用方法を説明しま
す。

（1） Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientを使用するための準備

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientは，画面のスタイルをデスクトップにした状態
で使用します。NPD-20JWLの画面のスタイルは，デフォルトではサークルメニューの
ため，Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientを使用する前にデスクトップに変更する
必要があります。

画面のスタイルをサークルメニューからデスクトップに変更する手順を次に示します。

1. NPD-20JWLを起動し，サークルメニュー画面の左上のプルダウンメニュー表示アイ
コンをタップする。
プルダウンメニューが表示されます。

2.［カテゴリ切り替え］－［ユーティリティ］をタップする。
ユーティリティ画面が表示されます。

3.［コントロールパネル］をタップする。
［コントロールパネル］のメニュー一覧が表示されます。

4.［ホームのデザイン］をタップする。
［ホームのデザイン］ダイアログボックスが表示されます。

5.［スタイル］タブで，「デスクトップ」を選択し，［OK］をタップする。
画面のスタイルがデスクトップに変更されます。

（2） Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientの使用方法

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientは非常駐であるため，使用するには JP1/NETM/
DM Clientのメニューを選択します。メニューを選択することで，上位接続先から配布
されたジョブを実行したり，セットアップ情報を変更したりできます。これらの方法に
ついて次に説明します。

（a）ジョブを実行する

上位接続先から配布されたジョブを実行するには，次の操作をします。

1. 画面の左下のプログラム切り替えボタンをタップし，［プログラム］－
［JP1_NETM_DM Client］－［ジョブ実行］をタップする。
Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientが上位接続先にポーリングし，配布された
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ジョブがあればバックグラウンドで実行します。
実行できるジョブは次のとおりです。
• パッケージのインストール
インストールできるパッケージは，ユーザデータとWindows CE版 JP1/NETM/
DM Client自体です。

• リモートコレクト
• 中継までのリモートコレクト
• システム情報の取得

（b）セットアップ情報を変更する

セットアップ情報を変更するには，次の操作をします。

1. 画面の左下のプログラム切り替えボタンをタップし，［プログラム］－
［JP1_NETM_DM Client］－［セットアップ実行］をタップする。
セットアップ情報ファイル（NETMDMP.TXT）が開きます。

2. セットアップ情報ファイルに，クライアントのパラメタを設定する。

3. セットアップ情報ファイルを上書き保存する。
セットアップ情報ファイルに設定したパラメタが有効になります。

セットアップ情報ファイルの内容と設定方法については，「付録 C.5(6)　セットアップ情
報ファイルの設定方法」を参照してください。

付録 C.8　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientでのマルチ
ポーリング

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientにも，上位接続先に障害が発生した場合，あら
かじめ登録しておいた別の中継システムへ接続し直す機能があります。この機能をマル
チポーリングと呼びます。Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientでのマルチポーリン
グの概要を次の図に示します。
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図 C-9　Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientでのマルチポーリング

マルチポーリングの接続方式には次の 2種類があります。

●ホットスタンバイ

●マルチホスト

マルチポーリングでのWindows CE版 JP1/NETM/DM Clientの動作を次の表に示しま
す。

表 C-10　マルチポーリングでのWindows CE版 JP1/NETM/DM Clientの動作

次にそれぞれの方式について説明します。

（1） ホットスタンバイ

複数の上位接続先のうち，最も優先順位を高く設定した上位接続先を「ポーリング対象
システム」と呼びます。

設定 動作

マルチポーリ
ングを使う

ホットスタン
バイ

復旧ポーリング
の指定無し

ポーリング対象システムからポーリングする。接
続に失敗した場合，優先順位に従ってポーリング
する。

復旧ポーリング
の指定有り

ポーリング対象システムからポーリングする。接
続に失敗した場合，優先順位に従ってポーリング
する。
ジョブ終了後，現在のポーリング対象システムよ
り優先順位の高い接続先がある場合は，そのシス
テムへポーリングする。接続に成功した場合，
ポーリング対象システムを変更する。

マルチホスト 設定されたすべての接続先へポーリングする。

マルチポーリングを使わない 一つの接続先だけへポーリングする。
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障害発生によってポーリング対象システムに接続できなくなった場合，優先順位の高い
順の上位接続先へポーリングし，接続ができた経路の上位接続先が新しいポーリング対
象システムとして設定されます。

Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientのクライアントは非常駐であるため，ジョブ実
行処理後に，現在のポーリング対象システムより優先順位の高い上位接続先が存在する
場合，順位設定に従ってポーリングし，接続できた接続先を新しいポーリング対象シス
テムとして切り替えます。

このポーリング対象システムを切り替える機能はセットアップ情報ファイルの設定に
よって，使用するかどうかを設定できます。項目名称は，復旧ポーリング
（RecoveryPolling）です。

（2） マルチホスト

設定されている複数の上位接続先のすべてに対してポーリングします。ポーリングの順
序は設定された優先順位に従います。

（3） マルチポーリング使用時のシステム構成の自動登録

システム構成の自動登録は，ホットスタンバイおよびマルチホストのどちらの場合でも，
最も優先順位の高い上位接続先に対してだけ有効になります。システム構成の自動登録
が実行される契機を次に示します。

●セットアップで最上位の接続先が変更された場合

●ホスト識別子運用で，上位接続先からホスト識別子が未登録と通知された場合

（4） マルチポーリングの設定方法

セットアップ情報ファイルで設定します。ポーリング方法の選択，複数の上位接続先の
情報（接続先名称，接続先の種別，優先順位など）を設定できます。設定の詳細につい
ては，「付録 C.5(6)　セットアップ情報ファイルの設定方法」を参照してください。

接続できる上位接続先の最大数は，8台です。また，上位接続先の設定および上位接続先
の種別の優先順位は，間に抜けがあっても無視されます。

（5） マルチポーリング環境での注意事項

マルチポーリング環境で運用する場合の注意事項を次に示します。

●マルチポーリング環境で動作するクライアントの場合，IDは優先順位が 1位の中継シ
ステムにだけ登録できます。 
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付録 D　セキュリティ PCへのリモートインストール
セキュリティ PCは，ハードディスクや FDなどの外部記憶装置を持たない，最低限の機
能だけを備えた PCです。セキュリティ PCで動作するプログラムを更新するために，弊
社が提供するセキュリティ PC用のアップデートデータを使用します。アップデート
データは，JP1/NETM/DMを使ってセキュリティ PCにリモートインストールできます。

ここでは，セキュリティ PCにアップデートデータをリモートインストールする方法に
ついて説明します。

付録 D.1　セキュリティ PCへのリモートインストールに必
要な条件
セキュリティ PCにアップデートデータをリモートインストールするには，次に示す条
件を満たす必要があります。

（1） マネージャ

●Windows版 JP1/NETM/DM Manager 06-72以降（リレーショナルデータベースを使
用），または JP1/NETM/DM Manager Embedded RDB Edition 07-50以降である。

●ホスト識別子を使用して JP1/NETM/DMシステムを運用している。

●セキュリティ PCとネットワークで接続されていて，セキュリティ PCがシステム構
成情報に登録されている。

（2） パッケージャ

Windows版 JP1/NETM/DM 07-53以降のパッケージャである。

（3） 中継するシステム

●中継マネージャを経由してセキュリティ PCにリモートインストールする場合，中継
マネージャがWindows版 JP1/NETM/DM Manager 06-72以降（リレーショナルデー
タベースを使用），または JP1/NETM/DM Manager Embedded RDB Edition 07-50以
降である。

●中継システムを経由してセキュリティ PCにリモートインストールする場合，中継シ
ステムがWindows版 JP1/NETM/DM SubManager 06-72以降である。

（4） セキュリティ PC

システムランチャで，リモートインストール用の接続先の上位システムに，マネージャ
または中継するシステムを指定している。
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付録 D.2　セキュリティ PCへのリモートインストールの流
れ
セキュリティ PCへのリモートインストールの流れを次の図に示します。

図 D-1　セキュリティ PCへのリモートインストールの流れ

1. 弊社が提供する，セキュリティ PC用のアップデートデータを入手する。

2. パッケージャで，アップデートデータをパッケージングする。
アップデートデータのパッケージング方法については，「付録 D.3　アップデートデー
タをパッケージングする」を参照してください。

3. JP1/NETM/DM Managerで，セキュリティ PCだけを含めたあて先グループを作成す
る。
セキュリティ PCだけを含めたあて先グループの作成方法については，「付録 D.4　セ
キュリティ PCだけを含めたあて先グループを作成する」を参照してください。

4. JP1/NETM/DM Managerで，2.で作成したパッケージをリモートインストールする
ジョブを，3.で作成したあて先グループに対して実行する。
ジョブの作成，実行方法については，「付録 D.5　アップデートデータをリモートイン
ストールするジョブを実行する」を参照してください。

5. セキュリティ PCで，起動時にアップデートを許可する。
アップデートデータがセキュリティ PCにインストールされます。なお，アップデー
トデータのインストール時には，セキュリティ PCが 2回以上再起動されます。
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付録 D.3　アップデートデータをパッケージングする
アップデートデータをパッケージングする場合は，［JP1/NETM/DMパッケージング］
ダイアログボックスで次の項目だけを指定できます。

•［パッケージング情報］パネルの「キャビネット名」と「キャビネット識別 ID」
•［スケジュール］パネルの「中継システムでのパッケージ保管期限」
•［オプション］パネルの「パッケージデータを圧縮する」と「圧縮方法」

これらの項目の指定方法を含めて，アップデートデータのパッケージング方法について
は，マニュアル「運用ガイド 1」の「2.1　パッケージングの方法」を参照してください。

なお，アップデートデータをパッケージングすると，パッケージ種別は「SPCアップ
デートデータ」となります。

図 D-2　［JP1/NETM/DMパッケージング］ダイアログボックス

付録 D.4　セキュリティ PCだけを含めたあて先グループを
作成する
アップデートデータはセキュリティ PCだけにリモートインストールできます。そこで，
セキュリティ PCだけをジョブのあて先に指定できるように，次の手順であて先グルー
プを作成してください。
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1. リモートインストールマネージャの［あて先］ウィンドウを表示し，［ファイル］－
［グループの新規作成］を選択する。
［あて先グループの作成］ダイアログボックスが表示されます。

2.「あて先グループの作成」を選択し，作成するあて先グループの名称を指定したら，
［実行］ボタンをクリックする。
指定した名称のあて先グループが作成されます。［終了］ボタンをクリックして，［あ
て先グループの作成］ダイアログボックスを閉じてください。

3. リモートインストールマネージャの［システム構成］ウィンドウを表示し，［オプ
ション］－［検索］を選択する。
［検索］ダイアログボックスが表示されます。

4.［日付による検索］パネルで，次のように指定する。
•「一定期間内に作成されたホスト」を選択
•「範囲指定」を選択して，システム構成情報にセキュリティ PCを初めて登録した日
時から，現在の日時を指定
セキュリティ PCを初めて登録した日時がわからない場合は，「過去」を選択して
「999か月間」を指定してください。

5.［検索］ボタンをクリックする。
検索が開始され，下部の「日付による検索結果」リストに検索結果が表示されます。

6.「日付による検索結果」リストの列見出し「ホスト識別子」をクリックする。
検索結果のホストが，ホスト識別子の昇順にソートされます。ホスト識別子の先頭が
「#C00000000000000」で始まるホストがセキュリティ PCです。

図 D-3　［日付による検索］パネル
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7. ホスト識別子の先頭が「#C00000000000000」で始まるホストをすべて選択して右ク
リックし，［コピー］メニューを選択する。

8. リモートインストールマネージャの［あて先］ウィンドウに戻り，2.で作成したあて
先グループを選択して右クリックし，［貼り付け］メニューを選択する。
選択したあて先グループに，7.で選択したホストが貼り付けられます。これで，セ
キュリティ PCだけを含めたあて先グループが作成されます。

なお，アップデートデータをセキュリティ PCにリモートインストールする際には，毎
回この手順であて先グループを作成し直すことをお勧めします。前回のあて先グループ
をそのまま使用すると，前回のあて先グループ作成後に追加されたセキュリティ PCが
あて先に含まれません。

付録 D.5　アップデートデータをリモートインストールする
ジョブを実行する

「パッケージのインストール」ジョブを実行して，セキュリティ PCだけを含めたあて先
グループにアップデートデータのパッケージをリモートインストールします。

（1） ジョブの作成と実行

ジョブを作成し実行する手順を次に示します。

1. リモートインストールマネージャで，［パッケージ］ウィンドウおよび［あて先］
ウィンドウを表示する。

2.［パッケージ］ウィンドウに表示されているアップデートデータのパッケージのアイ
コンをドラッグして，［あて先］ウィンドウに表示されているセキュリティ PCだけ
を含めたあて先グループのアイコンにドロップする。
［ジョブ定義の新規作成］ダイアログボックスが表示されます。

3.「パッケージのインストール」ジョブを選択し，［OK］ボタンをクリックする。
［ジョブの作成］ダイアログボックスが表示されます。
「パッケージのインストール」以外のジョブは選択しないでください。セキュリティ
PCには実行できません。

4.［ジョブの作成］ダイアログボックスで，各パネルの項目を設定する。
各パネルの設定内容を次に示します。

パネル 設定内容

［ジョブ］パネル 任意のジョブ名を指定します。

［あて先］パネル セキュリティ PCだけを含むあて先グループが設定されていることを確認しま
す。セキュリティ PC以外のクライアントには，アップデートデータをリモー
トインストールできません。
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5.［実行］または［保存 &実行］ボタンをクリックして，ジョブを実行する。
ジョブが実行されると，セキュリティ PCの起動時に，アップデートの実行を確認す
るダイアログボックスが表示されます。このダイアログボックスで［はい］ボタンを
クリックすると，セキュリティ PCの再起動後に，パッケージのダウンロードとイン
ストールを開始します。

（2） ジョブがエラーになった場合の保守コード

セキュリティ PCへのジョブがエラーになった場合，エラーの原因が保守コードとして
表示されます。［ジョブ実行状況］ウィンドウから表示される［詳細情報］ダイアログ
ボックスで，保守コードを確認してください。

セキュリティ PCで認証できなかったためにジョブがエラーになった場合の，保守コー
ドを次に示します。これらの保守コードは，Windows版 JP1/NETM/DM Manager 
07-53以降で表示されます。これら以外の保守コードについては，「5.2.3　保守コード一
覧」を参照してください。

［パッケージ］パネル アップデートデータのパッケージが設定されていることを確認します。アップ
デートデータ以外のパッケージは，セキュリティ PCにリモートインストール
できません。
［変更］ボタンをクリックすると［インストール条件の変更］ダイアログボッ
クスが表示され，次の設定を変更できます。
•［システム条件］パネルの「同じパッケージがあったら上書き」
•［スケジュール］パネルの「中継システムでのパッケージ保管期限」

［ジョブの配布属性］
パネル

設定は不要です。セキュリティ PCへのリモートインストール時には，常に
「中断中のあて先へは配布しない」，「ユニキャスト配布」，「分割配布しない」
という設定でジョブが実行されます。

［スケジュール］パネ
ル

サーバでのジョブ実行日時を設定できます。クライアントでのジョブ実行日時
は設定しても無視されます。

［クライアント制御］
パネル

設定は不要です。セキュリティ PCへのリモートインストール時には，クライ
アント制御を利用できません。

保守コード 要因 対処

300097078100 認証できませんでした。認証データが改ざん
されています。

システム管理者に連絡してください。

300097078200 メモリ不足が発生しました。 不要なアプリケーションを停止させ
てください。

300097078300 認証デバイスに証明書がありません。 新しい証明書を発行してください。

300097078400 認証デバイスに有効期限内の証明書がありま
せん。

新しい証明書を発行してください。

300097078500 認証デバイスの証明書が失効しています。 新しい証明書を発行してください。

300097078600 証明局証明書がありません。 システム管理者に連絡してください。

300097078700 内部エラーが発生しました。 システム管理者に連絡してください。

パネル 設定内容
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300097079100 PKI認証を行うための環境が不正です。 システム管理者に連絡してください。

30009707FF0
0

そのほかのエラー。 システム管理者に連絡してください。

保守コード 要因 対処
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付録 E　秘文連携機能を使用した JP1/秘文および秘
文の管理

秘文連携機能を使用すると，JP1/秘文または秘文のインストールや導入後の管理を効率
良く実施できます。秘文連携機能には，次に示す機能があります。なお，ここでは，
JP1/秘文と秘文を併せて秘文製品と呼びます。

●インストール済み秘文製品の詳細情報の取得
すでに秘文製品が導入されている場合，クライアントにインストールされている秘文
製品の詳細な名称とバージョン情報を取得できます。

●秘文製品のインストールチェック
クライアントに秘文製品をインストールする場合，事前にクライアントのインストー
ル環境をチェックできます。

●秘文製品のインストール
クライアントに秘文製品をインストールする場合，事前にクライアントのインストー
ル環境をチェックし，インストール条件を満たしたクライアントだけインストールで
きます。

●秘文製品の内部ログの収集
秘文製品でエラーが発生した場合に，原因調査のためのログを JP1/NETM/DMで収
集できます。

秘文連携機能では，JP1/NETM/DMが提供する AITファイルを使用します。

付録 E.1　秘文連携機能を使用する前に
ここでは，秘文連携機能を使用する場合のクライアントの前提 OSと秘文製品のバー
ジョン，条件，および注意事項について説明します。

（1） クライアントの前提 OSと秘文製品のバージョン

秘文連携機能を使用する場合のクライアントの前提 OSを次に示します。

• Windows Vista Business Edition
• Windows Vista Enterprise Edition
• Windows Vista Ultimate Edition
• Windows XP Professional Service Pack 2
• Windows XP Professional Service Pack 1
• Windows XP Home Edition Service Pack 2
• Windows XP Home Edition Service Pack 1
• Windows 2000 Professional Service Pack 4

秘文連携機能を使用できる秘文製品のバージョンを製品ごとに次の表に示します。
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表 E-1　秘文連携機能を使用できる秘文製品とバージョン

（凡例）－：値なし
注　JP1/秘文 ISは，JP1/秘文 ICまたは JP1/秘文 IFに同梱されます。秘文 ISは，秘文 ICまた
は秘文 IFに同梱されます。

（2） 条件

● Administrator権限のあるユーザで，JP1/NETM/DMにログオンしてください。
Administrator権限を持たないユーザがログオンしているクライアントから詳細情報
やログを収集したり，インストールチェックしたりする場合は，クライアントのセッ
トアップで次の設定が必要です。
•［権限］パネルの「一般ユーザ権限で使用する」チェックボックスをオンにする。

●クライアントで，Windowsにログオンしておく必要があります。

●秘文製品をインストールするクライアントは，［クライアントセットアップ］ダイアロ
グボックスの［ジョブオプション］パネルで次に示す設定をしておいてください。
•「運用管理者の指示でコンピュータをシャットダウンまたは再起動する」チェック
ボックスをオンにする。

（3） 注意事項

秘文連携機能を使用する場合は，次の点に注意してください。

●秘文製品のインストールチェックやインストールを実行中に，クライアントをシャッ
トダウンしたり，起動中のジョブを強制終了したりといった操作をしないでください。

●識別用ファイルをパッケージングするとき，［システム条件］パネルの「インストール
先ディレクトリ」に次に示す内容が設定されます。この設定内容は秘文連携機能では
使用しないため，無視してください。

製品名 バージョン

JP1/秘文 IC 07-50，07-51，07-52，07-60，07-80，08-01

JP1/秘文 IF 07-50，07-51，07-52，07-60，07-80，08-01

JP1/秘文 IF Mail Option 07-50，07-51，07-52，07-60，07-80，08-01

JP1/秘文 IS －

秘文 IC 07-50，07-51，07-60，07-80，08-01

秘文 IF 07-50，07-51，07-60，07-80，08-01

秘文 IF Mail Option 07-50，07-51，07-60，07-80，08-01

秘文 IS －

秘文連携機能 ドライブ ディレクトリ

インストール済み秘文製品の詳細情報の取得 C: ¥HIBUN_REG

秘文製品のインストールチェック C: ¥HIBUNCHK
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● JP1/秘文 ICまたは秘文 ICは，ほかの秘文製品に比べてインストールに時間が掛かり
ます。JP1/秘文 ICまたは秘文 ICの新規インストールまたは追加インストールをする
前にインストールチェックを実行し，エラー要因を取り除いておくことをお勧めしま
す。

● JP1/秘文 ICまたは秘文 ICのインストールでドライブを暗号化する場合，インストー
ルが完了するまでに時間が掛かります。夜間にインストールを実行するなど，導入計
画を立てて実施してください。

●秘文製品のインストールでエラーが発生した場合，次の操作を実行しないでください。
実行した場合，ファイルの損失などが発生するおそれがあります。
• エラー要因を取り除く目的以外でプログラムをインストールする。または，ファイ
ルやフォルダを操作する。

• 秘文製品のインストールフォルダを削除する。
• ドライブレターを変更する。

付録 E.2　インストール済み秘文製品の詳細情報の取得
クライアントにインストール済みの秘文製品のソフトウェア情報を取得すると，どの秘
文製品の場合でも「JP1-HIBUN-AE」と表示されてしまいます。JP1/NETM/DMで提
供している AITファイルをパッケージングし，ジョブを実行することで，クライアント
のレジストリ情報からインストール済み秘文製品の詳細情報を取得します。

取得した秘文製品の詳細情報（製品名およびバージョン）は，クライアントごとに詳細
を確認したり，製品ごとに集計したりできます。

インストール済み秘文製品の詳細情報を取得する手順を次の図に示します。

秘文製品のインストール C: ¥HIBUNINS

秘文製品の内部ログの収集 C: ¥HIBUN_LOG

秘文連携機能 ドライブ ディレクトリ
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図 E-1　インストール済み秘文製品の詳細情報を取得する手順

次に，各手順を説明します。

（1） 識別用ファイルのパッケージング

秘文製品の詳細情報を取得するための識別用ファイルが格納されているディレクトリを
選択し，パッケージングします。識別用ファイル（HIBUNREG.BIN）は JP1/NETM/
DMに標準添付され，次に示すディレクトリに格納されています。

クライアントのインストールディレクトリ ¥MASTER¥DMAIT¥HIBUNREG_Key

パッケージングの方法については，マニュアル「運用ガイド 1」の「2.1　パッケージン
グの方法」を参照してください。

秘文製品の詳細情報を取得するためのパッケージ名は，AIT-HIBUN-REGになります。

識別用ファイルについては，マニュアル「Automatic Installation Toolガイド」の「付
録 B　JP1/NETM/DMで提供する AITファイル」を参照してください。

（2） 「パッケージのインストール」ジョブの作成・実行

(1)で作成したパッケージをクライアントへ配布するため，リモートインストールを指示
するジョブを作成・実行します。

ジョブ作成時のジョブ種別は，「パッケージのインストール」を選択します。

「パッケージのインストール」ジョブが実行されると，インストール済み秘文製品の詳細
情報が，クライアントの次のレジストリパスに格納されます。

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI¥NETM/DM/P

リモートインストールを指示するジョブの作成・実行については，マニュアル「運用ガ
イド 1」の「2.3　リモートインストールの実行」を参照してください。
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（3） レジストリ取得項目の作成

クライアントの秘文製品のレジストリ情報を取得するには，配布管理システムでレジス
トリ取得項目を作成する必要があります。レジストリ取得項目は，［項目設定］ダイアロ
グボックスで設定します。

図 E-2　［項目設定］ダイアログボックス

［項目設定］ダイアログボックスに設定する内容を次に示します。

項目 設定内容

項目名称 取得する秘文製品の名称を設定

ルートキー 「HKEY_LOCAL_MACHINE」を選択

パス ¥SOFTWARE¥HITACHI¥NETM/DM/P

レジストリ名 JP1/秘文 ICおよび秘文 IC
の場合

秘文 IC

JP1/秘文 IFおよび秘文 IF
の場合

秘文 IF

JP1/秘文 IF Mail Option
および秘文 IF Mail Option
の場合

秘文 IFMO
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なお，レジストリ取得項目を作成する方法については，マニュアル「運用ガイド 1」の
「3.1.2　レジストリ情報の取得方法」を参照してください。

（4） 「レジストリ取得項目の転送」ジョブの作成・実行

(3)で作成したレジストリ取得項目を，クライアントへ配布します。配布するには，「レ
ジストリ取得項目の転送」ジョブを作成・実行します。これによって，クライアントか
ら秘文製品のレジストリ情報が取得できるようになります。

「レジストリ取得項目の転送」ジョブを作成・実行する方法については，マニュアル「運
用ガイド 1」の「3.1.2　レジストリ情報の取得方法」を参照してください。

（5） 「システム情報の取得」ジョブの作成・実行

レジストリ情報をクライアントから取得するために，リモートインストールマネージャ
から「システム情報の取得」ジョブを実行します。(4)で配布されたレジストリ取得項目
に基づいて，クライアントのレジストリ情報が取得されます。

「システム情報の取得」ジョブを実行する前に，(2)で実行した「パッケージのインス
トール」ジョブと，(4)で実行した「レジストリ取得項目の転送」ジョブが正常に終了し
ている必要があります。

「システム情報の取得」ジョブを作成・実行する方法については，マニュアル「運用ガイ
ド 1」の「3.1.1　システム情報の取得手順」を参照してください。

（6） 取得した秘文製品の詳細情報の確認

取得した秘文製品の詳細情報は，次のように確認および集計できます。

• クライアントごとにインストール済み秘文製品の詳細情報を確認する。
• 秘文製品ごとにクライアント台数を集計する。

（a）クライアントごとにインストール済み秘文製品の詳細情報を確認する

［システム構成］ウィンドウの［レジストリ情報］タブを選択し，詳細情報を確認したい
クライアントを選択します。クライアントにインストールされた秘文製品の詳細名称と
バージョンを確認できます。

JP1/秘文 ISおよび秘文 IS
の場合

秘文 IS

OS種別 「選択する」を選択し，「Windows2000」，
「Windows XP」および「Windows Vista」のチェッ
クボックスをオン

項目 設定内容
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図 E-3　［システム構成］ウィンドウ（レジストリ情報）

［レジストリ情報］タブに表示されるレジストリ情報の取得結果を次の表に示します。

表 E-2　レジストリ情報の取得結果

（凡例）
－：JP1/秘文製品がインストールされていない
VVRRSS：バージョン情報

レジストリ取
得項目

製品 取得結果（「データ」欄）

秘文 IC JP1/秘文 ICの場合 JP1/秘文 AE Information Cypher VVRRSS

秘文 ICの場合 秘文 AE Information Cypher VVRRSS

秘文 IF JP1/秘文 IFの場合 JP1/秘文 AE Information Fortress VVRRSS

秘文 IFの場合 秘文 AE Information Fortress VVRRSS

秘文 IFMO JP1/秘文 IF Mail Optionの場合 JP1/秘文 AE Information Fortress Mail 
Option VVRRSS

秘文 IF Mail Optionの場合 秘文 AE Information Fortress Mail Option 
VVRRSS

秘文 IS JP1/秘文 ISの場合 JP1/秘文 AE Information Share VVRRSS

秘文 ISの場合 秘文 AE Information Share VVRRSS

－ － レジストリが存在しません
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取得したレジストリ情報を［システム構成］ウィンドウで確認する方法については，マ
ニュアル「運用ガイド 1」の「3.1.5　取得したシステム情報の確認」を参照してくださ
い。

（b）秘文製品ごとにクライアント台数を集計する

インベントリビューアで，秘文製品名を条件に設定し，集計します。秘文製品がインス
トールされたクライアントの台数が，製品別に集計されます。集計した結果の例を次に
示します。

図 E-4　［集計］ウィンドウ

インベントリビューアで集計する方法については，マニュアル「運用ガイド 1」の「4.2
　インベントリ情報を集計する」を参照してください。

付録 E.3　秘文製品のインストールチェック
クライアントに秘文製品をインストールする前に，クライアントがインストール条件を
満たしているかどうかチェックできます。

秘文製品のインストール媒体と JP1/NETM/DMで提供している AITファイルをパッ
ケージングし，ジョブを実行することで，秘文製品のインストールチェックを実行しま
す。

秘文製品をインストールチェックする手順を次の図に示します。
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図 E-5　秘文製品をインストールチェックする手順

次に，各手順を説明します。

（1） 秘文製品のインストール媒体の作成

秘文製品をクライアントにインストールするためのインストール媒体を作成します。

インストール媒体の作成方法については，マニュアル「JP1/秘文　セットアップガイド
（管理者用）」を参照してください。

（2） 識別用ファイルとインストール媒体のパッケージング

秘文製品のインストールチェックを実行するための識別用ファイルと，(1)で作成したイ
ンストール媒体をパッケージングします。

パッケージングの手順を次に示します。

1. パッケージング用のディレクトリを，次の図に示す構成で作成する。

図 E-6　パッケージング用のディレクトリ構成
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2. ルートディレクトリに識別用ファイルを格納する。
ルートディレクトリに，JP1/NETM/DMに標準添付された識別用ファイル
（HIBUNCHK.BIN）を，コピーします。
標準添付された識別用ファイル（HIBUNCHK.BIN）は，次に示すディレクトリに格
納されています。
クライアントのインストールディレクトリ ¥MASTER¥DMAIT¥HIBUNCHK_Key

3. ルートディレクトリ下に，HIBUNCHKフォルダを作成する。
(1)で作成した秘文製品のインストール媒体を格納します。

4. ファイルを格納したディレクトリを指定してパッケージングする。

パッケージングの方法の詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」の「2.1　パッ
ケージングの方法」を参照してください。

秘文製品のインストールチェックを実行するためのパッケージ名は，
AIT-HIBUN-INSTCHKになります。

識別用ファイルについては，マニュアル「Automatic Installation Toolガイド」の「付
録 B　JP1/NETM/DMで提供する AITファイル」を参照してください。

（3） 「パッケージのインストール」ジョブの作成・実行

(2)で作成したパッケージをクライアントへ配布するため，リモートインストールを指示
するジョブを作成・実行します。

ジョブ作成時のジョブ種別は，「パッケージのインストール」を選択します。

リモートインストールを指示するジョブの作成・実行については，マニュアル「運用ガ
イド 1」の「2.3　リモートインストールの実行」を参照してください。

「パッケージのインストール」ジョブが実行されると，インストール媒体に格納されたイ
ンストールチェックコマンドが実行され，秘文製品のインストール可否が判定されます。

ジョブの実行結果は，［ジョブ実行状況］ウィンドウの「実行状態」で確認できます。

図 E-7　［ジョブ実行状況］ウィンドウ

●正常終了
秘文製品をインストールできる状態です。

●エラー
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秘文製品をインストールできない状態です。エラー原因には次の 2種類があります。
• ジョブの実行そのものでエラーが発生した。
• インストールチェックでエラーが発生した。

どちらが原因で発生したエラーなのかを，［ジョブ実行状況］ウィンドウの［詳細情
報］ダイアログボックスに表示される保守コードで判断できます。
［詳細情報］ダイアログボックスの表示方法については，マニュアル「運用ガイド 1」
の「8.4.4　ジョブの実行状況の表示方法」を参照してください。
表示される保守コードは次のとおりです。

注※　対処方法の詳細については，「5.2.3　保守コード一覧」を参照してください。

（4） レジストリ取得項目の作成

秘文製品のインストールチェック結果を確認するため，クライアントのレジストリ情報
を取得します。

インストールチェック結果を格納したレジストリ情報を取得するには，配布管理システ
ムでレジストリ取得項目を作成する必要があります。レジストリ取得項目は，［項目設
定］ダイアログボックスで設定します。

保守コード 意味 対処

30009f070800 インストールチェックの実行でエラーが
発生した。

手順 (8)を参照して，エラー原
因を調査してください。

上記以外の保守コード ジョブがそのほかの要因でエラーになっ
た。

［詳細情報］ダイアログボック
スの「説明」欄の（対処）に
従ってください。※
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図 E-8　［項目設定］ダイアログボックス

［項目設定］ダイアログボックスに設定する内容を次に示します。

レジストリ取得項目を作成する方法の詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」の
「3.1.2　レジストリ情報の取得方法」を参照してください。

（5） 「レジストリ取得項目の転送」ジョブの作成・実行

(4)で作成したレジストリ取得項目を，クライアントへ配布します。配布するには，「レ
ジストリ取得項目の転送」ジョブを作成・実行します。これによって，クライアントの
インストールチェック結果のレジストリ情報が，取得できるようになります。

項目 設定内容

項目名称 任意の値を設定

ルートキー 「HKEY_LOCAL_MACHINE」を選択

パス ¥SOFTWARE¥HITACHI¥NETM/DM/P

レジストリ名 秘文 INSTCHK

OS種別 「選択する」を選択し，「Windows2000」，「Windows XP」
および「Windows Vista」のチェックボックスをオン
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「レジストリ取得項目の転送」ジョブを作成・実行する方法については，マニュアル「運
用ガイド 1」の「3.1.2　レジストリ情報の取得方法」を参照してください。

（6） 「システム情報の取得」ジョブの作成・実行

レジストリ情報をクライアントから取得するために，リモートインストールマネージャ
から「システム情報の取得」ジョブを実行します。(5)で配布されたレジストリ取得項目
に基づき，クライアントのレジストリ情報が取得されます。

「システム情報の取得」ジョブを実行する前に，(3)で実行した「パッケージのインス
トール」ジョブと，(5)で実行した「レジストリ取得項目の転送」ジョブが正常に終了し
ている必要があります。

「システム情報の取得」ジョブを作成・実行する方法については，マニュアル「運用ガイ
ド 1」の「3.1.1　システム情報の取得手順」を参照してください。

（7） インストールチェック結果の確認

取得したレジストリ情報を使って，インストールチェック結果を次のように確認および
集計できます。

• クライアントごとにインストールチェック結果を確認する。
• インストールチェック結果を集計する。

（a）クライアントごとにインストールチェック結果を確認する

［システム構成］ウィンドウの［レジストリ情報］タブを選択し，インストールチェック
結果を確認したいクライアントを選択します。
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図 E-9　［システム構成］ウィンドウ（レジストリ情報）

［レジストリ情報］タブに表示されるレジストリ情報の取得結果を次の表に示します。

表 E-3　レジストリ情報の取得結果

取得したレジストリ情報を［システム構成］ウィンドウで確認する方法については，マ
ニュアル「運用ガイド 1」の「3.1.5　取得したシステム情報の確認」を参照してくださ
い。

（b）インストールチェック結果を集計する

インベントリビューアで，インストールチェック結果を条件として設定し，集計します。

インストールチェックの実行結果は，次の 2種類があります。

• OK
秘文製品のインストールチェックが正常に終了した

• NG
秘文製品のインストールチェックでエラーが発生した

レジストリ取得項目 取得結果（「データ」欄） 内容

秘文 INSTCHK OK インストールチェックが正常終了した

NG インストールチェックでエラーが発生
した
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インベントリビューアで集計する方法については，マニュアル「運用ガイド 1」の「4.2
　インベントリ情報を集計する」を参照してください。

（8） インストールチェック時に発生したエラーの対処

インストールチェックを実行し，エラーが発生した場合は，そのエラー要因がチェック
結果ファイルに出力されます。チェック結果ファイルは，クライアントの次の場所に出
力されます。

Windowsのインストールディレクトリ ¥HIBUN¥INSTCHK¥コンピュータ名 .csv

チェック結果ファイルの内容を確認して，エラー要因を取り除いてください。

チェック結果ファイルの出力フォーマットや出力内容については，マニュアル「JP1/秘
文　セットアップガイド（管理者用）」のインストールチェックについて記述された個所
を参照してください。

付録 E.4　秘文製品のインストール
秘文製品のインストールチェックを実行し，正常終了の場合は続けてクライアントへサ
イレントインストールできます。これによって，インストール条件を満たしたクライア
ントだけに，秘文製品をリモートインストールできます。

秘文製品のインストール媒体と JP1/NETM/DMで提供している AITファイルをパッ
ケージングし，ジョブを実行することで，秘文製品をインストールします。

秘文製品をインストールする手順を次の図に示します。

図 E-10　秘文製品をインストールする手順
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次に，各手順を説明します。

（1） 秘文製品のインストール媒体の作成

秘文製品をクライアントにインストールするためのインストール媒体を作成します。

インストール媒体の作成方法については，マニュアル「JP1/秘文　セットアップガイド
（管理者用）」を参照してください。

（2） 識別用ファイルとインストール媒体のパッケージング

秘文製品をインストールするための識別用ファイルと (1)で作成したインストール媒体を
パッケージングします。

パッケージングの手順を次に示します。

1. パッケージング用のディレクトリを，次の図に示す構成で作成する。

図 E-11　パッケージング用のディレクトリ構成

2. ルートディレクトリに識別用ファイルを格納する。
ルートディレクトリに，JP1/NETM/DMに標準添付された識別用ファイル
（HIBUNINS.BIN）をコピーします。標準添付された識別用ファイル
（HIBUNINS.BIN）は，次に示すディレクトリに格納されています。
クライアントのインストールディレクトリ ¥MASTER¥DMAIT¥HIBUNINS_Key

3. ルートディレクトリ下に，HIBUNINSフォルダを作成する。
(1)で作成した秘文製品のインストール媒体を格納します。

4. ファイルを格納したディレクトリを指定してパッケージングする。
パッケージング時には，［JP1/NETM/DMパッケージング］ダイアログボックスの
［オプション］パネルで「インストール後コンピュータを再起動する」チェックボッ
クスをオンにしてください。

パッケージングの方法の詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」の「2.1　パッ
ケージングの方法」を参照してください。

秘文製品をインストールするパッケージ名は，AIT-HIBUN-INSTになります。

識別用ファイルについては，マニュアル「Automatic Installation Toolガイド」の「付
録 B　JP1/NETM/DMで提供する AITファイル」を参照してください。
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（3） 「パッケージのインストール」ジョブの作成・実行

(2)で作成したパッケージをクライアントへ配布するため，リモートインストールを指示
するジョブを作成・実行します。

ジョブ作成時のジョブ種別は，「パッケージのインストール」を選択します。

リモートインストールを指示するジョブの作成・実行については，マニュアル「運用ガ
イド 1」の「2.3　リモートインストールの実行」を参照してください。

「パッケージのインストール」ジョブが実行されると，インストール媒体に格納されたイ
ンストールチェックコマンドが実行され，秘文製品をインストールできるクライアント
に対してサイレントインストールが実行されます。

ジョブの実行結果は，［ジョブ実行状況］ウィンドウの「実行状態」で確認できます。

図 E-12　［ジョブ実行状況］ウィンドウ

●正常終了
秘文製品をインストールできる状態です。

●エラー
秘文製品をインストールできない状態です。エラー原因には次の 2種類があります。
• ジョブの実行そのものでエラーが発生した。
• インストールでエラーが発生した。

どちらが原因で発生したエラーなのかを［ジョブ実行状況］ウィンドウの［詳細情報］
ダイアログボックスに表示される保守コードで判断できます。
［詳細情報］ダイアログボックスの表示方法については，マニュアル「運用ガイド 1」
の「8.4.4　ジョブの実行状況の表示方法」を参照してください。
表示される保守コードは次のとおりです。

注※　対処方法の詳細については，「5.2.3　保守コード一覧」を参照してください。

保守コード 意味 対処

30009f070800 インストールチェックの実行またはイン
ストールの実行でエラーが発生した。

手順 (8)を参照して，エラー原
因を調査してください。

上記以外の保守コード ジョブがそのほかの要因でエラーになっ
た。

［詳細情報］ダイアログボック
スの「説明」欄の（対処）に
従ってください。※
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（4） レジストリ取得項目の作成

秘文製品のインストール結果を確認するため，クライアントのレジストリ情報を取得し
ます。

インストール結果を格納したレジストリ情報を取得するには，取得する情報をレジスト
リ取得項目に設定します。レジストリ取得項目は，［項目設定］ダイアログボックスで設
定します。

図 E-13　［項目設定］ダイアログボックス

［項目設定］ダイアログボックスに設定する内容を次に示します。

項目 設定内容

項目名称 任意の値を設定

ルートキー 「HKEY_LOCAL_MACHINE」を選択

パス ¥SOFTWARE¥HITACHI¥NETM/DM/P

レジストリ名 秘文 INSTALL

OS種別 「選択する」を選択し，「Windows2000」，「Windows XP」
および「Windows Vista」のチェックボックスをオン
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レジストリ取得項目を作成する方法の詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」の
「3.1.2　レジストリ情報の取得方法」を参照してください。

（5） 「レジストリ取得項目の転送」ジョブの作成・実行

(4)で作成したレジストリ取得項目を，クライアントへ配布します。配布するには，「レ
ジストリ取得項目の転送」ジョブを作成・実行します。これによって，クライアントの
インストール結果のレジストリ情報が，取得できるようになります。

「レジストリ取得項目の転送」ジョブを作成・実行する方法については，マニュアル「運
用ガイド 1」の「3.1.2　レジストリ情報の取得方法」を参照してください。

（6） 「システム情報の取得」ジョブの作成・実行

レジストリ情報をクライアントから取得するために，リモートインストールマネージャ
から「システム情報の取得」ジョブを実行します。(5)で配布されたレジストリ取得項目
に基づき，クライアントのレジストリ情報が取得されます。

「システム情報の取得」ジョブを実行する前に，(3)で実行した「パッケージのインス
トール」ジョブと，(5)で実行した「レジストリ取得項目の転送」ジョブが正常に終了し
ている必要があります。

「システム情報の取得」ジョブを作成・実行する方法については，マニュアル「運用ガイ
ド 1」の「3.1.1　システム情報の取得手順」を参照してください。

（7） インストール結果の確認

取得したレジストリ情報を使って，インストール結果を次のように確認および集計でき
ます。

• クライアントごとにインストール結果を確認する。
• インストールの結果を集計する。

（a）クライアントごとにインストール結果を確認する

［システム構成］ウィンドウの［レジストリ情報］タブを選択し，秘文製品のインストー
ル結果を確認したいクライアントを選択します。

［レジストリ情報］タブに表示されるレジストリ情報の取得結果を次の表に示します。

表 E-4　レジストリ情報の取得結果

取得したレジストリ情報を［システム構成］ウィンドウで確認する方法については，マ

レジストリ取得項目 取得結果 内容

秘文 INSTALL OK インストールが正常終了した

INSTCHK_NG インストールチェックでエラーが発生した

NG インストールでエラーが発生した
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ニュアル「運用ガイド 1」の「3.1.5　取得したシステム情報の確認」を参照してくださ
い。

（b）インストールの結果を集計する

インベントリビューアで，インストールの実行結果を条件として設定し，集計します。

図 E-14　［集計］ウィンドウ

インストールの実行結果は，次の 3種類があります。

• OK
秘文製品のインストールが正常終了した

• INSTCHK_NG
インストールチェックでエラーが発生した

• NG
秘文製品のインストールでエラーが発生した

インベントリビューアで集計する方法については，マニュアル「運用ガイド 1」の「4.2
　インベントリ情報を集計する」を参照してください。

（8） インストール時に発生したエラーの対処

インストールを実行し，エラーが発生した場合は，そのエラー要因がチェック結果ファ
イルに出力されます。チェック結果ファイルは，クライアントの次の場所に出力されま
す。

Windowsのインストールディレクトリ ¥HIBUN¥INSTCHK¥コンピュータ名 .csv

チェック結果ファイルの内容を確認して，エラー要因を取り除いてください。

チェック結果ファイルの出力フォーマットや出力内容については，マニュアル「JP1/秘
文　セットアップガイド（管理者用）」のインストールチェックについて記述された個所
を参照してください。

付録 E.5　秘文製品の内部ログの収集
秘文製品を使用中にエラーが発生した場合，JP1/NETM/DMを使って秘文製品のログを
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クライアントから収集できます。秘文製品のログは，リモートコレクトまたはリモート
コントロールマネージャの機能を使って収集できます。

秘文製品の内部ログを収集する手順を次の図に示します。

図 E-15　秘文製品の内部ログを収集する手順

次に，各手順を説明します。

（1） 識別用ファイルのパッケージング

秘文製品のログを収集するための識別用ファイルが格納されているディレクトリを選択
し，パッケージングします。識別用ファイル（HIBUNLOG.BIN）は JP1/NETM/DMに
標準添付され，次に示すディレクトリに格納されています。

クライアントのインストールディレクトリ ¥MASTER¥DMAIT¥HIBUNLOG_Key

パッケージングの方法については，マニュアル「運用ガイド 1」の「2.1　パッケージン
グの方法」を参照してください。

秘文製品のログを収集するためのパッケージ名は，AIT-HIBUN-LOGになります。

識別用ファイルについては，マニュアル「Automatic Installation Toolガイド」の「付
録 B　JP1/NETM/DMで提供する AITファイル」を参照してください。

（2） 「パッケージのインストール」ジョブの作成・実行

(1)で作成したパッケージをクライアントへ配布するため，リモートインストールを指示
するジョブを作成・実行します。

ジョブ作成時のジョブ種別は，「パッケージのインストール」を選択します。

「パッケージのインストール」ジョブが実行されると，収集された秘文製品のログが，ク
ライアントの次の場所に格納されます。

クライアントのインストールディレクトリ ¥HIBUN¥LOG_CAB

リモートインストールを指示するジョブの作成・実行については，マニュアル「運用ガ
イド 1」の「2.3　リモートインストールの実行」を参照してください。

（3） 取得した内部ログの収集

クライアントの秘文製品のログを管理者が確認するためには，クライアントのログを収
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集する必要があります。ログを収集する方法には，次の 2種類があります。

• リモートコレクト機能を使用する。
• リモートコントロール機能を使用する。

どちらの方法を使用しても，収集されるログの内容は同じです。

（a）リモートコレクト機能を使用する

「パッケージのインストール」ジョブが正常に終了したことを確認したあと，「リモート
コレクト」ジョブを作成・実行します。

［ジョブの作成］ダイアログボックスの［コレクトファイル］パネルで，収集するファイ
ルおよび収集したファイルを格納するディレクトリを設定します。

図 E-16　［コレクトファイル］パネル

●収集対象
次の場所にあるクライアントの秘文製品のログファイルを指定します。

クライアントのインストールディレクトリ※ ¥HIBUN¥LOG_CAB
注※　環境変数の「%NETMDMP%」も指定できます。

●収集ファイル格納ディレクトリ名
クライアントから収集したファイルを格納するディレクトリを指定します。

設定が完了したら，「リモートコレクト」ジョブを実行します。リモートコレクトのジョ
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ブの作成・実行については，マニュアル「運用ガイド 1」の「5.1.1　リモートコレクト
の実行」を参照してください。

ログファイルを収集したあと，クライアントのログファイルは削除してください。リ
モートコレクトのジョブを実行するときにログファイルを削除する場合は，［コレクト
ファイル］パネルの［詳細］ボタンをクリックして表示される［リモートコレクトの詳
細オプション設定］ダイアログボックスで，「収集直後」に次に示す設定をしてくださ
い。

cmd.exe /C "RD /S /Q "クライアントのインストールディレクトリ ¥HIBUN""

リモートコレクトされたファイルはアーカイブされているので，アンアーカイバを使用
して復元する必要があります。ファイルの復元方法については，マニュアル「運用ガイ
ド 1」の「5.1.2　収集ファイルの復元」を参照してください。

（b）リモートコントロール機能を使用する

リモートコントロールマネージャの［ファイル転送］ウィンドウで，クライアントのロ
グファイルをマネージャへファイル転送できます。転送するファイルとして，次の場所
にあるログファイルを指定します。

クライアントのインストールディレクトリ ¥HIBUN¥LOG_CAB

マネージャへのファイル転送が完了したあと，クライアントのログファイルは削除して
ください。

リモートコントロール機能の詳細については，マニュアル「JP1/NETM/Remote 
Control」を参照してください。
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付録 F　EURを使ったインベントリ管理帳票の作成
「日立エンドユーザ帳票作成機能 EUR」は，帳票を設計したり出力したりできるプログ
ラムです。JP1/NETM/DMの CSV出力機能と EURの帳票フォームを連携させること
で，JP1/NETM/DMが管理するインベントリ情報を容易に帳票に印刷することができま
す。

付録 F.1　EURと JP1/NETM/DMの連携
EURは，JP1/NETM/DMで作成したインベントリ情報の CSV形式ファイルを読み込ん
で，帳票を印刷するための帳票フォーム（帳票定義ファイル）を提供しています。帳票
定義ファイルで作成できる帳票は次の 9種類があります。

• システム情報詳細
• システム情報サマリ一覧
• ストレージ情報一覧
• ネットワーク情報一覧
• ディスプレイ情報一覧
• クライアント情報一覧
• インストールパッケージ一覧
• ソフトウェアインベントリ一覧
• ソフトウェアライセンス一覧

これらの帳票の印刷には，「EUR Viewer」または「EUR Print Service」が必要です。さ
らに，帳票のカスタマイズには，「EUR Professional Edition」が必要になります。

EURと JP1/NETM/DMの連携の概要を次の図に示します。
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図 F-1　EURと JP1/NETM/DMの連携

付録 F.2　EUR連携の動作環境

（1） 必要なプログラム

帳票を印刷するには，次のプログラムが必要です。

● JP1/NETM/DM Manager 06-71以降

● EUR Viewer 04-02以降または EUR Print Service 04-02以降

帳票定義ファイルを編集して帳票をカスタマイズする場合には，次のプログラムが必要
です。

● EUR Professional Edition 04-02以降

（2） CSV出力ユティリティのテンプレートと帳票定義ファイルの関係

帳票を作成するためには，JP1/NETM/DMが管理しているインベントリ情報を CSV形
式ファイルに変換して出力しておく必要があります。CSV形式ファイルの出力には，
CSV出力ユティリティまたは dcmcsvuコマンドを使用します。CSV出力ユティリティ
または dcmcsvuコマンドで出力する情報はテンプレートごとに異なります。CSV出力ユ
ティリティまたは dcmcsvuコマンドのテンプレートと帳票定義ファイルの関係を次に示
します。
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なお，インベントリビューアから出力した CSV形式ファイルは，提供する帳票定義ファ
イルを使った帳票の作成はできません。

（3） 各帳票の印刷項目

各帳票で印刷される項目について示します。各帳票は JP1/NETM/DM Managerのコン
ポーネントのサーバ（リレーショナルデータベース版）と一緒にインストールされます。
このため各帳票は，JP1/NETM/DM Managerのインストールディレクトリ
（%NETMDM%）¥REPORT¥EUR¥FORMSディレクトリにあります。

（a）システム情報詳細

ホストごとのシステム情報の詳細についての帳票です。この帳票で出力される項目を次
に示します。

コンピュータ名，所有者名，会社名，OS名，OSバージョン，OSサブバージョン，OS
パッチ情報，OSライセンス情報，ドメイン種別，CPUタイプ，CPUクロック数，CPU
数，物理メモリ容量，製造元，モデル，利用可能ユーザメモリ容量，利用可能システム
メモリ容量，論理ドライブ名，ドライブデバイス名，ドライブ空き容量，ドライブ容量，
空きディスク容量，ディスク容量合計，ビデオドライバ，ビデオチップ，VRAM容量，
画面情報，ホスト名，IPアドレス，MACアドレス，ネットワークアダプタ，デフォル
トルータアドレス，クライアントバージョン，ホスト識別子

（b）システム情報サマリ一覧

ホストごとのシステム情報の要約を一覧にした帳票です。この帳票で出力される項目を
次に示します。

ホスト名，IPアドレス，製造元，モデル，OS名，OSバージョン，OSサブバージョン，
CPUタイプ，CPUクロック数，物理メモリ容量，空きディスク容量，ディスク容量

CSV出力ユティリティのテンプレート名
（dcmcsvuコマンドのテンプレート名）

帳票定義ファイル（ファイル名）

システム情報（SYS_INFO） システム情報詳細（SystemInfo.fms）

システム情報（SYS_INFO） システム情報サマリ一覧（SystemSummary.fms）

システム情報（SYS_INFO） ストレージ情報一覧（Storage.fms）

システム情報（SYS_INFO） ネットワーク情報一覧（Network.fms）

ディスプレイ情報一覧（Display.fms）

クライアント情報一覧（Client.fms）

インストール済みパッケージ情報
（INSTLD_PKG）

インストールパッケージ情報一覧
（InstallPackage.fms）

ソフトウェアインベントリ（SOFT_INV） ソフトウェアインベントリ一覧
（SoftwareInventory.fms）

ライセンス管理（LICENSE） ソフトウェアライセンス一覧（SoftwareLisence.fms）
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（c）ストレージ情報一覧

ホストごとのストレージ情報を一覧にした帳票です。この帳票で出力される項目を次に
示します。

ホスト名，IPアドレス，論理ドライブ名，ドライブデバイス名，ドライブ空き容量，ド
ライブ容量，空きディスク容量，ディスク容量

（d）ネットワーク情報一覧

ホストごとのネットワーク情報を一覧にした帳票です。この帳票で出力される項目を次
に示します。

ホスト名，IPアドレス，MACアドレス，ネットワークアダプタ，デフォルトルータア
ドレス，サブネットマスク

（e）ディスプレイ情報一覧

ホストごとのディスプレイ情報を一覧にした帳票です。この帳票で出力される項目を次
に示します。

 ホスト名，IPアドレス，ビデオドライバ，ビデオチップ，VRAM容量，画面情報

（f） クライアント情報一覧

ホストごとのクライアント情報を一覧にした帳票です。この帳票で出力される項目を次
に示します。

ホスト名，IPアドレス，クライアントバージョン，ホスト識別子

（g）インストールパッケージ一覧

ホストごとのインストールパッケージを一覧にした帳票です。この帳票で出力される項
目を次に示します。

ホスト名，IPアドレス，パッケージ名，インストールステータス，パッケージバージョ
ン，パッケージ世代番号，インストール日時 /ソフトウェア検索日時

（h）ソフトウェアインベントリ一覧

ホストごとのソフトウェアインベントリを一覧にした帳票です。この帳票で出力される
項目を次に示します。

ホスト名，IPアドレス，ソフトウェア名称，ソフトウェアバージョン，ソフトウェアの
会社名，ソフトウェアの説明

（i） ソフトウェアライセンス一覧

各ソフトウェアのライセンスを管理する帳票です。この帳票で出力される項目を次に示
します。

ソフトウェア名称，ソフトウェアバージョン，インストール台数，所有ライセンス数，
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警告ライセンス数，警告状態

付録 F.3　EURを使った帳票の作成方法
帳票は，JP1/NETM/DM Managerの［CSV出力ユティリティ］または CSV出力コマン
ドが出力した CSV形式ファイルを，EURが提供する帳票定義ファイル（*.fms）に入力
して作成します。帳票を作成するためには大きく分けて次の作業を実施する必要があり
ます。

● JP1/NETM/DMによる CSV形式ファイルの出力

● EURによる帳票の作成

次に JP1/NETM/DMの CSV出力ユティリティを使った CSV形式ファイルの作成方法を
示します。

JP1/NETM/DMの dcmcsvuコマンドを使った CSV形式ファイルの作成方法について
は，「4.5　dcmcsvu.exe（CSV出力）」を参照してください。

（1） CSV出力ユティリティでの CSV形式ファイルの出力

JP1/NETM/DMの CSV出力ユティリティを使って出力したい帳票に対応したテンプ
レートと項目を指定して，CSV形式ファイルを作成します。

CSV出力ユティリティの使用方法を次に示します。

（a）テンプレートの設定

Windowsの［スタート］メニューから［プログラム］－［JP1_NETM_DM Manager］
グループの［CSV出力ユティリティ］アイコンをクリックすると，［テンプレートの設
定］ダイアログボックスが表示されます。
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図 F-2　［テンプレートの設定］ダイアログボックス

このダイアログボックスの［テンプレート名称］に，作成したい帳票に対応する CSV出
力ユティリティのテンプレートの名称を選択してください。

（b）出力情報の設定

ファイルに出力する項目を設定します。このダイアログボックスは，テンプレートに
「システム情報」または「インストール済みパッケージ情報」を選択した場合に表示され
ます。

図 F-3　［出力情報の設定］ダイアログボックス

このダイアログボックスの［項目］で，各帳票に必要な項目にチェックし，不要な項目
のチェックを外してください。
429



付録 F　EURを使ったインベントリ管理帳票の作成
なお，「システム情報」を選択して，かつ次の帳票定義ファイルを作成する場合，ファイ
ルに出力する項目のうち，「ディスク詳細情報」のチェックは必ず外してください。

●システム情報サマリ一覧（SystemSummary.fms）

●ネットワーク情報一覧（Network.fms）

●ディスプレイ情報一覧（Display.fms）

●クライアント情報一覧（Client.fms）

（c）出力項目の条件設定

ファイルに出力する情報の出力条件を設定します。このダイアログボックスは，テンプ
レートに「システム情報」または「インストール済みパッケージ情報」を選択した場合
に表示されます。

図 F-4　［出力項目の条件設定］ダイアログボックス

（d）ホストの出力範囲の設定

特定のあて先グループ，IDまたはシステム構成に属するホストだけを出力対象にする場
合に設定します。このダイアログボックスは，テンプレートに「システム情報」，「イン
ストール済みパッケージ情報」，「ソフトウェアインベントリ」を選択した場合に表示さ
れます。
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図 F-5　［ホストの出力範囲の設定］ダイアログボックス

一度に多くのホストの情報を出力すると，出力に時間が掛かり，管理も複雑になります。
このため，出力範囲は 300件程度に絞り込んでください。

（e）CSV形式ファイルの出力

出力するファイルの名称を設定します。

図 F-6　［出力ファイルの設定］ダイアログボックス

名称を設定して［完了］ボタンをクリックすると，CSV形式ファイルが作成されます。
作成した CSV形式ファイルを使って，EURで帳票を作成します。
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（2） EURによる帳票の作成

EURを使った帳票の作成方法には，次の種類があります。

● EUR Viewerによる帳票の表示と印刷方法

● EUR Professional Editionによる帳票の表示と印刷方法

● EUR Printによる帳票の印刷方法

次に，それぞれについて説明します。

（a）EUR Viewerによる帳票の表示と印刷方法

EUR Viewerは，JP1/NETM/DMの CSV出力ユティリティで作成した CSV形式ファイ
ルを呼び出して帳票形式に表示し，印刷するプログラムです。

次に EUR Viewerによる帳票の表示と印刷方法を示します。

1. EUR Viewerの apgrptコマンドで使用する「オプション記述ファイル」を作成する。
apgrptコマンドと「オプション記述ファイル」の詳細については，マニュアル「帳票
作成機能 EUR EUR 帳票出力」を参照してください。

2. テキストエディタを起動して，［Hitachi EUR］セクションの［MappingDataFile］エ
ントリに作成した CSV形式ファイルのファイルパスを記述して，適当なフォルダに
保存する。
「オプション記述ファイル」の記述例を次に示します。
［Hitachi EUR］
MappingDataFile="c:¥temp¥SystemInfo.csv"

3. EUR Viewerのインストールフォルダ下の PROGRAMフォルダの apgrptコマンド
（apgrpt.exe）を実行して帳票を表示する。

4. 帳票に対応した帳票定義ファイル（*.fms）のパス，/lオプションに「view」と，/kオ
プションに手順 1.で作成した「オプション記述ファイル」のパスを指定して実行す
る。
apgrptコマンドの実行例を次に示します。
> apgrpt.exe c:¥forms¥SystemInfo.fms /l view /k 
c:¥temp¥option.ini

apgrptコマンドを実行した EUR Viewerに帳票が表示されます。

表示した帳票を印刷するには，EUR Viewerの［ファイル］メニューから［印刷］を選
択して［印刷］ダイアログボックスから実行します。また，apgrptコマンドの /lオプ
ションに「print」を指定し，/pオプションにプリンタ名を指定すると，プリンタに直接
印刷することもできます。

（b）EUR Professional Editionによる帳票の表示と印刷方法

EUR Professional Edition は，帳票を設計し，帳票の表示および出力もできるプログラ
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ムです。

次に EUR Professional Editionを使って帳票を表示して印刷する方法について示します。

1. EUR Professional Editionを起動して，［ファイル］メニューから［開く］を選択する。

2.［ファイルを開く］ダイアログボックスの「ファイルの種類」の「フォームシート
ファイル（*.fms）」を選択して，帳票に対応した帳票定義ファイル（*.fms）を開く。

3.［表示］メニューから［マッピングデータウィンドウ］を選択する。
［マッピングデータ］ウィンドウがアクティブになります。 

4.［データ］メニューから［データファイル指定］を選択し，［データファイルの指定］
ダイアログボックスから JP1/NETM/DMで作成した CSV形式ファイルを開く。
このとき，［データのプロパティ］ダイアログボックスの［区切り情報］パネルで，
「1行目のデータをフィールド名として扱う」がチェックされていることを確認してく
ださい。また，データウィンドウのフィールド定義で，フィールド名の変更やフィー
ルド属性などを設定してください。

EUR Professional Editionに帳票が表示されたら，［ファイル］メニューの［印刷］を選
択して，表示された［印刷］ダイアログボックスから帳票を印刷できます。

なお，EUR Professional Editionでは上記の方法以外に，「(a)　EUR Viewerによる帳票
の表示と印刷方法」と同様に apgrptコマンドで帳票を表示および印刷することもできま
す。

EUR Professional Editionによる帳票の表示と印刷方法の詳細については，マニュアル
「帳票作成機能 EUR EUR 帳票設計」を参照してください。

（c）EUR Print Serviceによる帳票の印刷方法

EUR Print Serviceは，大量データの帳票を出力するためのプログラムです。帳票のデー
タ量（レコード件数）が増えてもメモリが増加することなく，大量の帳票を出力できま
す。

EUR Print Serviceを使って帳票を印刷する方法を次に示します。

1. EUR Print Serviceのインストールフォルダ下の「PROGRAM」フォルダの eurpsコマ
ンド（eurps.exe）を実行して帳票を印刷する。
/pオプションにプリンタ名を指定し，帳票に対応した帳票定義ファイル（*.fms）の
パスと，JP1/NETM/DMで作成した CSV形式ファイルのパスをコンマ「,」で区切っ
て指定し，実行してください。
次に eurpsコマンドの実行例を示します。
> eurps.exe /p printer 
c:¥forms¥SystemInfo.fms,c:¥temp¥SystemInfo.csv

EUR Print Serviceによる帳票の印刷方法の詳細については，マニュアル「帳票作成機能 
EUR EUR Print Service 帳票出力」を参照してください。
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付録 F　EURを使ったインベントリ管理帳票の作成
付録 F.4　帳票フォームのカスタマイズ
EURが提供する帳票フォーム自体をユーザ環境に合わせてカスタマイズすることもでき
ます。例えば，システム情報を出力する帳票では，マシンをホスト名と IPアドレスの組
み合わせで区別しています。しかし，ホスト名と IPアドレスが単なる通番であるなど，
意味を持たない名称やアドレスが付けられているユーザ環境では，マシンを正しく区別
することができないため，インベントリ情報を厳密に管理できません。このような場合，
帳票をカスタマイズすると便利です。

EURのプログラム「EUR Professional Edition」と，JP1/NETM/DMのユーザインベン
トリ情報の取得機能を使用して，マシンを実際の使用者名で区別する帳票の作成方法を
説明します。ここではシステム情報サマリ一覧を例にカスタマイズしていますが，ほか
の帳票でも同じようにカスタマイズできます。

1. マシンの使用者名を取得する。
JP1/NETM/DMから「ユーザインベントリ情報の取得」ジョブを実行して，マシン
の使用者名を取得してください。
ユーザインベントリ項目に使用者の項目を設定すれば，その情報をシステム情報と一
緒に CSV形式ファイルに出力することができます。ユーザインベントリ情報の取得
手順については，マニュアル「運用ガイド 1」の「3.3　ユーザインベントリ情報を取
得する」を参照してください。
ここでは，マシンの使用者の項目名（ラベル名）を「使用者」として説明します。

2. CSV形式ファイルを出力する。
JP1/NETM/DMの［CSV出力ユティリティ］を起動して，［テンプレートの選択］ダ
イアログボックスで「ユーザ管理情報」を選択してください。
「ユーザ管理情報」テンプレートには，手順 1.で設定した「使用者」の項目とシステ
ム情報の両方が一つの CSV形式ファイルに出力されます。
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図 F-7　［テンプレートの設定］ダイアログボックス

3. 帳票定義ファイルを開く。
EUR Professional Editionを起動し，［ファイル］メニューから［開く］を選択して，
［ファイルを開く］ダイアログボックスの［ファイルの種類］に「フォームシート
ファイル（*.fms）」を選択して，システム情報サマリ一覧ファイルの帳票定義ファイ
ル（SystemSummary.fms）を開きます。

4. CSV形式ファイルを指定する。
手順 2.で出力した CSV形式ファイルを EUR Professional Editionにマッピングデー
タファイルとして読み込んでください。
EUR Professional Editionの［表示］メニューから［マッピングデータウィンドウ］
を選択して，［マッピングデータ］ウィンドウをアクティブにします。
［データ］メニューから［データファイル指定］を選択して，［データファイルの指
定］ダイアログボックスで CSV形式ファイルを指定して，CSV形式ファイルを読み
込みます。
このとき，［データのプロパティ］ダイアログボックスの［区切り情報］パネルで，
［1行目のデータをフィールド名として扱う］チェックボックスを必ずオンにしてくだ
さい。
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図 F-8　［データのプロパティ］ダイアログボックス

5. フィールド定義を再作成する。
システム情報サマリ一覧の帳票定義ファイルは，［CSV出力ユティリティ］でシステ
ム情報テンプレートに出力した CSV形式ファイルのフィールド定義で作成されてい
ます。そのため，ユーザ管理情報テンプレートで出力した CSV形式ファイルを読み
込むためには，フィールド定義を再作成する必要があります。
EUR Professional Editionの［表示］メニューから［マッピングデータウィンドウ］
を選択して，［マッピングデータ］ウィンドウをアクティブにし，［データ］メニュー
から［フィールド定義］を選択してください。
［フィールド定義］ダイアログボックスの［自動作成］ボタンをクリックすると，
フィールド定義が再作成されます。
436



付録 F　EURを使ったインベントリ管理帳票の作成
図 F-9　［フィールド定義］ダイアログボックス

［フィールド定義］ダイアログボックスの［フィールド名称］に「使用者」が追加さ
れていることを確認してください。また，すべてのフィールドの［種別］が文字列に
なっていることも確認してください。

6. 項目名を変更する。
EUR Professional Editionの［帳票］ウィンドウを選択して，［帳票］ウィンドウを
アクティブにします。ツールボックスの矢印アイコンをクリックして，選択モードに
してから，［文字］のチェックボックスだけをオンにしてください。

図 F-10　［帳票］ウィンドウのツールボックス

［帳票］ウィンドウの「ホスト名称」の項目をダブルクリックして，項目の名称を
「使用者氏名」に変更します。

図 F-11　項目名の変更

7. 項目を変更する。
437



付録 F　EURを使ったインベントリ管理帳票の作成
項目名を変更したら，その項目名のすぐ下のデータ部分を削除してください。

図 F-12　項目データの削除

［マッピングデータ］ウィンドウの「使用者」項目の 1行目のデータを，［帳票］ウィ
ンドウの削除した部分にドラッグ &ドロップします。

図 F-13　項目データのコピー

ドロップしたら，アイテムを適当に整形し，アイテムに［繰り返し指定］を設定しま
す。
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図 F-14　［繰り返し指定］の設定

以上で，ホスト名から使用者によるマシンの管理帳票が完成します。
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付録 G　監査ログの出力
付録 G　監査ログの出力
JP1/NETM/Audit - Managerと連携するための監査ログの出力情報について説明します。

付録 G.1　監査ログに出力される事象の種別
監査ログを出力する対象となる事象の種別，および JP1/NETM/DMが監査ログを出力す
る契機を次の表に示します。事象の種別とは，監査ログに出力される事象を分類するた
めの識別子です。

表 G-1　監査ログに出力される事象の種別

付録 G.2　監査ログの保存形式
監査ログの保存形式について説明します。監査ログは，NETMAuditManagern.LOGに
出力されます。ログファイルが一定の容量に達すると，ファイル名を変更して保存した
あと，変更前と同じ名称のファイルを作成して新たにログを書き込みます。一定の容量
に達してログファイルが切り替わる際，NETMAuditManager1.LOGを，
NETMAuditManager2.LOGに変更して保存し，新たにNETMAuditManager1.LOGを
作成して，ログを書き込みます。再び NETMAuditManager1.LOGが一定量に達する
と，保存済みの NETMAuditManager2.LOGを NETMAuditManager3.LOGに変更し
たあと，NETMAuditManager1.LOGをNETMAuditManager2.LOGに変更して保存し
ます。

このように，保存済みのログファイルは，新たにファイルが作成されるごとにファイル
名末尾の数値 +1をしたファイル名称に変更されます。つまり，数値が大きいログファイ
ルほど古いログファイルとなります。なお，ファイル数が設定値を超えると，古いログ
ファイルから削除されます。

事象の種別 説明 JP1/NETM/DMが出力する契機

StartStop ソフトウェアの起動および終了を
示す事象。

• JP1/NETM/DM Managerのサービス
（Remote Install Server）の起動およ
び停止

• GUIを持つプログラムの起動および
停止

• バッチコマンドの実行および停止

Authentication 管理者が認証に，成功または失敗
したことを示す事象。

GUIを持つプログラムでの認証の実行

Failure ソフトウェアの異常を示す事象。 JP1/NETM/DM Managerのサービス
（Remote Install Server）の異常終了

ContentAccess JP1/NETM/DMで管理している
ファイル，レジストリ，および
データベースのデータへのアクセ
スに，成功または失敗したことを
示す事象。

• ジョブの実行および実行結果
• コマンドの実行および実行結果
• データベースマネージャの操作による
異常終了
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付録 G　監査ログの出力
ファイルごとのログの出力量やログファイルの出力先は，セットアップで設定できます。
監査ログ出力の設定方法については，マニュアル「構築ガイド」の「4.2.21　［監査ログ］
パネル」を参照してください。

付録 G.3　監査ログの出力形式
監査ログの出力形式，出力先，出力項目，および出力例について説明します。

（1） 監査ログの出力形式

監査ログの出力形式は，監査ログのフォーマットであることを示す「CALFHM」，監査ロ

グのリビジョン番号，該当する出力項目の順で出力されます。

監査ログの出力形式を次の図に示します。

図 G-1　監査ログの出力形式

（2） 監査ログの出力先

監査ログは，JP1/NETMDM Managerのセットアップ時に［監査ログ］パネルで指定し
たディレクトリに出力されます。

［監査ログ］パネルで監査ログの出力先を指定する方法については，マニュアル「構築ガ
イド」の「4.2.21　［監査ログ］パネル」を参照してください。

（3） 出力項目

出力項目は，共通出力項目と固有出力項目の 2種類あります。それぞれについて説明し
ます。

●共通出力項目
監査ログを出力する JP1製品で共通して出力される項目です。

●固有出力項目
監査ログを出力する JP1製品ごとに，出力される項目です。

（a）共通出力項目

共通出力項目に出力される値および内容を次の表に示します。
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付録 G　監査ログの出力
表 G-2　監査ログの共通出力項目

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される属
性名

1 共通仕様識別
子

－ 「CALFHM」 監査ログのフォー
マットであることを
示す識別子

2 共通仕様リビ
ジョン番号

－ X.X 監査ログを管理する
ためのリビジョン番
号

3 通番 seqnum 通番 監査ログの通し番号

4 メッセージ
ID

msgid KDSDxxx-x 製品ごとのメッセー
ジ ID

5 日付・時刻 date YYYY-MM-DDThh:mm:ss.sssTZD※
1

監査ログの取得日時
およびタイムゾーン

6 発生プログラ
ム名

progid 「JP1/NETM/DM」 事象が発生したプロ
グラム名

7 発生コンポー
ネント名

compid ［JP1_NETM_DM Manager］フォルダ
のメニュー名
• JP1_DM_SERVICE

Remote install Server
• JP1_DM_SETUP

セットアップ
• JP1_DM_DBMANAGER

データベースマネージャ
• JP1_DM_NETMDM

リモートインストールマネージャ
• JP1_DM_DMIVVW

インベントリビューア
• JP1_DM_DMCSVUTY

CSV出力ユティリティ
• JP1_DM_DMUNARC

アンアーカイバ
• JP1_DM_DMPACK

パッケージャ

事象を検出した
［JP1_NETM_DM 
Manager］フォル
ダのメニュー名，
ウィンドウ名，およ
びコマンド名
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付録 G　監査ログの出力
ウィンドウ名
• JP1_DM_DMDRYSTP

ホスト探索
• JP1_DM_DMSMID

ソフトウェア稼働情報
• JP1_TEMPLATEVIEW

テンプレート管理
• JP1_DM_DPTVIEW

更新プログラムの管理※ 2

コマンド名
• JP1_DM_DCMCOLL

ファイルの収集
• JP1_DM_DCMCSVU

CSV出力
• JP1_DM_DCMDICE

ソフトウェアインベントリ辞書のエ
クスポート

• JP1_DM_DCMDICI

ソフトウェアインベントリ辞書のイ
ンポート

• JP1_DM_DCMGPMNT

あて先グループへのポリシーの一括
反映

• JP1_DM_DCMHSTWO

JP1/NETM/DM未導入ホストの検
出

• JP1_DM_DCMINST

ジョブの作成，実行
• JP1_DM_DCMJBRM

ジョブの削除
• JP1_DM_DCMJEXE

ジョブの実行
• JP1_DM_DCMMONRST

稼働情報のデータベースへの格納
• JP1_DM_DCMPACK

パッケージングの実行
• JP1_DM_DCMPKGET

パッケージのバックアップの取得
• JP1_DM_DCMPKPUT

パッケージのバックアップからの復
元

• JP1_DM_DCMPKRM

パッケージの削除

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される属
性名
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付録 G　監査ログの出力
• JP1_DM_DCMRMGEN

ジョブ定義の削除
• JP1_DM_DCMRTRY

ジョブの再実行
• JP1_DM_DCMSTAT

ジョブの実行状況の取得
• JP1_DM_DCMSTSW

ジョブの実行状況の監視
• JP1_DM_DCMSUSP

ファイル転送の中断と再開
• JP1_DM_DCMUIDI

ユーザインベントリの一括入力
• JP1_DM_DCMWSUS

WSUSコンピュータグループの登録
/同期実行

• JP1_DM_DCMADSYNC

ディレクトリ連携

バッチコマンド名
• JP1_DM_NETMDB_UNLOAD

データベースの移行用バックアップ
の取得

• JP1_DM_NETMDB_RELOAD

データベースの移行用バックアップ
からの復元

• JP1_DM_NETMDB_START

データベースの起動
• JP1_DM_NETMDB_STOP

データベースの停止
• JP1_DM_NETMDB_BACKUP

データベースのバックアップの取得
• JP1_DM_NETMDB_REORGANIZATION

データベースの再編成

8 発生プロセス
ID

pid プロセスの ID 事象が発生を検出し
たプロセスの ID

9 発生場所 ocp:host ホスト名 事象が発生したホス
トのホスト名
なお，ホスト名を取
得できない場合は，
「-」（ハイフン）が
出力されます。

10 事象の種別 ctgry • StartStop

• Authentication

• Failure

• ContentAccess

監査ログに出力され
る事象を分類するた
め識別子

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される属
性名
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付録 G　監査ログの出力
（凡例）
－：属性名は出力されない

注※ 1
Tは日付と時刻の区切りです。
ZDはタイムゾーン指定子です。次のどれかが出力されます。
+hh:mm：世界共通の標準時刻から hh:mmだけ進んでいることを示す。
-hh:mm：世界共通の標準時刻から hh:mmだけ遅れていることを示す。
Z：世界共通の標準時刻と同じであることを示す。

注※ 2
タスクスケジューラから実行された操作については，監査ログは出力されません。

注※ 3
事象がユーザに関連しない場合，またはユーザ管理の機能を使用しない場合は，プロセス IDが
出力されます。

（b）固有出力項目

固有出力項目に出力される値および内容を次の表に示します。

表 G-3　監査ログの固有出力項目

11 事象の結果 result • Success（成功）
• Failure（失敗）
• Occurrence（成功または失敗の分
類が無い事象の発生）

発生した事象の結果

12 サブジェクト
識別情報※ 3

subj:uid JP1ユーザの ID 事象を発生させた
ユーザの情報

subj:pid プロセス ID 事象を発生させたプ
ロセス情報

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される属性
名

1 動作情報 op • DMPK_REG

パッケージの登録
• DMPKJOB_ACT

「パッケージのインストー
ル」または「クライアン
トユーザによるインス
トール」ジョブの実行

事象を発生させたユーザの動
作の情報
なお，値に該当しない動作の
情報は，出力されません。

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される属
性名
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（4） 監査ログの出力例

JP1/NETM/DM Managerでリモートインストールマネージャを起動して，ホストを作成
した場合の監査ログの出力例を示します。

ホストを作成する際に実行した操作は次のとおりです。

1. リモートインストールマネージャを起動した。

2. ユーザ認証を実行した。

3. ホストを新規に作成した。

4. リモートインストールマネージャを終了した。

監査ログの内容を次に示します。

図 G-2　監査ログの内容

2 権限情報 auth • JP1_DM_Admin

システム管理者
• JP1_DM_Deploy

配布管理ユーザ
• JP1_DM_Inventory

資産管理ユーザ
• JP1_DM_Observe

システム監視ユーザ
• JP1_DM_Collect

収集管理ユーザ
• JP1_DM_Guest

参照ユーザ

JP1/Baseへユーザの認証を
実行したユーザの権限
なお，値に該当しない動作の
情報は，出力されません。

3 自由記述 msg 任意のメッセージ 事象の内容を示すメッセージ

項
番

出力項目 値 内容

項目名 出力される属性
名
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付録 G　監査ログの出力
付録 G.4　監査ログを出力するための設定
監査ログを出力するための設定は，セットアップで実行します。「サーバ本体機能」と
パッケージャを別の PCで運用している場合は，パッケージャでも監査ログの出力を設
定する必要があります。

監査ログを出力するための設定を次に示します。

セットアップでの設定
セットアップの［監査ログ］パネルで，「監査ログを出力する」チェックボックスを
オンにします。
［監査ログ］パネルでの設定方法の詳細については，マニュアル「構築ガイド」の
「4.2.21　［監査ログ］パネル」を参照してください。

パッケージャでの設定
［JP1/NETM/DMパッケージャ］ウィンドウの［オプション］－［デフォルト値の
カスタマイズ］を選択し，［デフォルト値のカスタマイズ］ダイアログボックスを表
示します。ダイアログボックスの［監査ログ］パネルで「監査ログを出力する」
チェックボックスをオンにします。
［監査ログ］パネルでの設定方法の詳細については，マニュアル「運用ガイド 1」の
「2.2.16(4)　［監査ログ］パネル」を参照してください。
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付録 H　各バージョンの変更内容
付録 H　各バージョンの変更内容
（1） 08-50の変更内容

● Active Directoryの情報を配布管理システムに取り込んで，ジョブのあて先に指定し
たり，インベントリビューアから参照したりできるようにした。

●ソフトウェアの稼働情報として，Webアクセスログ，印刷操作および外部メディア操
作の履歴を取得できるようにした。また，印刷操作および外部メディア操作を抑止で
きるようにした。

● AMTに対応したコンピュータをクライアントとして使用している場合に，クライアン
トの BIOSをリモートコントロールできるようにした。また，配布管理システムに
セットされた FDから，クライアントに対して診断プログラムを実行できるようにし
た。

●適用 OSにWindows Server 2008を追加した。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。

●マネージャと中継マネージャで，下位システムから通知された稼働情報を保存するか
どうかを選択できるようにした。また，中継マネージャに通知された稼働情報を，上
位システムに通知するかどうかを選択できるようにした。

●稼働監視ポリシーをファイルに出力できるようにした。また，出力したファイルを読
み込んで，稼働監視ポリシーを追加できるようにした。

● OSが 64ビット版のWindows Vistaのクライアントに対して稼働監視機能を使えるよ
うにした。

●WSUS 3.0と連携できるようにした。また，階層化構成のWSUSと連携する場合に，
最上位のWSUSと下位のWSUSの同期，および下位のWSUSコンピュータグルー
プへのクライアント登録を実行できるようにした。

●Windowsのリモートデスクトップでの操作をサポートした。

●ソフトウェアインベントリ情報の更新日時を協定世界時（UTC）で管理できるように
した。

●Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Clientを中継システムと
しても運用できるようにした。

（2） 08-12の変更内容

● OSがWindows Vistaのクライアントに対して秘文連携機能を使えるようにした。ま
た，秘文連携機能を利用できる秘文製品のバージョンに 07-80，08-01を追加した。

（3） 08-11の変更内容

●WUA 3.0を利用して，クライアントのパッチ情報を取得できるようにした。
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付録 H　各バージョンの変更内容
●「Asset Information Manager Limited」から，業務目的に合わせてインベントリ情報
を集計できるようにした。

●Microsoft .NET Framework 3.0に対応し，無線 LAN環境のクライアントに対して
「AMT連携機能」を使用できるようにした。

●取得できるシステム情報に，セキュリティ関連の項目を追加した。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。また，各ウィルス
対策製品で常駐 /非常駐が判定される機能を記載した。

●ソフトウェア情報の取得時に，日立プログラムプロダクトの情報を「アプリケーショ
ンの追加と削除のソフトウェアを検索」で取得できるようにした。

● OSがWindows Vistaのクライアントから，ファイル操作の操作履歴を取得できるよ
うにした。

●操作履歴の格納先および退避先のディレクトリに，ネットワークドライブを使用でき
るようにした。

●秘文で取得した操作ログを，［操作ログ一覧］ウィンドウで管理できない旨を削除し
た。

●パッチを取得する機能で使用するデータベースの領域を，データベースマネージャで
作成できるようにした。また，パッチを取得できるプログラムの種類に，Windows 
Mailを追加した。

● Embedded RDBの，データベースの領域サイズのデフォルト値，最小値および最大値
を変更した。また，データベースマネージャで，Embedded RDBの作業表領域のサイ
ズを指定できるようにした。

● Embedded RDBのデータベース見積もり式に，稼働監視履歴の計算式を追加した。

●Microsoft SQL Serverのデータベース見積もり式に，レジストリ取得項目の計算式を
追加した。

●対象製品にバンドル版の JP1/NETM/DM Clientを追加した。

●インストール完了時に Readmeを表示するチェックボックスを削除した。

●ログの世代管理数およびエントリ数を設定できないログファイルを記載した。

●次に示す Embedded RDB用のコマンドで，リターンコードが出力されるようにした。
• netmdb_backup.bat
• netmdb_reload.bat
• netmdb_reorganization.bat
• netmdb_unload.bat

● JP1/NETM/DM未導入ホストを検出する機能で，VPN環境などの探索経路上に
SNMPに応答しないルータがある場合にも，ホストを探索できるようにした。

●「Asset Information Manager Limited」のバックアップ手順を記載した。
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付録 H　各バージョンの変更内容
●ソフトウェア情報の取得時に，［アプリケーションの追加と削除］または［プログラム
の追加と削除］に登録されているソフトウェアについては，インストール日時を取得
できるようにした。

●テキスト入力のユーザインベントリ項目の場合に，「'」を入力できるようにした。

●あて先グループの自動メンテナンスを使用して，ユーザインベントリ情報を基にあて
先グループを作成する場合に，あて先グループ名として使用できる文字数の上限を，
半角で 32文字（全角 16文字）に修正した。

● JP1/NETM/DMにトラブルが発生した場合に，コマンドでトラブル情報を取得できる
ようにした。

●次に示すイベント IDのイベントログメッセージを追加した。
• 11026
• 11027
• 11028
• 16029
• 16030

また，監視をお勧めするイベントログメッセージに，イベント ID「16030」のイベン
トログメッセージを追加した。

●メッセージ ID「KDSF0098-W」の対処方法を変更した。

（4） 08-10の変更内容

● JP1/Baseと連携して，JP1/NETM/DMを使用するユーザを管理できる機能を追加し
た。

●ソフトウェアの稼働状況の監視機能で，クライアントでのソフトウェアの稼働時間を
取得できるようにした。また，取得した稼働時間を［ソフトウェア稼働状況］ウィン
ドウで集計する機能を追加した。

●［ファイル操作トレース］ウィンドウで，操作ログを追跡調査できるようにした。

●Microsoft社から提供される更新プログラムや Service Packなどのパッチを取得でき
る機能を追加した。

●クライアントへ HTML形式のメッセージを通知する機能を追加した。

● JP1/NETM/DM Managerの操作を監査ログとして出力できる機能を追加した。

●［操作ログ集計］ウィンドウで，部署ごとに操作ログを集計できるようにした。

●Windows Vistaに対応した次のプログラムを対象製品に追加した。
• JP1/NETM/DM Client
• JP1/NETM/DM Client - Base
• JP1/NETM/DM Client - Delivery Feature
• JP1/NETM/DM Client - Remote Control Feature
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付録 H　各バージョンの変更内容
●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。

●稼働監視ポリシーにバージョンおよび世代番号を付けて，どのバージョンの稼働監視
ポリシーが適用されているかがわかるようにした。

●中継システムに直接接続できるクライアント数の説明を変更した。

●データベース容量を見積もるための算出式の説明を，計算対象が明確になるように改
善した。

●クライアントの基本ログメッセージ「KDSF0096-W」の内容を変更した。

● AITファイル作成時に，パッケージ情報ツールから PP識別情報ファイルを生成でき
るようにした。

● AITファイル編集時のメッセージ「AITG123-E」「AITG124-E」「AITG125-E」を追
加した。

（5） 08-02の変更内容

● AMTに対応したコンピュータをクライアントとして使用している場合に，次の機能を
利用できるようにした。
• AMTの電源制御の機能を利用したクライアントの制御
• AMT不揮発性メモリへのホスト識別子の保管

●秘文連携機能でサポートする秘文についての説明を追加した。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。

●［操作ログ一覧］ウィンドウから JP1/秘文の操作ログを参照できる対象製品として，
JP1/秘文 CG Proを追加した。

●あて先グループおよび IDの自動メンテナンスのポリシー情報が記述されたテキスト
形式ファイルを入出力できるようにした。

● IDの自動メンテナンスのポリシー種別に，ユーザインベントリ項目を追加した。

●「Asset Information Manager Limited」のセットアップおよびデータベースの作成方
法を変更した。

● Embedded RDBの一部のデータベース項目についてデータ型を変更し，作成される
データベース容量を削減した。

●運用キーにホスト名を使用したクライアントが接続先の上位システムを名前解決でき
ない場合に，受信した実行要求情報の IPアドレスを基に上位システムを名前解決して
接続できる機能を追加した。

● JP1/NETM/DM Clientをリモートインストールするときに，インストール中のダイア
ログを表示しないようにする設定を追加した。
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付録 H　各バージョンの変更内容
（6） 08-00の変更内容

●リレーショナルデータベースのプログラムにMicrosoft SQL Server 2005を使用でき
るようにした。

● JP1/NETM/DM Managerが標準提供するリレーショナルデータベースとして，
「Embedded RDB」を使用できるようにした。また，簡易データベースを未サポート
とした。

●［検索］ダイアログボックスで，ホスト名または IPアドレスをキーにホストを検索で
きるようにした。

●あて先グループの自動メンテナンス機能で，クライアントの OSのサブバージョンご
とにグルーピングできるようにした。

●ソフトウェアの稼働監視機能で，指定したソフトウェアおよびパスの起動を許可する
か抑止するかを選択できるようにした。また，指定した項目以外のすべてのソフト
ウェアの起動を許可するか抑止するかを選択できるようにした。

●ソフトウェアの稼働監視機能で，ファイル操作時の履歴を取得できるようにした。

●クライアントの稼働情報を［操作ログ一覧］ウィンドウで参照できるようにした。

●WUA 2.0を使用して適用済みパッチ情報を取得できるようにした。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。また，英語版のク
ライアントが混在する場合，英語版のMicrosoft Office製品およびウィルス対策製品
の情報も同時に取得できるようにした。

●秘文連携機能を使って JP1/秘文または秘文をリモートインストールしたり，インス
トール済みの JP1/秘文または秘文の詳細情報を取得したりできるようにした。

●［あて先の追加］ダイアログボックス，［パッケージの追加］ダイアログボックス，お
よび［ジョブの保存］ダイアログボックスのサイズを変更できるようにした。

●ユーザインベントリ項目の選択項目の上限を，255個から合計サイズ 51,254バイトへ
変更した。また，階層化されたユーザインベントリ項目の場合は，上位の項目と合わ
せて 102,509バイトの上限も追加した。

●パッケージの分割配布で，中継システムから下位のシステムへの実行状況を上位シス
テムで確認できるようにした。

●クライアントの接続先を自動で変更するタイミングに，ポーリング時を追加した。

● JP1/NETM/Client Security Controlとの連携時にクライアントセキュリティ管理を設
定する機能を追加した。

●WWWブラウザからの JP1/NETM/DMの管理機能，およびWWWブラウザからのク
ライアントインストール機能を未サポートとした。

●差分情報の配布機能を未サポートとした。
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付録 H　各バージョンの変更内容
（7） 07-53の変更内容

●WUA 2.0を使用して未適用パッチ情報を取得できるようにした。

●WSUSと連携して，更新プログラムを管理できるようにした。

●適用 OSにWindows Server 2003 (x64)を追加した。

●インストールディレクトリおよびワークディレクトリに「(」および「)」を指定でき
るようにした。

●システム構成情報に重複して登録されているホストを検索して，更新日時が古いホス
トを削除できるようにした。

●クライアントがポーリングを開始するタイミングを遅延させるオプションを追加した。

●ファイアウォール環境で JP1/NETM/DM Manager Embedded RDB Editionを使用す
る設定についての説明を追加した。

●取得できるシステム情報の CPU種別を追加した。

●ソフトウェア情報の取得時に，標準検索リストを使用するかどうかを選択できるよう
にした。

● UNIXのクライアントにパッケージを配布した場合で，外部プログラムを起動させた
ときに，外部プログラムの終了コードをサーバで参照できるようにした。

● JP1/NETM/DMからセキュリティ PCに，セキュリティ PC用のアップデートデータ
をインストールできるようにした。

●情報を取得できるウィルス対策製品を追加した。

●［ジョブの作成］ダイアログボックスの［オプション］パネルの「検索除外ディレクト
リ」，および［コレクトファイル］パネルの「収集パス名」に指定できる環境変数の説
明を追加した。

●リモートインストールマネージャでソフトウェア情報として表示されるときに，形式
が変換されるホットフィックスの名称を追加した。

●クライアントの基本ログメッセージ「KDSF0060-I」「KDSF0090-I」の内容を変更し
た。

●クライアントの基本ログメッセージに「KDSF0097-I」「KDSF0098-W」
「KDSF0099-E」を追加した。

● 64ビット版 JP1/NETM/DM Client Light Editionを追加した。

（8） 07-52の変更内容

●リモートインストールマネージャの［ジョブ実行状況］ウィンドウに，JP1/NETM/
CSCから実行した「メッセージの通知」ジョブを格納するフォルダを作成するように
した。
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付録 H　各バージョンの変更内容
●ホスト探索時にホスト名を取得するかどうかを選択できるようにした。また，ホスト
の情報を取得する範囲を選択できるようにした。

●オフラインマシンからMicrosoft Office製品およびウィルス対策製品のインベントリ
情報を取得できるようにした。

●抑止履歴および操作履歴のバックアップを取得する方法についての説明を追加した。

●イベント ID「19003」のイベントログメッセージを追加した。

（9） 07-50の変更内容

● JP1/NETM/Client Security Controlと連携して，システムのセキュリティ対策を強化
できるようにした。

●「ソフトウェア情報の取得」ジョブで，コンピュータに適用されていないパッチの情報
を取得できるようにした。それに伴って，コンピュータに適用されていないパッチの
情報をリモートインストールマネージャで表示できるようにした。
また，保守コード「3000EF300000」のイベントログメッセージを追加した。

●クライアントのソフトウェアの稼働状況を監視して，ソフトウェアの起動を抑止した
り，操作履歴を取得したりできるようにした。それに伴って，抑止履歴および操作履
歴をリモートインストールマネージャで表示できるようにした。
また，イベント ID「16016」～「16020」のメッセージを追加した。

●管理者からクライアントへ，メッセージを通知できるようにした。

●クライアントで更新されたインベントリ情報が，自動的に上位システムへ通知される
ようにした。

● IDにポリシーを設定することで，新規に追加されたクライアントを自動的に IDへ登
録できる，IDの自動メンテナンス機能を追加した。

● JP1/NETM/DM Manager Embedded RDB Editionを追加した。

●ネットワーク上に存在するホストを探索して，JP1/NETM/DM未導入ホストを検出で
きるようにした。

● JP1/NETM/Asset Information Managerがインベントリ情報の更新を監視するための
情報を，データベースのテーブルに追加した。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。また，適用 OSが
Linuxでバージョンが 07-50以降のクライアントから，ウィルス対策製品の情報を取
得できるようにした。

●リモートインストールマネージャで，ソフトウェア情報として表示されるホット
フィックスの形式を改善した。

●監視をお勧めするイベントログメッセージの要因と対処を追加した。

●クライアントの基本ログメッセージ「KDSF0103-I」を追加した。
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付録 H　各バージョンの変更内容
●クライアントの基本ログメッセージ「KDSF0060-I」および「KDSF0092-E」の内容
を変更した。

● JP1/NETM/DMが提供する AITファイルを追加した。

（10） 07-11の変更内容

● JP1/NETM/DM Clientがインストールされている PCに，ネットワークを介さないで
ソフトウェアをインストールできるようにした。

●インストールセットを使用して JP1/NETM/DM Clientを上書きインストールできる
ようになったため，インストールセットを使用する場合とWWWブラウザからインス
トールする場合の違いを示す表から，上書きインストールについての記述を削除した。
また，JP1/NETM/DM Clientのセットアップ情報の設定方法に，インストールセット
を使用して上書きインストールする場合の記述を追加した。

●ネットワーク内に存在するホストの情報が記述された CSV形式ファイルを読み込むこ
とで，JP1/NETM/DMがインストールされていないホスト（JP1/NETM/DM未導入
ホスト）を検出できるようにした。

●取得できるシステム情報の CPUタイプに，7種類の CPUを追加した。

●ターミナルサービス環境での JP1/NETM/DMの運用方法についての説明を追加した。

● JP1/NETM/DMのクラスタシステムの OSとして，Microsoft Windows Server 2003, 
Enterprise Editionが対応していることを追加した。

●「ソフトウェア情報の取得」ジョブで，コンピュータに適用されているパッチの情報を
取得できるようにした。
また，リモートインストールマネージャおよびパッケージセットアップマネージャで，
取得したパッチの情報を表示できるようにした。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。

●ユーザインベントリ項目の作成時に，コメント欄に指定できない半角記号を「;」（セ
ミコロン）だけにした。

●「ユーザインベントリ情報の転送」ジョブ作成時に，クライアントでユーザインベント
リを設定するダイアログボックスのキャンセルの可否，およびクライアントでユーザ
インベントリを設定したあとの動作を設定できるようにした。

●取得したMicrosoft Office製品およびウィルス対策製品の情報を，CSV形式ファイル
に出力できるようにした。

● AITファイルを作成および使用する場合の注意事項を追加した。

● 64ビット版 JP1/NETM/DM Clientの機能についての説明を追加した。

● JP1/NETM/DMが提供する AITファイルを追加した。
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付録 H　各バージョンの変更内容
（11） 07-10の変更内容

● JP1/NETM/Asset Information Managerの操作画面から，ソフトウェアの配布および
配布状況の確認ができることを追加した。

●「クライアントWebインストール」および「スタートアップキット機能支援ツール」
がインストールされた PCに対しては，JP1/NETM/DM Clientをインストールできな
いようにした。

● Administrator権限を持たないユーザがログインしている JP1/NETM/DM 
SubManagerでもリモートインストールができるようにした。

●パッケージを上書きインストールしようとしてエラーが発生した場合に，上書きされ
る側のインストール済みパッケージの情報を保管できるようにした。

●ネットワークアダプタの優先順位の設定に従って，クライアントの IPアドレスを上位
システムに通知できるようにした。

●システム構成に含まれていないホストのインベントリ情報を削除できるようにした。

●取得できるシステム情報に，Intel IPFシリーズの「Intel IPF CPU」および「Intel 
Itanium 2」を追加した。

●取得できるシステム情報に，Windows Installerのバージョン情報「Windows 
Installer」を追加した。また，インベントリビューアで「Windows Installer」を集計
できるようにした。

● JP1/NETM/DMのクラスタシステムの OSとして，Microsoft Windows Server 2003, 
Enterprise Editionを追加した。

●リモートインストールマネージャから，登録したツールを起動できるようにした。

●Windows Installerを使用してインストールするプログラムをサイレントインストー
ルできるようにした。

● UNIX版 JP1/NETM/DM Client 07-10以降に対して，パッケージのインストール後
に，クライアントマシンを自動的に再起動するかどうか指定できるようにした。

●［ジョブ定義］ウィンドウで，［F5］キーを押して選択したジョブを実行したとき，確
認ダイアログボックスが表示されるようにした。

● CPUクロック数の取得方式を変更した。

●ソフトウェア情報として取得できるMicrosoft Office製品を追加した。

●ソフトウェア情報として取得できるウィルス対策製品を追加した。

●リモートインストールマネージャで，ソフトウェア情報として表示されるホット
フィックスの形式を改善した。

●インベントリビューアで，「OSの言語」を集計できるようにした。

●次のコマンドを JP1/NETM/DM SubManagerで実行できるようにした。
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dcmcoll.exe，dcminst.exe，dcmjbrm.exe，dcmjexe.exe，dcmpkrm.exe，
dcmrmgen.exe，dcmrtry.exe，dcmstat.exe，dcmstsw.exe

●保守コード「300097140000」および「30009F070000」のイベントログメッセージの
要因と対処を変更した。

●監視をお勧めするイベントログメッセージの要因と対処を記載した。

● JP1/NETM/DM Managerと JP1/NETM/DM SubManagerの機能差異についての記
述を追加した。

●Windows Installerのモジュールを配布するための AITファイルを提供した。

（12） 07-00の変更内容

●Windows 95を JP1/NETM/DM Clientの適用 OS外とした。ただし，07-00より前の
バージョンの JP1/NETM/DM Clientもバージョン 07-00の上位システムに接続でき
るため，OSがWindows 95の場合の説明をマニュアルに記載している。

●「ソフトウェア情報の取得」ジョブの検索対象ソフトウェアに，「Microsoft Office製品
を検索」と「ウィルス対策製品を検索」が追加された。また，これらの製品名，ウィ
ルス定義ファイルのバージョン，およびウィルス対策製品の常駐設定別に，ホストの
台数を集計できるようにした。

●ソフトウェアのインストーラに自動応答するスクリプトファイル，AITファイルが作
成できるようになった。AITファイルは，配布するソフトウェアとともにパッケージ
ングしてリモートインストールすると，ソフトウェアを自動インストールできる。

●差分情報の取得および差分情報のパッケージングは，07-00以降の JP1/NETM/DMで
は未サポートとした（なお，07-00より前のバージョンの JP1/NETM/DMで作成した
差分パッケージを使用することはできる）。

●クライアントの情報をローカルシステムビューアで確認できるようにした。

●クライアントのシステム監視をして，異常発生時にアラートをローカル PCや上位シ
ステムへ通知できるようにした。

●クライアントから通知されたアラートを，上位システムのアラート情報ファイル，イ
ベントビューア，JP1/IMで確認できるようにした。

●クライアントセットアップのデフォルト値を変更した。

●［リモートインストール　クライアント］アイコンおよび［リモートインストール　ロ
グオンマネージャ］アイコンを，Windowsの［スタートアップ］グループに作成しな
いようにした。

●［NETM_DM_Pスタートアップ］フォルダの作成を選択できるようにした。

●接続先が未定の場合も，「?」を設定することで JP1/NETM/DM Clientが動作するよ
うにした。
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●ジョブの中断と再開について，以下のことをできるようにした。
• ファイル転送の中断ジョブおよびファイル転送の再開ジョブのあて先に，中継マ
ネージャを指定できるようにした。

• JP1/NETM/DM Managerのリモートインストールマネージャで，自システムとそ
の下位システムとのファイル転送を中断および再開できるようにした。

• UNIX版の下位システムとの間で中断および再開できるようにした。
• ファイル転送を中断および再開する dcmsuspコマンドを追加した。

●［ジョブの配布属性］パネルで，ファイル転送が中断中でもジョブを配布するかどうか
設定できるようにした。

●クライアントが非常駐の場合でも，一般ユーザ権限でログオンしたときに，クライア
ントでインストールできなかったパッケージをインストールできるようにした。

● JP1/NETM/DMの Version 7iへのアップグレードと同時にリレーショナルデータベー
スをアップグレードする場合の手順を追加した。

●ソフトウェア検索リストにバージョンを設定しない場合で，検索対象ファイルのバー
ジョンリソースからバージョンを取得できなかったときは，バージョンに「0000」が
設定されるようにした。

●ソフトウェア検索リストを使用した検索時に，サイズが 0バイトのファイルも検索で
きるようにした。

●［ジョブ実行状況］ウィンドウからインベントリビューアを起動し，あて先の詳細情報
を表示できるようにした。

●［システム構成］および［あて先］ウィンドウから集計を実行したとき，ホストおよび
あて先グループの選択状態が，インベントリビューアの［対象選択］ウィンドウに反
映されるようにした。また，［システム構成］および［あて先］ウィンドウから，テン
プレートを指定して集計を実行できるようにした。

●［JP1/NETM/DMアンアーカイバ］，［JP1/NETM/DMパッケージャ］，および
［Package Setup Manager］ウィンドウのフォントを設定できるようにした。

●Windows CE版 JP1/NETM/DM Clientを，Windows CE .NET 4.1で利用できるよう
にした。
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付録 I　用語解説

（数字）

64ビット版 JP1/NETM/DM Client
JP1/NETM/DMシステムで，OSがWindows Server 2003 (IPF)のコンピュータを，クライアント
として管理するために必要なプログラムです。

64ビット版 JP1/NETM/Remote Control Agent
OSがWindows Server 2003 (IPF)のコンピュータを使用する場合に，リモートコントロールされる
側にインストールするプログラムです。JP1 Version 7iの JP1/NETM/DM Clientのリモートコント
ロールエージェントと同等の機能を持っています。

（英字）

AITファイル
専用のインストーラなどを使用して対話形式でソフトウェアをインストールするときの手順を記録
したファイルで，Automatic Installation Toolを使用して作成します。JP1/NETM/DMでは，一部
の他社ソフトウェア用の AITファイルを提供しています。また，ユーザが AITファイルを作成する
こともできます。

Asset Information Manager Limited
JP1/NETM/DMで取得したインベントリ情報および操作ログを，目的に合わせて集計，検索できる
GUIを提供するコンポーネントです。
「Asset Information Manager Limited」をインストールすることで，リモートインストールマネー
ジャからソフトウェアの稼働情報を管理するウィンドウを起動することもできます。
JP1/NETM/Client Security Controlと連携する場合の，クライアントセキュリティ管理用の GUI
も提供します。

Embedded RDB
JP1/NETM/DM Managerが提供する，組み込み型のリレーショナルデータベースです。JP1/
NETM/DM Managerのインストール時に Embedded RDBを使用するかどうか選択できます。

ID
複数のクライアントあてにリモートインストールをするために，クライアントをグルーピングする
方法の一つです。IDに所属するクライアントは，クライアントまたは配布管理システムで登録しま
す。

ID管理中継
IDジョブおよび IDに属するクライアントを管理する中継マネージャまたは中継システムです。ID
ジョブが実行されると，ID管理中継は IDジョブを自システムに保管し，この IDに属するクライア
ントに対してジョブを実行します。
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IDジョブ
あて先に IDを指定して実行するジョブです。

InstallShield環境削除ツール
インストール環境を初期化するツールです。JP1/NETM/DM Clientのインストール中にエラーが発
生しインストールが中止された場合，再インストールする前に実行します。

JP1/AJS2
JP1/AJS2は，業務を自動的に運用するためのプログラムです。処理を順序付けて定期的に実行した
り，特定の事象が発生したときに処理を開始したりできます。

JP1/Base
JP1/IMの基盤機能を提供するプログラムです。
JP1イベントの送受信や，ユーザの管理，起動の制御などをします。また，JP1/IMシステムのエー
ジェントとしての役割も持ちます。
JP1/Baseは，JP1/IM - Managerの前提プログラムです。

JP1/Cm2または HP OpenView
ネットワークの障害管理，構成管理および性能管理を実現するプログラムの総称です。

JP1/IM
JP1/IMは，分散システムを集中的に監視するためのプログラムです。分散システム内での業務の実
行状況や障害などの情報は，JP1イベントとして，JP1/IMに送られます。JP1/IMは，JP1イベン
トを登録，管理し，システム管理者の端末に表示します。

JP1/NetInsight II -PortDiscovery
ネットワークに接続している機器の情報を収集し，ネットワークの構成の一覧を作成するプログラ
ムです。ネットワークに接続されている機器の種別や IPアドレスなどの情報を一覧形式で確認でき
ます。また，定期的にネットワークの構成情報を収集したり，不正な接続を監視したりすることも
できます。

JP1/NETM/Asset Information Manager
ネットワーク装置を含めたハードウェア情報，ソフトウェア情報，契約情報などをデータベースに
一元管理することで，資産の導入，ソフトウェアのライセンス管理，機器の保守などに伴う IT資産
管理業務の合理化および管理コストの低減を支援するプログラムです。

JP1/NETM/Audit - Manager
内部統制の有効性を評価するために必要な証跡記録を一元管理し，内部統制の報告書作成や監査業
務を支援するプログラムです。ユーザ情報やシステム構成の変更などの証跡記録を利用して，業務
の正当性を確認したり，リソースへの操作やアクセス状況を監査したりできます。

JP1/NETM/DMシステム
JP1/NETM/DMがインストールされたホストで構成されるネットワーク全体のことです。

JP1/NETM/DM未導入ホスト
JP1/NETM/DMがインストールされていないホストです。
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JP1/秘文 CG Pro
Microsoft Office文書を暗号化して専用の USBメモリに格納し，持ち出したMicrosoft Office文書
を USBメモリにインストールされた専用ツールでしか閲覧・編集できないようにする製品です。
JP1/秘文 CG Proを使用することで，外部に持ち出した USBメモリからの情報流出を防止できま
す。JP1/秘文と連携して操作ログを取得する場合，管理対象のクライアントにインストールします。

JP1/秘文 IC
データを暗号化する製品です。JP1/秘文の操作ログを取得する場合，管理対象のクライアントにイ
ンストールします。

JP1/秘文 IF
データを外部媒体に格納して持ち出すことを禁止（または許可）する製品です。JP1/秘文の操作ロ
グを取得する場合，管理対象のクライアントにインストールします。

JP1/秘文 IS
ファイルサーバと連携して，ファイルサーバ上の共有機密フォルダに対するアクセスを制御する製
品です。JP1/秘文の操作ログを取得する場合，管理対象のクライアントにインストールします。

JP1イベント
システム内で何らかの事象が発生した際に，その事象に関して JP1/Baseに通知される情報です。

JP1ユーザ
JP1/Baseと連携してユーザ管理をする場合に，JP1/NETM/DMのユーザ認証に使用するアカウン
トの名称です。JP1/Baseがインストールされた認証サーバで設定します。JP1ユーザは，JP1/IM
や JP1/AJS2でのユーザ認証にも使用されています。

Microsoft SQL Server
Windows NT上で動作する，Microsoft社のリレーショナルデータベース管理システムです。JP1/
NETM/DMの情報を管理するリレーショナルデータベース管理システムとして，Microsoft SQL 
Serverが使用できます。

SQL
リレーショナルデータベース用の言語の一種です。構造化照会言語とも呼ばれます。

Visual Test
Windows環境で動作するアプリケーションプログラムのデバッグ作業を支援するプログラムです。

Wake on LAN
Wake on LANは LANで接続されたネットワーク上のマシンに対して，ネットワーク経由でほかの
マシンからリモートで起動するための規格です。

Windows CE版 JP1/NETM/DM Client
JP1/NETM/DMシステムで，OSがWindows CEの PDAを，クライアントとして管理するために
必要なプログラムです。

Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/DM Client
JP1/NETM/DMシステムで，OSがWindows Server 2008およびWindows Vistaのコンピュータ
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を，クライアントとして管理するために必要なプログラムです。また中継システムとしても使用で
きます。

（ア行）

アーカイブ
複数のファイルを一つにまとめることです。

あて先グループ
複数のクライアントあてにリモートインストールするためにクライアントをグルーピングする方法
の一つです。業務や組織ごとなど配布目的に合わせ，配布管理システムからホストをグルーピング
します。

アプリケーションゲートウェイ方式
ファイアウォール実現方式の一つです。パケットの中継を禁止して，アプリケーションゲートウェ
イでアクセスを制御します。外部から内部にアクセスする場合には，ゲートウェイのログインとパ
スワードを入力させ，内部に直接アクセスできないようにします。

アラート通知
「アラート」とは，プログラムから表示されるメッセージの一つです。ユーザの操作によって，何ら
かの問題や重大なエラーが発生するおそれのある場合，ユーザに対して注意を促したり警告を与え
たりするために表示されます。
JP1/NETM/DMでは，クライアントのシステム監視中にハードウェアの異常などを検知した場合
に，ポップアップメッセージなどでユーザに通知することを「アラート通知」と呼びます。

アンアーカイバ
リモートコレクト時に，アーカイブされたファイルや，圧縮されたファイルを元の形式に復元する
ためのプログラムです。

インストールスクリプト
インストール処理の手順を記述したスクリプトで，クライアントで実行します。パッケージを作成
するときに，自動的に生成されます。ユーザ独自のインストールスクリプトを作成してユーザ固有
の処理をすることもできます。

インストールソフトウェア情報
「Asset Information Manager Limited」で，各機器にインストールされているソフトウェアを管理
するための情報です。
インストールソフトウェア情報は，配布管理システムで管理しているインベントリ情報などを
「Asset Information Manager Limited」のデータベースに取り込んで利用するための情報です。
そのため，ソフトウェアの名称およびバージョンは，JP1/NETM/DMなど，情報の取り込み先で管
理されている内容となります。

インストールソフトウェアリスト
「Asset Information Manager Limited」で，各機器にインストールされているソフトウェアの名称
を管理するための情報です。また，インストールソフトウェアに対する各種設定を管理するために
も使用します。
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インストールタイミング
パッケージをクライアントにインストールするタイミングです。クライアントの起動時にインス
トールする「システム起動時インストール」，またはパッケージがクライアントに転送された時点で
インストールする「通常インストール」を選択できます。

インストールモード
クライアントでのパッケージのインストール方法です。インストーラを使用する「GUIインストー
ルモード」，インストーラを使用しないでファイルのコピーだけでインストールする「バックグラウ
ンドインストールモード」の 2種類があります。

インベントリ情報
クライアントでのハードウェアの使用状況やインストールされているソフトウェアの種類など，ク
ライアントの管理に必要な情報です。インベントリ情報は，配布管理システムからジョブを実行し
て取得します。

インベントリビューア
クライアントから取得したインベントリ情報の表示や集計ができるウィンドウで，多様なレポート
機能を持っています。JP1/NETM/DM Managerで使用できます。

オフラインインストール
インストール媒体を使用することで，ネットワークを介さないでソフトウェアをインストールする
機能です。

オフラインフォルダ
オフラインマシンから取得したインベントリ情報および稼働情報を管理するフォルダです。［システ
ム構成］ウィンドウおよび［あて先］ウィンドウに，「{OFFLINE}」という名称で表示されます。

オフラインマシン
JP1/NETM/DMのシステム構成情報に登録していない，Windowsのクライアントです。例えば，
次のような PCです。
• スタンドアロンで使用していて，JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストールしてい
る PC

• ネットワーク内で JP1/NETM/DM Client（クライアント）をインストールしているが，JP1/
NETM/DMのシステム構成情報に登録していない PC

なお，オフラインマシンからもインベントリ情報と稼働情報を取得できます。また，オフラインマ
シンにソフトウェアをインストールすることもできます。

オフラインマシン情報
オフラインマシンから取得したインベントリ情報と稼働情報のことです。

（カ行）

外部メディア操作
ソフトウェアの稼働状況の監視対象の一つです。USB接続メディア，内蔵 CD/DVDドライブ，内
蔵 FDドライブ，IEEE 1394接続メディア，および内蔵 SDカードスロットを介した書き込みまた
は読み出しを，外部メディア操作として抑止します。
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また，これらの外部メディアの接続および切断（取り外し）を，外部メディア操作の履歴として取
得します。ただし，内蔵 FDドライブの操作は履歴取得の対象外となります。

稼働監視ポリシー
ソフトウェアの稼働状況を監視する場合に設定する条件です。起動を抑止するソフトウェアや，履
歴を取得する操作を設定します。

監査ログ
JP1製品が共通で出力するログです。「だれが」，「いつ」，「どのような操作を実行したか」を示しま
す。出力された監査ログは JP1/NETM/Audit - Managerで管理され，システムの内部統制の評価と
監査に利用されます。

キャビネット
配布管理システムにあるパッケージを保管するための領域です。

業務フィルター
「Asset Information Manager Limited」で，ユーザ権限に応じて，操作画面から実行できる処理を
制限する機能です。
各操作画面の構成要素（ボタン，検索条件，編集項目など）を，ユーザ権限に応じて変更します。

クライアント
JP1/NETM/DM Client（クライアント）がインストールされたマシン，または JP1/NETM/DM 
Managerまたは JP1/NETM/DM Client（中継システム）のクライアント機能がインストールされ
たマシンのことです。配布管理システムから直接，または中継するシステムを介してリモートイン
ストールされるソフトウェアを受信し，自システムにインストールしたり，インストール結果を配
布管理システムへ通知したりできます。

クライアント制御
ネットワーク経由で，手元の PCから離れた場所にある PCを起動したり，シャットダウンしたりす
る機能です。この機能を使って，JP1/NETM/DMでは，深夜や休日などの電源が入っていない状態
の PCに対してソフトウェアをリモートインストールできます。クライアント制御を利用するには，
PCが AMTまたはWake on LANに対応し，さらに自動シャットダウンに対応していることが必要
です。

検索パターン
［操作ログ一覧］ウィンドウで操作ログを検索するための検索条件を保存したものです。主な検索目
的に使用する検索パターンは，デフォルトで登録されています。また，デフォルトで登録されてい
る検索パターンを編集したり，新規に登録したりすることもできます。

更新プログラム
Microsoft Updateで提供される，OSやMicrosoft Office製品などの更新プログラムです。JP1/
NETM/DMで適用情報を収集できる「パッチ」も，更新プログラムに含まれます。

コレクトスクリプト
クライアントが実行するリモートコレクト処理の手順を記述したスクリプトです。Windowsの上位
システムからリモートコレクトする場合は，ジョブ作成時に自動的に作成されます。UNIXの上位
システムからリモートコレクトする場合は，クライアント側のユーザが独自にコレクトスクリプト
を作成することによって，ユーザ固有の処理をさせることができます。
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コレクトファイル
クライアントからリモートコレクトで収集したファイルです。

（サ行）

削除ソフトウェア管理テーブル
ソフトウェアインベントリ辞書から削除したソフトウェアの情報が登録される内部テーブルです。
「ファイルを検索」を指定して「ソフトウェア情報の取得」ジョブを実行した場合，各ホストから通
知されるソフトウェア情報が削除ソフトウェア管理テーブルに登録されているときは，ソフトウェ
アインベントリ辞書には追加されません。また，各ホストのソフトウェアインベントリ情報にも追
加されません。

資源登録システム
リモートインストールするソフトウェアを配布管理システムに登録するプログラムです。Windows
の JP1/NETM/DMシステムのパッケージャに相当します。UNIXの JP1/NETM/DMの用語です。

資産情報
「Asset Information Manager Limited」で，ハードウェアおよびソフトウェアを管理するための情
報です。

システム監視
あらかじめ設定した条件に従って，クライアントが特定のハードウェアの状態を監視する機能です。
システム監視中は，ローカルシステムビューアの［システム監視の状態］パネルに監視対象の状態
が表示されます。また，監視対象に異常が発生した場合は，アラートメッセージやアイコンの変化
によってユーザにアラートを通知します。クライアントが上位システムに接続している場合は，上
位システムへアラートを通知することもできます。

［システム監視］アイコン
タスクバーの通知領域に表示されるアイコンです。アイコンの状態から，システム監視機能の状態
とアラート通知の有無が確認できます。また，［システム監視］アイコンをダブルクリックすると，
ローカルシステムビューアを起動できます。
［システム監視］アイコンを表示するには，クライアントセットアップの［システム監視］パネル
で，「システム監視アイコンをタスクバーの通知領域に表示する」を選択します。

システム情報
JP1/NETM/DMシステムを構成するホストのハードウェアの情報です。配布管理システムからジョ
ブを実行して取得します。

自動メンテナンスポリシーファイル
あて先グループおよび IDの自動メンテナンスのポリシーが記述されたテキスト形式ファイルです。

集計
JP1/NETM/DM Managerで管理している情報の種類ごとに，該当するホストの数を表示する機能で
す。リレーショナルデータベースで情報を管理しているときに使用できます。

上位システムアドレス格納ファイル
ホスト名と IPアドレスの対応が記述された設定ファイルです。ホスト名運用のクライアントが上位
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システムを名前解決できないときに，上位システムの IPアドレスを認識するために使用されます。

ジョブ
JP1/NETM/DMの機能の実行単位です。ジョブには次の 21種類があります。
• パッケージのインストール
• 中継システムまでのパッケージ転送
• 中継システムのパッケージ一括削除
• リモートコレクト
• 中継までのリモートコレクト
• 中継サーバからのコレクトファイル収集
• 中継サーバのコレクトファイル削除
• クライアントユーザによるインストール
• システム構成情報の取得
• システム情報の取得
• ソフトウェア情報の取得
• ユーザインベントリ情報の転送
• ユーザインベントリ情報の取得
• レジストリ取得項目の転送
• 中継サーバからの結果通知保留
• 中継サーバの結果通知の保留解除
• ファイル転送の中断
• ファイル転送の再開
• メッセージの通知
• ソフトウェア稼働監視の制御
• ソフトウェア稼働情報の取得

セキュリティ PC
ハードディスクや FDなどの外部記憶装置を持たない，最低限の機能だけを備えた PCです。エー
ジェントに接続してアプリケーションソフトやファイルをリモートコントロールできます。セキュ
リティ PC用のアップデートデータは，JP1/NETM/DMを使ってリモートインストールできます。

全あて先
あて先の種類の一つです。マネージャから中継マネージャ配下のホストすべてに対してジョブを実
行するときに指定します。

操作履歴
クライアントで操作されるソフトウェアおよびファイルの情報です。操作履歴には，次の種類があ
ります。
• プロセスの起動
• プロセスの停止
• キャプションの変更
• アクティブウィンドウの変更
• マシンの起動 /停止
• ログオン /ログオフ
• ファイル操作
• Webアクセス
• 印刷操作
• 外部メディア操作
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操作ログ
JP1/NETM/DMで取得した抑止履歴，操作履歴，および JP1/秘文 LogManagerのデータベースに
格納されているユーザ操作ログを，［操作ログ一覧］ウィンドウで確認する際，表示される情報をま
とめて操作ログと呼びます。

［操作ログ一覧］ウィンドウ
配布管理システムで取得したクライアントの稼働情報のうち，ソフトウェアの起動や印刷操作の抑
止履歴，およびソフトウェアやファイルの操作履歴を，さまざまな条件で抽出し，参照できる画面
です。

ソフトウェアインベントリ辞書
JP1/NETM/DMで管理するソフトウェアを設定する辞書です。「ファイルの検索」で取得したソフ
トウェアの中から，管理対象とするソフトウェアを選択できます。また，インベントリビューアで
ライセンスを管理する場合に必要な，ライセンス情報を設定できます。

ソフトウェア検索リスト
ソフトウェア情報の取得に使用するリストです。JP1/NETM/DMが標準提供する「標準検索リス
ト」と，ユーザが任意に編集できる「ユーザ指定検索リスト」があります。

ソフトウェア情報
JP1/NETM/DMシステムを構成するホストにインストールされているソフトウェアの情報です。配
布管理システムからジョブを実行して取得します。

（タ行）

中継システム
配布管理システムとクライアントの間で，リモートインストールやインベントリ情報の収集などの
ジョブを中継する JP1/NETM/DM Clientのことです。

中継するシステム
配布管理システムとクライアントの間で，リモートインストールやインベントリ情報の収集などの
ジョブを中継するプログラムの総称です。

中継マネージャ
配布管理システムを階層化したシステムで，最上位の配布管理システム（マネージャ）の配下に位
置する JP1/NETM/DM Managerのことです。配布管理システムとクライアントの間で，リモート
インストールやインベントリ情報の収集などのジョブを中継できます。

重複ホスト
ホスト識別子を使用して運用している場合に，ホスト識別子が再生成されたためにシステム構成情
報に重複して登録された，同一のホストのことです。

ディレクトリ情報
Active Directoryから取得するユーザ情報やコンピュータ情報のことです。取得したディレクトリ情
報は，ジョブのあて先に指定したり，インベントリビューアでクライアントの情報を参照するため
に使用したりできます。
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データベースマネージャ
データベースマネージャには，JP1/NETM/DM Manager用と「Asset Information Manager 
Limited」コンポーネント用の 2種類があります。
JP1/NETM/DM Manager用のデータベースマネージャは，JP1/NETM/DM Managerのコンポーネ
ントの一つで，JP1/NETM/DMで使用するリレーショナルデータベースを作成したり，メンテナン
スをしたりできます。
「Asset Information Manager Limited」コンポーネント用のデータベースマネージャは，「Asset 
Information Manager Limited」のサブコンポーネントで，「Asset Information Manager Limited」
のリレーショナルデータベースを作成したり，メンテナンスをしたりできます。

ドメイン
ネットワーク内のホストおよびユーザを管理する単位です。

（ナ行）

認証サーバ
JP1/Baseを使用した，JP1ユーザのアクセス権限を管理するサーバです。一つのユーザ認証圏に 1
台設置する必要があります。このサーバを利用して JP1ユーザを一括で管理します。JP1/Baseと
連携して JP1/NETM/DMのユーザを管理する場合，JP1ユーザをこのサーバに登録する必要があり
ます。

ネットワーク構成情報ファイル
ネットワークに接続されているホストの IPアドレス，MACアドレス，サブネットマスクなどの情
報を記述した CSV形式ファイルです。

ネットワーク情報
「Asset Information Manager Limited」で，各機器のネットワーク上の位置を管理するための情報
です。ネットワーク情報は，「IPアドレス」，「MACアドレス」，「ノード名」，「コンピュータ名」な
どを表します。

（ハ行）

配布管理システム
リモートインストールするソフトウェアを保管し，リモートインストールの実行を指示するプログ
ラムです。リモートインストールの状況や結果，各ホストにインストールしてあるソフトウェアな
どを確認できます。

パケットフィルタリング方式
ファイアウォールを通過するパケットを制限する，ファイアウォール実現方式の一つです。内部か
ら外部へのアクセスは許可して，外部から内部へのアクセスは禁止するといった運用ができます。
また，インターネットにアクセスする端末を限定できます。

パッケージ
リモートインストールをするソフトウェアの単位です。パッケージは，配布管理システムのキャビ
ネットに保管されます。
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パッケージ種別
パッケージの種類を示します。「ユーザプログラム，データ」，「日立プログラムプロダクト」，およ
び「他社ソフトウェア」の 3種類があります。

パッケージセットアップマネージャ
配布管理システム，または中継システムから受け取ったソフトウェアを，クライアント側で任意に
選択してインストールするための機能です。インストールを拒否したり，インストール先のディレ
クトリを変更したりできます。

パッケージャ
リモートインストールするソフトウェアを配布管理システムに登録するプログラムです。

パッケージング
パッケージャを使用して，パッケージを作成することです。

パッチ情報ファイル
Microsoft社のサーバからパッチを取得するための情報が記載されたファイルです。JP1/NETM/DM
でパッチを取得する場合に必要です。パッチ情報ファイルは，JP1/NETM/DMが日立Webサーバ
に接続して取得します。Microsoft社からのパッチの提供状況に応じて更新されます。

日立Webサーバ
Microsoft社からパッチを取得するために必要な，パッチ情報ファイルを提供するサーバです。日立
Webサーバは，弊社サポートサービスが提供しています。日立Webサーバへの接続には，弊社サ
ポートサービスの契約による認証情報が必要です。

秘文連携機能
AITファイルを使用して，インストール済み JP1/秘文および秘文の詳細情報を取得したり，JP1/
秘文および秘文のインストール可否をチェックしたりする機能です。また，JP1/秘文および秘文関
連のログも収集できます。

ファイアウォール
インターネットと内部システムの境界に設置して，外部からの不正なアクセスが内部システムへ侵
入することを防ぐものです。

複数 LAN接続
複数の LANで構成されたシステムに対応する JP1の機能です。この機能を使うと，複数の LANに
接続されたホスト上で，JP1の通信に使う LANを設定できます。システムやほかのアプリケーショ
ンとは別に JP1独自に通信設定できるので，多様なネットワーク構成や運用方法に柔軟に対応でき
ます。なお，複数の LANに接続したホストを，マルチホームホストや複数 NICのホストと呼ぶこ
ともあります。
JP1/NETM/DMでは，次の複数 LAN接続の環境での運用をサポートしています。
• 複数のネットワークに分かれている環境
• ネットワークが多重化されている環境

部署情報
「Asset Information Manager Limited」で，資産管理システムを利用する部門など，組織を管理す
るための情報です。部署情報は，「部署名」，「部署コード」，「原価コード」などを表します。
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分割配布
ネットワークに負荷を掛けないためにユーザが指定したサイズで分割して転送し，かつ転送と転送
の間にインターバル（転送休止時間）を置きながら配布する方法です。サイズは，セットアップ時
とジョブの作成時，さらにパッケージの転送途中の中継地点でも指定できます。大容量のパッケー
ジを配布する場合に有効です。

変更履歴
「Asset Information Manager Limited」で，機器のメモリサイズやディスク容量の変更を管理する
ための情報です。CPU，メモリ，ディスクが物理的に不当に変更されていないかどうかを確認でき
ます。 
変更履歴は，「変更日付」，「ディスク容量」，「メモリサイズ」，「CPU」などを表します。

ホスト
JP1/NETM/DMでの操作の対象となる，ネットワークを構成する PCまたはWSです。

ホスト識別子
システム内でホストを一意に識別できるキーです。ネットワーク構成に左右されないため，システ
ム管理者がホストを管理する負担を軽減できます。ホスト識別子を利用するにはリレーショナル
データベースが必要です。

ホスト探索
指定したネットワークの範囲内に存在するホストを探索する機能です。JP1/NETM/DM未導入ホス
トを検出するときに実行します。

ポリシー
システム構成情報の自動反映機能によって新規にシステム構成に追加されたホストを，自動的にあ
て先グループまたは IDに振り分けるために，あらかじめ設定しておく条件です。

（マ行）

マネージャ
配布管理システムを階層化しているシステムで，システムの最上位に位置する JP1/NETM/DM 
Managerのことです。

マルチキャストアドレス
各マルチキャストグループに固有の IPアドレスです。マルチキャスト配布の送信側と受信側のセッ
トアップで設定します。

マルチキャストグループ
マルチキャスト配布をするとき，ジョブの配布先となる概念上のグループです。マルチキャストア
ドレスというグループ固有の IPアドレスを持っています。上位システムがマルチキャストグループ
にジョブのパケットを送信すると，そのグループに所属している各クライアントに，パケットが配
信されます。

マルチキャスト配布
ジョブの配布方式の一つです。IPマルチキャストプロトコルを利用して，上位システムから特定多
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数のクライアントへパケットを送信します。クライアントの数に関係なく，上位システムはマルチ
キャストグループ 1か所だけにジョブのパケットを送信すればよいため，通信量を削減できます。

未適用パッチ情報
クライアントに適用されていないパッチの情報です。JP1/NETM/DMでは，次の情報を未適用パッ
チ情報として扱います。
• Microsoft Updateによって提供されるセキュリティに関する更新プログラムのうち，クライアン
トに適用されていない更新プログラムの情報

• MBSAのmbsacli.exeコマンドを実行したスキャン結果のうち，最新のパッチが見つからなかっ
た情報（スキャン結果で「NOT Found」と表示される情報）

（ヤ行）

ユーザインベントリ項目
ユーザインベントリ情報の入力項目です。配布管理システムで作成したユーザインベントリ項目は，
ジョブを実行してクライアントに配布します。

ユーザインベントリ情報
クライアント独自の情報（氏名や PCの製造番号など）です。配布管理システムからジョブを実行
して取得します。

ユニキャスト配布
ジョブの配布方式の一つです。上位システムからクライアントへ 1対 1でパケットを送信します。
上位システムは，送信先のクライアントごとにジョブのパケットを送信する必要があるため，パ
ケットの送信数は，クライアント数の増加に対応して増大します。

抑止履歴
クライアントで，ソフトウェアの起動，および印刷が抑止された履歴です。

（ラ行）

リモートインストール
パッケージングされたソフトウェアを，配布管理システムからクライアントシステムに転送し，イ
ンストールする機能です。

リモートインストールマネージャ
配布管理システムの GUI部分のプログラムです。

リモートコレクト
クライアントにあるファイルを，配布管理システムに収集する機能です。配布管理システムから指
示します。

リモートコントロール
配布管理システムから，クライアントを遠隔操作する機能です。
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リモートコントロールエージェント
リモートコントロールで，リモートコントロールマネージャから遠隔操作される側の PCで実行さ
せるプログラムです。

リモートコントロールマネージャ
リモートコントロールで，リモートコントロールエージェントの遠隔操作を指示する側のプログラ
ムです。

リレーショナルデータベース
JP1/NETM/DM Managerの情報の管理に使用するデータベースです。Embedded RDB，Microsoft 
SQL Server，または Oracleを使用できます。

レコーダファイル
専用のインストーラなどを使用して対話形式でソフトウェアをインストールするときの手順を記録
したファイルです。JP1/NETM/DMでは，一部の他社ソフトウェア用のレコーダファイルを提供し
ています。また，ユーザがレコーダファイルを作成することもできます。

ローカルシステムビューア
クライアントのハードウェアやソフトウェアに関する情報が参照できるウィンドウで，システム監
視の状態，アラート履歴，システム情報，およびインストールされたソフトウェアが表示されます。
これらの情報は，クライアントが上位システムと接続していなくても閲覧できるため，クライアン
トユーザによるローカルなシステム管理に利用できます。
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB


	JP1/NETM/DM 運用ガイド2 (Windows(R)用)
	変更内容
	はじめに
	1　 JP1/Baseと連携してJP1/ NETM/DMのユーザを管理す る
	1.1　 JP1/Baseと連携する場合のシステム構成
	1.1.1　 必要なプログラム
	1.1.2　 システム構成

	1.2　 JP1ユーザに設定できる権限と機能差異
	1.2.1　 設定できる権限
	1.2.2　 ユーザ認証が必要になる機能
	1.2.3　 使用できる操作の差異
	1.2.4　 リモートインストールマネージャの差異
	1.2.5　 CSV出力ユティリティの差異
	1.2.6　 実行できるジョブの差異
	1.2.7　 実行できるコマンドの差異

	1.3　 JP1ユーザの設定方法
	1.3.1　 JP1/NETM/DMの運用を開始するまでの流れ
	1.3.2　 認証サーバでのユーザ設定
	1.3.3　 コマンドを実行するための設定
	1.3.4　 JP1/IMとの権限の共有


	2　 JP1/IMからJP1/NETM/DM を管理する
	2.1　 JP1/IMからJP1/NETM/DMを起動する
	2.1.1　 リモートインストールマネージャの起動
	2.1.2　 リモートコントロールマネージャの起動

	2.2　 JP1/IMへJP1イベントを通知する
	2.2.1　 JP1イベントの種類
	2.2.2　 JP1イベントの属性


	3　 JP1/Cm2またはhp OpenViewからJP1/NETM/ DMを管理する
	3.1　 JP1/Cm2/NNMまたはhp OpenView nnm と連携する場合のシステム構成
	3.1.1　 システム構成
	3.1.2　 ソフトウェア構成
	3.1.3　 JP1/Cm2連携機能を使用する場合の注意事項

	3.2　 JP1/NETM/DMのシンボルを確認する
	3.2.1　 シンボルの確認方法
	3.2.2　 JP1/NETM/DMのシンボル

	3.3　 JP1/Cm2/NNMまたはhp OpenView nnm からインベントリ情報を確認す
	3.3.1　 インベントリ情報の確認
	3.3.2　 インベントリ情報の表示例

	3.4　 JP1/Cm2/NNMまたはhp OpenView nnm からジョブの実行状態を確認す
	3.4.1　 ノードサブマップからの確認
	3.4.2　 ステータス・イベントブラウザからの確認


	4　 JP1/AJS2と連携してジョブ を自動実行する
	4.1　 自動運用の概要
	4.2　 コマンドの種類と入出力情報
	4.2.1　 コマンドの種類
	4.2.2　 コマンド実行時の入出力情報
	4.2.3　 コマンドのエラー情報の確認方法
	4.2.4　 コマンドの入力形式

	4.3　 コマンドの説明形式
	4.4　 dcmcoll.exe（ファイルの収集）
	4.5　 dcmcsvu.exe（CSV出力）
	4.6　 dcmdice.exe（ソフトウェアインベントリ 辞書のエクスポート）
	4.7　 dcmdici.exe（ソフトウェアインベントリ 辞書のインポート）
	4.8　 dcmgpmnt.exe（あて先グループへのポリ シーの一括反映）
	4.9　 dcmhstwo.exe（JP1/NETM/DM未導入ホ ストの検出）
	4.10　 dcminst.exe（ジョブの作成，実行）
	4.11　 dcmjbrm.exe（ジョブの削除）
	4.12　 dcmjexe.exe（ジョブの実行）
	4.13　 dcmmonrst.exe（稼働情報のデータベー スへの格納）
	4.14　 dcmpack.exe（パッケージングの実行）
	4.15　 dcmpkget.exe（パッケージのバックアッ プの取得）
	4.16　 dcmpkput.exe（パッケージのバックアッ プからの復元）
	4.17　 dcmpkrm.exe（パッケージの削除）
	4.18　 dcmrmgen.exe（ジョブ定義の削除）
	4.19　 dcmrtry.exe（ジョブの再実行）
	4.20　 dcmstat.exe（ジョブの実行状況の取得）
	4.21　 dcmstsw.exe（ジョブの実行状況の監視）
	4.22　 dcmsusp.exe（ファイル転送の中断と再 開）
	4.23　 dcmuidi.exe（ユーザインベントリの一括 入力）
	4.24　 dcmwsus.exe（WSUSの同期実行）
	4.25　 パラメタファイルの作成
	4.25.1　 タグの種類
	4.25.2　 パラメタファイルの形式
	4.25.3　 タグの指定方法
	4.25.4　 FILE_COLLECTION（収集するファイルの指定）
	4.25.5　 FILE_PROPERTIES（ファイルアクセス権の復元の 指定）
	4.25.6　 INSTALLATION_METHOD（インストールモードの指 定）
	4.25.7　 JOB_ATTRIBUTE（ジョブの属性設定）
	4.25.8　 JOB_CLIENT_CONTROL（クライアント制御の指 定）
	4.25.9　 JOB_DESTINATION（あて先の指定）
	4.25.10　 JOB_DESTINATION_ID（IDの指定）
	4.25.11　 JOB_SCHEDULE（ジョブのスケジュールの指定）
	4.25.12　 JOB_SPLIT_DELIVERY（パッケージの分割配布の 指定）
	4.25.13　 OPTION（オプションの指定）
	4.25.14　 OUTPUT_CONSTRAINTS（出力する情報の設定）
	4.25.15　 PACKAGING_INFORMATION（パッケージ属性情 報の設定）
	4.25.16　 PACKAGING_SOURCE（パッケージングするファ イルの指定）
	4.25.17　 SCHEDULE（リモートインストールのスケジュー ル指定）
	4.25.18　 SCRIPTS（インストールスクリプトの指定）
	4.25.19　 SOFTWARE_CONDITIONS（ソフトウェア条件の 指定）
	4.25.20　 SYSTEM_CONDITIONS（システム条件の指定）
	4.25.21　 USER_PROGRAM_INSTALLATION_CONDITIONS （外部

	4.26　 予約語の指定方法
	4.26.1　 JP1/NETM/DMのコマンドで使用できる予約語
	4.26.2　 予約語を使用する場合の注意事項
	4.26.3　 予約語の使用例


	5　 トラブルシューティング
	5.1　 トラブル発生時の対処方法
	5.2　 ジョブのトラブルシューティング
	5.2.1　 エラージョブの詳細情報を確認する方法
	5.2.2　 エラージョブを効率的に確認する方法
	5.2.3　 保守コード一覧

	5.3　 JP1/NETM/DM ManagerおよびJP1/ NETM/DM Client（中継
	5.3.1　 ログファイルの確認
	5.3.2　 正常に動作しないときの対処

	5.4　 JP1/NETM/DM Client（クライアント）の トラブルシューティング
	5.4.1　 ログファイルの確認
	5.4.2　 正常に動作しないときの対処

	5.5　 インターネットオプションのトラブル シューティング
	5.5.1　 ログファイルの確認
	5.5.2　 HTTP Gatewayのイベントログメッセージ

	5.6　 Windows CE版JP1/NETM/DM Clientのト ラブルシューティング
	5.6.1　 ジョブを実行した場合のエラーコード一覧
	5.6.2　 Windows CE版JP1/NETM/DM Clientが正常に動作し ないときの

	5.7　 Asset Information Manager Limitedのトラ ブルシューティ
	5.8　 保守資料の採取
	5.8.1　 ログ情報の採取
	5.8.2　 JP1/NETM/DMの設定情報の採取
	5.8.3　 JP1/NETM/DMのトラブル情報の採取
	5.8.4　 「Asset Information Manager Limited」のトラブル情報
	5.8.5　 ディレクトリ情報の採取
	5.8.6　 通信設定の情報の採取

	5.9　 トラブルに備えたバックアップの取得
	5.9.1　 JP1/NETM/DM Manager（マネージャ）のバックアッ プ
	5.9.2　 JP1/NETM/DM Manager（中継マネージャ）のバック アップ
	5.9.3　 JP1/NETM/DM Client（中継システム）のバックアッ プ
	5.9.4　 JP1/NETM/DM Client（クライアント）のバックアッ プ

	5.10　 イベントログメッセージ一覧
	5.10.1　 JP1/NETM/DM Managerのイベントログメッセージ
	5.10.2　 JP1/NETM/DM Client（中継システム）のイベントロ グメッセージ
	5.10.3　 JP1/NETM/DM Client（クライアント）のイベントロ グメッセージ
	5.10.4　 監視をお勧めするイベントログメッセージの要因と 対処

	5.11　 クライアントの基本ログメッセージ一覧
	5.11.1　 USER_CLT.LOGファイルの形式
	5.11.2　 メッセージの説明形式
	5.11.3　 メッセージ一覧


	付録A　 Windows Server 2008・Windows Vista版 JP1/NETM/
	付録A.1　 システム構成
	付録A.2　 ハードウェアに関する見積もり
	付録A.3　 使用できるコンポーネントと機能差異
	付録A.4　 2008・Vista版JP1/NETM/DM Clientのインストー ル
	付録A.5　 2008・Vista版JP1/NETM/DM Clientのセットアッ プ
	付録A.6　 2008・Vista版JP1/NETM/DM Clientを使用すると きの注意事項

	付録B　 64ビット版JP1/NETM/DM Clientの機能
	付録B.1　 システム構成
	付録B.2　 ハードウェアに関する見積もり
	付録B.3　 使用できるコンポーネントと機能差異
	付録B.4　 64ビット版JP1/NETM/DM Clientのインストール
	付録B.5　 64ビット版JP1/NETM/DM Clientのインストール 内容の変更
	付録B.6　 64ビット版JP1/NETM/DM Clientのアンインス トール

	付録C　 Windows CE版JP1/NETM/DM Clientの機能
	付録C.1　 サポートするハードウェアとOS
	付録C.2　 接続できる上位システムのバージョン
	付録C.3　 メモリおよびディスク占有量
	付録C.4　 サポートする機能一覧
	付録C.5　 Windows CE版JP1/NETM/DM Clientのインストー ル
	付録C.6　 Windows CE版JP1/NETM/DM Clientのアンインス トール
	付録C.7　 Windows CE版JP1/NETM/DM Clientを使用する
	付録C.8　 Windows CE版JP1/NETM/DM Clientでのマルチ ポーリング

	付録D　 セキュリティPCへのリモートインストール
	付録D.1　 セキュリティPCへのリモートインストールに必 要な条件
	付録D.2　 セキュリティPCへのリモートインストールの流 れ
	付録D.3　 アップデートデータをパッケージングする
	付録D.4　 セキュリティPCだけを含めたあて先グループを 作成する
	付録D.5　 アップデートデータをリモートインストールする ジョブを実行する

	付録E　 秘文連携機能を使用したJP1/秘文および秘 文の管理
	付録E.1　 秘文連携機能を使用する前に
	付録E.2　 インストール済み秘文製品の詳細情報の取得
	付録E.3　 秘文製品のインストールチェック
	付録E.4　 秘文製品のインストール
	付録E.5　 秘文製品の内部ログの収集

	付録F　 EURを使ったインベントリ管理帳票の作成
	付録F.1　 EURとJP1/NETM/DMの連携
	付録F.2　 EUR連携の動作環境
	付録F.3　 EURを使った帳票の作成方法
	付録F.4　 帳票フォームのカスタマイズ

	付録G　 監査ログの出力
	付録G.1　 監査ログに出力される事象の種別
	付録G.2　 監査ログの保存形式
	付録G.3　 監査ログの出力形式
	付録G.4　 監査ログを出力するための設定

	付録H　 各バージョンの変更内容
	付録I　 用語解説
	索引
	数字
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	G
	H
	I
	J
	L
	M
	O
	P
	R
	S
	T
	U
	V
	W
	あ
	い
	え
	お
	か
	き
	く
	け
	こ
	さ
	し
	す
	せ
	そ
	た
	ち
	つ
	て
	と
	に
	ね
	の
	は
	ひ
	ふ
	へ
	ほ
	ま
	み
	め
	ゆ
	よ
	り
	れ
	ろ


